
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　甘味みきひろ
















　CONTENTS









序章　ようこそ新たなる学園の王国へ

第一章　乙女座ヴァージンロード

第二章　水瓶座ファーストキス

第三章　蠍座フォーリンラブ

第四章　獅子座ストロングルール

第五章　僕たち私たちの独立が始まる

第六章　これからの若者たちの大舞台

第七章　蛇遣座アストラマギアス

終章　この星の物語の続き



あとがき










序章　ようこそ新たなる学園の王国へPlease call -Open the World-









　春の学園風物詩といえば、新入生の部活勧かん誘ゆうだ。

　手を浸ひたしたくなる青空を頭上に仰あおぎ、真昼間から学園内を賑にぎ々にぎしい喧けん騒そうが包んでいる。移住してきたばかりの中等部一年の初々しい新入生たちを、中等部や高等部の先せん輩ぱいたちが懸けん命めいに勧誘しているのだ。

「魔ま術じゆつ部です！　魔術師じゃなくても歓かん迎げいします！」

「あなたも風紀部に入って学園の治安維い持じに貢こう献けんしよう！」

「農業部は人手不足で困っています！　学園の食しよく糧りよう自じ給きゆう率りつを上げましょう！」

　勧誘ブースに集まった生徒たちが、粗そ品しな贈ぞう呈てい券をばら撒まきながら、声高に新入生たちへと呼びかけを続けている。この学園には多種多様な部活があるのだろう。普ふ通つうの学園では聞かないような一風変わった部活が、風変わりな募ぼ集しゆうをしている。

「来たれ軍事部！　諸君の青春を護国に捧ささげてみないか！」

「執しつ政せい部こそ国家の要！　政治家となってエリートを目指せ！」

　武器を携けい帯たいした物々しい雰ふん囲い気きの軍事部。選挙の街頭演説のように弁舌を振ふるう執政部。中には、無人のブースに『諜ちよう報ほう部では新入部員を募集しておりません』という書き置きを張り出しているだけの部活もある。

　学園内は若者たちの姿で溢あふれていた。

　部活勧誘している生徒たちだけでなく、廊ろう下かで談笑する生徒や、早足で部活動に急ぐ者、今も授業を行っている教室もある。

　教室の授業風景も、いたって普通。整然と並べられていた机が雑然と崩くずされ、真面目に授業を受けている者もいれば、不真面目に居い眠ねむりしている者もいる。

　まさしく、どこにでもありそうな光景だ。教きよう壇だんに立ってチョークを走らせ授業を進行している教師が、生徒たちと同じ制服を着ている──という点を除けば。

「教導部は新入部員募集中です！　皆みなさんも教師になって学友たちを教え導きましょう！　教師役の生徒は自分の授業で出席扱あつかいになるので、卒業単位の心配はありません！」

　開かれたままの教室の窓から、部員勧誘中の教導部の生徒たちの声が聞こえてきた。

　そう、この学園では教師も生徒が務めているのだ。

　授業風景や学園生活の光景の中に、大人の姿がどこにもない。この学園は、見み渡わたす限かぎりティーンエイジャーばかりで、二十歳を越こえて成人を迎むかえた者の姿が皆かい無むだった。

「──時間だ。ブツを運び出すぞ」

　そんな中、教室内にて、不意にひとりの男子生徒が席を立つ。

　今まで窓際の奥の席でうつ伏ぶせに居眠りしていたはずが、急に身を起こし、授業の最中だというのにチャイムも待たずに立ち上がったのだ。

「授業中ですよ！　何事ですか！」

　当然、教師役を務めていた女子生徒は眉まゆを吊つり上げて歩み寄ってくる。

　が、男子生徒は素知らぬ顔で机の引き出しから一冊の本を手て渡わたし、相手に渡わたす。

「フン。学外からの密輸品だ。取っておけ」

　それはあろうことか漫まん画が本ぼんだった。

「せ、先生を買収するつもりですか！　漫画の持ち込みは校則で禁止されているって風紀部の方々が……ああでもこれ、ずっと私の読みたかったやつ！」

「貴様の愛読書くらい調べてある。目を瞑つぶって見逃のがすなら、続刊もタダでくれてやるぞ」

　悪あく辣らつな顔つきでそう言う男子生徒に、教師役の生徒は逆らえなかった。

　買収した教師を教室に残し、彼は周囲の他の生徒たちとともに教室を脱だつ出しゆつする。

　そうして、違い法ほう密輸品である漫画物資を大量に詰つめ込んだ段ボールを数人がかりで運び出し、手押し台車に載のせて廊下を進む。

「次のチャイムが鳴るまでに、地下への搬はん入にゆうを終える。移動は部活勧誘に紛まぎれて素知らぬ顔で進めろ。全て終えたら五分で撤てつ収しゆうしておけ。おれは注意を引きつけておく」

　制服の上着を悪漢のような面構えの男子生徒は、肩で風かぜを切るように先導しながら、背後の仲間たちへとそう命じた。

「貴様らはくれぐれも生徒会長には気取られないようにな」

「ええとゼファーさん、生徒会長って、どの生徒会長ですか？」

　仲間の問いかけに、ゼファーと呼ばれた男子生徒は苦々しげに口を開く。

「決まっている。全員だ」

　そう言い残し、校庭へと出たゼファーは仲間と別れ、単独行動を開始する。

　部活勧誘は校庭でも行われており、勧誘用の広告と思おぼしき巨きよ大だい美少女のハリボテや鉄道部の車両展示といった大型の陳ちん列れつ物が立ち並んでいる。ゼファーと別れた仲間たちはそうした物もの陰かげに身を隠かくし、人ごみに紛れて御ご禁制の漫画本を運び込み始める。

「さて、目立ってくるか」

　そしてゼファーは独り、校庭の中央へと向かう。

　彼の向かう先には異様な光景が広がっていた。誰だれもが熱に浮うかされた部活勧誘の場においても誰の目にも異様に映るだろう。

　あろうことか、教室から運び出されたと思しき大量の勉強机がピラミッド状に積み上げられ、校庭のど真ん中を大々的に占せん拠きよしていたのだ。用よう途と不明かつ通行の邪じや魔までしかなく、巨大ピラミッドを取り囲んでいる学園の生徒たち全員が迷めい惑わく顔だ。

「なんだよこの机の山、いったい誰が用意したんだ？」

「今朝からあったぞ。邪魔だな、俺たちで退のけちまうか」

　とうとう一部の生徒が強制撤てつ去きよしようとするが、他の生徒たちがそれを妨ぼう害がいする。

「待てお前ら。ここに張り出されている認可書類を見ていないのか？」

「なんのために机を積み上げたかは分からないけど、星徒会の申しん請せい許可が下りてるんだ。勝手に運び出したら生徒会長たちに逆らうことになるぞ」

　そう言われては、撤去したくてもできないのが一いつ般ぱん生徒の心情だ。

　がやがやと騒さわぐ生徒たちの注意が机のピラミッドに向いている隙すきに、ゼファーは素知らぬ顔で人ひと垣がきに交じる。手には、いつの間にか大きな拡声器が携たずさえられていた。

「あ！　ゼファー・アゾットがいるぞ！」

　そんな中、目ざとくゼファーを見つけたひとりの生徒が声を荒あららげた。

　瞬しゆん間かん、ゼファーは拡声器を持ったまま机のピラミッドの下段に足をかけた。そしてそのまま猛もう然ぜんと机の山を登り始める。

　もしもアクシデントが起きれば容た易やすく倒とう壊かいするであろう中を、お構いなしに上へ上へと進む。よじ登ればよじ登るほど上段の机の数が減って危険だが、気にする様子もない。

「やめろ！　降りろ！　危ないだろボケ！」

「あいつやっぱり学園一の問題児だ！」

『ふははははははは！　黙だまれ愚ぐ民みんども！　問題児ではない、風雲児と呼べ！』

　拡声器を掲かかげ、すでに遥はるか足元の校庭中に高笑いを響ひびき渡らせるゼファー。

　もちろんワザとだ。生徒たちの視線を全て自らに引きつけ、その隙に仲間たちに御禁制の漫画本を地下へと運ばせる算段なのだ。

　学園の学舎よりも高く積み上げられたピラミッド最上段へと辿たどり着くと、ゼファーは頂上の机の上に仁王立ちになり、眼下の米こめ粒つぶサイズの一般生徒たちを見下ろした。

　そして学園の国土を見渡し、拡声器を掲げて吼ほえる。

『よく聞くがいい親愛なる愚民ども、そして不ふ遜そんにも未だおれの顔を知らぬ新入生ども！　おれの名は高等部三年のゼファー・アゾットだ！　いつの日にか十二人の生徒会長どもを全て服従させ、学園の真の支配者、学園王となる男なのだ！　数十万もの若者が暮らす、学園王国の王にな！』
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　──この星の少年少女は皆、学園王国で暮らしている。

　学園王国とは名のとおり、学園＝国の巨大なスクールキングダムだ。

　小学校を卒業した世界中の子どもたちが移り住み、中等部と高等部の六年間、大人たちに頼たよらず、立法・行政・司法・軍事・教育・経済・魔術といったあらゆる国政を部活という名目で行い、移住した生徒だけで衣食住を成り立たせて国を治めている。

　国土である学内の敷しき地ちに大人はおらず、いわば、若者の若者による若者のための楽園とも呼ぶべき国。その運営を行うのが、あらゆる部活の頂点に君臨する最高機関『星徒会』。

　そして星徒会の長として学園王国統治の君主ロードを務めるのが、黄道十二星座の称しよう号ごうを持つ、総勢十二名の綺き羅ら星ぼしの如ごとき生徒会長たちだ。

　今年は珍めずらしく、選ばれたのは十二人とも美少女ばかりだった。




「学内の恋れん愛あいを解禁したいの」

　その日の星徒会会議にてそんな爆ばく弾だん発言をしたのは、星徒会きってのクールビューティ、執政部を統とう括かつする生徒会長、通つう称しよう『水瓶座さまアクエリアス』だ。

　なにせ生徒会長が十二人もいるので、ひとりひとりを単に会長と呼ぶのは紛らわしい。そこで伝統的に用いられている個別の呼び方が、十二星座にちなんだ敬けい称しようであった。

「きょうの会議では、恋愛解禁の決議を取りたいと思うわ」

　切れ長の瞳ひとみと同じ瑠る璃り色いろの長い髪かみを搔かき上げ、水瓶座さまアクエリアスは涼すずしげにほほえむ。

　対して今しがたの彼女の発言に、円えん卓たくを囲む他の生徒会長たちの顔は一変。

「反はん対たいですわ！　大反対ですわ！」

　真っ先に声を荒らげたのが、情熱的な薔ば薇ら色いろの瞳と髪を持つ『蠍座さまスコーピオ』。

「不純異性交遊は校則違い反はん、学園王国における最大の重罪のひとつですわ！　恋愛解禁は百害あって一利なし。わたくしは反対ですわ！」

「そう。なら賛成一票、反対一票ね」

　風紀部を統括する蠍座さまスコーピオの猛もう反対は、水瓶座さまアクエリアスも予想していたのだろう。向けられた怒いかりの眼差しを、座ったままクールに受け流す。

「でも、いくらルールで縛しばろうとも、本気で恋こいをしてしまったら止められない。わたしたちは思春期だもの。誰かを好きになることを罪と思ってはいけないわ。実を言うとわたし、自分が生徒会長に就任したら、真っ先にこの校則を潰つぶしてやろうと思っていたの」

「冗じよう談だんにもなりませんわ！　それでは伺うかがいますけれど水瓶座さまアクエリアス、もしも不純異性交遊が正当化されて、カップル同士の関係がエスカレートしてしまった場合、どういう事態になるか分かっていますの？」

「それは、赤ちゃんができたらどうするか、という話かしら？」

　ストレートに問われ、蠍座さまスコーピオは鼻白む。

「そうね。好きなひとができたなら、その相手とセックスしてみたいという感情は誰しも抱いだくものだわ。男の子にだって女の子にだって性せい欲よくはあるもの」

　続く水瓶座さまアクエリアスの言葉に、蠍座さまスコーピオの顔はますます真っ赤になってしまう。

「どうしたの？　お顔が真っ赤よ蠍座さまスコーピオ？」

「わたくし赤面症しようですの！　放っておいてくださいまし！」

　動どう揺ようしながらも円卓を激しく叩たたき、蠍座さまスコーピオはまくし立てる。

「そ、そう、赤ちゃんの件ですわ！　学生として国こく籍せきを持てるのは、中等部から高等部までの十代の少年少女のみ。赤ちゃんが生まれた場合、その子をどうするおつもりですの？　産婦人科も幼よう稚ち舎しやもない学園王国で育てられるわけもありませんし、かといって親元から引き離はなすのも不幸となれば、安易な思いつきに賛同できるはずありませんわ！」

「見かけによらず優しいところがあるのね。赤ちゃんのことを第一に考えるなんて」

「なっ……！」

「だけど、確かにあなたの言うとおりね。わたしもそこまで考えていなかったわ。両親となった生徒ともども退学除じよ籍せき処分で国外追放──という事態は避さけたいもの」

　生徒会長たちの会議は年とし頃ごろの少女たちの集まりとはいえ、お茶会のようなぬるい場ではない。権力争いというパワーゲームの只ただ中なかとも呼ぶべき、苛か烈れつな政せい治じ闘とう争そうの場だ。

　高等部三年生という立場にある彼女らにとって、学園在ざい籍せき中の権力指数は、大人たちが治める学外に戻もどってからの社会的立場に影えい響きようする。故に生徒会長同士の会議の場では当然のように権けん謀ぼう術じゆつ数すうが横行し、相手より優位な立場に立とうと躍やつ起きになる。

「ええ。だからこそ不純異性交遊禁止という校則が五十年近く続いているのですわ！」

「分かったわ。なら、今回の議案は保留にしましょう。わたしのほうで、もう少し内容を詰めてから再度提出させてもらうわ」

「結論は出ましたのよ！　これ以上の検討は不要ですわ！」

「恋愛事に興きよう味み津しん々しんの生徒は多いわよ。握にぎり潰してしまってだいじょうぶ？」

「なっ……さては最初からハメる気でしたのね……」

　蠍座さまスコーピオの懸け念ねん通り、もしも一般生徒に今のやり取りが広まれば、恋愛反対派の彼女の人気は下がり、生徒の自主性を尊重する水瓶座さまアクエリアスの人気が上がるだろう。

「あら。ハメたなんて人聞きの悪い。恋愛を解禁したいというのは本当よ？　ともかく、これで賛成票と反対票が同数のまま議案は保留。他のみんなもそれで納得、立場は中立ということでいいかしら」

　水瓶座さまアクエリアスの言葉に、沈ちん黙もくを守っている他の生徒会長たちが無言で頷うなずく。彼女たちは足の引っ張り合いに巻き込まれるのを嫌きらい、最初から中立派を貫つらぬいていたわけだ。

　もっとも、十二人全員が揃そろっているわけではない。諜ちよう報ほう部を統括する双子座さまジエミニは一度として表おもて舞ぶ台たいに現れたことはないし、軍事部の獅子座さまリオも訓練指揮で不在だ。他にも何人かの生徒会長が多た忙ぼうを理由に会議を欠席している。

　そんな中でたったひとり、会議のやり取りにまったくついていけず、小首を傾かしげて目を白黒させている少女がいた。真しん珠じゆ色の長い髪をツーサイドアップにし、同じ色のつぶらな瞳を先ほどからぐるぐると動かしていた、純じゆん朴ぼくそうな顔つきの少女だ。

「乙女座さまヴアルゴ」

「は、はいっ」

　その少女は称号で呼ばれた途と端たん、明らかに緊きん張ちようした様子で席から立ち上がった。

「顔に書いてあるわよ。『どうして蠍座さまスコーピオはいちゃもんを引っ込めたんだろう』って」

「いちゃもんとはなんですの！」

「どうして分かっちゃったんですか？　確かに、なんで蠍座さまスコーピオはいちゃもんつけるの止めちゃったんだろーって思ってました。あと、結局言い負かされてて、ざまーみやがり！　とも思っちゃいました」

「ざまーみやがりってなんですの！」

　ぷりぷりと怒おこる蠍座さまスコーピオを無視して、水瓶座さまアクエリアスは少女にほほえみかける。

「だってあなた会議中ずっと、照れたり困ったり悩なやんだり、百面相していたわよ。思っていることがそのまま顔に出るタイプなのね」

「ほんっとーにすみません！　不出来な娘むすめなもので！　ちゃんと𠮟しかっておきますね、えいえいっ、こいつめこいつめ」

　指し摘てきを受け、自分の頭をぽかぽかと小こ突づきながら畏かしこまる少女だったが、その能天気な仕草は会議の場には似つかわしくなかった。

　容易に他の生徒会長に頭を下げているようでは、政治闘争を勝ち抜ぬく才覚を持ち合わせていないと自ら露ろ呈ていしたも同然だ。

　しかし、それも仕方のないことだろう。なぜならば──

「ところで、あなたは恋愛解禁についてどう思う？」

「はいっ！　あたし、恋愛とかよく分かりません。だって、まだ中学生なので！」




　──彼女、『乙女座さまヴアルゴ』のヴァージニア・レーヴァテインは、高等部三年生の先せん輩ぱい方に交じって生徒会長に選ばれてしまった、未だ十三歳の中等部二年生なのだから。








第一章　乙女おとめ座ざヴァージンロード









　学園王国の首都の名は、学都ポラリスという。

　星徒会が把は握あくしているだけでも二十万の学がく籍せき登録者が、ここ学都で生活している。

　大人がいない国の、春の陽気に包まれた早朝──

　学がく寮りよう地区から慌あわてて登校する者、朝から授業にも参加せず缶かんジュースを手に部活動へ向かう者、誰だれもが慣れた様子で、ぶつかることなく巨きよ大だい廊ろう下かのスクランブル交差点をすれ違ちがっていく。行き交う全員が学生で、二十歳に満たない少年少女ばかりだ。

「フン。きょうも愚民どもは自じ堕だ落らくな一日を過ごしているようだ」

　そうした交差点の雑ざつ踏とうが途と切ぎれるのを、サイドカー付バイクに乗ったまま車両用廊ろう下かで待つ、偉えらそうな少年の姿があった。

「実に嘆なげかわしい。おれがこの学園の王となっていたなら、あのような無む知ち蒙もう昧まいな連中がすっとろい登校をするような国にはなっていなかっただろうに」

　名はゼファー・アゾット。彼はバイクにふんぞり返り、超ちよう絶ぜつ上から目線でそう言った。

　黒曜石のような色の髪と瞳は気品があるが、傲ごう岸がん不ふ遜そんな眼差しに、唯ゆい我が独どく尊そんな物言い、そして傍ぼう若じやく無ぶ人じんな顔つきと佇まいが、あからさまに危険人物だと主張している。

「さすが兄くんです。星徒会から追放されて今は一いつ般ぱん生徒なのに偉そうですね」

　そんなゼファーを、サイドカーに乗り込んでいる少女が揶や揄ゆした。こちらも同じく神秘的な黒の髪と瞳の持ち主だ。非常識な少年と一見常識的な少女、ふたりの面おも影かげはどことなく似ていた。

「人類史における最も理想的な政治体系とはつまり、誰よりも優れた人材による独裁だ！　ましてや十二人の生徒会長による足の引っ張り合いの政治競争など愚ぐの骨こつ頂ちよう！　おれが唯ゆい一いつ無二の学園王となってこそ、この国は真の独立を手に入れられるはずなのだ！」

「朝から発言が過激すぎませんか。双ふた子ごの妹として少し恥はずかしいのですが」

　声高らかに主義主張を叫さけぶゼファーに対し、少女が肩かたをすくめてみせる。

　確かに、廊下の往来で学園の体制批判など、明らかに不ふ穏おん分ぶん子しのやることだ。

「うわ、イキリの自じ称しよう学園王だ」

「そもそも学園王国って独立してるじゃん」

　ゼファーの姿を目にした生徒たちが、関わり合いになりたくないとばかりにスピードアップして交差点を通り過ぎていく。

「兄くん良かったですね。数十万の全校生徒の中で兄くんが一番だそうですよ」

「ほう？　おれに敬意を抱いて道を開けたか。愚ぐ民みんにしては良い心がけだ！」

「それは勘かん違ちがいだと思います。まったく……そもそも兄くんは、どうして学園王とやらになりたいのですか？」

「この国の愚民どもを外敵から守れるのは、おれをおいて他にいない。おれが王になれば生徒たち全員が今まで以上に平和に暮らせるからだ。それ以上の理由はない」

　ゼファーは素面しらふでそう言ってのけた。噓うそ偽いつわりない本心なのだろう。前方を見つめる彼の眼差しは、これまでの言動に反して驚おどろくほど理知的だ。

　そしてそのまま、人がまばらになった交差点へと問答無用で突つっ込こむバイク。

「なにが平和だボケー！」

「てめーが一番危ないんだよ！」

　風紀部に見つかれば校則違反で現行犯逮たい捕ほだろう。だが幸いにもふたりは風紀部所属の生徒が騒さわぎを聞きつける前に、生徒たちの罵ば声せいを置き去りにして逃にげ去った。

「もうじき大図書館に到とう着ちやくするぞ」

「ありがとうございます、兄くん。きょうこそ騒ぎを起こさないようお願いしますね」

　目的地に着くと、少女は礼と小言を口にしながらサイドカーを降りる。

　去り際、行ってきますのキスを勝手に頰ほおに押し付けた双子の背を見送ると、ゼファーは近くの駐ちゆう輪りん場じようにバイクを駐とめた。

　そして彼は彼で、少女の向かった図書館とはまた別の学館へと入っていく。今は授業で使われていないらしく、見る限り、館内に生徒の姿はない。

　その館内を、地下へ地下へと向かう。朝日の届かない地下では照明も薄うす暗ぐらく、スラム街のように不気味だ。廊下の床ゆかにはジュースの空あき缶かんや砕くだけた空あき瓶びん、封ふうの切られた缶かん詰づめの残ざん骸がい、転がったままのバケツ、靴くつ跡あとの汚よごれがついたトランプ札などが散乱している。

　周囲の壁かべの落書きなどからも、明らかに不良の溜たまり場だと察することが可能だ。星徒会による美化活動が行き届いている地上の光景とは比べるべくもない。

　最中、地下の最奥へと続く先に、柄がらの悪い禿とく頭とうの男子生徒が立ちはだかった。

　だが、ゼファーはたじろぐことなくスキンヘッドに目を向け、口を開く。

「どうだ。準備は整ったか？　客は揃っているか？」

「はい、もちろんですゼファーさん。主しゆ宰さいの到着を皆みなが待ってますぜ」

　不良然とした門番役は、驚くほど従順な反応とともに地下最深部の扉とびらを開けた。

　扉の向こう──そこに広がる大部屋には、溢あふれんばかりに詰つめかけた、数百人もの人、人、人、人、人、人。

　そして数万冊を超こえる大量の漫まん画が冊子が、山のように積み上げられていた。

「待たせたな、選ばれし愚民ども！　闇本ブラツクコミツク市場マーケツトの開かい催さいだ！」

　颯さつ爽そうと登場したゼファーの声を合図に、大部屋で行列を作っていた大勢の生徒たちが、地下を震ふるわせるほどの大だい歓かん声せいを上げた。彼らは目の色を変え、学園王国でのみ使用できる学内通貨を握り締しめ、漫画冊子の山に群がっていく。

「しっかし、さすがの手しゆ腕わんですぜ主宰。国内への持ち込みが禁止されている漫画冊子を、まさかこれだけ集められるなんて」

「おれを誰だと思っている。学園王ゼファー・アゾットだぞ。蛇じやの道は蛇へびというだろう、星徒会時代のコネを駆く使しして、あらゆる漫画本を国外から密輸したのだ」

　学園王国は校則で漫画の輸入を禁止しており、購こう買ばい部での販はん売ばいも行われていない。そのため移住してきた生徒たちは六年もの長きにわたり、学外で販売されている全ての漫画の購こう読どくを卒業まで禁じられる羽目になる。

　しかしある日、いかなる手段を用いてか御ご禁制の漫画本を大量に密輸するブローカーが現れた。それこそがこの闇やみ市いちの主宰、ゼファー・アゾットだった。

　漫画に飢うえた生徒たちにとって彼は救世主も同然であり、それゆえに地上では危険人物でも地下では生徒会長を凌しのぐ人気を誇ほこるというわけだ。

「学園王！　学園王！　学園王！」

「ふはははははは！　そうだ、もっとおれを褒ほめ称たたえろ愚民ども！」

　無論、闇本ブラツクコミツク市場マーケツトは星徒会非公認の非合法な営利活動だ。もしもお上にバレたら、主宰を筆頭に関係者全員、風紀部による逮捕は免まぬかれられない。

　だが、このような催もよおしが密かに開催されていることを知っているのは、学都ポラリスで暮らす二十万の生徒の中でも、漫画文化に深い理解を持ち、アンダーグラウンドの情報に詳くわしい精せい鋭えいたちばかり。開催情報が外に漏もれる心配はない。

　だからゼファーは夢にも思っていなかった。

　──まさかこの行列客の中に、生徒会長のひとりが紛まぎれ込んでいるなどと。
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「やったあああああああああ！　夢にまで見た新刊だああああああああああああ！」

　小こ柄がらな女子生徒が、感動の涙なみだを流しながら魂たましいの叫びを上げていた。

　持てる学内通貨の全てを吐はき出す勢いで漫画を買い込んでいるのは、誰あろう本年度の生徒会長のひとり、乙女座さまヴアルゴのヴァージニア・レーヴァテインだった。

「卒業まで絶対読めないと思ってたのに！　孤こ児じ院いんのばっちゃの仕送りだって輸入規制で弾はじかれちゃったし、六年間も続きが読めないなんて生殺しだよぉ……って諦あきらめてたけど！　ううう、嬉うれしいよぉ……！」

　乙女座さまヴアルゴの格好はジャージ姿で、紅白帽ぼうを深く被かぶって顔を隠かくし、純白の髪かみも帽子の中に纏まとめていた。立場上バレるわけにはいかないので変装しているのだ。

「そう！　今のあたしは星徒会の偉い人でも乙女座さまヴアルゴでもなく、ただのどこにでもいる漫画好きの謎なぞの少女ニア！　ってことでよろしく！　ってあたし誰に断ってるんだろう？　テンション上がり過ぎて自分でもなに言ってるのか全然分かんないや！」

　ここまで騒げば誰かが不ふ審しんに思いそうなものだが、乙女座さまヴアルゴのニアは中等部二年生ということで顔見知りも少なく、他のイベント参加者も、まさか生徒会長がデカい紙かみ袋ぶくろを両手で抱かかえて行列に並んでいるなどとは夢にも思わない。

「さよならおこづかい！　こんにちは待望の新刊！」

　ニアは生活費のことも今は忘れ、目についた漫画を手当たり次第に購こう入にゆうし、次から次へと紙袋に放り込んでいく。ハイテンションなのは彼女だけではなく、イベント参加者ほぼ全員が狂くるった感じで漫画を買い漁っている。長い禁きん欲よく生活で誰もが漫画に飢えていたのだろう。まさに会場は混こん沌とんの坩堝るつぼ、熱ねつ狂きようと物ぶつ欲よくが支配する戦場だ。

「貴様らこれはどういうことだ！」

　その狂きよう乱らんに水を差したのは、誰あろう主宰である学園王の声だった。

　声の主のただならぬ語気の荒あらさに、ニアは思わず視線を巡めぐらせる。

「なぜこんなものまで売りさばいている！　おれはこういうジャンルの漫画を密輸リストに加えた覚えはないぞ！」

　見れば、ゼファー・アゾットが売り子と思おぼしき生徒を捕つかまえて激げき昂こうしていた。

「あのひとが噂うわさの自称学園王さんかー。へー、なに揉もめてるんだろ、どーれどれ？」

　興味本位で該がい当とう漫画の表紙を盗ぬすみ見るニア。そこには、十三歳の少女にとってあまりに目に毒な、肌はだ色いろばかりが目立つエッチなイラストが描えがかれていた。

「あ、あれはまさか、噂に聞くエッチ漫画では……っ！」

　エロマンガという単語を口にしないくらいには、ニアにも乙女おとめの恥じらいがある。

「十八禁は十八歳になってからにしろ！　ピュアな中等部の生徒も買いに来ているというのに、年ねん齢れい制限を無視してエロ本を堂々と売るとは貴様ら落ちぶれたか！」

　鬼おにの形相のゼファーに𠮟しかられている生徒たちは漫画密輸組織の構成員のようだ。リストにエロマンガを付け加えたのは下心から生じた出来心なのだろうが、ここまで自分たちのボスが激げき怒どするとは思いもしなかったのだろう。

「自称学園王さんって、アレな言動に反して実は生き真ま面じ目めな性格なのかな？」

　刺し激げきの強いエロマンガコーナー周辺からそそくさと退散しながらも、ニアは後うしろ髪がみを引かれる気持ちで背を振ふり返り、遠巻きにゼファーの横顔を盗み見た。

「似てる……」

　と、ニアが息を吞のむ。

　一年前に出会った、とある先せん輩ぱいに似ていたのだ。

「でも、あの先輩は星徒会メンバーのはずだもん。それがまさか、こんなところでエッチ漫画売ってるはずないし。そもそも憧あこがれの先輩がアレだなんて思いたくないし……」

　危ないところを助けてもらった恩があるのだが、お礼をニアは未だ伝えられていない。相手の名前も知らなければ顔もうろ覚えという有様なのだ。

　しかしもう一度だけ、最終確認のつもりでゼファーの姿を見やる。

「貴様ら中学生にエロマンガを売った金で明日食う飯が美味うまいか！　おれにその金で双子の家族を養えとでも言うつもりか！　いいか！　このイベントもいずれおれが真の学園王となるための人心掌しよう握あくの一いつ環かんだ！　反社会的な生徒を集め、星徒会にクーデターを起こす際に配下とするためのな！　多少は趣しゆ味みと実益を兼かねているが、エロ本売って人心が離はなれたらどうするつもりだ！」

「クーデターとかなに言っちゃってんのこのひと!?」

　瞬しゆん間かん、ついツッコミが飛んでいた。

　中学生とはいえ、ニアも生徒会長のひとり。反政府団体の蜂ほう起きを見過ごすほど自覚が足りないわけではない。

「誰だれだ今おれにツッコミを入れたやつは！　まさか星徒会が紛れ込んでいるのか！」

「し、しまった……！」

　今しがたの叫さけびを運悪くゼファーに聞き咎とがめられてしまい、ニアは慌あわてて身を隠す。

「逃げろ！　風紀部だ！」

　そのとき、会場の入り口から見張り役の切せつ羽ぱ詰つまった悲鳴が聞こえてきた。

　瞬間、熱に浮うかされていた生徒たちの顔が一気に青ざめる。

　風紀部──学園王国に存在する星徒会管かん轄かつのあらゆる部活動組織の中でも、最も過激な強権を一いつ般ぱん生徒に対して執しつ行こうできる、校則の番人。この国における国家警察だ。

「うふふふ、よからぬことを企たくらむ悪い子は誰ですの？」

　その風紀部を統とう括かつする生徒会長が、名だたる悪女や毒婦もかくやという悪役めいた微び笑しようとともに、配下の警官生徒たちを率いて悠ゆう然ぜんと会場に姿を現した。

　その人物こそ、蠍座さまスコーピオのコルピー・コールブランド。

　見た目は純情可か憐れんで貞てい淑しゆくなお嬢じよう様さまだが、その実ドがつくほどにサディスティックであることは学園の生徒なら誰もが知っている。

　ゴージャスな薔ば薇ら色いろの長ちよう髪はつに蒼薔薇の髪かみ飾かざりをあしらい、女王様のようなハイヒールを華か麗れいに履はき熟こなしたその少女。薔薇輝き石せきの色を持つ意志の強そうな吊つり目と、毒花の如ごとき美び貌ぼうが男女問わず他人の目を引く。だがゼファーが最も注目したのは、彼女が着用している生徒会長の証、三ツ星学星服だ。

「不ふ穏おん分ぶん子しの皆さんもご存じでしょうけど、学園王国の校則では漫画の持ち込みや販売は厳禁ですわよ。よって、ここにある全ての漫画本はわたくしたち風紀部が没ぼつ収しゆうさせていただきますわ。よろしいですわね？」

　突とつ然ぜんの乱入の用件を、コルピーは高飛車に言い放った。

　それを合図に、風紀部の生徒たちが手慣れた様子で漫画の押収を開始する。

「くそっ、星徒会の犬なんかに、俺たちの漫画を奪うばわれてたまるか！」

「やめろ愚ぐ民みん！　三ツ星クラスの戦闘制服相手に勝ち目はない！」

　そのとき参加客の男子が数名、ゼファーの制止を振り切ってコルピーに飛び掛かかった。

　男子と女子では体格差は歴然。おまけに数の差もある。にもかかわらず、一いち撃げきのもとに地に伏ふしたのは襲おそい掛かった男子生徒たちのほうだった。

　スカートを翻ひるがえしたコルピーの蹴けりが、群がる襲しゆう撃げき者たちの側頭部に華麗に叩たたき込こまれ、一発で意識を刈かり取ったのだ。

「犬ですって？　わんわん扱あつかいはあなた方のほうがお似合いですわ」

　倒たおれた生徒の頭をヒールで踏ふみにじりながらも、コルピーは淑しとやかな微笑を崩くずさない。暴徒鎮ちん圧あつを名目とした一般生徒への暴力行使は風紀部の特権だ。

「あまりにだらしないですわね、星せい賜し剣けんを抜ぬくほどのことはありませんわ」

　そうしてコルピーは、手にした刀身の無い柄を持て余しながら、反乱分子の中心人物へと視線を巡らせる。つまりは、この集会の主しゆ宰さいであるゼファーへと。

「あなたもそう思いますわよね。まさか、こんな場所で再会するとは思っていませんでしたわ。ゼファー・アゾットさん」

「コルピー、いや、今年からは蠍座さまスコーピオと呼ぶべきか？」

　顔見知りなのか、ゼファーとコルピーの視線が交差し、火花を散らす。

「貴様、闇本ブラツクコミツク市場マーケツトの開催をどこで嗅かぎつけた」

「購買部統括の魚座さまパイシーズからの情報ですわ。彼女はこの学園王国のお金の流れに精通していますもの。わたくしとあの子は同じ派は閥ばつなのですから、情報共有もしておりますわ」

　水のエレメントを示す青色の生徒会長腕わん章しようをかざし、コルピーは艶あでやかに笑う。

「やばい、これはほんとにやばーい……」

　一方、その様子をニアは物もの陰かげに隠れながら見守っていた。

「あたしが違い法ほうに漫まん画がを買ってたなんて蠍座さまスコーピオにバレたら一いつ巻かんの終おわりだもん……」

　すでに会場全体が風紀部によって封ふう鎖さされており、逃にげ場はなく、脱だつ出しゆつは困難だ。

　もしもニアも乙女座の三ツ星学星服を着用していたなら、打開する術すべはあったはず。

　しかし、身分を隠すためジャージ姿で参加したことが仇あだとなった。

「さあ不穏分子ども、観念してお縄なわにつけ。朝から授業をサボって低てい俗ぞくな漫画本を売買する集会を開いていたバツとして、当分は監かん獄ごく学舎で補習授業だ！」

　風紀部の生徒が口を開く。すると──

「そこのあなた、発言を訂てい正せいなさいな。いかなる本であろうと、中身を読む前から高こう尚しようか低俗か決めつけようとするのは、色眼鏡をかけた者のやることですわ。わたくしの部下にそのような偏へん見けんを持つ子はいりませんわよ？」

　予想外のコルピーの言葉に、ゼファーたちは少なからず驚おどろいた。

　彼女が漫画をかばう発言をするとは誰も思っていなかったのだろう。意外だったのは風紀部にとっても同じだったようで、彼らは戸と惑まどいの面持ちでコルピーの顔色を窺うかがう。

　しかし、彼女は周囲から向けられた視線などお構いなしに、こう続けた。

「ただし、校則で漫画本の持ち込みが禁止されている以上、それが高尚か低俗かは関係ありませんの。校則こそ絶対不ふ可か侵しんのルールッ！　それを破ったあなたたちは全員バリカンで坊ぼう主ず頭あたまにしてさしあげますわ！」

　坊主頭という不ふ穏おんなワードに、風紀部の目を逃のがれて物陰に隠れ続けているニアは、ただただ震ふるえあがる。

「そんなに没収したいなら、こちらからくれてやるぞ！」

　と、そのとき突然、ゼファーが持っていた漫画を投げつけた。

　それを難なく片手で受け止めるコルピー。

「こ、これはっ……！」

　しかし彼女は、自分の手元にやって来たエロマンガを見、硬こう直ちよく。

　表紙からして肌色成分強めのその漫画本は、コルピーにとっても刺激が強すぎた。

「どうした、顔が真っ赤だぞ」

「赤面症しようですの！　放っておいてくださいまし！」

　性的興奮を誘ゆう発はつする内容に顔を赤面させながらも、咳せき払ばらいを交えつつ平静を装って奥付を確認する。そこには十八歳未満購こう読どく禁止の一文が確かに明記されていた。

「これは発禁ですわ！　御ご禁制ですわ！　焼しよう却きやく処分ですわ！」

　発火したように顔をさらに真っ赤にしながら叫ぶコルピー。

「今だ、逃げるぞ！　貴様らおれについてこい！」

　彼女の注意を充じゆう分ぶんエロマンガで引きつけた上で、ゼファーが叫ぶ。

　その言葉を合図に、突とつ如じよとして目くらましのスモークが立ち込める。

　こういう事態を想定して逃とう走そう用にあらかじめ準備しておいたのだろう。イベント参加や風紀部絡がらみの厄やつ介かい事に慣れた不良生徒たちは、発はつ煙えんと同時に逃げ支じ度たくを整えていた。

　すぐさまゼファーを先頭とした一団が、風紀部が見張っていない隠かくし通路の入り口へと雄お叫たけびとともに雪崩なだれ込む。

「申し訳ありません、蠍座さまスコーピオ！　すぐに追いかけます！」

「追う必要はありませんわ。この程度で簡単に捕まるようなら、わたくしもゼファーさんに手を焼いていませんもの。おそらく逃げ道の用意は準備万ばん端たんですわよ。あくまで最優先事じ項こうは、違い法ほう漫画が学園に流通しないよう、ここにある全ての冊子の確保ですわ」

　視界を奪われた風紀部たちの乱れた統率を、コルピーは冷静に仕切り直す。

　彼女の命令通り、風紀部は視界の悪い中で不良生徒たちを追うより、押収した漫画を持ち逃げされないようガードを固めることを優先する。

「い、今のうちに逃げるしかない！」

　今まで物陰に隠れ続けていたニアも、この機に乗じて行動を起こした。

　会場全体に立ち込めるスモークのせいで、どこに逃げればいいのかも分からないが、とりあえずゼファーの声がした方向へと全速力で走り出す。

　──と。

「むにょん？」

　紙かみ袋ぶくろを抱かかえたままで両手が塞ふさがっていたニアの行く手を、やわらかいふたつの塊かたまりが障害物となって遮さえぎった。その拍ひよう子しに、紅白帽ぼうが弾だん力りよくで撥はね返されて脱ぬげ落ちる。

「うふふふ。周りが見えないのをいいことに、わたくしの胸の谷間に勢いよく飛び込んできた悪い子は誰ですの？」

　そして、頭上から聞こえてくる、怖おぞ気けがするほどに優しい猫ねこなで声。

「この立派すぎるふたつのふくらみ……もしかして蠍座さまスコーピオのおちち……ですか？」

「ですわ。そう言うあなたのお名前は？」

　今さら逃げようにも、ここまで接近していては逃げられるはずもない。

　ロケットのような巨きよ乳にゆうにずっぽりと顔を埋うずめたまま、ニアは恐きよう怖ふに震える。

「わかりまてん……」

「この状じよう況きようでボケられるなんて、たいした度胸ですわぁ」

　コルピーの口調は柔やわらかだが、隠しきれない怒ど気きが滲にじんでいた。

「あたしはただの、どこにでもいる漫画好きの謎なぞの少女ニアちゃんです……」

「え？　まあ、誰かと思えば乙女座さまヴアルゴではありませんの」

　最後の抵てい抗こうを試みるも、そんなごまかしが通じる相手ではない。コルピーは自分の胸の谷間に挟はさまった真しん珠じゆ色の頭を見下ろし、にっこりほほえみながら言葉を続ける。

「まだ冗じよう談だんが言えるなんて惚ほれ惚ぼれする肝きもの据すわり方ですわ。わたくしが中等部のときは、生徒会長のおちちに顔を埋めたまま冗談なんて、とても言えませんでしたもの」

「その勇気に免めんじてここはひとつ、なにとぞ、なにとぞー！」

「ダメですわ」

　コルピーの攻こう撃げき的な笑顔を涙なみだ目めで見上げながら、ふとニアは思った。

　自分が上級生になってもしも巨乳になれたなら、胸の谷間に飛び込んできた下級生には優しくしてあげよう、と。
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　一方、同志たちを引き連れたゼファーは、秘密通路を抜けて脱出に成功していた。

「くよくよするな愚民ども。漫画くらい、おれがまたいくらでも密輸入してやる」

　風紀部の包ほう囲い網もうを脱だつしたはいいが、大半の漫画を押収されたことでこの世の終わりのような顔つきになっている生徒たちに、珍めずらしく優しい言葉をかけるゼファー。

　と、そんな中。

　脱出口の廊ろう下かに設置されたモニターに、見み目め麗うるわしい美少女の姿が大映しになった。

「あれは──」

　ゼファーは息を吞のむ。その美少女が見知った顔だったからだ。

　いや、数十万人の生徒が暮らす学園王国において、彼女の顔を知らない者はひとりとしていないだろう。

　水瓶座さまアクエリアス、シトゥラ・クラウソラス。

　深い色調の瑠る璃り色いろのストレートヘアを腰こしまで伸のばし、上品な白いヘアバンドをつけ、見事な脚きやく線せん美びをタイツで包んでいる。ほっそりとした体つきで美乳だ。そしてラピスラズリの輝かがやきを湛たたえた切れ長の瞳ひとみは、鋭えい利りな冷たさを秘めている。

　美少女揃ぞろいの生徒会長たちの中でもトップクラスの美貌を誇ほこり、容よう姿し端たん麗れい、頭脳明めい晰せき、文武両道と称たたえられる才さい媛えんで、全校生徒の憧あこがれの生徒会長だ。

　まさに、危険人物として知られるゼファーとは対極にいる人物と言える。

『ごきげんよう、学園王国の生徒諸君。今から執しつ政せい部の緊きん急きゆう会見中ちゆう継けいを行うわ』

　モニターに映し出された水瓶座さまアクエリアスは、その美び貌ぼうをにこりともさせないまま、クールに口を開いた。

　今ゼファーが目にしている彼女の映像は、目の前のモニターだけではなく、学都の各所に設置された全ての画面に映し出されているはずだ。水瓶座さまアクエリアスのシトゥラは冷ややかな眼差しを中継カメラに向けたまま、突つき放すように言った。

『前回の星徒会会議で、十二人の生徒会長の合議により、税制の導入を決定したの。所得税、住民税、進級税、そして消費税。詳しよう細さいは追って連れん絡らく網もうで通知するけれど、消費税に関しては税率一〇パーセントで明日から即そく日じつ導入させてもらうわ』

「なにいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　瞬しゆん間かん、ゼファーの口から悲鳴が上がった。いや、彼だけではない。ゼファーとともに脱出したばかりの同志たちはもちろん、周囲の廊下にたむろしていた生徒たちも、真面目に各学館の教室で授業を受けていた生徒たちも、全ぜん寮りよう制せいの自室でテレビ中継を見ていた生徒たちも、皆みな同様に悲鳴を上げた。否応なしの税制導入は前代未聞の政策だ。

　半世紀近い学園王国の歴史において、所得税や住民税はもちろん、学年進級の際の進級税や、学内販はん売ばい物に消費税が課せられたことは一度としてなかった。

『会見は以上よ。なにか質問があれば誰だれでも気軽に星徒会本部を訪ねて頂ちよう戴だい。歓かん迎げいするわ。ただし、一切の苦情は受け付けない。税の徴ちよう収しゆうは必要な国策なのだと全校生徒が理解してくれることを期待しているわ』

　生徒たちに是ぜ非ひを問うつもりはまったくないのだろう。

　会議の決定をシトゥラは執政部の統とう括かつ責任者として端たん的てきに伝えただけ。星徒会にはそれだけの権力があるため、これは越えつ権けん行こう為いではない。が、完全な強権発動だ。

「税制の施し行こう、おまけに消費税の即日導入など、暴動が起きるぞ！」

　ゼファーは非難の声を上げたが、すでにモニターに映し出されていたシトゥラの姿は消えてしまっている。用件だけ済ませてさっさと中継を打ち切ってしまったようだ。

　騒さわいでいるのは当然ながらゼファーだけではない。彼の目に映る範はん囲いでも、多くの生徒たちが戸惑い、困こん惑わくしている。中にはあからさまに星徒会への不平不満を口にする者さえいた。強制的に税を徴収されることが決定して、払はらう側が喜ぶはずもない。

「ゼファーさん、進級税や消費税の導入って一時的なものですよね……」

　同志のひとり──漫画の買い過ぎで金欠の生徒──が、悪い夢でも見ているかのような面持ちでゼファーに問うた。おそらく気休めの言葉が欲しいのだろう。

　が、しかし。

「フン、どうかな。一度でも甘い蜜みつを吸ったら人間はその味を忘れない。そして国家とは極論すれば人間の集合体でしかない。今後の学園王国は部活で働けば働くほど金を取られ、寮りように住むだけで金を取られ、そして金を払わなければ進級さえ許されない。消費税も今はまだ税率一割だが撤てつ廃ぱいされることは絶対にないだろう。むしろ徴収額ペナルテイは二割、三割とこれから引き上げられていくぞ」

　ゼファーの厳しい返答に、他の同志たちも顔を青ざめさせる。皆、金欠なのだ。

「そんな……いったいどの生徒会長がこんな法案を採さい択たくしたんだ……」

「どの生徒会長が悪いわけでもない。合議で決定された以上、全員が加担しているわけだ。十二人の民主的な合議制などと言えば聞こえはいいが、生徒たちに不利益が生じる法案が通らなくなるわけではない。むしろ責任の所在を曖あい昧まいにするだけだということだ」

　反社会活動グループの頭目とは思えない理知的な顔つきでゼファーは言う。

「もしもクーデターが成功して学園王になったら、税金は撤廃してくれますよね!?」

「それだ！　俺らは今まで以上にゼファーさんを応おう援えんしますぜ！」

　国家転てん覆ぷくを夢見る者の主な動機は政治への不信感だというのは本当らしい。

「──フン、当然だ！　おれの目が黒いうちは生徒たちの望まぬ政治など、するはずもさせるはずもなかろう！」

　もちろん、それなりの理由があって星徒会は税の徴収に踏ふみ切ったのだろう。

　その理由も知らないうちに安やす請うけ合いするのはゼファーにも気が引けたが、内心これも人心掌しよう握あくのためのプロパガンダだと割り切って、自信満々に言い放った。

「よし、貴様ら愚ぐ民みんの声、おれが生徒会長どもに届けに行ってやろう！」

　生徒たちからの歓かん声せいに後押しされたわけではないが、ゼファーは睨にらみつけるように頭上を仰あおぎ、学都で一際背の高い、星徒会本部の置かれた学館を見上げた。

　その視線の遥はるか先──

　星徒会本部の執しつ務む室にて、先ほど緊急会見の中継を終えたばかりの少女が、窓越ごしに学都の景色を見下ろしながらクールにティーカップを傾かたむけている。

　水瓶座さまアクエリアスのシトゥラだ。

「星徒会による強権発動だなんて、彼が聞いたら怒いかり出すかしら」

　飲み終えたカップをソーサーに戻もどし、シトゥラは憂ゆう鬱うつそうにため息をこぼす。

「でも、これからのことを考えると国庫の財源確保は急務だもの」

　彼女は言い訳のように呟つぶやいて、執務机の上の最重要機密書類へと目を向ける。

　それは、占せん星せい部が制作したメガテリオン襲しゆう来らいの予測報告書だった。

「八体目の超ちよう大型メガテリオン出現の予知だなんて、気の滅め入いる話ね……」

　再び視線を窓の外へと戻すシトゥラ。執務室からは、五十年近い時間を経て学生たちだけで築き上げてきた学都の景色が一望できる。

　だが、なぜ学生だけで一から学園王国を建国しなければならなかったのか。

　人類を脅おびやかす怪かい物ぶつ『メガテリオン』の出現により、半世紀前、大人たちが一部の若者たちを置き去りにし、地球を捨てて宇宙へと旅立ってしまったからだ。

　当時の社会に反はん抗こう的な姿勢を持っていた百万人の少年少女を乗せた星間魔ま導どう移民船だけが、あらかじめ仕組まれていた故障により飛び立つことができなかった。将来の不ふ穏おん分ぶん子しとなり得る若者たちは大人に疎うとまれ、地球に取り残されたのだ。

　以来、置き去りにされた子どもたちは、母星を捨てた大人の助けを借りることもできず、自分たちの力だけで生き抜ぬくため、旧ふるい科学を掘ほり返し、魔ま術じゆつを学び、学園王国を築いた。シトゥラの眼前に広がる景色は、五十年に及およぶ、在りし日の少年少女の軌き跡せき。

　──しかし、それだけの時間が過ぎた故に、かつての若者たちも今はもう大人になってしまっている。

「今まで観測された無数のメガテリオンの中でも、有史以来たった七体しか現れていない、人類絶ぜつ滅めつ級の超大型個体。その八体目の出現予知だなんて、中等部の二年生が生徒会長に交じってしまっている異例の星徒会で対処するには、困難な相手だわ」

　口では悲観的なことを言っておきながら、超大型メガテリオンの襲来日程すら判明していない現状にもかかわらず、シトゥラの表情は常に涼すずしげだ。

　急な税制の導入は超大型メガテリオン殲せん滅めつ後の復興財源を補ほ塡てんするための法案だった。会議で採決した他の生徒会長たちも、大半は苦く渋じゆうの決けつ断だんだったことだろう。

　もっとも、敵を殲滅できなければその心配も学園王国ごと無くなるわけだが。

「実戦経験のない乙女座さまヴアルゴのレベルアップは最優先事じ項こう。でも、できることならそれだけじゃなく、第七号セブンスを倒たおした彼の力がどうしても必要だわ……」

　まるで誰かの姿を捜さがすように、シトゥラは窓の外の景色へと目を凝こらす。

「……水瓶座さまアクエリアス。こんな時間からなにをのん気に景色なんて眺ながめているんですの？」

　そんな中、背後から高飛車な声が聞こえてきた。

　見れば今まさに執務室にやって来た様子の蠍座さまスコーピオのコルピーが、窓の外をぼんやり眺めていたシトゥラに対し、苛いら立だちの眼差しを向けている。

「全ての生徒の模も範はんたる生徒会長が、サボりとは感心できませんわね」

「あら、ごきげんよう蠍座さまスコーピオ。心外ね。ちゃんと仕事をしていたわよ。憎にくまれ役の会見発表をね。それより、その手に持っているのはなにかしら？」

「生徒会長のくせに漫まん画が本ぼんを買い漁あさっていた不届き者ですわ」

　言って、コルピーは摑つかんでいた物体をシトゥラに突きつける。

「許しとくりー……勘かん弁べんしとくりー……」

　それは、つぶらな瞳に大おお粒つぶの涙なみだをありありと浮うかべ、それでも漫画の入った紙かみ袋ぶくろだけは奪うばわれまいと必死に抱だきかかえている、乙女座さまヴアルゴのニアの姿だった。

　コルピーに首根っこを摑まれ、彼女は子こ猫ねこのように片手で持ち上げられていた。

「あらかわいい」

「あらかわいい、じゃありませんわ！　乙女座さまヴアルゴ、あなたもいい加減にその校則違い反はんの密輸本を寄よ越こしなさいな！」

「やだー！　絶対やーだー！　丸一年ガマンしてた新刊だもん！　絶対渡わたさないやい！　きょうは夜よる遅おそくまで読み耽ふけるのを楽しみにしてたんだぞー！」

「わがままは許しませんわ！　あと、よい子は夜九時には就しゆう寝しんなさい！」

　聞き分けのない後こう輩はいの反抗に目くじらを立てるコルピー。

「漫画だけに？　ふふっ、漫マン画ガだけに我ガ慢マンを強いるのね？」

　騒ぐふたりへ向けてクールな顔でそう言ったシトゥラは、静かな顔つきで自分の発言を反はん芻すうした後、なぜかくすくすと忍しのび笑いをこぼし始めた。

　彼女のおっとりとした反応に、騒いでいたニアとコルピーもすっかり調子を崩くずされる。

「……今の、なにが面白かったんですの？」

「おっ、それ答えられたら漫画持って帰っていいですか？」

「ダメったらダメですわ」

　コルピーにじろりと睨にらまれながら、ニアは淑しとやかにほほえむシトゥラを見た。

　星徒会に入る前に聞いた噂うわさとは印象が少し違ちがう。噂では氷の女じよ帝ていだの冷れい徹てつな支配者だの呼ばれ、外見や仕事ぶりから受ける有能なクールビューティとしての印象が強かった。

　それが今や、ニアからすればちょっとマイペースな優しいお姉さまだ。

「見た目はクールで冷たそうだけど、口に含ふくむと甘くてとろける、そんなアイスクリームみたいな先せん輩ぱいなのが水瓶座さまアクエリアスだとあたし思います」

「あらそう？　今の、かわいいフレーズでわたしも気に入ったわ。少なくとも氷の女帝と比べれば、年とし頃ごろの女の子らしく感じられて好きよ」

「じゃあじゃあ、これどうですか！　年頃の女の子向けの可愛かわいい系漫画ですよ！」

　味方を増やす作戦に出たのか、ニアは首根っこを摑まれたまま、紙袋の中から動物のマスコットが表紙の漫画本を取り出す。

「ほらほら、これ可愛くないですか水瓶座さまアクエリアス！　中はまだ見ちゃだめですよ、せーのでページを開きますから、いっしょに見てくださいね。せーの、ほら可愛い！」

「あなたのほうがかわいいわ」

「まったく……ふたりとも生徒会長としての自覚が足りませんわ！」

　和わ気き藹あい々あいぶりに毒気を抜かれたのか、コルピーは摑んでいたニアの首根っこを放す。

「放すなら放すと言ってください！　ガツンとお尻しり打っちゃったじゃないですか！」

　尻しり餅もちをついたまま恨うらみがましい上うわ目め遣づかいでコルピーを見上げるニア。その非難交じりの面持ちは見事なまでのふくれっ面つらだった。

「乙女座さまヴアルゴは本当に表情がころころと変わるのね。見ていて飽あきないわ」

「えっ、まさかあたし、また」

「そうね。百面相していたわ」

　ニアのことがいたく気に入った様子で、シトゥラはコルピーに向かって口を開く。

「蠍座さまスコーピオ。こうして乙女座さまヴアルゴも反省していることだし、今回は見み逃のがしてあげてもいいんじゃないかしら？」

「どの流れで！　この子が反省しているように見えたのか！　教えて欲しいものですわ！　中等部の後輩だからといって甘やかしも大たい概がいですわよ！」

「堅かたいこと言わないで蠍座さまスコーピオ。あなたはもう少し、その胸くらい柔やわらかくなるべきだわ。せっかくの巨きよ乳にゆうが勿もつ体たいないわよ」

「喩たとえの例が最悪ですわ！」

「そういうとこだぞ」

「あなたもお黙だまりですわ！」

　余計な口を挟はさんできたニアの頭を踏みにじるコルピー。学園のドＭ連中に絶大な人気を誇ほこるだけあって、惚ほれ惚ぼれするほどの女王様ぶりだった。

　ちなみにシトゥラはその涼しげな美び貌ぼうから、男女の区別なく生徒会長たちの中でトップの支持票を獲かく得とくしている。反してニアは、中等部からの異例の大抜ばつ擢てきということで同級生からも上級生からも反感が強く、残念ながら人気は最下位。しかも世論調査によると数少ない得票のほとんどがロリコン票という不名めい誉よなものだった。

「……水瓶座さまアクエリアス。敢あえてもう一度言いますけれど、あまりこの子を甘やかさないでいただきたいですわね。実戦経験もない十三歳の中学生とはいえ、乙女座の星賜剣に選ばれたからには、ヴァージンロードのままではわたくしたちが困るんですのよ？」

　声のトーンを変え、威い圧あつするようにコルピーが言う。

　彼女の言葉に出てきた『星賜剣』。

　それは伝説の大魔ま術じゆつ師したちによって造られた前時代の遺物であり、全天八十八星座の星の輝かがやきを刀身に宿す光の剣けんにして、地球最強の魔術兵装だ。

　ひとつの星座につき、星座を構成する主要な星の数だけ剣一式が存在しており、中でも特に『黄道十二星座ゾデイアツクの称号・サイン』を与あたえられた星賜剣一式は破格の攻こう撃げき力を有し、歴代の生徒会長たちの手に携たずさえられ、幾いく多たのメガテリオンを打ち倒してきた。

　知性あるインテリジエンス魔剣・ソードである星賜剣は、毎年、学園王国に住まう少年少女の中から所有者に相応ふさわしい優ゆう秀しゆうな主を自らの意思で選ぶ。選ばれた者のみが、刀身を持たない剣の柄つかに光の刃やいばを生み出すことを許され、学園王国を統治する生徒会長となる。

　そう、選挙ではなく星賜剣によって生徒会長が選ばれるシステムなのだ。そして乙女座の星賜剣に選ばれた者が乙女座さまヴアルゴ、水瓶座の星賜剣に選ばれた者が水瓶座さまアクエリアスと呼ばれる伝統なのである。

　例年では高等部三年生から選ばれるのがお決まりだったのだが、今年は例外が起こった。乙女座の星賜剣一式が、あろうことか中学二年生の少女を選んでしまったのだ。おまけにその少女は学力も運動神経も平均以下で、さらには素行も良いとは言い難がたい。

　にもかかわらず、まるでシンデレラのように学園王国の君主に選ばれた。

『つぼみの君主ヴアージンロード』という揶や揄ゆが広まったのも無理からぬことだろう。

「──そうね。乙女座さまヴアルゴには一刻も早く乙女座の星賜剣を使いこなせるようになって、学園王国の最高戦力の一角となってもらわないと、わたしたちも困ってしまうもの」

　シトゥラの言葉に、物思いに耽ふけっていたニアの意識が引き戻もどされる。

「ところであなた、自分の星賜剣はどうしたんですの？」

「変装の邪じや魔まだったんで、学星服といっしょにロッカーに放り込みました。てへっ」

「反省としてしばらく執しつ務む室の床ゆかとキスしてなさい」

　ぶりっ子めいた謝罪はコルピーには通用せず、ニアは再び頭を踏ふみにじられる羽目に。

　しかし、年上相手とはいえ未だ花開かぬつぼみの君主ヴアージンロードと呼ばれることを内心嫌きらっていたニアは、仕返しのつもりで床ゆか下したからコルピーのスカートの中身を覗のぞきこみ、指し摘てきする。

「蠍座さまスコーピオのパンツ凄すごいですね。ほとんど紐ひも！　風紀部なのに風紀を乱してます！」

「そうなの？　ちょっと見せてね」

　すると突とつ然ぜんシトゥラが指を伸のばし、断りもなくコルピーのスカートの端はしを摘つまんで、その中身を確認した。

「中学生には刺し激げきが強いでしょうけど、これは蠍座さまスコーピオの勝負下着よ。だけど不思議ね、きょうは朝から闇やみ市いちの摘てき発はつをすると聞いていたのに、どうして勝負下着の着用を？」

「な、ななな、なにするんですのーッ!?」

「あら？　また顔が真っ赤よ」

「これは赤面症しようとは関係ありませんわ！　まるで関係ありませんわ！」

　シトゥラのマイペースぶりに、コルピーの怒いかりのボルテージが引き上げられていく。

「ともかくっ！　この子に生徒会長としての自覚を叩たたき込こみ、星賜剣の所有者として一日も早く覚かく醒せいしてもらわなければ、わたくしたちが困るんですのよ！」

　烈れつ火かの如ごとく言い放つコルピーに対し、シトゥラは涼しげに頷うなずいてみせる。

「珍めずらしく気が合うわね。いずれ墜おちてくる八体目の超ちよう大型メガテリオン──人類の天敵と戦う以上、乙女座さまヴアルゴにも前線に立ってもらわなければ困るもの」

「あたしが前線ですか!?」

「……さすがにそれは水瓶座さまアクエリアスの気が早すぎますわ。わたくし、今はまだこの子を戦力として数える気はありませんの」

「やりー！　セーフ！」

「でも、実戦経験もないまま超大型メガテリオンに襲おそわれでもしたら、かわいいだけが取とり柄えの乙女座さまヴアルゴは即そく死しよ？」

「やだー！　全然セーフじゃないー!?」

「ですから当然この子を前線に出す気もありませんわ。はっきり言って差し上げますわね、わたくし、星賜剣に選ばれたからといって中学生を生徒会長として認めるつもりはありませんわ。だってこの子、雑魚ざこですのよ？」

「がーん！」

　毒舌極まるコルピーの容よう赦しやない発言に、ニアもショックを禁じ得ない。

　しかし、シトゥラの反応は違った。

「ふふっ。口では厳しいことを言いながらも、後輩を心配しているんでしょう。やっぱり見かけによらず優しいわね、蠍座さまスコーピオ」

　シトゥラの指摘に図星を突つかれたコルピーの美貌はたちまち真っ赤に染まり、しょげ返っていたニアの面持ちは一転して挑ちよう発はつ的なからかい顔に。

「えー、可愛い後輩のこと心配してくれてたんですかー？　それならそうと素直に言ってくださいよー、うりうり、顔赤らめちゃって可愛いなーもー」

「だからッ！　ただの赤面症ですわッ！」

　調子づいたニアはまたもヒールの洗礼を受ける。まあ当然の報いだが、一方のシトゥラはそんなふたりの様子をあくまで静かに見つめていた。

　十二星座の星賜剣は現状、人類が持つメガテリオンへの数少ない対たい抗こう手段だ。

　超大型個体の襲しゆう来らいは多くの生徒たちを危険に晒さらす。生徒会長に選ばれた以上は、中学生だからといってニアを甘やかし続けるわけにもいかない。

「こんなとき、彼さえいてくれたら……」

　思わず、似合わないため息をこぼすシトゥラ。──ちょうどそのとき、かつかつかつ、と、執務室の扉とびらの向こうから誰だれかが廊ろう下かを歩く足音が聞こえてきた。

　その音に耳を澄すませていたシトゥラは不意に、驚おどろきの言葉を口にする。

「乙女座さまヴアルゴに、副会長をつけるというのはどうかしら？」

　副会長──ニアにとっては聞き慣れない単語だ。

　星徒会には生徒会長は十二人もいるが、副会長はひとりもいない。人数が人数だけに、代理や代行を立てる必要がないためだ。今までの学園王国星徒会の歴史の中でも、副会長というポストが存在したのは初代だけ。以降はずっと廃はい止しされてきた。

　その副会長職を復活させようと、シトゥラは突然言い出したのだ。

「副会長を彼女の補ほ佐さに付ければ、戦せん闘とう訓練も、ついでに部活動を始めとした学園王国の国家運営のお仕事も、両立できないかしら。生徒会長としての戦闘力も責任感も促うながせる。我ながら名案だと思うのだけれど、どう？」

　乗り気のシトゥラに対し、コルピーは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「誰をどのようにして選ぶつもりですの？」

「今、執務室の前に誰か来たみたいよ。そのひとでいいんじゃないかしら？」

「そんな適当な……」

　呆あきれるニアの耳に、扉をノックする音が届いた。

　どうやら突然の来訪者は入室を希望しているらしい。室内に入った途と端たん、副会長候補にされてしまうなど、扉の向こうの人物は夢にも思っていないだろう。

「反対しなくていいんですか、蠍座さまスコーピオ？」

「水瓶座さまアクエリアスの突とつ拍ぴよう子しもない思いつきはいつものことですもの。とりあえずは、候補者の顔を拝見してから考えることにしますわ」

　当然反対すると思いきや、ニアにとっては極めて意外なことにコルピーは柔じゆう軟なんな態度でシトゥラの提案を受け入れた。

　星徒会に入って日は浅いが、水瓶座さまアクエリアスと蠍座さまスコーピオの仲の悪さはニアも充じゆう分ぶん思い知らされている。あらゆる決議において、片方が賛成の立場に回ればもう片方が反対に、片方が反対の場合はもう片方は賛成にと、先日の恋れん愛あい解禁のときのように、ふたりの意見が割れなかったことなど一度もなかったのだから。

「……別に。中身を確認してから判断するだけですわ」

　意外な展開に驚いているニアの顔を見下ろし、誤ご魔ま化かすようにコルピーは踵かかとを退のけた。

「そうと決まれば早速入ってもらいましょう。はいどうぞ」

　そんな中、ニアが止める間もなく、シトゥラが自ら出で迎むかえに赴おもむく。

　どこか上機嫌なシトゥラに促され、ノックの主が悠ゆう然ぜんと室内に足を踏み入れる。

「こ、心の準備がー！」

　思わず頭を抱かかえて叫さけぶニア。ただでさえ口うるさい上級生たちに囲まれているのに、そのうえマンツーマンでお目付け役の補佐がつくとなると、自由になる時間がさらに減る。それに正直言って、ニアは未熟な自分がメガテリオンと戦い、しかも超大型クラス相手に勝利できるなどとは夢にも思っていなかった。

　第一、彼女が逃にげ出さずに星徒会の仕事をなんとか続けているのはひとえに、名も顔も分からないまま、それでも再会を待ち望んでいる命の恩人を捜さがすためであって──




「ふははははは！　民意に反して横暴を行う星徒会に、この学園王ゼファー・アゾットが直々に苦情を言いに来てやったぞ！　国とは民、民こそが国、そんなことも分からぬ為い政せい者しやどもに学園王国の政治を任せていられるか！　そして我が同志たちの解放も要求する！　いくら愚ぐ民みんとはいえ、王たるこのおれが民を見捨てるはずもなかろうッ！」




　──こいつが副会長。マジか。

　現れたゼファーの姿を見、ニアの頭の中は見事なまでに真っ白になった。
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第二章　水みず瓶がめ座ざファーストキス









「たわけ！　どうしておれが副会長などやらねばならんのだ！」

　事情を説明されたゼファーは、開口一番にそう言った。

　彼は今、星徒会執務室の応接間のソファーにて、対面に座る水瓶座さまアクエリアスのシトゥラが淹いれた紅茶を無造作に飲み干し、慇いん懃ぎんに腕うでを組んで踏ん反り返っている。

「だいたい生徒会長が十二人もいて副会長がひとりだと？　ハッ、それはな、副会長ではなくパシリと呼ぶのだ！　貴様ら、おれにパシリをやらせるつもりか！」

「少し勘かん違ちがいしているようね」

「パシリではなく、子守ですわ」

　しかしシトゥラとコルピーは、ふたりにしては珍しく息を合わせて反論した。彼女らが星徒会で対立関係にあることはゼファーも風の噂うわさで聞き及およんでいたが、今のふたりはなにやら共きよう謀ぼうしているようにしか見えなかった。

「学園王たるおれに、よりにもよって子守だと？」

「ええ。中等部なのに生徒会長に選ばれた乙女座さまヴアルゴのこと、学園王さまの耳にも入っているでしょう？」

　乙女座さまヴアルゴと聞いて真っ先に思い出すのが、つぼみの君主ヴアージンロードという蔑べつ称しようだ。

　もちろん、学園王国に蔓延はびこる悪名で言えばゼファーのほうがよほど酷ひどい。

　学園内で使用されている魔ま術じゆつ通信『Ｓソーシヤル・ＮネツトワークＳ・ソーサリー』において、自じ称しよう学園王という痛々しいハッシュタグがつけられ『メガテリオン級の大迷めい惑わく』『公共の敵ナンバーワン』『五十年に一度の天災』などと、ゼファーは日々叩かれまくっている。

　それに比べればニアは精々『珍ちん獣じゆう』『お飾かざり生徒会長見習い』『ロリコンの希望の星』『妹にしたい生徒会長ナンバーワン』と、その程度。行き過ぎた悪口や嫌いやがらせは学園内のいじめ撲ぼく滅めつを担う諜ちよう報ほう部によって粛しゆく清せいされるため、匿とく名めいの場であっても激化しない。

「で、ならばその乙女座さまヴアルゴは、いったいどこへ行ったのだ」

「あの子なら着き替がえに行かせたわ。牡牛座さまトーラスならともかく、それ以外の生徒会長がいつまでもジャージ姿では他の役員生徒に示しがつかないでしょう？」

　シトゥラがゼファーに事情を説明している間に、どうやらニアは着替えに行かされていたらしい。しばらく待つと、殊しゆ勝しようなノックとともに乙女座さまヴアルゴが帰ってきた。

「ただいまです。水瓶座さまアクエリアス、蠍座さまスコーピオ」

　彼女は冴さえないジャージ姿から一転、お気に入りのキラキラ星のような金色の髪かみ留めで真しん珠じゆ色の髪をツーサイドアップに纏まとめ、ノースリーブの学星服に身を包んでいた。

　彼女専用に仕立てられた三ツ星学星服で、真珠星という名で知られる乙女座α星スピカの青白ブルーホワイトの輝かがやきを放つ魔ま力りよく宝玉があしらわれ、上着やネクタイは白、青、赤のトリコロールカラーを基調とし、金の縁ふち取どりが為なされている。剝むき出しの二の腕には生徒会長腕わん章しようが装着されており、その色は乙女座が属する土のエレメントにちなみ金色。

「あのその、遅おそくなってごめんなさい」

　ゼファーにじろじろと見られていることに気づき、ニアはどこか恥はずかしそうに、剝き出しになっている肩かたのあたりを手で隠かくした。

「小こ娘むすめのくせに三ツ星がそれなりに似合っているではないか。もっと堂々としろ」

「別にあなたにただいまを言った覚えはないんですけど。それに昔の戦闘服を今の制服に改造したってのが、あたし的にはちょっとばかり抵てい抗こう感がですね……」

「大昔の学生が着ていた詰つめ襟えりやセーラー服といった制服も、もとは軍服だったものだ。ならば、おれたちの着ている学星服のもとになったものが前時代の対メガテリオンの戦闘服だとしても、別に不思議がることはない」

　学星服の原形は、メガテリオンと呼ばれる怪かい物ぶつ群と戦うために作られた魔術ローブだ。

　服には三つのランクがあり、ゼファーを始めとした一いつ般ぱん生徒には黒一色の一ツ星学星服、星徒会に所属する役員生徒たちには黒と白のツートンカラーの二ツ星学星服が与あたえられ、三ツ星は十二星座の生徒会長専用の特注品となっている。

　学星服には身体能力向上や重力軽減の魔術附ふ与よが為されており、ランクによって強化の度合いも変わる。一ツ星は常人の身体能力の十倍、二ツ星は百倍、三ツ星の性能に至っては千倍に相当するとさえ言われている。

「お帰りなさい乙女座さまヴアルゴ。今、彼に副会長として星徒会に入ってもらえないか相談していたところよ」

「先ほどから言っているが、おれは副会長などという実質パシリはごめんだ！　そもそもおれが副会長など、たとえ貴様らや学園王国の愚民たちが万一認めたとしても、学外にいるあのクソ忌々しい老害どもが認めるはずないだろう！」

「もちろん報告しないわ。Ｏ・Ｂオールド・ボーイズの耳に入れば絶対に反対されてしまうもの」

　悪びれもせず開き直るシトゥラ。彼女の言うＯ・Ｂオールド・ボーイズとは、学外政府を統治し、学園王国の理事会も兼かねている、十二人の老人たちのことだ。

　五十年前に置き去りにされた少年少女のリーダー格を務め上げた、学園王国の初代生徒会長たちであり、現在の人類社会における実質的支配者である。

「そ、それはさすがにまずいのでは？　校則違い反はんじゃないんですか、蠍座さまスコーピオ？」

　ニアは同意を求めたが、コルピーはシトゥラがゼファーに事情を説明していたときからほとんど黙だまり続けている。コルピーの性格を考えれば、ゼファーのような問題児が星徒会に入るなどすぐにも嚙かみつきそうなものなのだが、ニアの予想に反して彼女は今のところ事態を静観していた。

「校則には別に、副会長の選出を禁じる項こう目もくなどありませんわ。生徒会長が十二人もいるから今まで不要だっただけで、副会長に関する記述がない以上、新しくポストを用意し生徒を選出しようと、校則上違反行こう為いにはなりませんわ」

　本人が気乗りしているかは不明だが、コルピーの返答は実に明確だった。

　これにはゼファーも呆れ顔がおで眉をひそめる。

「コルピー、貴様はそんな理由でシトゥラの突拍子もない思いつきを黙もく認にんするつもりか？　おれのような反社会的な不ふ穏おん分ぶん子しを星徒会に入れるなど、貴様にとっては百害あって一利なし、到とう底てい容認できる提案ではないはずだぞ」

「しかし考えようによっては、副会長の席を与えることで厄やつ介かいな不穏分子に首輪をつけて奴ど隷れいとして飼い殺す──なんてことも可能ですわ」

　女王様然としたサディスティックな微び笑しようとともにコルピーはゼファーの疑問に応じる。

　首輪だの奴隷だの、発言内容があまりに彼女に相応ふさわしかったので、さしものゼファーも背筋に冷たいものを感じ、身み震ぶるいを禁じ得ない。

　と、そのとき。

「誰だれだお前ー！　あたしの知ってる蠍座さまスコーピオは、こういうとき『なんでわたくしがあなたのような下げ賤せんな一般生徒と同じ空気を吸わなければならないんですの？』とか、『エッチ漫まん画がを密輸入する男なんて、存在そのものが校則違反ですわ、汚けがらわしいですわ！』とか、そういうこと言っちゃうお姉さまなんだぞー！」

　ニアはまるで、蠍座さまスコーピオの偽にせ者ものでも見つけたかのような勢いでコルピーをなじった。

「本当にいい度胸してますわね……！」

　案の定コルピーの顔は怒いかりと羞しゆう恥ちで赤く染まる。

「ふははははは！　つぼみの君主ヴアージンロードなどと呼ばれている割に、先せん輩ぱい相手になかなかどうして肝きもの太いことを言うではないか。特に今のコルピーの口真ま似ね、傑けつ作さくだったな！」

「そうね。なりきりも仕草も完かん璧ぺきだったわ」

　だが、失礼にも腹を抱えて大笑いするゼファーや、それに追つい随ずいするシトゥラの言葉に、コルピーは毒気を抜ぬかれたのだろう。彼女は不ふ愉ゆ快かいそうにヒールを鳴らすも、シトゥラの背に隠れたニアをじろりと睨にらみつけるだけに留め、お小言を吞のみ込む。

「どう？　あなたもこの子を気に入ってくれたみたいだし、副会長として面めん倒どうを見てあげてくれないかしら？」

「ははは。それとこれとは話が別だ」

　さりげなさを装って勧かん誘ゆうを再開するシトゥラだが、ゼファーの返事はすげない。

　その光景にニアは、執しゆう着ちやく心を露あらわにして引き下がろうとしないシトゥラにも、そんな彼女に反対することなく静観しているコルピーにも違い和わ感かんを覚えた。

「むー」

　しかし上級生の決定に口を挟はさめないので、自称学園王に対して偏へん見けんの目を向けながらも、小首を傾かしげて事態を見守りながら恒こう例れいの百面相を続けるしかない。

「そもそもおれはきょう、税制反対の苦情と、同志解放の嘆たん願がんを届けに来ただけだ」

「でしたら、ゼファーさんが星徒会に復帰する見返りに、今朝捕つかまえた不良生徒たちを解放して差し上げてもよろしいですわよ」

「なっ……人質を取るなど卑ひ怯きようだぞコルピー！」

　要求を強情に突つっぱねていたゼファーだったが、絡からめ手で攻せめられ悲鳴を上げる。

「あと、税制の導入はあなたの頼みであっても覆くつがえせないの」

　さらにそこへ、シトゥラが横よこ槍やりを入れた。

「本題に入るわね。乙女座さまヴアルゴの補ほ佐さという名目であなたに副会長として星徒会に復帰してもらいたい最大の理由。まだ一般生徒には秘密にされているけれど、占せん星せい部の未来予知に出たのよ。八体目の超ちよう大型メガテリオン襲しゆう来らいが──」

「第八号エイスだと!?」

　シトゥラの台詞せりふを遮さえぎって、ゼファーは声を荒あららげた。

「第七号セブンスの出現からまだ一年も経っていないぞ!?　間ま違ちがいないのか!?」

「そうよ。今の星徒会では、去年以上に苦戦は免まぬかれないわ。この学都だけでなく学園王国の各都市にも甚じん大だいな被ひ害がいが出るかもしれないの。だから、わたしたちはその後の復興財源として税収をアテにしているのよ。もちろん……生き残れたらの話だけれど」

　底冷えするようなシトゥラの言葉に、この場の上級生たちほどには肝の据すわっていないニアは、先ほどまでのような能天気な感想を口にすることもできず、押おし黙る。

　いや。黙り込んだだけではない。彼女の体は恐きよう怖ふに震ふるえていた。

　昨年、ニアは第七号セブンスと呼ばれている超大型メガテリオンと遭そう遇ぐうし、命を失いかねない危険な目に遭あっていたのだから。

　──メガテリオンと呼こ称しようされている異形の怪物群は人類への脅きよう威い度が高い超大型サイズのみナンバリングされ、名前が与えられる。

　五十年前の人類が地球を離はなれる決断を下す元げん凶きようとなった、第三号サード『天喰テユーポーン』。その出現から半世紀の内に、厄やく災さい規模の超大型メガテリオンが四体、数字と名前が与えられなかったサイズに至っては二千を超こえる数が、学園王国に襲来している。

　そして今まさに出現が予知されているのが、累るい計けい八体目となる超大型クラス。仮に呼称するならば、先ほどゼファーが口にしたとおり第八号エイスというわけだ。

「エイス・メガテリオン……」

　ニアは、震えの収まらない自分の体を抱だきしめ、湧わき上がってくる恐怖と、未だに悪夢に見る遭遇時の記き憶おくに、なんとか耐たえようとする。

　対して、震えるニアの姿を横目で見つめ、ゼファーはため息をこぼした。

「確かに合点がいったぞシトゥラ。そうか、おれの在学中に超大型がまた現れるのか」

「そう。わたしたちには時間がないの」

「まったく、今さら星徒会復帰など、セフィーにどう説明しろというのだ」

　そんな中ゼファーの口から不意に出た、ニアの知らない人名。

「ああ、あなたの双ふた子ごの──」

　それを聞いたシトゥラとコルピーが口を揃そろえて、

「お姉さんのことね」

「妹さんのことですわね」

　と、同時にまったく逆のことを口にした。

「やっぱり妹さんだったの？」

「それともお姉さんだったんですの？」

　次いで、またも揃って逆のことを口にした。

「？？？」

　そんなチグハグな掛かけ合いを見せられたニアの百面相は、先ほどまでの恐怖も忘れた様子で、さらなる困こん惑わくによってますますひどくなっていく。

「セフィーがおれの双子の姉か妹かは、今は別に関係ないだろう」

「いや関係ありますよ！　めっちゃ気になるじゃないですか！」

　にもかかわらず話題を流そうとしたゼファーに対し、思わず突っ込こむニア。

　しかし、ゼファーからすると今ここで言げん及きゆうしたい話題ではないのか、彼は煩わずらわしそうにニアを一いち瞥べつしたものの、一言も発することなく視線を逸そらした。

「あー無視したー！」

「それにシトゥラにコルピー」

　ニアの非難の声を露ろ骨こつに黙もく殺さつし、ゼファーが重々しく口を開いた。

「おれは、すでに星徒会を追い出された身だ。忌々しくもＯ・Ｂオールド・ボーイズの差し金でな。おれを無断で引き戻もどすなど、後々の遺い恨こんにならないはずがない」

　ゼファーの言葉に、むしろニアが驚おどろきで目を丸くする羽目に。

「えええええーっ？　この自じ称しよう学園王さんが、もと星徒会メンバー？　そういえばさっきから何度か復帰がどうこうって言ってたような……」

「一年前までの話よ。知らなかったの？」

　目を白黒させるニアに対し、シトゥラは涼すずしげに頷うなずく。

「乙女座さまヴアルゴも、去年は彼に危ないところを救われたでしょう？」

「え？」

「なんだそれは。まったく身に覚えがないぞ」

　シトゥラに言われ、ふたりは困惑とともに顔を見合わせる。

　だがゼファーはもちろんニアにも心当たりはない。

　もと星徒会メンバーという話が本当なら、ゼファーがシトゥラやコルピーと顔なじみであることにも納得はいくが──

「ふたりとも、去年観測されたセブンス・メガテリオンを憶おぼえている？」

　──忘れるわけがない。ニアからすれば、今まさに思い出していたところだ。

「忘れるわけがなかろう」

　そのときゼファーの口からも、ニアの心中の囁ささやきと同じ呟つぶやきがこぼれた。

「でしょうね。昨年の星徒会は生徒会長同士の権力争いが激化していて、超大型クラスの襲来を観測していたはずなのに対策を立てられないでいたわ。結果、墜おちてきた第七号セブンスによる被害は甚大。多くの一いつ般ぱん生徒が危険に晒さらされた──」

　そこでシトゥラはニアを指差す。

「そのとき逃にげ遅おくれた生徒のひとりが、当時入学したての中等部一年生だったあなたね、ヴァージニア・レーヴァテイン」

　次いで、シトゥラはゼファーを指差す。

「そして、対応が遅れた生徒会長たちに代わって第七号セブンス『百頭龍ラードーン』を単身撃げき破はし、多くの生徒たちの命を救ったのが、このひと、ゼファー・アゾット」

「そ、そんな話、初耳ですよ！」

「乙女座さまヴアルゴが知らないのは無理もないわ。昨年の生徒会長たちは不始末をもみ消すためにこの事実を伏ふせたのよ。当時は星徒会の末まつ端たんに所属していたわたしや蠍座さまスコーピオにも箝かん口こう令れいが敷しかれ、真実は闇やみに葬ほうむられた。そして彼は待機命令無視と独断先行を咎とがめられ、星せい賜し剣けんを没ぼつ収しゆうの上に星徒会から除名、追放されたわ」

　シトゥラの話が本当なら、あまりに理り不ふ尽じんな追放処分だ。しかも、よりにもよって追放されていたのが、ニアがこの一年間ずっと捜さがしていた命の恩人だったとは。

「昔話に興じるつもりはない」

　ソファーに踏ん反り返ったまま、ゼファーは面白くなさそうに鼻を鳴らす。

「だが、今の話でひとつ思い出したことがある」

　しかしその目は、若干の興味とともにニアへと向けられていた。

「第七号セブンスに襲おそわれていた生徒たちの中で、たったひとりだけ、他の生徒を庇かばったせいで最後まで逃げ遅れていた小こ娘むすめがいたことを」

　ゼファーはニアの顔を見つめ、懐なつかしむように口の端はしを吊つり上げる。

「成程。こいつが第八号エイスと戦えるよう、おれに鍛きたえさせたいわけか。フン、いいだろう。剣けんを取れ、小娘。貴様がどれほどの女か見極めてやる。このおれ直々に鍛え上げるだけの見所があったなら、副会長にでもパシリにでもなってやろう」
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　ゼファーと三人の生徒会長たちは、星徒会本部の屋上庭園へと場所を移した。

　学園のシンボルである巨きよ大だい天てん球きゆう儀ぎが鎮ちん座ざする屋上にて、まるで模も擬ぎ試合のように向かい合ったゼファーとニア。そして、そんなふたりを後方で見守るシトゥラとコルピー。

「星賜剣を抜ぬいたことはあるか？」

「ないです！　やってみようと思ったこともないです！」

　ゼファーとニアはそれぞれ、奇き妙みような形状の柄つかを手にしていた。

　それを剣と呼ぶには少し語ご弊へいがある。魔ま術じゆつ的な装そう飾しよくが施ほどこされた、宝玉があしらわれた柄しかない。肝かん心じんの刀身がどこにもないのだ。

「いいんですの水瓶座さまアクエリアス？　もとは星徒会だったとはいえ、まだ正式に副会長の役職を襲しゆう名めいしていない一般生徒に星賜剣を貸かし与あたえるなんて」

「いいじゃない。だって、蛇へび遣つかい座ざの星賜剣は彼以外を所有者として決して認めないもの。大事にしまっておくしかできないのなら、彼に返したほうが有益だわ」

　シトゥラとコルピーの視線は、ゼファーの手元に注がれていた。

　彼が手にしている星賜剣は『蛇遣座』。常に太陽の輝かがやきを浴びる黄道に位置しながら、黄道十二星座に数えられなかった、不ふ遇ぐうと冷れい遇ぐう、没ぼつ落らくと転落の星座だ。

　人類最古の魔術師ヘルメス・トリスメギストスの魔ま導どう書の題として名を残す、不死を手にした神代の医術師アスクレピオスの姿が天に上げられたのが蛇遣座とされている。

「彼からすれば久しぶりの帯たい剣けんね。腕うでが鈍なまっていなければいいのだけれど」

　星賜剣の刀身のない柄を見つめながら、シトゥラが言った。

「任せておけ。おれを誰だれだと思っている、この学園の王となるべき男だぞ。フン、むしろ久々ながら、実に手に馴な染じむといったところだ！」

　続けてゼファーが叫さけぶ。

「光よ！」

　瞬しゆん間かん、その手にした柄に、長大な、眩まばゆく輝く光の刀身が現れた。

　魔ま力りよくで生み出された星の輝きを光の刃やいばとする剣、それこそが星賜剣だ。そして輝く刀身は名を冠かんした星に応じ、青、白、赤、黄といった様々な星の色に染まる。

　ゼファーが手にしているのは、『赤い星賜剣』。

　蛇遣座の名も無きΖゼータ星の力を宿した星賜剣であり、真紅の輝きを放ちながら低い唸うなり声のような魔ま力りよく駆く動どう音を響ひびかせている光の刃は渡わたりは、持ち主の身の丈たけと同程度。

「あれ？　去年あのひとが使っていた剣は、青い星賜剣だったような……」

　赤い星賜剣を見たニアが、きょとんとした顔つきで小さく首を傾かしげる。

「さあ、小娘！　お前も星賜剣に選ばれた適格者なら、手にした剣に光の刃をもたらせ！　その剣、乙女おとめ座ざのα星アルフア・賜剣ヴイルジニススピカにな！」

　が、続くゼファーの声に、物思いに耽ふけっていたニアは慌あわてて自分の手元を見下ろす。

　手にした剣の名はスピカ。乙女座を構成する恒こう星せいの中で唯ゆい一いつの一等星であり、青白ブルーホワイトの輝きを放つ星の名だ。一度も試したことはないが、ニアならこのα星アルフア・賜剣ヴイルジニススピカにも星と同じ色に輝く光の剣を呼び出せるはず。

「褒ほめてくれないとできそうにありません！」

「真しん剣けんにやる気があるのか！」

　そんな寝ね言ごとを聞かされ、啞あ然ぜんとした顔つきをしたゼファーは、助けを求めるようにシトゥラとコルピーへと視線を巡めぐらせた。

「そういう子ですわ」

　ため息交じりのコルピーの返答を聞き、しぶしぶながらもゼファーは口を開く。

「……お前は偉えらい。中等部で生徒会長というのは偉い。すごく偉い。その歳で生徒会長は素晴らしく偉い！　五十年近い学園王国の歴史の中で一番偉い！　とにかく偉い！」

「えへー」

「もはや可愛かわいいだけで偉い！」

「えへへー」

　ダメ押しとばかりの甘やかしに、ニアの頰ほおがどんどん緩ゆるんでいく。

　一方で、ふたりの様子を呆あきれ顔で見守っていたコルピーは、隣となりでシトゥラがなにやら急に不ふ機き嫌げんそうなオーラを漂ただよわせ始めていることに気づき、露骨に距きよ離りを置いていた。

「あ、あとですね」

「まだなにかあるのか、小娘」

「小娘じゃなくヴァージニア・レーヴァテインです！　呼ぶならニアと呼んでください！　というか、それ以外の呼び方は今後一切無視します！」

「ほう。そこまで言うなら、お前の器をおれに見せつけてみせろ！　それができたなら、その名をおれの記き憶おくに刻んでやろう！」

「はい、せんぱい！」

　ゼファーに発破をかけられ、ニアは大きく息を吸い込み、叫ぶ。

「えいやっ！」

　すると、ちまっとした極小の光の刃が、なんとも気の抜けた音とともに現れた。遜そん色しよくなしで小指の先っぽくらいの刃渡りしかない。頼たよりがいの欠片かけらすら感じることのできない、武器と呼ぶにはあまりにミニマムな刀身だった。

　ショボい。

　あまりにショボい。

「きゃー可愛い！　せんぱい見て見てこれ見てください！　なんかこー、まるで戦える気がしません！　やーんなっちゃうぜまったくー！　可愛いだけで完全に役立たずとかこれあたしみたいーって自画自賛しても泣きたくなるくらいショボいんですけどーっ！」

「いや、お前のほうが可愛いぞ」

「やっぱりあたしだめだったー！　だめだめだったー！　ちくしょー分かってたもんそんなこと！　ざまー！　あたしざまー！」

　ニアはショックのあまりその場でがっくりと両りよう膝ひざをつき、真しん珠じゆ色のつぶらな瞳ひとみをうるうると潤うるませる。

「せ、せんぱぁい……、このスピカちゃんがだめなら、他の星賜剣を使ってみたほうがいいんでしょーか？」

　乙女座の星賜剣一式には、スピカを含ふくめβ星ベータ・賜剣ヴイルジニスザヴィヤヴァやγ星ガンマ・賜剣ヴイルジニスポリマなど、乙女座の星の名を冠した剣が計九本、存在している。今はその全てがニアの剣だ。

　中でも、最も強い輝きを放つ最さい輝き星が一等星のスピカだ。それでこのミニマム具合では、他の星賜剣に持ち替かえたとしても、より酷ひどい結果になるのは目に見えている。

「いや、最初から星賜剣を万全に使えなかったからといって気にするな。たとえ生徒会長であっても初めては誰だって起動に失敗する。成功できたのはおれくらいだ」

　慰なぐさめの言葉も、落ち込むニアには効果が薄うすい。どうしたものかと頭を悩なやませるゼファーだったが、その視界の端はしに映ったシトゥラが口を開いた。

「もっと褒めてみて」

「まだ足りなかったのか！　まったく……。おい、ヴァージニアとか言ったな」

「はい……不合格ですよね。言われなくても分かりますもん」

「人間の体がなにでできているか知っているか？」

　どこか真剣な面持ちのゼファーの、唐とう突とつ過ぎる質問の投げかけ。涙なみだ目めのニアはぺたんとその場に座り込んだまま、目の前の、きのうまで名も知らなかった先せん輩ぱいの顔を見上げる。

「お、お肉ですか？　あと骨とか水分とか鉄分とか……？」

「星ほし屑くずだ」

　戸と惑まどいながら答えたニアに対し、ゼファーは力強く言い放つ。

「人体のほとんどは星の欠片でできている。なぜなら人体を構成している大まかな元素は、原子レベルで言えば、酸素、炭素、水素、窒ちつ素そ、カルシウム、リン。もともと宇宙に存在していた水素を除けば、残る全てが、核かく融ゆう合ごう反応で生成された地球の一部だ。おれたちの体の九割七分が、この地球と同じ成分で構成されている」

　空を見上げ、ゼファーは続ける。

「古来より魔術師たちは己の魂たましいを宝石に喩たとえてきたそうだ。確かに、自ら輝くことを忘れた人間など石ころに等しい。星屑でしかないおれたち人間は、天に輝く星々のように生命いのちを燃やして輝かなければ、この世界に自分の存在価値を示すことさえできない」

　星空は美しいが残ざん酷こくだ。どれだけ綺き麗れいな星も輝き続けなければ闇やみに埋うもれてしまう。

　この世界も、そこで生きる人間も、本質は同じ。

　星屑のまま終わるか。それとも、一際強く輝く一番星を目指すか。

「お前はどうする、ヴァージニア・レーヴァテイン」

「あたしは──」

　ゼファーに問われ、ニアはスピカを強く握り締しめながら、ゆっくりと立ち上がった。

　そんな中、彼女の脳裏を、乙女座さまヴアルゴに選ばれてからの記憶がよぎる。

　生徒会長なんて、自分でも分不相応な役目だとは分かっていた。

　メガテリオンとの戦せん闘とうはおろか、部活動という仕事ひとつ、こなせたことはなかった。だから心無い声を浴びせられても、陰かげ口ぐちを叩たたかれようとも、それは仕方のないことだと、他より若い自分の歳を言い訳に、へらへら笑って誤ご魔ま化かしてきた。

　本当は違ちがう。褒められたかった。認められたかった。見返してやりたかった。今まで自分を傷つけてきた全てに殴なぐりかかってやりたかった。そうすべきだったのだ。

　今は星の屑くずでも、これから輝けばいい。

　今はつぼみでも、これから花を咲さかせばいい。




　いずれ花開く君主ヴアージンロード。

　蔑べつ称しようを、心の中で誇ほこりに変えて。




「あたしは、輝きたい」

　星賜剣を構え、叫ぶ。

「だから────光よ！」

　瞬間、ニアが手にした柄から、研とぎ澄すまされるほどに鋭するどい青白ブルーホワイトの星の輝きが、煌きらめく刃となって現れる。

　刃渡りの長さは短めだが、乙女座の星賜剣はもともと九本全てが片手半剣バスタードソード型の魔ま剣けんだ。片手剣と両手剣の中間サイズで、斬撃にも刺し突とつにも向いている。

　普ふ通つうの鋼鉄製の剣であったなら、非力なニアでは学星服なしには両手で振ふり回すことすらできなかったが、光の刃に重量は存在しない。自在に操ることが可能だ。

「せんぱいできました！　あたし、やればできる子だった！」

　荒あら々あらしい魔力駆動音を上げるスピカを両手で構え、自らが初めて生み出した光の刃に見み惚とれながら、ニアは瞳を輝かがやかせてそう言った。

　その光景に、シトゥラもコルピーも思わず息を吞のむ。才さい媛えんで知られる優ゆう秀しゆうな彼女らとて、中等部時代に星賜剣を扱あつかえたわけではない。おそらく学園王国の歴代生徒会長の中にも、中学生のうちに星賜剣を起動させた者はいなかっただろう。今、この瞬間までは。

「そうだ。それでいい」

　そしてゼファーは思い出す。独り、第七号セブンス『百頭龍ラードーン』に立ち向かったあの日。

　誰もが死と隣となり合わせだったあの戦場で、なんの役にも立ちそうにない雑魚ざこのくせに、懸けん命めいに、自らの命もそれ以外の命も、全て救おうとしていた少女がいた。

　──その眼差しを思い出した。

「ようやく、腐くさっていた目がもとに戻もどったな」

　スピカを構えたニアの眼差しを真正面から受け止め、ゼファーも自らの星賜剣を構えて光こう刃じんの切っ先をニアへと向ける。

「さあ、どこからでもかかってこい！」

「ええ？　でも、これで斬きったら大おお怪け我がだけじゃ済まないですよ？　レーザーとかビームみたいな感じの剣ですし、そもそもメガテリオン用の武器なんですよね？」

　と、ニアは今さら腰こしが引けた様子で狼ろう狽ばいする。確かに、一太た刀ち浴びせただけで人間の体など簡単に両断できそうな凄味が星賜剣にはあった。

「星賜剣の光の刃やいばにはいくつかのパターンがある。ひとつは対人を想定した『魔術戦闘マギアスマキア』、もうひとつは対メガテリオンを想定した『巨獣戦闘ギガントマキア』形態だ。前者は相手の魔ま力りよくや精神力のみにダメージを与あたえる形態で、光の刃で斬りつけても怪け我がをすることはないし死にもしない。急所に当たってもせいぜい、数時間単位で気を失うだけだ」

　だが、ゼファーの説明を聞き、ひとまずニアもほっとひと安心。

「そしてメガテリオンと戦う場合のみ、自動的に形態が切り替わる。そうなれば星賜剣の光の刃は、やつらの強きよう靭じんな装そう甲こう外皮や高密度骨格を、それこそ熱したナイフをバターに入れるように、いともたやすく一刀両断する」

「へえー。よく分かんないですけど、器用な子なんですね」

　本当によく分かってなさそうな顔つきのニアだったが、とりあえず、今の状態で攻こう撃げきしても肉体的な危害はないと理解できたようだ。

「その様子だと知らないようだからもうひとつ教えておいてやろう。星賜剣には各々の剣に魔ま術じゆつ詠えい唱しようのための呪じゆ文もんが搭とう載さいされている。所有者にのみ、光刃の中に浮うかぶ光の文字を読み取ることができるのだ」

「魔術詠唱？　呪文？」

　言われ、光の刃へと目を凝こらすニア。

　確かに、輝く刀身の中でなにやら文字が躍おどっているのが見えた。

「本来、生まれながらに特異な才能と魔力を持ち合わせた者しか魔術師にはなれない。が、星賜剣を魔術媒ばい介かいとし、剣に搭載された呪文を詠えい唱しようするだけで、魔術師ではないおれたちでも擬ぎ似じ的に魔術が使えるようになるわけだ」

「魔術って、アブラカダブラとか、エロイムエッサイムとか、そんな感じの大昔からあるあれですか？　それってそれって、あたしもきょうから魔術師ってことですか？」

　びびでばびでぶー、などと適当こいてみたニアだがスピカは反応しない。当たり前だが、スピカの刀身に浮かぶ呪文を正確に読み上げたわけではなかったからだ。

「ともかく今は魔術の使用は考えるな。まずは星賜剣を剣として扱うことに集中しろ」

　ニアとしては剣を振り回すより魔術のほうが好ましかったので、むしろそっちを教えて教えて教えてーと思ったのだが、ゼファーには乙女おとめ心ごころが分からなかったようだ。

「心配は不要だ。星賜剣を初めて使う初心者の攻撃など、このおれに通用するはずもない。お前は気にせず全力でかかってこい」

「よっしゃ！　だったら全力でいきます！」

　言われ、ニアはひとまず剣けん術じゆつ勝負に集中する。相手は超ちよう大型メガテリオンを単身倒たおした先輩だ。彼女は遠えん慮りよなくスピカを大上段に構え、ゼファーへと全身全ぜん霊れいで斬りかかる。

　その攻撃をもちろんゼファーはたやすく防ぼう御ぎよ。彼の持つ紅レツドの輝きの刀身と、青白ブルーホワイトの輝きを放つニアのスピカの刀身、両者が閃せん光こうの鍔つば迫ぜり合いを起こす──

　と思われた、次の瞬しゆん間かん。

「ぐええええええええええええええええええええええ!?」

　ニアが真っ向から全力で振り下ろしたスピカは、ゼファーの星賜剣の防御を易々と弾はじき飛ばし、彼の脳天から下半身までを一直線に真っ二つにしてしまう。

　もちろん致ち命めい傷しようにはならないが、頭部や心臓といった急所を光の刃で両断されたため、ゼファーは断だん末まつ魔まの叫さけびとともに昏こん倒とう、床ゆかに向かって頭から突つっ込こんで気絶した。

「あ──」

　予想外の光景に、シトゥラとコルピーの呆あつ気けに取られた声が重なる。

「考えてみれば、学星服が一ツ星と三ツ星だったわ」

　ゼファーの学星服はただの一ツ星。対してニアは乙女おとめ座ざ専用の三ツ星学星服。その時点で、互たがいの身体能力に圧あつ倒とう的な差がついていたのだ。ゼファーに全力の一いち撃げきなど受け切れるはずもなかった。

「やったー！　せんぱいに勝ったぞー！」

　一方、ニアは満面の笑みとともに勝ち鬨どきを上げる。

「メガテリオンより強いせんぱいに勝った！　あたし強いのでは？　センスあるのでは？　実は天才なのでは？　そっかー天才だったかー！　やればできる子だったかー！」

　無様に気絶したゼファーの傍かたわら、苦笑いするシトゥラとコルピーが見守る中──

「ざまーみやがりー！」

　調子に乗りまくったニアの勝利の喝かつ采さいは屋上から学都全体へと響ひびき渡わたり、しばらくの間続いたという。
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　ゼファーの意識が戻ったのは、すでに陽が落ちた後だった。

「ここは、医い療りよう部の保健室病びよう棟とう……ではなさそうだな」

　寝ねかされていたベッドのふかふか具合から、ゼファーはその贅ぜい沢たくさに眉まゆをひそめた。

　保健室の寝ね心ごこ地ちの悪いベッドに比べて、彼が今まで眠ねむっていた寝ね床どこはすこぶる豪ごう奢しやで、律りち儀ぎなことに枕まくら元もとに水差しやアロマが置かれている。

　介かい抱ほうしてくれた部屋の主の心こころ遣づかいや気配りが窺うかがえる配はい慮りよだった。

　落ち着いた雰ふん囲い気きのある内装を見るに、おそらくは生徒個人の寝しん室しつ。それも、部活動で生活費を稼かせぐ一いつ般ぱん生徒よりいい暮らしをしている、星徒会役員レベルの部屋だろう。

「起きた？　先にシャワーを浴びていたの。食事も軽くだけど済ませてしまったわ」

　ゼファーがベッドから起き上がるより先に、部屋の外から涼すずやかな声がした。

　現れた少女は、シャワーを終えて火ほ照てった体に裾すその長い上着を着込んだだけの、なんとも刺し激げき的な格好だった。おそらく下は下着だけで他になにも穿はいておらず、生足の脚きやく線せん美びがあまりに艶なまめかしい。

　そして、湿しめった長い髪かみをタオルで拭ふきながら寝室にやって来た彼女の顔は、長い前まえ髪がみで目元が隠かくれている。いわゆるメカクレ少女というやつだ。

「貴様、おれをハメたな」

　だがゼファーは、相手の顔が見えなくても、その正体はあらかじめ察していたらしい。

　メカクレ少女は、その口元に涼しげな笑みを浮かべると、テーブルの上に置いてあった愛用の白いヘアバンドを手に取った。

　そして、軽く前髪を押し上げる形でヘアバンドを装着しながら小首を傾かしげる。

「ハメた？」

　現れたのは瑠る璃り色いろの切れ長の瞳ひとみ。水瓶座さまアクエリアスのシトゥラ・クラウソラスだ。

「期待させてしまったならごめんなさい。でも、わたしは相手が眠っている間に既き成せい事じ実じつを作るような、余よ裕ゆうの足りない女じゃないわ」

「そういうやましい意味ではない！　十八禁は十八歳になってからにしろ！」

「冗じよう談だんよ」

　顔を真っ赤にしたゼファーに怒ど鳴なられ、シトゥラはくすくすと笑う。

　この場にニアやコルピーがいたら驚おどろきそうな、普ふ段だんのクールビューティとして知られる彼女とは違ちがう、随ずい分ぶんと砕くだけた様子の笑い方だった。

「ハメた云うん々ぬんは副会長の件だ。第八号エイス殲せん滅めつのためにおれを引き戻したのだろう？」

「それこそハメただなんて心外だわ。乙女座さまヴアルゴに補ほ佐さをつけましょうという話になったとき、なら次に部屋を訪れた人を候補にと話していたら、偶ぐう然ぜんあなたが現れただけよ」

　ゼファーの指し摘てきを受けるも、シトゥラはまるで悪びれない。

　自分がゼファーの足音を聞き分けられる──という事実を口にすることも無かった。

　扉とびらの外から彼の足音が聞こえてきたから、副会長候補を立てようと言い出したなどと、そんな真相はおくびにも出さない。表情は常にクール。

「どうだかな。貴様は以前からおれを星徒会に戻したがっていたからな」

「あら。戻ってきて欲しかったのはわたしだけではないわよ、ゼファー君。あなたが気絶している間に、十二星座の生徒会長による臨時の星徒会会議が開かれていたの。議題はあなたの副会長就任に対する賛否」

「ほう。で、結果は？」

「賛成十票。会議不参加及および委任状未提出による保留が二票。よってあなたは本日付けで副会長として星徒会への復帰が正式に決まったわ。おめでとう」

「賛成十票だと？　反対票はなかったのか！　おれの悪評は誰だれもが知っているだろう！　他の誰も、それこそコルピーあたりは反対しなかったのか？」

　それでなくともシトゥラとコルピーは犬けん猿えんの仲で、今までの星徒会会議でただの一度も意見を同じくしなかった間あいだ柄がらのはずだ。

　その前例を信じるならば、シトゥラが賛成に票を投じたのなら、対するコルピーは反対に投じているはず。

「そうね。わたしが賛成なら、蠍座さまスコーピオが反対に回って、他の生徒会長は足の引っ張り合いを避さけて中立を選び、決議は保留、というのが星徒会会議のよくある光景だったわ」

　常に賛成か反対に分かれて、あらゆる決議を紛ふん糾きゆうさせてきたふたり。良くも悪くも会議の中心にいたふたりだ。

「でも、今回は不思議なことに初めてわたしと彼女の意見があったの。珍めずらしいこともあるものね。普段は中立の立場を維い持じする他の生徒会長たちも戸と惑まどったのかしら、各々の思おも惑わくや第八号エイス襲しゆう来らいの懸け念ねんはあるでしょうけど、結果的には賛同してくれたわ」

　そんなふたりが珍しく同じ立場に立ったなら、中立派の生徒会長たちがその気になってもおかしくはない。まるで、コルピーとふたりで会議の流れをコントロールしてきたかのような口ぶりで、シトゥラは続ける。

「ちなみに会議に出席できなかったのは、あなたに勝った後すぐに校則違い反はんのバツで補習授業に連れて行かれた乙女座さまヴアルゴ。それと、諜ちよう報ほう部統とう括かつの双子座さまジエミニよ。あのふたりなら、後日この件を蒸し返す真ま似ねもしないと思うわ」

　本年度の双子座さまジエミニが会議に出席したことは一度もない。

　諜報部という特とく殊しゆな部活動を統括している立場だけに、一般生徒はおろか他の生徒会長ですら顔も名前も知らないのだから。

「そ、それでいいのか、星徒会……」

「少なくとも、あなたを追放した昨年度のような腐くさった体質ではないわね」

　呻うめくゼファーを尻しり目めに、シトゥラは枕元の写真立てへと視線を向ける。そこに飾かざられているのは、昨年度の星徒会が発足したばかりの頃ころに撮とられた集合写真だ。

　高等部二年で役員になったとはいえ庶しよ務むという末まつ端たん階級にもかかわらず、生徒会長たちよりも偉えらそうに写っているゼファーと、その隣となりにひっそりと寄より添そっている、地味だった頃のメカクレ時代のシトゥラ。

　現在の彼女が愛用しているお気に入りのヘアバンドは、ゼファーが星徒会を追放された後、彼から餞せん別べつとして貰もらい受けたものだ。

「しかし、ここは貴様の部屋だろう。いいのか、おれみたいな男を連れ込んで。報道部のマスコミ連中にバレたら厄やつ介かいだぞ」

「あら。今さら心外ね、昔からわたしとゼファー君の仲は良かったはずなのに」

　前髪で瞳を隠していた頃は今のように美少女だと持て囃はやされていなかったので、当時は常にゼファーと行動をともにしていたのに、シトゥラには浮うわついた噂うわさひとつ流れなかった。それは今でもそうだ。

　公共の敵ナンバーワンの悪名を誇ほこるゼファーと、十二星座の生徒会長のリーダー格と目されている水瓶座さまアクエリアスのシトゥラ。ふたりの仲を邪じや推すいする噂は皆かい無むに等しい。

　もっとも、学園最大の問題児と学園最高の才さい媛えんというカップリングに意外性があり過ぎるのも当然ながら、星徒会を追放されたゼファーが自分からシトゥラと距きよ離りを置いたのも、噂の無さの要因のひとつと言えるだろう。

「仲が良いとは言っても友人としてだろうが。こんなとこを見られると勘かん違ちがいされるぞ。それでなくとも今は恋れん愛あい解禁だなんだで星徒会は揉もめているんだろう」

　ぶつぶつと文句を言いながら、手元の水差しを手に取り、コップに移して水を口に含ふくむゼファー。そんな彼に向けてシトゥラは一言。

「あながち勘違いでもないわ。わたしたち、ファーストキスは済ませた仲でしょう？」

　無論、ゼファーは口に含んでいた水を思わず噴ふき出す。

「な、な、貴様ッ！」

「だって本当のことだわ」

「人工呼吸はキスには含まれんのだ！」

　顔を真っ赤にしてゼファーが叫ぶ。

　すると。

「──わたしは、自分の力で輝かがやきたくなんかないの」

　そのとき不意に、まるでゼファーの反応を予想していたかのように、シトゥラは部屋の照明を消した。

　潤うるんだ瑠璃色の瞳が、暗がりの闇やみの中でうっすらと青く冴さえる。

「太陽の力強い光に照らされて控ひかえめに夜空を飾る、月でいい」

　地上から見える星々のほとんどは、太陽を含め、自力で輝く恒こう星せいだ。

　例外は、地球と同じ太陽系に存在する金星や木星といった惑わく星せいたち、そして地球の衛星である月、それらは太陽の光を反射して輝いているだけに過ぎない。

「あなたがいないとだめ。でも、あなたさえいれば、それでいい」

　そう言いながら、シトゥラはゼファーのいるベッドにゆっくりと入り込んでくる。

「ねえ、ゼファー君。どうしてあなたは学園王になりたいの？」

「……それは、無論のこと学園の生徒たちを守るためだ。今この学園にいる若者の中では、間ま違ちがいなくおれが一番強い。あの獅子座さまリオよりもな。おれなら学園の平和を守りきれる。メガテリオンという外敵から、そして老害という外敵からな」

「その老害たちの策さく謀ぼうであなたが追放されたとき、必ず取り戻もどすと誓ちかったわ。あなたが生徒を守るために学園の王となることを望むなら、わたしも同じ目的を掲かかげる女王になる。あなたに命を救われてから、あなたのために生きると、あの日そう決めたもの」

「お、おい！　伸のし掛かかって来るんじゃない！」

「あなたがいない間、あなたの代わりに、あなたが守ろうとした全てを守ってきた。学園王国のこともそう。乙女座さまヴアルゴの──ニアのこともそう。どれもあなたが守ったものだからわたしも守ったのよ。だけどもう、独りで我が慢まんを続ける必要はないでしょう？」

　逃にげ場のないゼファーを、ベッドの上で追い込んでいくシトゥラ。

「わたしは、あなたとふたりでちょうどなの。あなたもわたしとふたりでちょうどなら、それはとても嬉うれしいわ」

　ふたりの指と指とが重なり、顔と顔とが近づく。

　否。近づいているのは、唇くちびると唇。

「ん」

　触ふれ合うほどに近づいて、瞬まばたきする間もなく重なり合った。窓から差し込む僅わずかな月明かりだけが、薄うす暗ぐらい部屋の中、もがいて暴れるふたりの姿を照らす。

　刻んだ時間はほんの十数秒。

　甘い口づけはそれで終わり、ふたりの姿はすぐに離はなれた。

「どう？　あれはファーストキスじゃなかったとか、人工呼吸はキスに含まれないだとか、これでそんな寝ね言ごとは言えなくなったでしょう？　あなたに命を救われた女の子の初めてよ、カウントしないなんて許されないわ」

「がああああああ、シトゥラ貴様なぁ……！」

　してやったりと唇をぺろりと舐なめるシトゥラに対し、唇を奪うばわれたゼファーはベッドに倒たおれ込んだまま、相手の予想外の仕返しに目を白黒とさせるばかり。

「今夜はもう、これ以上は自分を抑よく制せいできそうにないの。また明日ね」

　悪びれずにベッドから降りたシトゥラに、しかしゼファーはなにも言えない。

「あなたが十八禁展開を解禁したいというのなら、この先わたしも我慢しないけど」

　やはり、なにも返せない。

「今のは冗談よ？」

「……本気じゃないんだな？」

「そういうことにしておきましょう」

　彼女は最後までクールに笑って寝しん室しつを出た。一時休戦の合図だ。

　しかしここに長居していてはいつまた襲おそわれるかも分からない。ゼファーは即そく断だん即そつ決けつでベッドから飛び降り、躊ちゆう躇ちよなく部屋の窓から外へと脱だつ出しゆつした。

　シトゥラの顔をもう一度見ただけで一線を越こえてしまいそうな気がしたからだ。

「くそっ、あいつ、そういえば自分はもう食べたと言っていたな。まったく、この口の中に広がる甘くて冷たい感じはそのせいか……」

　逃とう走そうの道中、まんまとしてやられたとばかりに、ゼファーは頭上を仰あおぐ。

「アイスクリームの味がする……」

　夜空の月を見上げ、たまらず呟つぶやいた。
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　シトゥラ・クラウソラスは、この星の生まれではない。

　その事実を知るのは、今のニアと同じ十三歳の頃に地球に漂ひよう着ちやくしたシトゥラを拾って、学外政府の大人たちに秘密で彼女の学がく籍せきを偽ぎ造ぞうし匿かくまってくれたゼファーと、彼と双ふた子ごであるセフィー・アゾットくらいのものだろう。

　シトゥラは今、幸せそうにベッドに身を投げ出し、先ほど逃げ出したゼファーの残り香がに包まれながら、地球の重力の存在感を恩おん恵けいのようにありがたく享きよう受じゆしていた。

　重力がなければ、先ほど強引に奪った唇の感かん触しよくに、天へと昇のぼる気持ちのままふわふわと浮ふ遊ゆうしてしまいそうだったから。

　──浮遊感。宇宙を旅する移民船の中で生まれたシトゥラにとって、浮遊感は地に足をつけて歩くことよりも身近で、母の腕うでより無重力空間こそが揺ゆりかごだった。

　半世紀前、当時の若者たちを置き去りにして地球から旅立った、薄はく情じような大人たち。

　シトゥラの故郷はそんな大人たちを乗せて新天地を目指していた移民船団のひとつで、彼女は地球を知らない新生児のひとりだった。

　しかしある日、地球から遠く離れた宇宙の旅路の最中、移民船団は巨きよ大だいなメガテリオンに襲われて壊かい滅めつした。──そのときの光景をシトゥラは今でも覚えている。

『なんのために地球から逃げ出したんだ!?』

『宇宙空間で遭そう遇ぐうするなんて、天文学的確率だぞ!?』

　泣き出しそうな顔で慌あわてふためく大人たちを尻目に、シトゥラは初めて目にするメガテリオンの威い容ように怯おびえ、立ちすくむばかりだった。

　百の腕を持つ漆しつ黒こくのメガテリオンは、宇宙船すら上回る巨きよ体たいで船団に迫せまり、船のひとつにしがみついたかと思えば、瞬またたく間に鋼鉄の船を抱だき潰つぶし、中にいる人間たちを指で摘つまんで貪むさぼり始めていた。

　犠ぎ牲せい者しやたちにとって唯ゆい一いつの幸いは、食い殺される前に宇宙空間に投げ出され、窒ちつ息そくないし凍とう死しできるだけの時間があったことだろう。

『こ、こないで……』

　極寒の宇宙空間で平然と生命活動を行う、正しよう真しん正しよう銘めいの怪かい物ぶつ。十三歳の頃のシトゥラには立ち向かう術すべなどなく、自分が喰くわれる恐きよう怖ふに打ち震ふるえるしかなかった。

　この日、シトゥラの両親を含めた一〇〇万を超こえる大人たちが死に、死を免まぬかれた一部の新生児たちは救命ポットに乗せられて宇宙へと放り出される。

　他の移民船団の座標は分からず、救きゆう援えんに来てくれる可能性は億にひとつもありえない。故に、魔ま術じゆつ術式で冷凍睡眠コールドスリープが施ほどこされた子どもたちを乗せた救命ポットは、船団が捨ててきたはずの地球に向けて撃うち出された。

　もちろん無事に辿たどり着ける保証は欠片かけらもない。その場ですぐにメガテリオンの持つ無数の腕に摑つかまれ、ポットごと捕ほ食しよくされた者も多かった。喰われずに済んだ者たちも、魔術で眠ねむらされたまま、残ざん酷こくで無慈じ悲ひな宇宙空間に投げ出され、死ぬまで永遠に醒さめない悪夢の中に閉じ込められた。

　シトゥラの最初の幸運は、運良く救命ポットに乗り込めたこと。

　そして次の幸運は、彼女だけが目的地である地球に辿り着けたこと。

　シトゥラの知る限り、命を落とすことなく悪夢から目覚めることができたのは彼女だけ。時間ごと凍こおらされたまま、孤こ独どくな旅路の果てに十数年かけて地球へと幸運にも漂着できたのは、彼女のポットだけ。

『──すまん。人工呼吸をした。悪く思うな』

　唇と唇が重なった感触とともに、目覚めてすぐの言葉が、それだった。

　同い年と思おぼしき、まだあどけない顔立ちなのにどこか生意気そうな、それでいて申し訳なさそうな、そんな少年の声。

『意識は戻ったか？　近くに流れ星が落ちてきたので見に来たが、まさか地球を見捨てた星船の救命ポットだったとはな……』

　抱き上げてくれた少年の腕の温もり。腕の力強さと同じくらいに重々しい重力。軽やかに全身に圧し掛かる地球の大気。真夜中に見上げた満天の景色。そしてキス。

　全てが初めてだった。

『ここは地球……？　じゃあ、またメガテリオンが襲ってくるの……？』

　だが、そのときのシトゥラの心を支配していたのは、恐怖のみ。

　地球に居ればメガテリオンに狙ねらわれる。それは地球を捨てた大人たちにとっては常識であり、彼らに育てられたシトゥラにとっても当たり前のことだった。目を閉じれば、自分の両親や友人たちを食い荒あらした百腕の怪物の姿がすぐにも現れる。

『嫌いや……嫌……こんなところに居たくないっ……！』

　少年の腕の中で力なくもがき、弱々しい抵てい抗こうをするシトゥラ。

　彼女の体を強く抱だき締め、彼は言う。

『メガテリオンは確かにやって来る。おれたちの国を破は壊かいし尽つくすために。やつらを倒せなければ、この学園王国にいる全員が死ぬ。それは間違いない』

　相手を落ち着かせるためのその場しのぎの噓うそや方便など、彼は一言も口にしなかった。

　非情な現実を突つきつけてくる冷れい淡たんな言葉に反し、彼の腕の温もりはシトゥラにとって、とても温かかった。

『だが、おれが絶対に守る。この国の誰だれもが、そしてお前が、もう怯えなくても済むよう、ずっと守ってみせる。そのためならこの国の王にだってなってやる。だから安心するがいい。地球は良いところだと、胸を張って言ってやろう』

『本当に……？　怖こわいメガテリオンが来たら、あなたがやっつけてくれる……？』

『約束する。お前が望むなら、おれはどんな怪物にも勝ってみせる』

　無重力の揺りかごよりも心が落ち着く、安あん寧ねいの場所。同い年とは思えないくらいに偉えらそうな少年の腕の中で、幼いシトゥラは自分が悪夢から醒めたことを知った。

　そのときようやく、彼女は自分が生きているという実感を取り戻した。死にも等しい長い眠りから息を吹ふき返して、産うぶ声ごえを上げるように、泣いて泣いて泣きじゃくった。

　そして、目覚めさせてくれた王子様のような少年の腕の中で、彼女は思った。

　自分はこの少年と出で逢あうために生まれ、地球に戻って来たのだと。




　地球の重力に身を委ねたまま、初めてのキスを交わして以来──

　シトゥラはずっと、ゼファー・アゾットに恋こいしている。








第三章　蠍さそり座ざフォーリンラブ









　──一年前。

『処分を言い渡わたす。ゼファー・アゾットを星徒会追放とする』

　たった独りで第七号セブンス『百頭龍ラードーン』と戦い、その脅きよう威いから学園王国を救った少年は、彼自身が深く敬愛していたセンパイから非情な宣告を受けた。

『並びに今後一切の部活動への参加、星徒会への立ち入りを禁じる』

　当時の生徒会長たちは、傷だらけのゼファーを英えい雄ゆうとして迎むかえることなく、独断先行を咎とがめ、星せい賜し剣けんと二ツ星学星服そして星徒会役員としての権限を全て没ぼつ収しゆうしたのだ。

　ゼファーは手を鎖くさりで繫つながれたまま、上級生たちの決定を受け入れる。

『Ｏ・Ｂオールド・ボーイズの命令だな』

　うなだれたまま、彼はその名を口にした。

　Ｏ・Ｂオールド・ボーイズ──卒業後に理事長となった、十二人の初代生徒会長たち。誰もが齢よわい七十に差し掛かかろうという老ろう齢れいで、地球に置き去りにされた昔の若者の代表者たちだ。

　一いつ致ち団結して七難八苦に立ち向かった彼らだからこそ、今度は自分たちが大人になって学外政府の指導者となった今、新しい時代の若者たちが団結することを恐おそれている。

『生徒会長も所しよ詮せんは学外の大人どもの傀かい儡らいでしかないということか。フン、その体たらくで学園王国の王様気取りとは片腹痛い。なにが自治独立だ、なにが生徒会長だ。そんなものが、おれの目指していたものの正体だったとはな』

　かつての憧あこがれのセンパイを相手に、ゼファーは侮ぶ蔑べつの言葉を口にした。

　今回の追放処分、裏で理事長たちが手を引いているのは明らかだ。

　そして、ゼファーはそのとき悟さとった。

　合議制による民主主義など建前で、十二人もトップがいる今のシステムには、決定的で致ち命めい的てきな脆ぜい弱じやく性が存在している。しかもその弱点が、伝統という分かりやすい口上を添そえられて、理事会の企たくらみでワザと残されていることに。

　二十歳になって成人を迎えた者の星賜剣の使用を、学外政府は固く禁じている。その理由は明かされていないが、十代の少年少女しか起動してはならないとされているが故に、星賜剣は仕方なく若者たちの手に預けられているだけに過ぎない。

　危険な兵器を有した少年少女だけで国を纏まとめていく以上、若者たち同士で足の引っ張り合いをさせなければ、その矛ほこ先さきがいつ学外の大人たちに向けられるか分からない。

　それゆえ伝統的に毎年十二人もの生徒会長が用意される。そして生徒会長同士での権力争いに躍やつ起きになるよう、作さく為い的に卒業後の社会的地位をチラつかせてくる。

　その元げん凶きようこそが、若かりし頃ころの綺き羅ら星ぼしの如ごとき輝かがやきと清せい廉れんさを失って醜みにくく老いさらばえた十二人の初代生徒会長たち。学園王国にとっての老害である、今の理事長たちだ。

　彼らＯ・Ｂオールド・ボーイズもまた、メガテリオンと並ぶ、この国の敵。




『おれはなるぞ。貴様らとは違ちがう、学園王国を真に守ることのできる、唯一無二の王に』




　生徒会長たちへ向けてゼファーは言った。

　追放処分だけでは飽あき足らず、理事会への不敬を口実に投とう獄ごくされながらも──

　彼はその日、決意を得たのだ。




「今さらあの日の夢を見るとはな……」

　目を覚ましたゼファーは、自分が牢ろう獄ごくではなく自室のベッドにいることを確認すると、安あん堵どに胸むねを撫なで下ろす。

　どうせ見るならもっとマシな夢が良かった。それこそ気になる異性が現れるような。

「あ、あああああああああああああ!?」

　そしてそこで思い出す。昨晩のシトゥラの口づけの甘酸っぱい感かん触しよくと、アイスクリームのキスの味。あまりの恥はずかしさにベッドの中で絶ぜつ叫きようを上げるゼファーの腕うでにむにょんと柔やわらかい感触が圧おし掛かってきた。

「朝からうるさいですね。もっと静かに眠らせてください」

　彼の腕を抱だき枕まくらにして眠っていた少女の、眠たげな非難の声が上がる。

「セフィー！　ひとのベッドに忍しのび込むなといつも言っているだろう！」

「固いことを言わないでください。ママのお腹の中にいたときから、ずっとセフィーたちは全ぜん裸らで寄より添いあって眠っていたんですから」

「何年前の話を蒸し返す気だ！」

　ベッドに潜もぐり込んでいたのは、彼の双ふた子ごの片割れ、セフィー・アゾットだ。ゼファーと同じ黒曜石の色の髪かみと瞳ひとみ、そして礼節ある清せい楚そな美び貌ぼうを持つ少女──

「おや、お姉ちゃんに文句を言うつもりですか？　弟くんのくせに生意気です」

　そんなセフィーは、ゼファーを弟扱あつかいした。

　寝ね惚ぼけているわけでも冗じよう談だんを言っているわけでもない。きょうのセフィーにとっては、ゼファーは双子の弟という扱いなのだ。

　もちろんそれは、きのうの、ゼファーを双子の兄と慕したっていた妹のセフィーのほうが、なりきりであった──というわけでもない。本当はどちらが兄か姉かなど、ゼファーは知らない。産声を上げたときの記き憶おくがないのだから仕方ない。

　しかしセフィーの中には、ゼファーより先に生まれてきたと信じている姉の人格と、後に生まれてきたと信じている妹の人格の、ふたつがある。

　シトゥラやコルピーを始めとした友人から、姉なのか妹なのか問われたことは数あれど、明確な返答をしたことは一度もない。むしろゼファー本人が教えて欲しいくらいだ。

「弟くんはバツとして、お姉ちゃんのために全身抱き枕になるべきですね」

　そう言って、セフィーは二に度ど寝ね目的で再びゼファーに抱きついてきた。

　ゼファーの上半身に腕を絡からめ、下半身に脚あしを絡める。そこでようやくゼファーは、姉でもあろうとし妹でもあろうとするこの厄やつ介かいな双子の片割れが、ボタンを開はだけたシャツ一丁の黒下着姿であることに気づいた。

「セフィーお前なんて格好をしている！」

「それではそういうことで、おやすみなさい」

「おやすみではない！　二度寝するなら勝手にしろ、ただしおれを放してからだ！」

「いやです。放さないですし離はなれません」

　姉キャラのほうはアダルティな黒下着、妹のほうは清純な白下着を愛用していることは、当然ゼファーも知っている。なにせ学園王国でふたりきりの家族なのだから。

　だが今問題にすべきは、セフィーが大だい胆たんな格好でゼファーのベッドの中に忍び込んでいるという事実ただひとつ。朝は駄だ目めだ。寝ね起おきというのがいただけない。双子であろうと男と女、生理現象というものがある。

「生まれる前からいっしょだったではありませんか。それなら生きている間も死んだ後も、ずっといっしょが当たり前なのです」

　だというのに、セフィーはわざとか天然かは知らないが、柔らかく引き締しまった太ふと股ももをゼファーの下半身に絡めてくる。当然、バレて欲しくない盛り上がりに当ててくる。

「やーめーろー！　兄妹だろうが姉弟だろうが、インモラルは禁止だ禁止！」

「ですが弟くん、近きん親しん相そう姦かんジャンルは単なる十八禁指定でしかありませんよ？　でしたらお互たがい十八歳の誕生日にはインモラルしても許されるのではないですか？」

「漫まん画がはフィクション！　現実はノンフィクションだ！　エロマンガを基準に現実を生きようとするんじゃない！　信じられないようなことを言うな！」

「一度きりの人生、エロでもいいんですよ？　信じられないようなことをしてこその人生なのです」

　密着しながら耳元で危険な台詞せりふを囁ささやいてくるセフィー。ただでさえ昨夜の件でゼファーのタガは外れかかってしまったというのに、翌朝これでは身がもたない。

　ゼファーは慌あわてて、話題を変えるべく口を開く。

「そ、そうだセフィー。ひとつ、おれの相談に乗ってくれないか？」

「はいどうぞ、弟くんの相談なら大だい歓かん迎げいですよ？」

「きのう、シトゥラとその、なんだ、人工呼吸はファーストキスのカウントに含ふくまれるかどうかという話になったんだが──」

　するとセフィーは急に真顔になり、今までの悪ふざけも噓うそのように止めてしまった。

「セフィーは人工呼吸もキスのうちだと思うか？」

「……どうして水瓶座さまアクエリアスとそういう話になったかはこの際ともかく、人工呼吸がキスに含まれるわけがありませんけど、なぜセフィーにそんな質問を？」

「おれもそう答えたんだが、するとシトゥラのやつが急に怒いかり出してな──」

　そのままベッドに押おし倒たおされてキスしてしまった、とは流石さすがに言えなかった。

「ほら、おれがシトゥラの冷れい凍とう睡すい眠みん術式を解除したとき、息を吹ふき返さないから人工呼吸しただろう。そのときの口づけをファーストキスとして数えていなかったことを怒られたようなんだが、これはもしかして──」

　意を決し、ゼファーは問う。

「シトゥラは、おれに惚れているのではないか？」

「甘いですね」

　そして、セフィーによって即そく座ざに切り捨てられた。

「女心がまるで分かっていません。その程度であいつおれに惚ほれているとか思ってしまうとは、弟くんは女の子のことを甘く見すぎです。思い上がりも甚はなはだしい。たかが人工呼吸でキスがどうこうという話に持って行ったのがまず間ま違ちがいです。水瓶座さまアクエリアスも思い出したくない記憶だから怒ったのだと思います」

「言われてみればそうかもしれんが……」

「だからそうなのです。はいそこに正座してください」

　言われ、素直に正座に応じるゼファー。

「いいですか、セフィー以外の女の子が弟くんを好きになるわけがないという大前提を忘れないことが大切です。返事は？」

「はい」

　双子の片割れの言葉だけあって、他人が聞けば理り不ふ尽じん極まるような洗脳めいた説教でも、ゼファーからすれば説得力を感じてしまうものなのだろう。

　結局、昨晩のシトゥラの大胆な手段も空しく、せっかく上がったゼファーの好感度は、セフィーによって勘かん違ちがい扱いされ、元どおりに戻もどされてしまった。

　と、そんな中。

「星徒会風紀部ですわ！　至急速やかに部屋の施せ錠じようを解除し、投降することですわね！　ゼファー・アゾットさん、無む駄だな抵てい抗こうはおよしなさいですわ！」

　拡声器片手に怒ど鳴なる蠍座さまスコーピオのコルピー・コールブランドの声が、学がく寮りよう地区全体に響ひびき渡わたるほどの声量で、部屋の外から聞こえてきた。

　自うぬ惚ぼれを指し摘てきされ続けているこの地じ獄ごくのような説教タイムが終わるならと、不ふ俱ぐ戴たい天てんの間あいだ柄がらである風紀部の名も、今ばかりはゼファーには救いの主のように聞こえたという。
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「で、どうして貴様はこんな朝早くに上層から降りて来たんだ、コルピー」

　風紀部に家の外へ追い出されたゼファーは、寝ね間ま着き姿のまま苦々しげに言った。

「まったくです。セフィーたちの朝の語らいを台無しにしたのは憤ふん慨がいものです」

　一方、隣となりにいるセフィーはというと、いつの間にか身支度を整え終えている。

　黒一色の一ツ星だが、スタンダードモデルではなくゴスロリ調のカスタマイズがされたフリルつきの学星服だ。蟹座さまキヤンサー手製のデザインのためノースリーブなのは変わらずだが、脚には黒ストッキングを装着した、艶あでやかな出で立ち。

　双子の贔ひい屓きを抜ぬきにしても、美少女揃ぞろいの生徒会長たちに勝るとも劣おとらない美人ぶりで、心なしか彼女の周りにいる風紀部の生徒たちも恐きよう縮しゆくしてしまっている。

「セフィーさんの心中はお察ししますわ。とんだとばっちりですもの」

　そんな中、室内を点検していたコルピーが部屋の外へと姿を見せる。令れい嬢じよう然とした彼女の華はなやかな容姿もまた、セフィー同様、下層エリアに不釣つり合いだった。

　学都ポラリスの建築物の大半は、飛び立てなかった星間魔ま導どう移民船を解体して造られている。半世紀かけてもまだ半分も解体できておらず、失われた最さい先せん端たん技術が眠ねむる船せん尾び区画ともども多くの資材が、手つかずのまま学都のオブジェと化している。

　星船の居住ブロックを移設された学寮地区では、生徒たちに支給された学星服のランクに合わせて待たい遇ぐうや部屋の振ふり分けも、下層、中層、上層と三段階に分けられている。

　下層に住むゼファーたちとは違い、コルピーを始めとした生徒会長たちの住まいは上層エリアだ。そこには十二星座の数だけ豪ごう勢せいな屋や敷しきが建てられており、昨夜ゼファーが介かい抱ほうされていたシトゥラの住まいもそのひとつだ。

「まさか貴様、抜き打ち検査のためにわざわざ下層にまで出向いてきたのか」

「もちろんですわ。ゼファーさんはきのう付けで副会長を襲しゆう名めいしたのですから、校則違い反はんに該がい当とうする私物の所持を見過ごすわけにはいかなくなりましたの」

　コルピーの言葉に風紀部の面々がギョッと驚おどろく。

「この男が副会長!?　蠍座さまスコーピオは反対なさったんですよね!?」

「そいつ賛成したらしいぞ」

「本当ですか蠍座さまスコーピオ!?」

「ま、まさか、水瓶座さまアクエリアスが反対なさったから、蠍座さまスコーピオは賛成に回られたんですか？　対立されているのは存じていますが、なにもこんなトンデモ案件でまで──」

「そっちも賛成したらしいぞ」

　ゼファーの言葉が風紀部の混乱に拍はく車しやをかけていく。

　意見を同じくするはずのない水瓶座さまアクエリアスと蠍座さまスコーピオが揃そろって賛成というのは、本年度の星徒会が発足して初めての出来事だ。彼らが信じられないのも無理はない。

「どのような内容であろうと、生徒会長たちの合議によって星徒会会議で可決された案件は絶対ですわ。それにきのうも口にした覚えがありますけれど、わたくしはあくまで不ふ穏おん分ぶん子しのゼファーさんに首輪をつけるメリットを優先しただけの話ですわ」

　だがコルピーにそう釘くぎを刺さされてしまうと、彼らも不承不承とはいえ納得するしかない。

　と、ちょうど室内の確認が終わり、風紀部の押収箱が一同の眼前に積み上げられていく。当然ながら中身はもちろんゼファーの私物だ。

　闇やみ市いちで売りさばいていた漫まん画が本ぼんばかりではない。密造酒や化け粧しよう品や香こう水すいといった、学園王国への持ち込みや所持そのものが違い法ほうとされるありとあらゆるものが押収されていた。危険なルートを駆く使しして製造あるいは密輸した物品全てが、まさかの全没ぼつ収しゆうである。

「やめろ！　それは持っていくな！　いや、確かに酒はおれもどうかと思うが、一応深い事情があってだな！　別に飲むために造ったわけじゃない！」

「聞く耳持ちませんわ。校則の中でも特に禁酒法破りが重罪中の重罪であることくらい、ゼファーさんもご存じですわよね」

「どれだけ苦労したと思っている、このドＳ！　陰いん険けん！　制服を着た悪あく魔ま！」

「ふふん、なんとでもおっしゃいですわ」

　これにはゼファーも猛もう抗こう議ぎするも、コルピーは高飛車に笑って平然と受け流した。

　風紀部は学園王国でも嫌きらわれ者扱あつかいを受けることが多いが、コルピーは持ち前の嗜し虐ぎやく性や悪役めいた立ち振ふる舞まいもあって、その程度の悪口は言われ慣れているのだろう。

　と、思われた矢先。

「性格ブス！　腹黒毒舌サソリ女！」

　──きゅん。

「♥♥♥ッ!?」

　続くゼファーの心無い叫さけびに、なぜかコルピーはその身を捩よじらせた。

　彼女は赤面症しようよろしく顔を真っ赤にして、しかしどこか陶とう酔すいした様子で薔ば薇ら輝き石せきのような瞳ひとみを潤うるませ、体を震ふるわせる。

「こ、このわたくしを、あろうことかブスだなんて……！　そんな下げ卑びた台詞せりふ、わたくし初めて聞かされましたわ……ッ！」

　口からは腹立たしげな文句がこぼれたが、その憤いきどおりとは裏腹に、心の奥に恍こう惚こつ感かんが渦うず巻まいていく。体の芯しんが、なぜだか燃えるように熱い。

　生まれながらに高飛車な振る舞いを許された生きつ粋すいの令嬢として育って早十七年。

　今コルピーを襲おそっているのは、物心ついて初めての新感覚だった。

「わたくしの心臓アンタレスの、先ほどの高鳴りはいったい──ッ!?」

　心配して近寄ってきた風紀部たちを片手で制し、コルピーはふらつく足を持ち直させてなんとか気き丈じようさを取り戻そうと試みる。

「どうした？　いつにも増して顔が真っ赤だぞ」

「せ、赤面症ですの、放っておいてくださいまし！」

「ところで弟くん、性格ブスというのは悪口ですか？　今の台詞、外見は美人だと認めているようなものですよ？」

「確かに見た目は美人だからな。悪いところは口と性格だけだ」

「♥♥♥ッッ!?」

「本当にどうかしたのか？　体調でも悪いのか？」

「な、なんでもありませんわ。それに今回も没収こそしましたけれど、きのうの十八禁の漫画本と違ちがって、なにも全てを即座に処分するつもりはありませんわ。あくまで副会長としての体裁が悪いのが困るというだけですもの……」

　普ふ段だんの威い勢せいの良さはなりを潜ひそめ、今朝のコルピーの物言いはどこか弱々しい。

「あと、きのう闇市で逮たい捕ほした不穏分子たちは、あなたの星徒会復帰との交こう換かん条件で釈しやく放ほうして差し上げましたわ。これでもう、パシリは御ご免めんだなどとは言わせませんわよ」

　おまけに口調はつっけんどんだが至いたれり尽つくせりだ。押収品の扱あつかいや同志たちの処しよ遇ぐうを聞いてゼファーは安心したのか、ため息をこぼす。

「なんだ、きょうはいつになく物分かりが良いではないか」

　そして有無を言わさずコルピーの手を取った。
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「だが助かる。捕つかまった同志たちを見捨てずに済んだ。それにその密造酒は、学星食堂に頼たのまれて用意した料理酒だからな」

「そ、そうでしたの。それはなによりですわ」

　握にぎられた自分の手をちらちら見下ろしつつ、うわの空で返事をするコルピー。

「風紀部の有象無象ども！　貴様らにとっても明日食う飯は死活問題だろう、くれぐれも瓶びんを割らないように気をつけろよ！　役職序列を気にする貴様らだ、よもや学園王にして副会長であるこのおれの命令を軽んじるような真似はしないだろうな！」

「そういうことらしいですわ。みなさん、気を付けてあげてくださいまし」

　コルピーの口ぶりが妙みように殊しゆ勝しようだったせいか、風紀部の面々は納得いかなそうな顔つきながらも、常つね日ひ頃ごろの横おう柄へいな態度とは打って変わって丁重に引き上げていく。

「それとゼファーさん。あなた用の三ツ星、蟹座さまキヤンサーが用意してくれましたわよ」

　と、去り際に付け加えられた伝言に、ゼファーの顔に驚きが浮うかぶ。

「本当か！　しかも三ツ星だと！」

「ええ、星徒会の副会長がいつまでも一ツ星では格好がつきませんもの。これであなたも、中学生の生徒会長さんに後れを取るような無様は晒さらしませんわよね」

　いつもの調子をようやく取り戻し、コルピーは意地の悪い毒舌を残して去っていく。

「フン、やはり性格が悪いにもほどがある」

　口ではそう言いつつも、今朝のコルピーの一風変わった様子が気になったのか、彼女の背を見送りながらゼファーは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめていた。

「そういえば蠍座は確か──」

　そのときセフィーがふと口を開く。真夏の夜空に大きなＳ字の輝かがやきを描えがく蠍座は、あらゆる他者を威い嚇かくするように毒針を持ち上げている星座だ。しかし天に上げられたその姿は、常に蛇へび遣つかい座ざのアスクレピオスによって踏ふみつけられているらしい。

「踏まれているのに嫌いやがらないなんて、まるでドＭですね」

　そんなセフィーの呟つぶやきを聞いて、ゼファーは一言。

「蛇へびと蠍さそりで蛇だ蝎かつと言うし、もしかしたら嫌われ者同士、仲が良いのかもな」

　などと、とんでもなく頓とん珍ちん漢かんな感想を口にした。
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　ゼファーは購こう買ばい部で朝食を消費税込みで買ってから、バイクでセフィーを大図書館まで送り届けた後、星徒会の本部へと足を向けた。

　蛇遣座の三ツ星学星服が用意されたと聞き、居ても立ってもいられなくなったのだ。

　彼が袖そでを通したことがあるのは、単身第七号セブンスを撃げき退たいしたときの二ツ星まで。あのときの力ですら、着用した際の全能感は驚きよう異い的だった。

「あれを超こえる三ツ星ともなれば、心が躍おどらないわけがないではないか」

　口には出さないが、学星服の性能の落差を失念してニアにこてんぱんにされたことは、ゼファーにとっても恥はずかしい記き憶おくだ。その急所を的確に毒舌で突ついてきたコルピーは、さすがはまさしく蠍座さまスコーピオといったところか。

「これでもう、小こ娘むすめの乙女座さまヴアルゴにしてやられることもあるまい」

　そう言って、星徒会本部の扉とびらを潜くぐろうとするゼファー。

　だが、そこで足が止まった。この先にいるであろうシトゥラの顔を思い出し、昨夜の艶なまめかしい一件がまたも脳裏に甦よみがえったのだ。

　もしもシトゥラが室内で待ち構えていたとしたら。昨晩とんでもないことになったとはいえ相手は学園王国一のクールビューティだ。何事も無かったかのように登校をすませ、完全に澄すまし顔でゼファーを出で迎むかえる、という事態も充じゆう分ぶん起こり得る。

　──そうゼファーは懸け念ねんしていたが、覚かく悟ごを決めて本部の執しつ務む室に入ったのにシトゥラの姿は影かげも形もなく、代わりに半熟生徒会長のヴァージニアの姿があった。

「フン、おはよう。確かニアだったな」

「あ！　おはようございまーす、せんぱーい！」

　天てん真しん爛らん漫まんな朝の挨あい拶さつとともに、ニアは大きく手を振ふってにっこり笑顔を見せる。

　ゼファーの本音としては、シトゥラとは会い辛づらいと思っていたが、できればニアとも顔を合わせたくなかった。そんな先せん輩ぱいの微び妙みような空気を察したのか、メトロノームのように頭を横に揺ゆすって反応を窺うかがっていたニアは、不意にポンと手を叩たたいて一言。

「あはー、きのうのあれはざまーみやがりでしたね。ぷぷぷぷ」

「このクソジャリ、クソむかつく」

　醜しゆう態たいを鼻で笑われたゼファーは頰ほおを痙けい攣れんさせながらニアを睨にらみつけるも、向こうは一向に堪こたえた様子もなく、シトゥラの物真ま似ねらしき気取った仕草で髪かみを搔かき上げる。

「でも、せんぱいが負けちゃったのも仕方なくないですか？　だってあたし学園王国史上最年少生徒会長ですし！　最短記録ですし！　やればできる子でしたし！　なんかこー、相手が超ちよう大型クラスのメガテリオンでも勝てちゃう気になってきました！」

「お前の自じ慢まんなど聞きたくもない。それよりシトゥラはまだなのか？」

「水瓶座さまアクエリアスは欠席です。学園王国屈くつ指しの優等生、憧あこがれのシトゥラ先輩が皆かい勤きんを逃のがすなんて、珍めずらしすぎて雪どころかメガテリオンが降って来る気がしちゃいますね！」

　言って、ニアは自分の失言を遅おそまきに理解したのだろう。

「あ、今の冗じよう談だんだから！　ほんとに降って来たらヤだから！　そんなことしたら友だちになってあげないからー！」

　うっかり自分で立てたフラグを消し去りたいつもりなのか、ニアは狼ろう狽ばいの面持ちでじたばたしながら頭上を仰あおぎ、天てん井じように向かってなにやら念押しを始めた。

「よく分からんやつだが、百面相し過ぎだろう」

「えへー、またやっちゃいましたかー。ちょっと𠮟しかっておきますね、だめだぞ、こいつめこいつめ、えいえい」

　自分の頭をこつんこつんと小こ突づくニア。どうやら今朝はなかなかにテンションが高いようだ。彼女とふたりきりで会話するのが初めてのゼファーは、内心「なにこいつ可愛い」とか思いながら、ニアの仕草を黙だまって見つめていた。

「ともかく、不ふ肖しようヴァージニア・レーヴァテイン、がんばってこれから生徒会長をやっていこうと思ってますっ！　せんぱい、いっしょに第八号エイスを倒たおしちゃいましょう！」

　ニアは意い気き揚よう々ようとそう宣言した。きのうのゼファーの発破で、心境の変化があったのだろう。テンションが高いのもそのせいだったらしい。

　が、しかし。

「いや。頑がん張ばらなくていいぞ」

　あろうことかゼファーにそう言われ、ニアは元気よく宣言したままの状態で固まってしまう。せっかく生まれ変わった気持ちで頑張ろうと思っていたのに、出で鼻ばなを挫くじかれるとはまさにこのことだ。

「え、ええー……？」

「むしろ他の生徒会長たちのようにどんどんサボれ。現にこの部屋を見てみろ、中学生のお前がすでに登校しているというのに、他は誰だれもいないだろう」

　確かにいない。実を言うと、ニアはゼファーが来る三十分前には到とう着ちやくし、新しい自分の第一歩として、先ほどまで部屋の掃そう除じをしていたのだ。

　そのうち誰か来るだろうと思っていたのだが、今の今まで誰も来なかった。先に掃除が終わってしまい、室内でひとりしょんぼりといじけて机の上に頰を乗せて不ふ貞て腐くされていたところ、ゼファーが顔を出したというわけだ。

「で、でもでも、あたしだって一人前の生徒会長目指して、色々がんばりたいなーと」

「生徒会長の仕事だと？　フン、それならこの書類にサインしろ。メガテリオンとの戦せん闘とうも大事だが、国家運営に書類仕事は付き物だ」

　おろおろするニアへと、ゼファーは懐ふところから取り出した一枚の書類を突きつける。

　難しい文面がぎっしりと並んでいて一いち瞥べつしただけではちんぷんかんぷんだったが、命じられるままニアはさっくりサインを済ませた。彼女にとってはこんな書類仕事より、先ほどの頑張らなくていい発言のほうが気になって仕方ない。

「うむ、ご苦労。お手て柄がらだぞニア」

「はいはい。それよりせんぱい、さっきの台詞せりふの真相を──」

　と、そのとき。

「ちわーす。誰かいるー？」

「おはよぉー」

　再び部屋の扉が開き、新たにふたりの少女たちがやって来た。

　連れ立って現れた彼女らの腕わん章しようには、十二星座の生徒会長であることを示す各々の星座のアストロロジカルシンボルが描かれている。腕章の色はともに青。蠍座さまスコーピオと同じ水のエレメントに属する星座だ。

「あっれー、いつもよりなんか片づいてない？」

「あ。少しだけですがあたしが掃除しました」

「マジ？　へー、気が利くじゃん」

　少女のひとりが、妹分を甘やかすようにニアの頭をわしゃっと撫なでる。

　鮮あざやかにピンクがかった珊さん瑚ご色の髪を姫ひめカットにし、頭の上にサングラスを載せている小こ悪あく魔ま系少女。名は蟹座さまキヤンサーのキャルル・キャリバーンという。

　学園王国のオシャレの発信源、服ふく飾しよく部統とう括かつの生徒会長だ。ファッションモデルとデザイナーを両方こなし、今年の生徒会長の三ツ星学星服を全てノースリーブでデザインしたのも彼女の仕業で、本人曰いわく「本当はヘソも全員出させたかった」とのこと。

　そのポリシーどおり蟹座さまキヤンサーの学星服はヘソ出しで、うっすらと褐かつ色しよくがかった小麦色の肌はだの露ろ出しゆつ度どは高め。下もスカートではなく活発的なショートパンツにカスタマイズされ、指の爪つめはギャルギャルしいド派手なピンクのネイルアートでデコられている。

「あたしの服も蟹座さまキヤンサーがデザインしてくれたんですよね。ありがとうございます。でも腋わきが見えちゃうのはちょっと恥ずかしいのですが……」

「は？　あーし的にはそっちのほうがダンゼン可愛いし」

「うんうん。可愛い中学生はお金になるんだよぉ？」

　次にそう言ったのは、ふわふわの翡ひ翠すい色の髪をツインテールにし、とろんとした垂れ目と天使のように柔やわらかな笑顔が特とく徴ちようの、魚座さまパイシーズのピスケット・エスカリボルだ。

　商業地区を取り仕切る購買部統括の生徒会長で、その裏では星徒会の財務と会計を買収、学園王国の金きん融ゆう経済を好き放題に操っていると噂うわさのトラブルメイカーである。

　専用の学星服は相方の蟹座さまキヤンサーと打って変わってマーメイドタイプのロングスカート。銭ぜに勘かん定じようが得意な白魚の指の爪には水色のマニキュアが塗ぬられている。

「あの、中学生がお金になるってどういう……？」

「そのままの意味だよぉ！　中学生の生徒会長ってレアリティあるしぃ、ＳＮＳじゃ陰かげ口ぐち叩たたいてるのもいるけどぉ、わっちの購買部の世論調査だと、親しみやすさは乙女座さまヴアルゴがぶっちぎりで一番人気なんだよぉ？」

　首を傾かしげるニアに対し、ずいっと顔を近寄らせて距きよ離りを詰つめる魚座さまパイシーズ。

「だからねぇ、まずは水着写真集とか出しちゃおう？　ちょっと背せ伸のびしてみましたってキャッチフレーズでぇ、書しよ籍せき部と写真部にも声かけて、どどーんと次の学内雑誌の表紙をグラビアで飾かざっちゃうみたいな企き画かくとかどうかなぁ？」

「で、でもあたし、学内投票じゃ人気最下位で……」

「だいじょうぶだいじょうぶ。市場はなにも学園王国だけじゃないんだよぉ。学外の大人たち向けの需じゆ要ようを狙ねらうなら、中学生は絶対お金になるよぉ？」

　魚座さまパイシーズはニアがたじろいでいることをいいことに、ぐいぐいと強引に迫せまってくる。

「ピスケやめろし。乙女座さまヴアルゴも困ってんじゃん。つーか他の生徒会長たち全員に断られたのに、あんたまだ水着写真集やるの諦あきらめてなかったの？」

「そうだピスケ！　貴様に言っておきたいことがあった！」

　そこへ蟹座さまキヤンサーとともにゼファーが横よこ槍やりを入れ、魚座さまパイシーズの腕うでを摑つかんで引き寄せる。

「おぅおぅ？　ゼファーちゃん突とつ然ぜんなにかなぁ？　人前で大だい胆たんだぞっ？」

「大胆だぞっ、ではない！　コルピーから聞いたぞピスケ。貴様、闇本ブラツクコミツク市場マーケツトの情報をあの女に売ったそうだな！　この裏切り者め！」

「えぇー！　それはわっちの台詞だよぉ！　わっちにも一枚嚙かませてくれたらぁ、もっと規模も大きくして相場価格より吊つり上げて十八禁にも手を出してぇ、荒あら稼かせぎでお客さんから搾しぼれるだけ搾り取れるビッグな集金イベントになってたのにぃ！」

「たわけ！　十八禁を十八歳未満に売りつけるようなイベント、公明正大なおれが認めるものか！　第一、非合法イベントを星徒会直ちよつ轄かつの購こう買ばい部に任せるわけがなかろう！」

　涙なみだ目めで訴うつたえる魚座さまパイシーズと、怒いかり心しん頭とうの面持ちのゼファー。ふたりはここが星徒会の本部であることも忘れて怒ど鳴なり合う。

「あ、あの……」

「ほっときなって。あいつら中等部時代からあんな感じだし」

　おろおろとするニアを尻しり目めに、蟹座さまキヤンサーは気のない様子でソファーに腰こしを下ろした。

「そ、そうですよね。そりゃ、せんぱいたちは同級生ですもんね……」

　ジェラシーというわけではないだろうが、気心の知れたゼファーたちの様子を見、小さな疎そ外がい感にニアの胸がちくりと痛む。

「ふーんだふーんだぁ！　ゼファーちゃんのばーかぁ！　次に美味おいしい儲もうけ話があっても誘さそってあげないぞぉ？」

「どうして立場が逆転している!?　貴様がおれにすり寄ってきているのだろう!?」

「いーもんいーもん、わっちはきょうからの消費税導入のおかげでぇ、これから当分の間は楽しい楽しい銭勘定ライフに突とつ入にゆう──」

「……フフン、そうかそうか、それは残念だったな！　ふははははは！」

　と、ゼファーは不意に、先ほどニアにサインさせた書類を魚座さまパイシーズに突つきつけた。

「うぉ？」

　それを目にした魚座さまパイシーズの顔が、笑顔のまま引きつる。

「どしたのゼファー、それにピスケも」

「キャルルも見るがいい。これが副会長としての記念すべき初仕事だ」

　今度は蟹座さまキヤンサーへと書類を見せびらかすゼファー。

「えーと、なになに……消費税導入の実じつ施し延期……延期!?　ちょ、ちょっと待ちなよ、これ延期ってどういうこと？　しかももう生徒会長のサイン付きで認可下りてるし!?」

「ひどいよぉ……わっちの税制導入でがっぽがっぽ大おお儲もうけの計画がぁ……」

　驚おどろく蟹座さまキヤンサーとむせび泣く魚座さまパイシーズ。

　一方、先ほどその書類に無造作にサインさせられたニアはというと、全身から冷ひや汗あせが止まらなくなっていた。

「あ、あの、書類のサインはその、せんぱいに言われるがままあたしがその……」

「そうだ。いくら半人前の半熟乙女座さまヴアルゴのサインとはいえ、星徒会の正式書類にこうして生徒会長のサインがある以上、この書類は十二人全員の合議のもとに乙女座さまヴアルゴが代表してサインした正式通達ということになる！」

「ええっ!?　せんぱい、それはつまりあたしのせいで──」

「そう、お前のおかげで星徒会は再び強権発動、他の税制に先さき駆がけて始められていた消費税導入を一時休止し、延期することになるのだ！」

「ゼファー！　あんた、あーしら生徒会長全員の許可も取らずに、勝手にこんな書類を作ってなに考えてるのさ!?　消費税を始めとした税金がなにに使われるか、水瓶座さまアクエリアスから教えてもらってるはずじゃん!?」

「復興財源だろう。ふはははは！　これで貴様らの苦く渋じゆうの決けつ断だんもおじゃんだな！」

　泡あわを食う蟹座さまキヤンサーを尻目に、ゼファーは悪あく辣らつな笑みをますます強めていく。

「うん？　もしかしてこれ……？」

　そんな中、冷静さを取り戻もどした魚座さまパイシーズが急になにやら考え込み始める。

「ピスケは気づいたか？」

「はいな。これ、こっちのほうが儲かるかもだねぇ。さすがゼファーちゃん」

　再び天使のような笑顔を取り戻して魚座さまパイシーズはひとり納得する。

「はいっ！　あたしがサインしてしまった以上、せんぱいたちはあたしに説明する義務があると思います！　果たせ、説明責任！　断固として説明を要求する！」

　対して、消費税実施延期を自分の過失ということにされてはかなわないニアは、必死の形相で懸けん命めいに挙手を繰くり返した。

「簡単な話だ、ニア。まず、消費税が課せられるとどうなる？　実際の自分の状じよう況きように照らし合わせてイメージしてみろ」

「物を買うのに今まで以上のお金がかかります。むかつく！」

「そうだ。大衆は余分な出費に怒おこるだろう。だが買い控びかえや不買をするわけにもいくまい。生活必ひつ需じゆ品にも消費税を払はらう必要があるのだからな。しかし、消費税が導入されるまでに仮に一週間の猶ゆう予よがあったとしたらどうする？」

「安いうちに欲しいものを全部買っておきます。とーぜんですっ、ざまーみやがり！」

　イメージ力が豊かなのか感情移入し過ぎて荒あらぶるニアの返答に、ゼファーも魚座さまパイシーズも満足げに頷うなずく。遅おそまきながら蟹座さまキヤンサーも合点がいった様子を見せていた。

「そのとおり。そして、誰だれもがお前と同じように考える。すると猶予期間中に多くの民衆がデカい買い物に走る可能性が高まるわけだ。中には、消費税導入の話さえなければ本来買わなかった物まで買う者も出てくるだろう」

　そこまで言われればニアにも分かる。猶予期間のおかげで、今のうちになるべく大きな買い物は済ませておこうと生徒たちの財さい布ふの紐ひもが大いに緩ゆるまるわけだ。

「なんとなく分かりました。確かに、あたしなら欲しい漫まん画がを全財産はたいてでも揃そろえておきます！」

「……お前の財布の紐は普ふ段だんから緩そうだな。ともかくこれで星徒会がアテにしている復興財源は膨ふくらみ、おれの発案だと広めれば、ポッと出の副会長への悪評も多少はマシになるだろう。全ての税制の撤てつ廃ぱいまでは叶かなわずとも同志たちに対してメンツも立つ」

　ニアのサイン付き認可書類をひらひらと弄もてあそびながら、ゼファーが言った。

「分かったけど、そーゆーことは、ちゃんとあーしらにも事前に相談しろし」

「フン、この程度の些さ事じで十二人全員の合議など待っていられるか、面めん倒どうくさい。これだから民主主義はすっとろいのだ。それに──」

　そして、不敵に言葉を続ける。

「──おれがいれば復興財源など必要ない。超ちよう大型の第八号エイスが相手だろうと、学園王国に手出しはさせないからな。消費税はもちろん、その他の所得税や進級税の徴ちよう収しゆうなどという悪法は無期限延期にしておけというのだ」

　普ふ通つうの生徒の台詞なら、生徒会長たちも鼻で笑い飛ばしたことだろう。しかしそれが、昨年たった独りで命を懸かけて第七号セブンスを倒たおした男の台詞なら、話は別だ。

「ちょっ……なにさ、カッコいいじゃん……」

「うおー、言っちゃうねぇ、ゼファーちゃん」

　蟹座さまキヤンサーも魚座さまパイシーズもほのかに顔を赤らめ、ゼファーの顔を見つめていた。

　ニアもまた、自信に満ち溢あふれたゼファーの横顔をちらりと盗ぬすみ見する。

　──去年、なぜ死ななかったのか不思議に思うほどの致ち命めい傷しようを全身に負って、それでも青い星賜剣を手に巨きよ大だいな怪かい物ぶつと戦い続けた憧あこがれの先せん輩ぱい、ゼファー・アゾット。

　その自信のひと欠片かけらでもあれば強くなれるのでは──そう、ニアの心の奥底に強さへの渇かつ望ぼうが湧わき始めていた。ひとりでは無理でも、ゼファーの横に並べるほど強くなれたら、ともにメガテリオンと戦えるのではないか、先輩も自分を認めてくれるのではないか、と。

「……そういうことならゼファー、これは第八号エイスと戦うための餞せん別べつってことで」

　そのとき不意に、蟹座さまキヤンサーが持って来たケースをテーブルの上に広げた。

　開かい封ふうされた中身は、白、青、赤の三色を基調とした黄金色の縁ふち取どりの男子用学星服で、その附ふ与よ魔ま力りよく量は確かに三ツ星だった。

「おお！　それが蛇へび遣つかい座ざの学星服か！　うむ、でかした！　やはり学園王たるこのおれが身に纏まとうのだから、最強の三ツ星こそが相応ふさわしい！」

　自分専用の学星服を目にしたゼファーは、一転して子どものようにはしゃぎだす。

「ははっ、ゼファーあんた、相変わらずイキってるね」

「おれのイキリは粋いきのイキ、そして生き生きしているのイキだ。星ほし屑くずでしかないおれたち人間は天に輝かがやく星々のように生命いのちを燃やして──」

「その話、前にもう聞いてるし」

「わっちも聞いたよぉ？」

「あたしも聞かされましたー」

「うわなにそれウケない。同じ持ちネタをとっかえひっかえ色んな女の子にしてるなんてチャラ男っぽくない？　そーゆーのやめて欲しいし」

「ぐうううううううう!?」

　あからさまに嫌いやそうな蟹座さまキヤンサーの言葉が、クリティカルで突き刺ささる。

「せんぱいってナンパ野や郎ろうだったんですね。星の屑くずじゃなくて男の屑じゃないですか」

「ゼファーちゃん、色んな女の子に手を出すとお金かかるよぉ？　投資先はひとりに集中させたほうが費用対効果も高まるんじゃないかなぁ？」

　ニアからも魚座さまパイシーズからも責められるゼファー。

　そんな中、蟹座さまキヤンサーは少しばかり不ふ愉ゆ快かいそうに、脚あしを乱暴に組み替かえた。

「ちぇ、あーしだけにしてくれた話だと思ってたのに……」

　そして不ふ貞て腐くされ気味にそっぽを向いたまま、そんな呟つぶやきを口にしてしまう。

「あれぇー？　キャルルちゃん今なんかあざとい呟きしなかったぁ？　隙すきあらば自分の株価を上げとこうとか考えてないかなぁ？」

「は？　してないし。考えてないし」

　寄ってくる魚座さまパイシーズのニヤニヤ顔を片手で押し退のけ、蟹座さまキヤンサーは鼻を鳴らす。

「しかしキャルル、きのうのきょうでよく仕立てられたな」

「別に。あーしだって、今年は生徒会長が全員女子だったから男子用の三ツ星もデザインしてみたかっただけで、ぶっちゃけ副会長は男なら誰でも良かったし」

「ちょいちょい、今の聞きました魚座さまパイシーズ？」

「聞いた聞いたぁ。男の子なら誰でも良いなんてキャルルちゃんはビッチギャルだねぇ」

「そこ！　さっきからうっさい！　そういう意味じゃねーし！」

　茶化してくる外野のコントに牙きばを剝むくも、照てれ隠かくしでは今ひとつ迫はく力りよくに欠けていた。

「ゼファーちゃん。実はねぇ、キャルルちゃん徹てつ夜やして学星服仕立てたんだよぉ」

「は？　なんであーしがゼファーのために徹夜なんか──」

「言われてみれば、クマができているぞ」

「え、マジ？　あっ……ちゃんとメイクで隠したと思ってたのに……」

　ゼファーの指し摘てきを受け、すかさず手鏡で自分の顔をチェックした蟹座さまキヤンサーは、恥はずかしそうに頭の上のサングラスを下ろして目元をすっぽり隠してしまう。

「あれあるぇー？　キャルルちゃんまたあざといムーヴしなかったぁ？」

「してないし。ピスケうざい」

「……おふたりって仲良しなんですねー」

　やいのやいのとじゃれる蟹座さまキヤンサーと魚座さまパイシーズの様子に、思わず素そ朴ぼくな感想がニアの口をついて出てきてしまった。生徒会長になってまだ日が浅く、星徒会に同級生の友人もいないニアにとって、屈くつ託たくのないふたりの関係は羨うらやましく思えたのだろう。

「良かったらこれ見るぅ？」

　魚座さまパイシーズが携けい帯たい端たん末まつを取り出し、自前のＳＮＳの画像をニアに見せてくれた。

　水の三星座の生徒会長たちが仲良さげに写っているプライベート写真ばかりだ。どれも蟹座さまキヤンサーは決まって手の甲こうを見せるピースサインでキメ顔、魚座さまパイシーズも常に天使のようなにっこり笑顔で、ふたりに挟はさまれた蠍座さまスコーピオは大たい抵ていその顔を赤らめていた。

「コルピーちゃんも含ふくめて、とっても仲良し三さん羽ば烏がらすなんだよぉ。同じ派は閥ばつの生徒会長同士、百合ゆり営業したほうが相乗効果で人気上じよう昇しよう間ま違ちがいなしだしぃ」

「百合営業……？」

　魚座さまパイシーズの口にした聞き慣れない不ふ穏おんな単語に、ニアは首を傾かしげる。

「でも、羨ましいな。だってあたし、まだ同じ派閥の生徒会長さんに挨あい拶さつすらできてないんですもん。あたしも他のおふたりと仲良くなれるんでしょーか……？」

「今から心配することではあるまい。それに、同じ派閥の星座同士は相性が良いのだから、よほどお前がクソ無礼な真ま似ねをしない限りは許してもらえるだろう」

「星座同士の相性？　せんぱい、そんなのあるんですか？」

「黄道十二星座は地水火風の四属性のエレメントに従って、三つずつの四グループに分けられている。同グループの星座同士は魔ま術じゆつ的に相性が良く、自然と派閥になったのだ」

　土のエレメントは、乙女おとめ座ざ、牡お牛うし座ざ、山や羊ぎ座ざ。

　水のエレメントは、蠍さそり座ざ、蟹かに座ざ、魚うお座ざ。

　火のエレメントは、獅し子し座ざ、牡お羊ひつじ座ざ、射い手て座ざ。

　風のエレメントは、水みず瓶がめ座ざ、天てん秤びん座ざ、双ふた子ご座ざ。

　それぞれの腕わん章しようの縁ふち取どりは、ニアの属する土のエレメントから順に金、青、赤、白と、三ツ星学星服のカラーリングにマッチする色が選ばれている。

「たとえば星ほし占うらないの運勢の良し悪しも、大体グループ毎に決まるようになっている」

「あー。確かに、きょうはあーしら水の三星座が上位独どく占せんしてたし」

「それって星占いの話ですか？」

「べ、別に毎日チェックしてるわけじゃないし。今朝は徹夜しててたまたま──あ、ン、ともかく、ＳＮＳでやってる占せん星せい部の星占いを見たワケ」

　占星部の業務は、主に魔術予知と天体観測によるメガテリオンの襲しゆう来らい予測。反面、暇ひまなときは暇なので、星占いは占星部統とう括かつの牡羊座さまエアリーズの暇ひま潰つぶしの一いつ環かんで行われている。

　ものは試しに、ニアも自分の携帯端末でチェックしてみることにした。

・一位『蠍座』　恋れん愛あい運☆☆☆☆☆

『きょうのあなたの恋愛運は絶好調。朝一番に気になるあのひとのところへ馳はせ参じるのが吉きち。本当の自分が分かってもらえず、周囲からの評価と自分の本心とのギャップに悩なやむあなたにとって、素晴らしい一日になるでしょう』

・二位『蟹座』　仕事運☆☆☆☆☆

『蟹座のあなたは母性的な性格です。母性といったら夜なべ。あなたが寝ねずに拵こしらえたプレゼントが、大切なひとにとってのラッキーアイテムになるかもしれません』

・三位『魚座』　金運☆☆☆☆☆

『基本的には世の中お金です。お金があればなんとかなります。もしものときに備えてお金を貯めておくと幸運度アップ。常つね日ひ頃ごろから財テクを心がけましょう』

　どう見ても適当ぶっこいているとしか思えない内容に、ニアは思わず苦笑を浮うかべる。

　だがそれでも、眉まゆ唾つば物ものでも占うらないの類は最後までチェックしてしまうのが乙女おとめの心情だ。画面をスクロールさせて自分の星座を探し、最後まで目を通す。すると──

・十二位『水瓶座』　恋愛運★

『きょうのあなたの恋愛運は絶不調。急せいては事をし損じるとはまさにこのことでしょう。気になるあのひとにどんな顔で会えばいいか分からないのですね。分かります。しかし、あなたが油断しているうちに泥どろ棒ぼう猫ねこが忍しのび寄よっているかもしれません』

　ニアは自分の結果より、シトゥラの星座の酷ひどい結果のほうが気になってしまった。

「最下位はシトゥラ先輩でした。ここでも水瓶座と蠍座って相性悪いんですね……」

「おい、おれの星座の運勢はどうだった？」

「ちょっとせんぱい、女の子の後ろを取るなんてマナー違い反はんですよ。女の子の携けい帯たいを覗のぞき込んでるのも男の屑のやることですから！」

「す、すまん」

「でもですね、あたしは優しいので特別に見せてあげますね──あれ？」

　そう言って、自分の携帯をゼファーに手て渡わたそうとするニア。しかしそのとき、携帯端末から、そして学都の各所に設置されたスピーカーから、同時にサイレンが鳴り響ひびいた。

　次いで、放送部による緊きん急きゆう警報連れん絡らくが飛び込んでくる。

『緊急警報、緊急警報。只ただ今いま、占星部がメガテリオンの襲来を観測しました。到とう達たつ予定は本日の夜七時ごろです。教導部の講義は全て中止、全校生徒は星徒会の指示に従ってください。本日の天気は晴れのちメガテリオン、繰くり返す晴れのちメガテリオン』

「まさか第八号エイスか！」

　戦意を漲みなぎらせてゼファーが呟く。一方、その隣となりでは──

「来ないでって言ったのにーッ！　こんなに可愛い十三歳が切実にお願いしてたのにー！　もう友だちになってあげないんだからーッ！」

　最初に冗じよう談だんで言ったフラグが現実になり、ニアは部屋の窓から身を乗り出して、怒ど声せいを空の彼方かなたに向かってぶちまけた。




　　　　[image: くぎり]




　警報直後、蠍座さまスコーピオのコルピーは風紀部の各員に指令を出した。

　第八号エイス出現の懸け念ねんがある以上、すぐにも非戦せん闘とう員の中等部を始めとした一いつ般ぱん生徒たちの避ひ難なんが始まる。その引率は教導部と風紀部の仕事だ。

　学園王国内には学都以外に七つの都市が存在しており、メガテリオンの出現予測地点から離はなれた都市への疎そ開かいは迅じん速そくに行われる。

　超ちよう大型クラスこそ半世紀に四体のみの襲来だが、それ以下のサイズは毎週のように現れている。大規模避ひ難なん訓くん練れんも定期的に行っており、疎開はすでに手慣れたものだが、なにせ動く人数が十万単位だ。いつ混乱が生じて足並みが乱れないとも限らない。

「こういうときこそ、日ひ頃ごろの規律と統制がものを言うのですわ。このわたくしが生徒会長である限り、昨年度の会長たちのような失態は許しませんわよ」

　風紀部の部下たちに現場を任せて星徒会本部へと向かうコルピー。

　──昨年。

　当時の星徒会は、第七号セブンス『百頭龍ラードーン』の襲来で致ち命めい的てきな対応の杜ず撰さんさを見せた。

　生徒会長全員で打って出るべきと進言した者は少数で、半数以上が我わが身を惜おしみ、学外政府の大人たちの助言を仰あおぎ静観を決めた。会議を紛ふん糾きゆうさせるばかりで対応を遅おくらせ、結果として迎げい撃げきも間に合わず、多くの生徒が逃にげ遅れてしまった。

　第七号セブンス襲来の報しらせに一度は死を覚かく悟ごした当時のコルピーだったが、星徒会が静観の決定を下したとき、戦場に連れて行かれる心配はないのだと、少なくとも今すぐ死ぬことはないのだと、情けないことに彼女は安あん堵どしてしまった。

　──他の生徒が犠ぎ牲せいになるかもしれないのに。

『誰だれだろうと、おれの国に手出しはさせない』

　今でも、耳に刺さったその言葉を憶おぼえている。ひとりの少年が待機命令を無視して独断で死地に赴おもむこうとしたとき、彼女はいっしょに行くことができなかった。その背中を無力な乙女のように見送るだけで、止められもしなかった。

　虚きよ勢せいを張って、校則を振ふりかざし、上からの命令は絶対と訴うつたえて、しかしそんなものは少年には通用しなかった。彼は決して自分の意志を曲げなかった。

　高こう慢まんで高飛車なコルピー同様、彼もまた傍ぼう若じやく無ぶ人じんで唯ゆい我が独どく尊そん、学園王国にとっては蛇だ蝎かつのような嫌きらわれ者同士で、似た者同士だったはずなのに。

　そう。両者には、決定的に違ちがう点がひとつあったのだ。

　それは言動と中身が釣つり合っているか否か。彼と自分のどちらが一国の主あるじに相応ふさわしいか、コルピーは気づいてしまった。

　だからこそ、ゼファー・アゾットが第七号セブンスを倒たおしたと聞き、彼ならばきっと歴代最高の生徒会長になってくれるだろうと、そう思った。

　なのに。

『ゼファーさんが、追放処分……？』

　当時の生徒会長たちの決定を聞かされ、彼女は膝ひざをついた。

　愕がく然ぜんとした面持ちに浮かぶのは、芽生えたばかりの夢をその瞬しゆん間かんに奪うばわれたかのような、打ちひしがれた虚きよ脱だつ感。

　それでもコルピーは立ち上がり、投とう獄ごくされたゼファーのもとへと走った。ハイヒールの踵かかとが折れても構わず靴くつを脱ぬぎ捨すて、素足で駆かけた。

　彼女は当時から風紀部に所属しており、ゼファーが収しゆう監かんされた牢ろう獄ごくに赴くことは可能だった。なにせ留置場や監かん獄ごく学舎の監かん督とくも風紀部の仕事だ。だからこそシトゥラやセフィーには不可能であっても、彼女だけはゼファーに会いに行くことができた。

　そして、獄ごく中ちゆうで彼は言った。

『コルピー。おれは知ったぞ。この国を脅おびやかす敵がメガテリオンだけではないことを』

　ゼファーは投獄されながらも、心折れてなどいなかった。

　満まん身しん創そう痍いのまま鎖くさりに繫つながれ檻おりに入れられ、独り戦い抜ぬいたにもかかわらず追放処分という理り不ふ尽じんに晒さらされながらも、ゼファーの瞳ひとみの輝かがやきは微み塵じんも失われていない。

　心は腐くさらず、志は朽くちず。コルピーが自分よりも生徒会長に相応しいと唯ゆい一いつ認めた男は、まるで牢ろうの中に玉座が在るかの如ごとく、そこに踏ん反り返っていた。

　彼の姿を見、コルピーは確信する。

　自分が夢想した学園王国の未来──その理想が、決して間ま違ちがっていないことに。

『ゼファーさん、鍵かぎを持って来てあげましたわよ。第七号セブンスの後始末で星徒会が慌あわただしいうちに脱だつ獄ごくすべきですわ』

　コルピーは胸の高鳴りを取り戻もどしながらも、それを気取られないよう高飛車に振る舞まいつつ、獄中のゼファーに手て錠じようと牢の鍵を渡わたす。

　それが初めての校則違反。しかし彼女のルールで言えば、決して不正ではなかった。

『……厚意には甘えさせてもらう。だがいいのか、疑われれば貴様の身も危うくなるのではないか？　少なくとも出世の道は閉ざされるぞ』

『わたくしもう決めましたの。あなた同様、この一年は日ひ陰かげ者ものに甘んじますわ』

　ゼファーの脱獄に加担した時点で、コルピーは覚悟を決めている。

　高等部二年生においてのキャリアは棒に振る、と。

『ですが来年には返り咲ざきますわよ。わたくしが生徒会長になればそれも可能ですもの』

　不ふ遜そんとも言える態度で彼女は高慢に宣言した。

『おいおい、生徒会長の座は星賜剣に選ばれなければ手に入らんぞ』

『剣けんがわたくしを選ぶのではなく、わたくしが、星賜剣を選ぶのですわ』

　強い決意とともにコルピーは続けた。

　他の者が聞けば思い上がりの強がりだと鼻で笑うだろう。しかしゼファーは決して笑わなかった。彼も心の中で、ひとつの決意をすでに固めていたのだから。

『選ばれる側ではなく選ぶ側に立つということか。なるほど、女王様の貴様らしい』

『ええ。ゼファーさんにもその意気があれば、これから先どれだけ落ちぶれようと、来年生徒会長に選ばれ、星徒会に返り咲くことだって──』

『いや。その必要はないぞ、コルピー』

　強い口調でゼファーは続ける。

『なぜならおれは生徒会長を超こえる存在になるからだ。すでに呼び名も決めてある』

　自らを牢に繫いでいた鎖を外し、戒いましめを抜け、彼は宣言した。

『おれは、学園王になる』

　そうしてゼファーは脱獄した。第七号セブンスを倒した彼の功績は全て奪われ、以降ブローカーの身に落ちぶれたゼファー・アゾットの名は、公共の敵として学園王国で忌いみ嫌われるようになる。

　彼の脱獄を手助けしながらも星徒会に残ったコルピーは責を問われ、上層部に疎うとまれて冷れい遇ぐうされたが、彼女は宣言どおり返り咲いた。

　見事、蠍座の星賜剣のハートを射止めたのだ。

　今では誰もがコルピーを蠍座さまスコーピオと呼び、その足元に平へい伏ふくする。だが名実ともに女王様となった今でさえ、彼女にとっては物足りない。

　大人たちに対たい抗こうするために、この国は唯一無二の王を戴いただくべきなのだ。

　そして玉座に腰こし掛かけるべきは自分ではない。

　コルピーは己に過度の嗜し虐ぎやく性の気けがあると自覚している。そんな天性の毒婦が自ら足元に跪ひざまずいても良いと思えた、初めての男。相手が彼であるならば、たとえどんな暴言を吐はかれたとしても、それこそマゾヒストのように甘んじて受け入れられるだろう。気質は常に女王様でありながら、しかし彼の前では下げ僕ぼくになっても構わない。

　歳の近い卒業生たちの中にも、彼を買っている者たちはいる。ブローカーとして仕入れてくる密輸品の手配も、そうした影かげの支し援えん者たちの協力があってこそだ。

　蛇じやの道は蛇へびと彼は言うが、その実、邪じや道どうではなく、王道。

　いずれゼファー・アゾットが王として戴かれる日を、彼に期待している者たちは夢見ている。コルピー自身もそのひとり。だからこそ他の生徒会長たち同様、彼女はゼファーの星徒会復帰に反対しなかった。

　不ふ穏おん分ぶん子しのゼファーに首輪をつけるためなどと何度も建前を口にしていたコルピーだが、本心では彼の復帰を切に待ち望んでいたのだ。

　──そしてようやく、王となるべき男は帰き還かんした。

　コルピーは小気味よくハイヒールの踵を鳴らして、星徒会本部へと到とう着ちやくする。

　部屋に入る前から室内の騒さわがしい声が外に漏もれ出している。本年度の星徒会が発足して以来、ここまで賑にぎやかなのも初めてだ。

「ちょっとあなた方！　今はお喋しやべりしているような状じよう況きようではありませんわよ？」

　景気よく扉とびらを開けた向こうには、コルピーの見知った顔が並んでいる。

　同じ派は閥ばつの蟹座さまキヤンサーと魚座さまパイシーズ。新顔の乙女座さまヴアルゴ。さらにもう一名。

「ふはははは！　どうだコルピー。まさに学園王に相応しい装いだと思わんか？　見ろ、この煌きらびやかな三ツ星学星服を！」

　そこには、ゼファー・アゾットの姿もあった。

　すでに三ツ星学星服に着き替がえ終えており、金の縁ふち取どりが為なされた白い上着を無ぶ頼らい漢かんのように肩かたに羽織っている。青い長なが袖そでシャツと赤いネクタイのコントラストも、見る者が見れば悪漢のような恰かつ好こうだ。

「あたし思うんですけど、ちょっとチョイ悪っぽさ意識し過ぎですよね。それにせんぱいだけノースリーブじゃないのはずっこくないですか？」

「は？　男のノースリーブなんて見たくもないし。あと別にチョイ悪風味がゼファーには似合ってるとかそんなこと考えたこともないし」

「えぇー、男の子のセクシー路線だってお金になるんだよぉ？　ゼファーちゃんだって皆みなとお揃そろいの腋わき出しがいいよねぇ？」

「いや？　絶対に嫌いやだが？」

　騒がしかったのはどうやらゼファーの学星服について言い争いをしていたからのようだ。メガテリオンの襲しゆう来らい警報があったにもかかわらず、のん気に衣装のデザインについて語り合っていたとは、なんという緊きん張ちよう感かんの無さだろう。

「ちょっとお待ちになって。ネクタイが曲がっていますわよ」

　コルピーはため息とともにゼファーの前へと歩み寄り、その首元に手を伸のばす。

「このわたくしにネクタイを結ばせるなんて、あなたのような男は初めてですわ」

　見かけは、まるで飼い犬を躾しつける女王様のように、無造作に。

　しかし同時に、主の装いに気を配る伴はん侶りよのように、さり気なく甲か斐い甲が斐いしく。

　不恰好に崩くずれていたゼファーのネクタイを手に取り、一度解いて、優ゆう雅がに結び直す。

　結び終わった際のキュッという音が、静かに小気味良く響ひびいた。

「すまんな。しかし良きにはからえ」

　相変わらずの傲ごう慢まんさでゼファーは礼を口にした。

「……ん？　どうしたコルピー、また顔が真っ赤だぞ」

　爪つま先さき立だちすれば唇くちびるが触ふれてしまいそうな中、コルピーの頰ほおは上気して赤く染まっていた。

　しかし指し摘てきを受けるも、彼女は取り乱すことなく妖よう艶えんにほほえむ。

「いつも言っていますわよね。わたくし、赤面症しようですの」

　ふと思う。きょう襲来を予測されたメガテリオンが、たとえ超ちよう大型クラスであったとしても、この男が傍そばにいてくれるなら怖こわくない。そんな絶大な信しん頼らいが胸に宿っていた。

　密ひそやかな、心臓アンタレスの高鳴りとともに。




　コルピー本人にその自覚はなかったが、確かなことがひとつある。

　第七号セブンスが墜おちてきたあの日、彼女も恋こいに落ちたのだ。








第四章　獅し子し座ざストロングルール









　ゼファーとニアは、鉄道部の定期列車に乗って防衛拠きよ点てんのひとつへと移動していた。

　そこで待っているのは軍事部統とう括かつの獅子座さまリオ。

　彼女が率いる軍事部はメガテリオンと戦うために創設された部活で、フィジカル、メンタルともに戦せん闘とう向きの生徒たちで構成されている。数十年前までは徴ちよう兵へい制せいだったが、学園王国の人口が増えた今では募ぼ集しゆう制だ。

　しかし星せい賜し剣けんに選ばれた者は無条件で戦闘参加の義務を負う。生徒会長はその最たる者。だからこそニアは中等部で唯一の参戦となり、その補ほ佐さの名目でゼファーも同行していた。

　ふたりとも今は、学星食堂のお姉さんが作ってくれた昼食用のお弁当を平らげ、車両に揺ゆられながら思い思いの時間を過ごしている。

　ニアはというと、列車の車両内で携けい帯たい端たん末まつを使ってシトゥラと会話中だ。

「それでですねシトゥラ先ぱ──あっ、すみません水瓶座さまアクエリアス。ゼファーせんぱいが今朝からシトゥラシトゥラ言ってて、うつっちゃいました」

『そう。ふふふ、彼、わたしのことをそんなに呼んでくれていたのね』

　端たん末まつの向こうから、通話中のシトゥラの声に交じって、なにやら足をバタバタさせているような物音が聞こえてきた。学園王国一のクールビューティのすることではないので、ニアは音から推察した自分の不出来な推測に苦笑いを浮うかべる。物音の原因は、おそらく列車がガタゴト揺れているせいだろう。ニアはそう思い直した。

『で、ゼファー君は今どうしているの？　聞いたわよ、消費税実じつ施しの延期の件』

「せんぱいですか？　せんぱいはですね、ずっと双ふた子ごのお姉さんと携けい帯たいでお話し中です。出発前は水の三星座の生徒会長さんたちと楽しげにお喋りしてたんですけど」

『あら。あの連中、わたしがいない隙すきにそんなちょっかいを出していたのね』

　急にシトゥラの声が冷ややかになった気がしたが、ニアは携帯端末に用いられる魔ま術じゆつ通信の調子が悪いのかな、としか思わなかった。

　一方、向かいの座席にいるゼファーはというと──

「なあセフィー。コルピーが顔を赤らめておれのネクタイを直してくれたんだが、これはもしやおれに気があるのでは？　嫌きらいな男のネクタイは結ぼうとも思わんだろう？」

『弟くんそれはですね、恋れん愛あい感情でもなんでもなく、お堅かたい風紀部の蠍座さまスコーピオからすれば、だらしない恰好が気に入らなかっただけです。顔が赤いのも赤面症だからです』

「だがあの女、おれのような男は初めてだ、とまで言ったのだぞ？」

『呆あきれてものも言えないくらいのおバカさん、という意味での初めてですね』

「そ、そうなのか……？」

『間ま違ちがいありません。その程度であいつおれに惚ほれているなどと勘かん違ちがいするとは、今朝も言いましたが女の子を甘く見すぎです。思い上がりを反省して正座すべきです』

　なにやらセフィーに強くダメだしされ、所在なげに正座して縮こまっていた。

　さすがにふたりの会話の内容まではニアの耳にも届いてこなかったが、ゼファーの様子を見るに、どうせろくでもないことを言って怒おこられたのだろうということは分かった。

『もしもし、聞こえている？』

「あ、はい、ごめんなさい水瓶座さまアクエリアス。ちょっとせんぱいの様子が不ふ審しんで」

『シトゥラでいいわよ。わたしもあなたのこと、ゼファー君とお揃いで、ニアと呼ばせてもらうから』

「いいんですか？　わーい、ありがとうございますシトゥラ先せん輩ぱい！」

　はしゃぐニアだったが、そのとき彼女は、ふとした疑問に首を傾かしげる。

「ところでシトゥラ先輩、きょうは欠席だったんですよね。いくらメガテリオンがやって来るとはいえ、体調良くないのに働いててだいじょうぶなんですか？」

『いいのよ。仮病だったもの』

　臆おく面めんもなくさらりとクールに言ってのけるシトゥラ。

　対してニアは、なにも言えずに苦笑いだ。

　確かにゼファーから、頑がん張ばらなくていい、むしろサボれ、などと言われていた彼女だが、まさか学園王国一の優等生までもが平然とサボりを公言するとは思わなかったのだろう。

『本当はわたしがゼファー君といっしょにいたかったのだけれど、星徒会本部に待機していないといけないし、他の生徒会長たちもそれぞれ出現予測地点に割り振ふられているから、今回が初うい陣じんのニアには補佐となる彼の存在が不可欠なのよ』

　メガテリオンは強い魔ま力りよくに引き寄せられるため、星賜剣を狙ねらって学園王国の敷しき地ち内に出現する。だが、必ずしも決まった座標に現れるわけではない。

　現状、出現予測地点をひとつに絞しぼることは占せん星せい部でも不可能だ。だからこそ十二星座の生徒会長たちと、護衛を務める軍事部の生徒たちを、いくつかの班に振り分け、複数個所に配置する必要がある。今回は、メガテリオンとの交戦経験のないニアのため、ゼファーに加え、軍事部統括の獅子座さまリオが同じ班に選ばれていた。

『ゼファー君も獅子座さまリオもいるから不安はないけれど、ニアも無茶はしないでね』

「はい！　心配していただいてありがとうございます」

『あまり心配はしていないわ。占星部の最新情報だと今回のメガテリオンが予知にあった第八号エイスだという可能性は極めて低いそうよ。──むしろ心配事は別にあるの』

　シトゥラの声のトーンが急に底冷えしたので、不思議そうに小首を傾げるニア。

『不謹きん慎しんな話だけれど、メガテリオンより獅子座さまリオに気をつけて』

　獅子座さまリオのことは会議で何度か見かけはしたが、付き合いは無いに等しく、どういう人物なのかニアは詳くわしくは知らなかった。

「それってそれって、獅子座さまリオがとっても怖いとか？」

『いいえ。敵対しない限りは誰だれにでも友好的だと思うわ』

「じゃあじゃあ、とっても厳しいとか？」

『いいえ。生徒会長の中で一番ゆるいわ』

「ならなら、とっても気難しいとか？」

『いいえ。気に障さわるくらいに気安いわ』

　車両ともども不安に揺れるニアだったが、その予想はどれも見けん当とう違ちがいだったらしい。

「ええっと、なにをどう気をつければいいんでしょーか……？」

『決まっているでしょう。獅子座さまリオがゼファー君に手を出さないよう、ニアは常に目を光らせておいて。彼女は、泥どろ棒ぼう猫ねこと呼ぶのもおこがましい、猛もう獣じゆうのような女なの』




　　　　[image: くぎり]




　獅子座さまリオ、ジュリエット・ジュワユーズ。

　夕ゆう映ばえが天を焼く中、メガテリオンとの決戦候補地である防衛拠点のひとつで、整然と隊列を組んだ軍事部の生徒たちを前に、彼女は朗々と演説を行っていた。

「ぼくたちわたしたちの学園王国を滅ほろぼしにやってくるメガテリオンどもを叩たたいて砕くだくのが軍事部の役目だ！　本物の英えい雄ゆうは、なにも大昔の軍記や魔術師のおとぎ話の登場人物だけではない。諸君はこの国のために命を懸かけて戦える、惚れ惚れするほどの男の中の男だ。諸君のような素晴らしい英雄たちを率いて戦えることを誇ほこりに思う！」

　彼女の出で立ちは、他の生徒会長たちと比べても明らかに軍人寄りだった。

　ポニーテールに結んだ黄金色の長ちよう髪はつ、童顔気味ながら精せい悍かんな顔つきで、腕わん章しようの縁取りは火のエレメントに属する赤。スタイル抜ばつ群ぐんの体を包む三ツ星学星服の上から、豪ごう華かな肩けん章しようがあしらわれた軍服のコートを羽織っている。

　士気高こう揚ようのための演説が続き、鼓こ舞ぶされた軍事部生徒たちの緊張感が周囲の空気とともにピリピリと張り詰つめる一方で──

　壇だん上じようの獅子座さまリオから離はなれた場所では、退たい屈くつそうにあくびを嚙かみ殺しているゼファーと、厳げん粛しゆくな空気に気け圧おされているニアの姿があった。

「えーんシトゥラ先輩のうそつきー！　めちゃんこ怖そうで厳しそうで気難しそうなひとじゃないですかあれー！」

　ニアの泣き言は、獅子座さまリオの演説の締しめくくりとともに怒ど号ごうのごとく響き渡わたる生徒たちの歓かん声せいに搔かき消され、この場の誰の耳にも届かない。

　一同が集まっているのは、今回の防衛拠点に選ばれた学園王国の都市のひとつだ。

　北極星の名を与あたえられた学都ポラリスの他、王国には北斗七星グランシヤリオの名を冠かんした七つの地方都市が存在している。生徒人口はそれぞれ五千から二万程度と学都には遥はるかに及およばずバラつきもあるが、それぞれ学都にはない特色がある。

　ここ軍都アリオトは、軍事部とその関連部活の生徒たち計五千人が暮らしている武装要よう塞さい都市だ。風紀部よりも遥かに厳しい規律のもと、生徒は節制した青春を過ごしている。

　獅子座さまリオの演説後──

　ゼファーとニアは、軍事部本部の彼女の私室へと通された。

　この部屋の主である獅子座さまリオは演説のときと変わらない威い風ふう堂どう々どうとした姿で、ふたりに同席している。

「ううう……まるでライオンさんと同じ檻おりに入ってる気分……」

　演説で圧あつ倒とうされた記き憶おくを引きずっているのか、まだ会話らしい会話もしたことさえないのに、ニアはすっかり獅子座さまリオに苦手意識を抱いだいていた。

「た、食べないでくだせー……」

　ニアは相手の眼光に怯おびえながら、ふるふると震ふるえてうわ言を繰くり返すばかり。

　一方、ゼファーはというと。

「ほほう、なんとも豪華な私室ではないか。このソファーは革張りか？　絨じゆう毯たんも最高級品だろう。ジュリエット、貴様このおれを差し置いてどれだけ贅ぜい沢たくしているのだ！」

　まったく気き後おくれした様子もなく、私室の内装を好き勝手に見分していた。

「久しぶりだねゼファー。まずは副会長就任おめでとう。きみは変わらないね」

　その光景を見、口元に小さく笑みを浮かべる獅子座さまリオ。どうやら彼女も他の生徒会長たち同様、以前からのゼファーの馴な染じみのひとりらしい。

　彼女は軍服のコートをその場に脱ぬぎ捨て、窮きゆう屈くつそうな胸元に手を伸のばした。

　その胸元、今までニアは緊きん張ちようから気づかなかったが、おそらくコルピーよりも大きい。生徒会長たちの中でも随ずい一いちの爆ばく乳にゆうだろう。思わず自分の控ひかえめ過ぎる胸元を頼たよりなげに撫なでながら涙なみだするニア。

「よいしょ」

　しかしそんな中、獅子座さまリオのジュリエットは、目の前に異性がいるにもかかわらず、まるで気にした様子もなくシャツのボタンに手を伸ばして胸元を楽にした。

　見事すぎる爆乳がきついせいか、あろうことか胸元のボタンを外し、獅し子し千せん尋じんの谷間を大きく露ろ出しゆつさせてしまったのだ。礼装の義務として着けているネクタイも着き崩くずれ、生地の大部分がはみ出してきた胸の谷間に埋まい没ぼつしてしまう。

「おちち出し過ぎ！」

　このときばかりは苦手意識も吹ふき飛んだ様子でニアは叫さけんだ。

「え～やだ～、ぼく窮屈なの好きじゃない～」

　しかしジュリエットは演説中とは打って変わって、ふやけた顔つきで唇くちびるを尖とがらせる。

「服のサイズ採寸、一カ月も前だよ？　蟹座さまキヤンサーもさ～、ぼく成長期なんだからおっぱいくらいおっきくなるんだし、胸元の生地に余よ裕ゆう持たせといて欲しかったな～」

「あたしも成長期だけど一カ月でそんなおちち大きくならないもん！　っていうかさっきまでとキャラ違ちがくないですか！」

　先ほどまで委縮していたことも忘れて怒るニアに対し、ポニーテールを指でくるくると弄いじりながらジュリエットは気の抜ぬけた返事を寄よ越こす。

「部下たちの手前、きびしーこと言っておかないと恰かつ好こうつかないんだよね～。それにあー言わないとみんなもやる気出ないしさ～。でもぼく、肩かた肘ひじ張はるの苦手だから、軍事部とか向いてないかな～、向いてないよね～」

「あたしに言われても知りませんよ！　それとせんぱいはさっきから獅子座さまリオのおちちを無言でガン見し過ぎ！　えっちえっち！」

　荒あらぶるニアに非難され、ゼファーは慌あわててジュリエットの胸元から視線を逸そらす。

「とりあえずぼくこんなノリだからさ～、堅かた苦くるしいところだけどゼファーも乙女座さまヴアルゴも好きな場所に座って気にせずくつろいでよ～」

「獅子座さまリオのせいで堅苦しさ皆かい無むですから！」

「まったく、軍服を脱いだ途と端たんに相変わらずの腑ふ抜ぬけた性格に戻もどったな。変わらんのは貴様のほうではないか」

「ん～、生徒会長やってる以上、ぼくも多少えらそーなこと言っとかないとね～」

　シトゥラの言ったとおり、ジュリエットはなんともゆるくて気安い生徒会長だった。

「さて。好きな場所に座っていいんだったな。ならおれはここだ！」

　そしてゼファーは、室内で最も豪華な軍事部司令席に意い気き揚よう々ようと腰こしを下ろす。

　理由は単純、そこが一番偉えらそうな席だったからだ。

「子どもか！」

　と、ニアの口からも呆あきれた声が出る始末。

　だが次の瞬しゆん間かん、彼女は信じられない光景を目にする。

「ならぼくはここ～」

　あろうことかジュリエットが選んだのは、ゼファーと同じ場所。

　大おお股また広げて偉そうに踏ん反り返ったゼファーの右みぎ膝ひざの上に腰を下ろしたのだ。

「たわけか貴様！　おれの膝ひざの上にそのデカい尻しりを乗せるな！」

「え～、ぼくここ気に入った～」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるゼファーの目と鼻の先で、ジュリエットはポニーテールを揺ゆらしながら、開放的になっている胸の谷間を見せ付け、たわわな爆乳を弾はずませる。

　──眼前の光景を前に、ニアは悟さとった。

　メガテリオンより獅子座さまリオに気をつけろとシトゥラが念押しした意味を。シトゥラが危き惧ぐする水みず瓶がめ座ざの星ほし占うらないにあった泥棒猫というのも、彼女のことに違いない。

　気づいたときには、ニアはすでに行動に移っていた。

　ゼファーの脚あしの空いているもう一方、左ひだり膝ひざの上にすかさず座ったのだ。

「おいニア！　どうしてお前までおれの上に尻を乗せる！」

「さっき獅子座さまリオは好きな場所に座って良いって言ってくれました！　だからあたしも好きなところに座っただけですもん！」

　どこかムキになった様子でゼファーに訴うつたえるニア。

「……へえ～、きみ、なかなか面白いことするね。ぼくを挑ちよう発はつするなんて度胸あるよ」

　言動ゆるゆるで気に障るほど気安かったジュリエットの瞳に、鋭するどい眼光が宿る。

　それはまさに、自分の獲え物ものを横取りされそうになった肉にく食しよく獣じゆう独特の、激しい敵意に満ち溢あふれた凄味のある眼差しだった。

　しかし負けじとニアも、物もの怖おじしつつも睨にらみ返す。ものの弾みの思いつきと、自分でもよくは分からない対たい抗こう心から取った行動だったが、座ってしまったものはもう仕方ない。両者はゼファーの左右の太ふと股ももの上に腰こし掛かけたまま、バチバチと火花を散らし合う。

「きみってさ、ゼファーのことが好きなの？」

「そ、そんなわけないじゃないですか！　まだ知り合って二日目ですもん！　せんぱいは単に、去年あたしの命を救ってくれた恩人ってだけです！」

「ふ～ん。でもさ、今は好きじゃなくても、他のメスが夢中になってるオスは魅み力りよく的に見えてくるのがメスのサガだよね。きみ、他のメスの獲物が欲しくなっちゃうタイプかな？　メスって生き物は、競争価値の高いオスの精子を本能的に欲しがるからさ～」
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　上級生のあけすけな物言いに対し、ニアは狼ろう狽ばいし、ぱくぱくと口を動かすだけで精せい一いつ杯ぱい。保健体育の授業でしか聞いたことのない単語に、ろくに言い返すこともできなかった。

「ほら、どうなの？　認めちゃいなよ」

　なおもジュリエットが迫せまろうとした、ちょうどそのとき。

「ええい貴様ら！　いつまでおれの上で尻を動かしているつもりだ！」

　ふたつの柔やわらかなお尻の圧あつ迫ぱく感かんに耐たえられなくなったのか、ゼファーが怒いかりの声とともにニアとジュリエットを撥はね除けてしまった。

「いい加減にしろ！　ジュリエットは中等部の後こう輩はいをからかうな！　ニアもニアだ、そんな性た質ちの悪い冗じよう談だんに引っ掛かかるんじゃない！」

　そう言いながら、席を立ったゼファーは早足で部屋の外へ向かおうとする。

「あれ～、ゼファー、どこ行くんだい？」

「トイレだ！　やましい意味はないから勘かん違ちがいするなよ！」

　取りつく島もなくゼファーはさっさと出て行ってしまう。

　先ほどまでの危機的状じよう況きようはゼファーのおかげでお流れになったが、しかしこうなっては、ニアにとってはまさに猛獣と同じ檻でふたりきりの気分だ。

「あーあ、ゼファー行っちゃった～」

　拍ひよう子し抜ぬけした様子のジュリエットは途端に凄味を消し、三人掛けの別のソファーにぐうたらと寝ねそべってしまう。その怠たい惰だな姿だけを見れば、弱肉強食の掟おきてを是ぜとする獰どう猛もうな肉食獣めいた危険な雰ふん囲い気きはどこにもない。が、しかし。

「ねえ乙女座さまヴアルゴ。ひとつ教えておいてあげようか」

「……なにをですか？」

「知り合ってまだ二日目でも、きみもメスなら今のうちにオスの悦よろこばせ方くらい知っておきなよ。オスはね、メスの口から『きみは凄すごい男だ』と褒ほめてあげるのが、一番効くんだ。これを言われて奮い立たない男は、雄オトコじゃないよ」

　獅子座さまリオは、見た目や表向きの言動ほど可愛い女じゃない。

　彼女のことをシトゥラが危険視している理由に理解が及ぶと同時に、ニアは初めて他の生徒会長に対して、自分でも得体の知れないもやもやとした敵意を抱いた。
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　そうして夜。燃え上がるように空を赤く染めていた太陽も、今はすでに地平線の彼方かなたに没ぼつしている。メガテリオンの襲しゆう来らい予定時刻まで残り五分を切っていた。

　占せん星せい部を統とう括かつする今年の牡羊座さまエアリーズは、今まで一度も魔ま術じゆつ予知による襲来観測を外したことはない。だから間ま違ちがいなく、人類の天敵はもう間もなく現れるのだ。

「初うい陣じんとはいえ、そう不安がるな。おれやジュリエットもいるのだぞ」

　夜よ闇やみの暗がりの中、ゼファーはニアに向けてそう言った。

　決戦時刻が刻一刻と近づく今、ニアは自分の体の震えを止められなくなっていた。

「そ、そうですよね。報告だと超ちよう大型の第八号エイスじゃないらしいですし、小型サイズならそこまで緊張することはないですよね。でも、この会話がまたフラグになったりしたら……というか来たら本気で怒おこるからー！」

　ニアの口ぶりは、まるで自分に言い聞かせているようだ。

　第七号セブンス『百頭龍ラードーン』によって命を落としかけた記憶は、未だ新しい。思い出すだけで今こうして自分が戦場に立っているという事実が、たまらなく恐おそろしくなってくる。

　乙女座のα星アルフア・賜剣ヴイルジニススピカの柄つかを握にぎる手が、緊張で汗あせばむ。

　獅子座さまリオのジュリエットを加えた三人は今、落下候補地のひとつと目されている軍都アリオト近くの巨きよ大だい湖に陣じん取どっている。後方では、黄道十二星座を除く全天八十八星座の星賜剣を一ひと振ふりずつ帯たい剣けんした二ツ星の軍事部生徒たちが配置されており、必要に応じて生徒会長たちの支し援えんに回る予定だ。

　最前線にいるのは、ニアを含ふくめてたった三人。その事実が彼女を怯おびえさせていた。

「はっ！　考えてみたら、他の候補地に現れる可能性もあるんでした。あたしたちが戦う必要もなく、湖こ畔はんでキャンプして帰る、なんてことになるかもしれないんですよね？」

　不安を打ち消すようにわざと明るい声色を演じるニア。

「後輩ちゃんは戦いたくないのかな？　メスメスしいこと言っちゃうんだね～」

「それ、女々しいの間違いですよね」

　そんなニアの不安を敏びん感かんに嗅かぎ取ったジュリエットが独特の表現で茶化したが、ニアは憮ぶ然ぜんとした様子で意地悪な先せん輩ぱいに対抗する。

「──腹を括くくれ、ニア。今、その可能性は消えた」

　だが、空を見上げたゼファーに否定され、ニアは釣つられるように頭上を仰あおぐ。

　視界に映る満天、そこには──

「あれが、メガテリオン」

　夜空に流れる彗すい星せいのひとつが、ゆっくりと輪りん郭かくを膨ぼう張ちようさせていた。肉眼でも理解できるほどの過か剰じようなスピードで、地球に急接近しているのだ。

　──宇宙怪獣メガテリオン。

　星の海を渡わたり地球へと文字どおり墜おちてくる、人類の天敵。天から来たる敵。

　地球生物の常識から大きく逸いつ脱だつした絶大なる魔ま力りよくと生命力と戦せん闘とう力を有し、神の敵たる『黙示録の獣ト・メガ・テーリオン』の名を与あたえられた、暗黒の宇宙からの襲来者。

　かつてシトゥラが生まれた船団が超大型クラスに襲おそわれたのは単なる不運ではあったが、しかし、決してあり得ない偶ぐう然ぜんではない。宇宙怪獣メガテリオンからすれば、宇宙こそが彼らの住まう領域テリトリーなのだから。

「あ、ああ……」

　迫る地球の外敵を前にニアが思い出したのは、第七セブンス宇宙怪獣・メガテリオン『百頭龍ラードーン』。今でも悪夢に見る超大型クラスの大怪獣の威い容ようが、おぞましくも脳裏をよぎった。

「……せ、せんぱい！　あたし、とにかくがんばりますから！」

「今朝にも言っただろう。頑がん張ばらなくていい。むしろ頑張るな」

　恐きよう怖ふ心に駆かられながらも空元気を見せるニアに対し、ゼファーの返事は端たん的てきだ。

「……それって、あたし程度のがんばりは必要ないってことですか？」

「いや、そういう意味ではなく──」

「あ～、ところで先に聞いておくけど乙女座さまヴアルゴ」

　ゼファーが何事か言おうとしたそのとき、これから戦闘が始まるというのに気楽な口調でジュリエットがニアの顔を覗のぞき込んだ。

「きみってさ、構えはもう使えるのかい？」

「え？　今とか構えてますけど？」

　片手半剣バスタードソード型のスピカを両手で構えているニアは、その質問に小首を傾かしげた。

　そんな中、戸と惑まどう後輩の代わりにゼファーが答える。

「いや、まだだ。ニアは全剣を使ったこともない」

「じゃあこの機会に見せてあげよう。といってもぼくの構えは大剣グレートソード型の獅し子し座ざの星賜剣専用の構えだから、参考にはならないけど──」

　そして彼女は、今も接近を続けている空の彼方の宇宙怪獣メガテリオンを見上げた。

「教えておきたいのは、星賜剣は手じゃなくて『感覚』で摑つかむってことだよ」

　ニアが問い質ただすより先に、ジュリエットは星賜剣を構えた。

　手にした獅子座のα星賜剣アルフア・レオニスレグルスだけでなく、同型の全ての星賜剣の柄が所有者の意のままに宙を飛び、魔力に支えられて展開していく。

　その様子はまるで、彼女を中心に周囲を回る衛星のよう。

「え、ええっ？　感覚って、それどうやるん──」

「来るよ」

　驚おどろくニアだったが、すでに事態はその質問を差し挟はさむ余地を与えなかった。

　大気圏けんを突つき抜ぬけ、赤熱する宇宙怪獣メガテリオンが頭上に迫っていたのだ。

　遠目だが、サイズで言えば大型のクジラ程度にしか見えない。一同の記き憶おくにある大怪獣の第七号セブンスは山ひとつ分の巨きよ体たいを誇ほこっていた。それに比べれば明らかに小ぶりだろう。

　しかし小怪獣であっても、これから初陣に挑いどむニアにとってはあまりに巨大な怪かい物ぶつだ。頭上の夜空を大海に見立てて泳ぐその姿は、彼女の目を奪うばうほどに雄ゆう大だい。

「見み惚とれるな！　正気を失うぞ！」

　ニアは最初、ゼファーの警告がなにを意味するのか理解できなかった。

　宇宙怪獣メガテリオンはたとえ小型サイズの小怪獣であっても、人類の知る物理法則や魔術理論を超ちよう越えつした存在だ。どの星雲から来たかで個体差が激しく、とてつもなくグロテスクに見えることもあれば、逆に、想像を絶する美を見み出いだすこともある。

　同じ地球の生態系にすら、深海を始めとしたありとあらゆる場所に、人類の常識をたやすく凌りよう駕がするような、異形と呼ぶ他ない動植物が多数存在している。そして目にしたこともなければ知識として学習したこともない未知なる異形と出くわすと、自分の知る範はん囲いの常識に依い存そんしきった人間の脳は瞬しゆん間かん的に理解を拒こばむ。

　天から降ってきた宇宙怪獣メガテリオンを見たニアが真っ先に連想したのは、極ごく彩さい色しきの電光ネオンを灯ともして空を泳ぐ流線形のクラゲとイカだった。

　一見して口も眼球もなく、触しよく手しゆと呼ぶべきか蛸たこ足あしと呼ぶべきか微び妙みようで曖あい昧まいな、リボンの如ごとき無数のヒラヒラが髪かみの毛のように怪獣本体から生えている。いや、あるいはヒラヒラこそが本体で流線形の瘤こぶで繫つながっているだけなのでは──

「相手を理解しようとせず倒たおすことだけを考えろ！」

「は、はい!?」

　ゼファーからの檄げきが飛び、ニアはようやく正気に戻もどった。彼女は臨戦態勢を整えるべく魔力を集め、青白ブルーホワイトの光の刀身を生み出した。

　意識は常に剣へと集中させたまま、空を仰いで視線を怪獣へと戻す。

　頭上から今にも地表へと墜ちようとしているアレは、本来、人間が直視すべきではない生き物だ。武器を手にして向き直って初めて、ニアは思い知らされた。

　そして実感した。なぜ、先人たちが七体の超大型クラスという例外を除き、宇宙怪獣メガテリオンに名前を与えようとしなかったのかを。どうして理解を拒み続けてきたのかを。

　──瞬間。ニアが本体か瘤かと思っていた流線形の物体が、特大の植物の種が弾はじけるように爆ばく裂れつし、無数のヒラヒラが満開の花火のように夜空一面に解き放たれる。

　あちらが本体で、その正体は群体。最初は本体かと思えた流線形の物体は、言わば大気圏けん突とつ入にゆう用の切り離はなし装置だったのだろう──そうニアは思った。

「いいかニア！　形状から行動を予測しようとするな！　地球の常識に当てはめるな！　たとえ不意や意表を突かれても、動じることなく目の前にいる全ての宇宙怪獣メガテリオンをどうすれば殲せん滅めつできるかを冷静に判断して対処しろ！」

　大怪獣を単身撃げき破はしただけあって、ゼファーの助言は的確だった。倒すべき敵の個体数が一いつ瞬しゆんで百を超こえた現状で助言を続けていられるのが、彼が冷静である証しよう拠こだ。

「ひとまず、全部薙なぎ払はらってみようか」

　一方のジュリエットは、あくびを嚙かみ殺しながら口の端はしを吊つり上げる。

「いざ、全ぜん剣けん抜ばつ刀とう！　獅し子し奮ふん迅じんの構え！」

　次の瞬間、彼女がその手にしていたα星賜剣アルフア・レオニスレグルスが、そして彼女の周囲を衛星のように浮ふ遊ゆうしていた他の星賜剣の全てが、同時に光の刃やいばを解き放つ。

　獅子座の星賜剣は全て、巨大な刃は渡わたりを誇る両手用の大剣グレートソード型。レグルスを除く他の星賜剣も、号令次第で今すぐにでも敵へと斬きりかからんばかりに、まるで見えない手で構えられているかのように刃の切っ先を群体宇宙怪獣メガテリオンへと向ける。

　自律する知性あるインテリジエンス魔剣・ソードだからこそ可能な同時並列稼か動どう。それこそが全剣抜刀だ。

　そして星賜剣の出力は『魔術戦闘マギアスマキア』から『巨獣戦闘ギガントマキア』形態へ。

「八つ裂ざきにしろ、α星賜剣アルフア・レオニスレグルス！　デネボラ、ゾスマ、アダフェラ！」

　剣に与えられた星の名を呼ぶジュリエットの命令に応じ、光の刃が天へと伸のびた。

　スピカと同じ青白ブルーホワイトの星賜剣であるレグルスの刃は、空をふたつに割るほどの巨大さになり、他の星賜剣も、光の刀身を展開したまま高速で滑かつ空くうし上空へと舞まい上がる。

　眩まばゆい輝かがやきが交こう錯さくする光景はまるで、地から天へと逆行する流星群。あるいは群れを成して獲え物ものを追いつめる、輝ける光の獅し子したちの狩かりのようだった。

　ニアが手を出す必要などまるでなく、ジュリエットの意のままに天を自在に飛び交う光の剣によって、全ての群体宇宙怪獣メガテリオンは瞬またたく間に両断されていく。

「獅子座さまリオ、圧あつ倒とう的すぎ……」

　その光景を、ニアは放心して見上げることしかできなかった。

　なんのために戦闘に参加したのか分からなくなり拍ひよう子し抜ぬけしたが、このときは安あん堵どと、そして星賜剣の力に対する感動が勝った。──が。

「ニア、ぼさっとするな、避よけろ！」

　つい臨戦態勢を解除してしまっていたニアに対し、ゼファーの𠮟しつ咤たが飛ぶ。

　頭上で繰くり広げられている光と光の殲せん滅めつ戦に見惚れていた彼女は、その瞬間までまるで気づいていなかったのだ。先ほど種のように弾けたはずの瘤が、表面にびっしりと生えた鞭べん毛もうらしき部位を動かしながら地上を這はいずって襲い掛かかって来たことを。

　──ニアはまた、勝手な自分の常識に当てはめて、使い捨ての切り離し式だと思い込んでしまっていた。宇宙怪獣メガテリオンを前にして、やってはいけない致ち命めい的てきなミスだった。

「無限輝き道どうの構え！」

　瞬間。ゼファーの声とともに、蛇へび遣つかい座ざの星賜剣の刀身がその形状を大きく変えた。

　赤い星賜剣の光の刃が巨きよ大だい化し、まるで生きた蛇へびの胴どう体たいのようにしなり、ニアに迫せまる瘤の塊かたまりへと絡からみつく。

　蛇腹剣ガリアンソード──分割された無数の刀身が数珠じゆず状に連なった状態で連結されており、剣としてだけでなく、刃を展開して鞭むちとしても使える特異な剣だ。

　蛇遣座の星賜剣は全て蛇腹剣ガリアンソード型。無限に伸びる光の連結刀身が、獰どう猛もうな大だい蛇じやのように敵の体を圧へし折るほどに締しめ付け、その身の刃で細切れに刻む。

「分かっているな、ニア！」

「はい！　もう油断も理解もなしです！」

　ゼファーによって無残に切り刻まれた瘤の中から、蛇じや腹ばら状の光の刃の拘こう束そくを抜け出して、今まで瘤の残ざん骸がいを操作していた一体のヒラヒラが飛び出し、ニアへと迫る。

　が、彼女はこの予想外の突とつ発ぱつ的な不意打ちにも、冷静沈ちん着ちやくに対処した。

「いこう、α星アルフア・賜剣ヴイルジニススピカ！」

　スピカが『巨獣戦闘ギガントマキア』の輝きを放ち、ニアの顔面目掛けて高速で飛び掛かって来た敵を、真っ向から一刀両断に切り裂さいた。

　同時にジュリエットも上空の群体宇宙怪獣メガテリオンの掃そう討とうを終え、巨大湖に静けさが戻る。

「こ、これで終わりですか……？」

「ひとまず、見た限りではな」

　ごくりと生なま唾つばを飲み込んだニアの問いかけに、ゼファーはジュリエットと目配せした後、そう答えた。少なくとも見える範囲には宇宙怪獣メガテリオンの部位はもう残っていない。

「ほんっとに非常識なやつだなあもう！　やっぱり友だちにならなくて正解だった！」

　初うい陣じんが終わって安心感が勝ったのか、ニアは今までため込んでいた鬱うつ憤ぷんをぶちまけた。

　宇宙怪獣メガテリオンとしては雑魚ざことも言える小怪獣でさえ、二転三転と奇き怪かいに形態を変えて敵対生物を惑まどわせ、事前に予測できない初見殺しを仕し掛かけてくる。相手の形状から行動を予測することが危険だというゼファーの言葉を、ニアは身に染みて理解した。

　地球の物理法則外に存在する相手と戦う際、なにかしら行動を予測するということは、対処の選せん択たくを狭せばめることに他ならないのだ。

「いやー、強敵でしたね。イカクラゲコブヒラヒラは」

「……なんだその名前は？」

「イカクラゲコブヒラヒラ。今考えたあの怪獣の名前ですけど、ちょっと可愛かわいくないですか？　それともそれとも、クラゲイカヒラヒラコブコブのほうが可愛いですか？」

「お前のほうが可愛いぞ」

　先ほどから真しん剣けんに悩なやんでいると思ったら、ニアはとんでもなくしょうもないことを考えていたらしい。コブがひとつ増えているのがどうでもよくなる可愛さだった。

「ぼくは？　ぼくは可愛い？　可愛いよね？」

「貴様は可愛くない。エロいのは認める。百ひやつ歩ぽ譲ゆずってエロ可愛いだ」

「ええ～、ぼくも普ふ通つうの可愛いがいいな～」

　ゼファーの腕うでに抱だきついてきたジュリエットだったが、すげなくそう言われ、不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。ふたりとも激戦を感じさせない気楽さだ。

「でも、こんな非常識な怪物が、あたしたちの敵なんですね……。そして、いつか現れる第八号エイスは、これよりもっと大きくて、もっと強いんですよね……」

　対してニアは、先ほどまで交戦していた宇宙怪獣メガテリオンのおぞましい外見を思い返し、疲ひ労ろう感かんとともに大きなため息を吐はき出した。

「そうだな。確かに脅きよう威い的な敵だ」

　そんなニアに対し、ゼファーは静かに語りかける。

「もっとも……人類にとっての最大の敵は宇宙怪獣メガテリオンだが、学園王国にとっての最大の敵はこいつらじゃない」

「え？」

「おれたちにとって最も厄やつ介かいな敵は、老害になった大人たちだ」

　ゼファーはきっぱりとそう言い切った。

　一瞬なにを言われているか分からず、ニアは戸と惑まどいとともに小首を傾かしげる。

「学園王国の少年少女は、宇宙怪獣メガテリオンと戦うためだけに、星賜剣を渡わたされて隔かく離りされている。そう決めたのは、かつての若者──今は安全な場所でのうのうと暮らしている大人たちだ。宇宙怪獣メガテリオンはエサとなる魔ま力りよくを求めて地球に来る。強大な魔力を誇る星賜剣が一カ所に集められている限り、やつらは必ずその場所に墜おちてくるし、やつらを倒すための星賜剣は理由も明かされないまま十代の間しか使ってはならないことになっている」

　だが続く言葉を聞き、ニアも実感した。今夜のような危険な戦いを学園王国の生徒たちが続けさせられている、その理由を。

　──学園王国は決して、若者の若者による若者のための楽園ではなかったのだ。

「理には適かなっているだろう。だがそこに心はない。これはただのシステムだ」

　いつになく真剣なゼファーの言葉を、ニアは静かに受け止める。

「大人たちは、若者に学園王国という植民地を押しつけている。そうして宇宙怪獣メガテリオンと戦わせつつ、しかし学園王国の生徒たちが団結して学外政府に逆らわないよう、卒業後の社会的地位をエサにして生徒同士の競争心を煽あおり、争わせている」

　その結果起こるべくして起こったのが、昨年の大怪かい獣じゆう襲しゆう来らいによる星徒会の混乱と不始末。ゼファーひとりがそのツケを支し払はらう羽目になり、不ふ遇ぐうにも追放されたのだ。

「だから……この歪いびつなシステムに気づいたとき、決めたのだ。おれがこの学園王国の王になると。そして、学園王国を本当の意味で独立させてみせると」

　ゼファーは強い決意とともにそう言った。その腕にしがみついたままのジュリエットも、彼の意見に強く賛同しているのだろう、本性は猛もう獣じゆうのくせに随ずい分ぶんと懐なついている様子だ。

　おそらくは彼女だけではなくシトゥラやコルピー、その他の生徒会長たちも、彼と想いを同じくした同志なのだろう。だから誰だれもゼファーの星徒会復帰に反対しなかったのだ。

　──そう、ニアは確信に近い気持ちを抱いた。

「すまん、ニアのご両親を悪く言うつもりではないのだ。許せ」

　先ほどから黙だまったままの後こう輩はいの視線に気づき、ゼファーは頭を下げる。

「あいえ、あたし両親いないんで、孤こ児じ院いんでばっちゃに育てられたんで、別にそこは気にしてないです。そうじゃなくてお話聞いてるとその、せんぱいってすご──」

　凄すごいなあ、と言いかけて、しかしニアは思いとどまった。

　ジュリエットから言われた言葉が引っ掛かって、自制心が働いたからだ。なんとなく、彼女に教えられたとおりの台詞せりふを口にすることに強い抵てい抗こうがあった。

「ゼファーは真剣なときほどカッコいいよね～。とってもオスオスしくて好き～」

「それ、雄お々おしいの間ま違ちがいですよね」

　今もゼファーの腕に抱きつき爆ばく乳にゆうを押し当てたままの、ニヤニヤとした笑みを浮うかべた油断ならない猛もう獣じゆう娘むすめへ向け、半眼のニアが冷たくツッコミを入れる。

　泥どろ棒ぼう猫ねこ、倒たおすべし。

　今はなにも言わなかったが、帰ったらシトゥラと協力してジュリエットをゼファーから遠ざけなければならぬと、ニアは固く誓ちかった。どうして急に、ゼファーに対してベタベタしてくる女生徒の存在が腹立たしくなったのかは、深く考えないことにして。

「別にせんぱいに近寄って来る女のひとが気に入らないんじゃないもん。獅子座さまリオが気に食わないだけだもん」

　──そのとき。最初に異変に気づいたのはゼファーだった。

　彼は瞬しゆん間かん、ジュリエットを放り出し、叫さけぶ。

「まだだ！」

　頭上を仰あおぐゼファーの視線の先、新たに高速で降下してくる巨大な影かげがあった。

　先ほどまで戦っていたのは、切り離はなし式の斥せつ候こうを兼かねた別働部隊。本隊にして本体は、大気圏けん内ないに留まったまま、攻せめ入る隙すきを窺うかがっていたのだ。

　宇宙怪獣メガテリオンの急降下速度は凄すさまじく、地上激げき突とつまで十数秒もかかるまい。

　すぐさまゼファーとジュリエットは三ツ星学星服に魔ま術じゆつ附ふ与よされている身体能力強化と重力軽減機能をフルに稼か動どうさせ、音速に匹ひつ敵てきする速度でその場を離れた。

　反応が遅おくれたのは、ニア。

「ほえ？」

　気づいたときには、彼女はゼファーによって抱だきかかえられて空中へと飛び出し、もろともに湖面へと一直線に向かっていた。

「ちょっとせんぱい、胸！　手がおちちを触さわってます！」

「そんなものどこにもないが！」

「ひっど！　一応あるもん！」

「それより走るぞ！」

「どこをですか!?」

　お姫ひめ様抱っこの体勢でニアを抱かかえたまま、ゼファーは湖の上に着水。

　体が沈しずむより先に水面を蹴けり上げ、水の上を超ちよう高こう速そくで全力疾しつ走そうしていく。

「そんなことできるものなんですかああああああああああ!?」

「三ツ星でなければ不可能だった！　キャルルには感謝しておかなければな！」

　絶ぜつ叫きようするニアに返事をする余よ裕ゆうこそあるものの、いかなゼファーの三ツ星学星服の脚きやく力りよくでも支えていられる体重はひとり分。ニアが軽いとはいえ、それを抱えたまま湖面を走るゼファーの体は一歩進むごとに沈み始めていた。

　背後では、地上激突の寸前で軌き道どうを変えた宇宙怪獣メガテリオンがふたりを追いかけて突とつ撃げき態勢に入っている。ソニックウェーブによって舞まい上がる津つ波なみのような水みず飛沫しぶきともども、水上を走るふたりに迫る。

「やつめ、おれのスリップストリームで加速している！　そこも分ぶん析せきしているとは、先の斥候部隊で地球環かん境きよう下の物理法則を演算していたのか！」

「どどどどど、どうしましょおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

「方法はひとつだ。ニア、お前が倒せ」

　速度を落とすことなくゼファーは言った。

　ジュリエットが反射的に飛び退のいたのは湖とは逆方向のため、合流には時間を要する。そしてゼファーの蛇へび遣つかい座ざの星賜剣は、ニアを抱えるために放り出してしまっている。

　今、星賜剣による攻こう撃げきに集中できるのは、ゼファーに抱えられたままのニアしかいない。彼女の手には、切り札となるα星アルフア・賜剣ヴイルジニススピカが握にぎられている。

「か、構え！　構えを教えてくだしゃい！」

「知らん」

「噓うそですよね!?」

「星賜剣の構えは星座ごとによって違ちがうし、基本的には先代の生徒会長から剣けん術じゆつの一いつ環かんとして教えてもらうものだ」

「先代乙女座さまヴアルゴとは面識すらないんですが!?」

「だから魔術を使え。呪じゆ文もんは剣けんが教えてくれる」

　言われ、ニアは涙なみだ目めのままスピカの光の刀身を凝ぎよう視しした。

　彼女の瞳ひとみの先に浮き上がる、搭とう載さい術式の呪文詠えい唱しよう。その詠唱句を口にするだけで魔術師でなくとも魔術が使える。星賜剣の、対宇宙怪獣メガテリオン用の決戦兵装としての役割とはまた別の、もうひとつの真価。それこそが『魔術戦闘マギアスマキア』だ。

「で、でもでも、ぶっつけ本番で魔術とかほんとに使えるんですか!?」

「ぐだぐだ迷っている時間はない！　敵が宇宙怪獣メガテリオンであろうと宇宙の真理はシンプルだ。強いほうが勝ち、弱いほうが食われる！　それだけだ！」

　まさに弱肉強食の掟おきて。獅子座さまリオのジュリエットの顔が脳裏にチラつき、ニアの心の奥底に負けん気が甦よみがえった。

「どうなっても知らないからあああああああああああああああああッッ!!」

　ゼファーに抱きかかえられたまま、ニアはスピカを手に吠ほえた。

　瞬間、スピカの刀身に文字が浮かび上がる。

《魔術戦闘マギアスマキア》《巨獣戦闘ギガントマキア》《■■■■テイタノマキア》

　魔術で生み出された魔力の文字。そのコマンドが選択した形態は『魔術戦闘マギアスマキア』。光の刃やいばの文字は、目では追いきれないほどの速度で次々と展開していく。

《処女宮星賜剣：全剣委任者：ヴァージニア・レーヴァテイン：認証中》

《所有者承認完かん了りよう：α星アルフア・賜剣ヴイルジニス『戦乙女の突槍スピカ』：魔術駆く動どう開始》

《ようこそ新たなる魔術の世界へ　Please call -Open the World-》

　そのメッセージを最後に、真しん珠じゆ星と同じ輝かがやきを放つスピカの刀身に、新たな魔術文字が浮かび上がる。ニアはその文字を見て、悟さとった。

　──呪文だ。魔術師が魔術を唱えるために必要な合言葉キーワードだ。

　ニアは光の刃の切っ先を宇宙怪獣メガテリオンへと向け、呪文を読み上げる。

「ひらけオープン魔術の世界・ザ・ワールド、『暗黒銀河エキゾチツクの星粒子・ダークマター』!!」

　瞬間、スピカの光の刃が発する青白ブルーホワイトの輝きが漆しつ黒こくに染まり、闇やみの剣と化す。

　巨きよ大だいな暗黒銀河を抱えた乙女座の魔術──黒い刀身から放たれた暗黒物質の魔ま力りよく弾だんが、迫せまる宇宙怪獣メガテリオンを撃うち抜ぬく。威い力りよくは、あくまで対人用の魔術攻こう撃げき。生体組織の全てが凍こおる宇宙空間での活動を可能とする宇宙怪獣メガテリオンの巨きよ体たいからすれば、ダメージは微び々びたるもの。

　だがニアの放った暗黒物質は、恒こう星せいの光すら遮しや断だんする闇の魔術によって生成された魔力弾で、敵対者の視覚や聴ちよう覚かくといった感覚器官を破は壊かいする術式だ。

　魔力弾は巨大な宇宙怪獣メガテリオンにも効果を及およぼし、外部情報取得器官を強制的に遮断させ、その平へい衡こう感かん覚かくを狂くるわせる。命中と同時に宇宙怪獣メガテリオンは直進することもできなくなり、自ら高速で湖面に激突した。

　圧あつ倒とう的な質量と速度とともに宇宙怪獣メガテリオンの体は水の壁かべに叩たたきつけられるも、健在。やはりその程度の衝しよう撃げきでは倒し切れない。──が、致ち命めい的てきな隙は確かに生じた。

「今だ！」

　ニアが命ずるままスピカは『巨獣戦闘ギガントマキア』へと形態を切り替かえる。

　どれほど強きよう靭じんな肉体を誇ほこる宇宙生命体であろうと問答無用で両断する星の光の剣が、後方で転倒した小怪獣をぶった切る。暗黒物質の直ちよく撃げきを受けて平衡感覚を失っていた敵に、その一いち撃げきを回かい避ひする術すべはなかった。

「ざまーみやがりーっ！」

　宇宙怪獣メガテリオンの体は真っ二つに斬きり倒され、極ごく彩さい色しきのグロテスクな内臓器官の切断面から青い蛍けい光こう色しよくの血飛沫を上げ、断だん末まつ魔まの悲鳴を上げることもなく湖の底へ水すい没ぼつした。

　一方、今までニアを抱えて水面を疾走していたゼファーも、ここで限界を迎むかえる。見ればもう膝ひざ下したまで水没しており、迫る水飛沫を避さける術はない。

「そのなんだ、ここまでだな。すまん」

「あたし浮き輪がないと泳げないんですけおおおおおおおおおおおおおお!?」

　勝利の喝かつ采さいを上げていたニアごと、ゼファーは宇宙怪獣メガテリオンが起こした水飛沫に巻き込まれ、敵の遺い骸がいともども、怪獣の血を含ふくみ青く発光する大量の水流に押し流される。

　ふたりの悲鳴は強きよう烈れつな水音に搔かき消され、暗い水の底へと引きずり込まれていった。
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　目覚めたニアが最初に目にしたのは、平へい穏おんを取り戻もどした満天の景色だった。

「こ、ここは……宇宙怪獣メガテリオンは……？」

　ズキズキと痛む頭を押さえながら、彼女は慌あわてて周囲を確認する。

　学園王国の夜の野外では星明かりだけが頼たよりだが、雲は宇宙怪獣メガテリオンの大気圏けん突とつ入にゆう時に雲うん散さん霧む消しようしたため、今は宝石箱の中身をちりばめたように空一面が煌きらびやかだった。そして、湖面の一部もまた蛍光塗と料りようの如ごとき青い血に染まり、妖あやしくも神々しく輝いている。

　敵の姿はもうない。不思議と、あの一撃で確実に葬ほうむった手ごたえがあった。

「せんぱいは……？」

　ニアが湖こ畔はんの岸を見回したところ、ゼファーの姿はすぐに見つかった。

　なんのことはない、ニアと同じずぶ濡ぬれの状態で、すぐ隣となりに横になっていたのだ。

　水底へと沈んでしまったはずのふたりが対岸に辿たどり着けた理由など、考えるまでもない。泳げないニアを抱えたまま、ゼファーはここまで泳ぎ切ったのだ。

「さすがせんぱいですね！　あたしの胸を触ったことは不問でいいですよ！」

　自分の学星服が水で透すけてしまっていることも忘れ、満面の笑みとともにゼファーに抱だきつくニア。しかし、彼女はそこですぐに異変に気づいた。

　意識を失ったニアを運ぶ際に大量に水を飲んでしまったらしく、抱きついたゼファーの胸は上下していなかった。もしかしたら、呼吸が止まっているのかもしれない。

「えっ!?　わ、分かんない、どうしよ!?　どうしたら!?」

　パニックを起こすニアだったが、星空の下、周囲には誰だれもいない。

「──っ、せんぱい、今すぐ目を覚ましてくれないと恨うらみますから」

　話しかけるも、ゼファーからの返答はない。ニアはすぐにも覚かく悟ごを決めた。

「起きない気ですか。じゃあ逆に、今すぐ目を覚ましちゃったら、一生恨みますよ──」

　これから始めなければいけないのは、気道確保、胸部圧あつ迫ぱく、そして人工呼吸だ。

　宇宙怪獣メガテリオンとの戦いが日常的に起きる学園王国では、それら三種の救命行こう為いのやり方は当然ながら中等部の生徒にも教え込まれている。ニアも実際にやるのは初めてだったが。

「気道確保の構え、よし！」

　まずニアはゼファーの頭を動かす。そんな構えはないのだが、先ほどのゼファーやジュリエットの星賜剣の構えを用いた戦い方が恰かつ好こう良かったので、つい口走っていた。

　次いで、気道確保を終えたゼファーの胸元に両手を乗せて体重をかける。

　と、心臓マッサージを始める前にふと気づいた。

　今ニアが着ているずぶ濡れの学星服は、常人の千倍にまで身体能力を向上させる三ツ星。その力で全体重を乗せてしまえば、ゼファーの体が圧へし折れかねない。

「ええい、女は愛あい嬌きようでもって度胸！　胸囲はなくたってあたしの胸には勇気がある！」

　だから脱ぬいだ。雄お々おしく学星服を脱ぎ捨てた。顔は真っ赤だが、救命行為は一分一秒を争う。時間が勝負なのだ。ためらったり恥はずかしがったりしている時間はない。

「胸部圧迫の構え、よし！」

　ニアは下着姿になって、全体重を乗せて心臓マッサージを行う。

　訓練でやったときもきつかったが、プレッシャーがかかる今のほうが遥はるかにハードだ。それでもニアは自らの裸ら身しんを激しく上下させて、ゼファーの胸部に圧をかける。

　そして次。これが一番恥ずかしい。

「人工呼吸の構え、よくないけどよし！」

　だが、下着姿になったことでむしろ覚悟が決まったのか、ニアは躊ちゆう躇ちよしなかった。

　小さな勇気を振ふり絞しぼってファーストキスをくれてやり、唇くちびると唇を重ねる。

　甘酸っぱい感かん触しよくは最初の一いつ瞬しゆんだけで、そこから先は破れかぶれの気持ちで思い切り空気を吹ふき込こんだ。それこそ浮うき輪に空気を入れるくらいの気持ちでだ。

　人工呼吸でゼファーの肺に空気を送り込むと同時に、濡れそぼったゼファーの胸に添そえていた手のひらに、小さな、しかし確かな鼓こ動どうが伝わった。

「──ッッ」

　ニアは慌てて唇を離はなし、火ほ照てった自分の頰ほおに濡れた両手を押し当て、冷れい却きやくを試みる。

　ゼファーは一向に目を覚ましはしなかったが、自発呼吸だけは取り戻した様子で、飲んでいた水をいくらか吐はき出した後は、そのまま寝ね息いきを立て始めてしまった。

「……寝ねてるし」

　赤面して消え入りそうになっていた自分がバカらしくなって、いそいそと学星服を着直したニアは、軽くゼファーの頰をつねった。それでも起きない。

　もしかしたら昨晩なにかショッキングな出来事があって、まったく眠ねむれていなかったのかもしれないなどと、そんなことを考えてしまうほどの熟じゆく睡すいっぷりだった。

「こんなに可愛い十三歳が、がんばって初めてをあげたのに」

　ニアは自分の太ふと股ももの上にゼファーの頭を乗せ、その寝ね顔がおを見下ろしながら、ふと、今朝の星ほし占うらないを思い出す。ちゃっかり確認しておいた、きょうの乙女座の星占い。

　順位は四位で、恋れん愛あい運は星四つ。その内容は、気になるあの人と接近する大チャンス、活かすも殺すもあなた次第、というもの。

　となれば恋愛運最下位の水みず瓶がめ座ざにとっての疫やく病びよう神がみは、他の誰でもなく──

「もしかして、あたしが泥どろ棒ぼう猫ねこですにゃん？」

　自分の顔を可愛らしく指差し、そう口に出して、そして自己嫌けん悪お。知らず知らずのうちにゼファーの頰をつねくる指先の力が増していた。

「……ニアか？」

「おやせんぱい、今さらおはようですか、いいご身分ですね」

「まあ、王だからな」

　目覚めたゼファーは、酷こく使しした全身を包む怠だるさと疲ひ労ろう感かんのせいで起き上がる余よ裕ゆうもないのか、ニアの膝ひざ枕まくらを借りたまま力なく苦笑いを浮かべた。

「どうですか、宇宙怪獣メガテリオンを倒たおしましたよ。あたし、すごくがんばったじゃないですか？」

「……そうだな。だが、言っておいただろう。別に頑がん張ばらなくてもいいと」

　ニアの褒ほめて褒めてオーラに気づかず、ゼファーはそう答えた。

　もちろんニアはその返答に、明らかに落らく胆たんした様子でがっくりと肩かたを落とす。

「がんばらなくていいって、つまりそれ、あたしが生徒会長として全然だめー、まだまだちっとも頼りないー、ってことですよね……」

「いや。違ちがうが？」

「…………はい？」

　だが、思わぬゼファーの返事に、彼女は間の抜けた声とともに首を傾かしげた。

「他の生徒会長たちを見ていれば分かるだろう。頑張るということは、無理をするということだ。お前の立場は一国の長だぞ、無理して頑張らなければ通用しないようでは務まらないだろう。自然体のまま、むしろサボりながらでもこなせるようになれ」

「ああ、むしろサボれってそういう意味……」
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　ゼファーの真意を知り、今まで肩かた肘ひじ張はって頑張っていたニアは盛大にため息をこぼした。

　きょうの自分に極大の徒労感を覚え、穴の空いた浮き輪のように気が抜けていく。

　そういえば、水瓶座さまアクエリアスのシトゥラですらサボりを公言していたではないか。

　つまりニアに足らなかったのは頑張りではなく、余裕。その事実に気づかされてしまい、彼女はもう立ち上がる気力もなくなってしまった。

「さて、仕事は終わったし、ジュリエットと合流してさっさと学都へ帰るぞ」

「ちょいちょいせんぱい。なんかこー、色々めんどくさくなっちゃったんで、獅子座さまリオがいらっしゃるまでもうちょっと休きゆう憩けいしていきましょう。サボりです、サボり。その間は可愛い十三歳の膝枕が使い放題ですよー」

　だが、今こうして体に伸のし掛かかっている徒労感に、ニアは密かに感謝した。

　未だ唇に残る温もりを、そう意識せずとも済んだから。

　──どうして人工呼吸くらいでこんなにもゼファーを意識してしまうのか。

　幸い、その理由について深く考えようなどとは思わないくらい、ふたりきりで見上げた今夜の満天の空は、素晴らしい眺ながめだった。

　一筋の流れ星が、大きな大きな尾おを引いて、恋こいに落ちるような速さで美しい夜空を駆かけていった。








第五章　僕たち私たちの独立が始まる









　ニアの初うい陣じんとなった宇宙怪獣メガテリオンとの激げき闘とうから一夜明け、翌日。

　昼休み、ランチを食べに学星食堂へと向かう生徒たちが洪こう水ずいとなって大混雑を起こす中、乙女座さまヴアルゴのニアの耳に、彼女をドキッとさせる会話が飛び込んできた。

「人工呼吸はキスのうちに含ふくまれるのよ」

「なにを言っているんです。含まれないに決まっているではありませんか」

　それは水瓶座さまアクエリアスのシトゥラ・クラウソラスと、高等部三年のセフィー・アゾットとの、女同士の意地をぶつけ合うような会話のやり取りだった。

「セフィーあなた、きのうゼファー君に色々と吹き込んでくれたそうね。そうやって毎度毎度、わたしがこつこつ積み上げてきたフラグを白紙に戻しているんでしょう？」

「なんのことやら。セフィーはただ、兄くんの男心を弄もてあそぶ悪い女の子たちとの付き合い方をレクチャーしてあげているだけです」

　生徒会長相手にセフィーも負けてはいない。両者バチバチと火花を散らし合っている。

　食堂へと大挙する制服姿の濁だく流りゆうも、彼女らふたりの周囲だけは見事に避さけていた。まるでシトゥラたちが人の流れの中なか洲すにいるかのようだ。

「くわばらくわばら。お腹空いてるから関わってらんなーい」

　ニアはひと目見ただけで、今のふたりに関わらないほうが良いと判断した。なので人の波に逆らわず、バレないように廊ろう下かの壁かべを張りつくように移動しようとする。

「ごきげんようニア。あなたは人工呼吸がキスにカウントされるべきだと思う？」

　しかし、恐おそろしく勘かんの鋭するどいシトゥラにすぐさま見咎とがめられてしまった。

　隠かくしようもない冷ひや汗あせと脂あぶら汗あせがブレンドされてニアの頰を滴したたり落ちていく。

　どうして人工呼吸で揉もめているのかはニアにも分からないが、もしや昨夜のアレがバレているのだろうか。しかし、だからといってどうしてシトゥラとセフィーが怒おこるのか。

「あ、あたし、中学生なのでよく分かりませーん」

　カウントする、と言い切るには昨晩のことはニアには恥ずかしすぎた。

　かといって、カウントしない、と言い切るには無性に悔くやしいものがある。

「セフィー。そこまでカウントされないと言うのなら、試しにそこにいるニアに人工呼吸してみなさい。本当にノーカウントなら気にならないはずだわ」

　急にシトゥラがとんでもないことを言い出した。

「なんであたしがせんぱいのお姉さんと!?」

「セフィーは妹です」

「そうなんですか!?　なら改めて、なんであたしがせんぱいの妹さんと!?」

「だって、分からないんでしょう？　それなら体験してみれば分かるわ」

　クールに無茶を言ってくるシトゥラ。対して、ニアに先んじてセフィーが反論する。

「なぜセフィーが中等部の女の子と人工呼吸をしなければいけないのですか？　セフィーはブラコンですがロリコンではありません」

「ブラコンは認めるんだ」

「あら。人工呼吸にキスとしての恋愛的価値を見み出いださないなら、誰だれとでもできるはずよ」

「一応は救命行こう為いなんで」

　シトゥラとセフィーは互たがいに一歩も退かず、間にニアを挟はさんで再び火花を散らして睨にらみ合う。女同士の修しゆ羅ら場ばに挟まれたニアは、助けを求めるように救いの手を探した。

　そうして視界に映る、見覚えのある上級生の姿。

　学園王国広しといえども、女王様のようなハイヒールを愛用している生徒はひとりしかいない。蠍座さまスコーピオのコルピーだ。

「あー！　蠍座さまスコーピオいた！　ほら蠍座さまスコーピオの意見も聞いてみましょう！」

　食堂に向かおうとしているコルピーをこれ幸いと巻き込むニア。すぐにもシトゥラたちは揃そろってコルピーへと振ふり返り、口を開く。

「蠍座さまスコーピオ、人工呼吸はキスに含まれるわよね？」

「蠍座さまスコーピオ、人工呼吸はキスに含まれませんよね？」

「……またなにか、つまらない話で揉めているんですのね」

　大きなため息をこぼしたコルピーだが、彼女は即そく座ざに明確な返答を口にする。

「人工呼吸をしたほうとされたほう、ふたりの意見が今の口づけはキスだと合がつ致ちしたなら、そこで初めてキス扱あつかいにすべきだと思いますわ。なぜならキスというものは、恋こい人びと同士の精神的な繫つながりを拠より所として、双そう方ほうの合意に基づいて行われるものですもの。それ以外のケースは、人工呼吸に限らず全てノーカウントですわ」

「蠍座さまスコーピオかっけー！」

　コルピーのロマンティックなド正論には、ニアも思わず目からウロコ。

「確かにそれなら、突とつ発ぱつ的な事故でやむなく人工呼吸しちゃったほうも傷つかないですし、せっかく乙女おとめの初めてを捧ささげてあげたのに知らん顔しやがってー、とかやきもきしなくて済みますもんね！　いいと思います！　アリです！」

　悩なやみ事でも吹ふき飛んだかのようなはしゃぎぶりを見せるニア。

　シトゥラもセフィーも、コルピーの言い分に説得力を感じたのか、ぐうの音も出ない様子で押おし黙だまっている。

「お分かりいただけたようですわね。それではわたくしはこれで。ごめんあそばせ」

「ごめんあさっせー！」

　優ゆう雅がに立ち去るコルピーの背後に張りついて、ニアもようやく念願の食堂へと足を踏ふみ入れることができた。

　学星食堂『めしや』。

　学園王国創立以来、変わることなく生徒たちに無料で朝昼晩の三食を提供し続けている、その名のとおり生徒たちにとっての救世主メシヤ。学都に住む二十万人の胃い袋ぶくろを満たそうというのだから、めしやを取り仕切る調理部は毎日が戦場だ。

　そもそも食しよく糧りよう問題は、半世紀にわたり学園王国の政治を常に悩ませている大問題。

　農業部や畜ちく産さん部による自給率も高くなく、食べ盛りの生徒たちの消費量には追いつかず、食材費も高こう騰とうしている。朝食難民や昼食難民が暴徒化して食糧を略りやく奪だつするケースも起きるほどだ。購こう買ばい部傘さん下かの商業レストランもあるにはあるが、魚座さまパイシーズが一枚嚙かんでいるので毎日三食利用するには価格が高い。

　なのに、めしやはどうして無料の食事提供を可能としているのか。

「きょうの献こん立だてはなにかなー、ええっと、どれどれー」

　バイキング方式で並べられているランチメニューのひとつを見、ニアの笑顔が強張る。

「これは……イカクラゲコブヒラヒラの唐から揚あげ……」

　昨晩、死し闘とうを繰くり広げた宇宙怪獣メガテリオンが、美味おいしく調理されて並んでいたのだ。

　そう、学星食堂『めしや』は怪獣料理を提供する食堂なのである。

「さあ野や郎ろうども、鍋なべを沸わかせ！　麵めんを茹ゆでろ！　米を炊たけ！　小麦を練ってパンを焼け！　油で揚あげれば大たい抵ていのものは食べられる！」

　めしやを仕切る食堂のお姉さんの威い勢せいの良い声が厨ちゆう房ぼうから飛んでくる。

　宇宙怪獣メガテリオンは、人類に対する最大の脅きよう威いであると同時に、地球における総人口と農作物の生産量を大おお幅はばに減らした現在の人類にとっての、貴重な食糧源となっているのだ。

　メニューの争そう奪だつ戦は早い者勝ちで普ふ段だんなら迷っている暇ひまなどないのだが、ニアも怪獣料理を食べたことはあれど、さすがに自分が倒たおした宇宙怪獣メガテリオンの唐揚げを食する気にはなれなかった。とりあえず体に害のなさそうなサラダなどを選び、空いている席を探す。

　食堂では立ち食いが当たり前だが、厨房近くの一角に特等席のように空いているカウンター席があった。学園王国一の厄やつ介かい者ゼファー・アゾットがその席に座っているため、関わり合いになりたくない他の生徒たちが敬遠していたのだ。

　対してニアは、軽快な足取りでその一角へと向かう。

「勘かん違ちがいしないでくださいね。空いてるから座っただけなんですから」

　そしてゼファーの隣となりにちゃっかり腰こしを下ろした。

「ニアか。なかなかいけるぞ、この唐揚げ」

「……よく食べられますね、それ」

「きのう言っただろう。強いほうが勝ち、弱いほうは食われると」

「まさかガチで弱肉強食の話だとは思いませんでした」

　ニアが苦笑いを浮うかべた、ちょうどそのとき。

「んもー、ニアちゃま、珍めずらしく小食だな。いつもはいっぱい食べるのに」

　カウンター席と隣りん接せつしている厨房から、ショートボブの似合う食堂のお姉さんが顔を出した。上級生としては小こ柄がらなほうで、汚よごれてもいいジャージの上から可愛らしいエプロンを着用している。その姿からは想像もできないが、食堂においては生徒会長より偉えらい。

「はいこれサービス！　きょうの自信作だ、遠えん慮りよするなよな！」

　そう言ってお姉さんは、厨房からこっそりニアの皿の上に唐揚げを載せてくれた。

　もちろん鶏にわとりでもなければ他の家か畜ちくの肉でもない。それどころか地球生物の肉ですらない。出来立てほかほかの宇宙怪獣メガテリオンの唐揚げだ。

「お腹が空いているのに食べるものがないってのは、この世で一番寂さびしいことだかんな。美味しいものをお腹いっぱい食べることが、この世で一番幸せなことだかんな！」

　いつも良くしてもらっている食堂のお姉さんにそう言われてしまっては、ニアとしても残すのは忍しのびない。勇気を振り絞しぼって唐揚げを頰ほお張ばってみた。

　瞬しゆん間かん、口の中に強きよう烈れつな肉の旨うまみが溢あふれて弾はじける。

「んんんんん!?　これ、めちゃくちゃ美味しくないですか！　せんぱいせんぱい、なんでもっと早く教えてくれなかったんですか！」

「いや言っただろ。そもそも姐あねさんの作るメシにハズレはない」

「もー、姐さんは止せっていつも言ってるだろー、今は同学年なんだかんな」

「え？　今は……？　というか、高等部三年のせんぱいが姐さんって……？」

「姐さんはダブりだ。二十歳にならない限りは退学処分にならないから一度のダブりなら許される。ニアからすれば先せん輩ぱいの先輩で大先輩だな」

「はー。忙いそがしくて出席日数足らなそうですもんね、学星食堂……」

「ダブり言うのも大先輩言うのもマジでやめろよなー！」

　ニアの皿の上に追加の唐揚げを補ほ充じゆうしつつ、お姉さんはゼファーを涙なみだ目めで睨みつける。しかしエプロンが似合いすぎる新妻じみたその姿からは、年上の貫かん禄ろくは感じられない。

「ほいニアちゃま、足らなかったらお姉さんに言うんだぞ」

「わーい！　お姉さんだいすきー！　作ってくれるごはんもばっちゃの味を思い出して、家庭的でじんわりしますし！　あっ、ところでところで、夕食はごはんの他にフルーツとかチョコレートとかシュークリームとか、甘いもの食べたいなー？」

「んもー、仕方ないなーもー」

　調子の良いニアの甘え上手なおねだりに、食堂のお姉さんは笑顔で快く応じてくれた。

「姐さん、あまりこいつを甘やかすな」

「ニアちゃまは甘あまえん坊ぼうさんだからなー。たまには、好物の甘いもの食べさせてあげたくなっちゃうんだな。なんならゼファーも料理酒の礼に好きなもの作ってやるぞ？」

「あれ？　お姉さん、あたしの好きなもの覚えてくれてるんですか？」

「んー。生徒会長連中がよく食うのはなー」

　食堂のお姉さんは手を動かして調理を再開しながら、雑談に興じる。

「たとえば獅子座さまリオは肉しか食べない」

「それは分かります。見るからに肉食系っぽい」

「蠍座さまスコーピオはマゾかっていうくらい唐とう辛がら子し好きの辛から党とうだ。逆に蟹座さまキヤンサーはああ見えて繊せん細さいな味つけが好みで、魚座さまパイシーズは本能的に高価な食材使ってるメニューを見極める」

「この忙しい中よく観察しているものだ」

　意外な観察眼を見せた食堂のお姉さんに対し、ゼファーが感心のため息をこぼす。

「あと水瓶座さまアクエリアスはお前と同じものを食べたがるな」

「……なぜ？」

「あ！　それで思い出しました。そういえばせんぱい、食堂の前でシトゥラ先輩と双ふた子ごの妹さんが睨めっこしてましたよー？　なんならここに呼んできましょうか？」

　リクエストが通ったから上じよう機き嫌げんなのだろう、ニアは唐揚げを頰張ったまま脱だつ兎とのごとく駆かけだしてふたりを迎むかえに行ってしまった。

「なー、ゼファー。お前にとってはあんまり思い出したくない話題かもしんないけどな」

　その背を見送って、食堂のお姉さんは小さな声で呟つぶやいた。

「副会長なんだったら、学がく籍せきや学外戸こ籍せきを確認できるだろ。ちょいと調べてもらいたいことがあってだな。──先代乙女座さまヴアルゴのニルヴァーナのことなんだが」

　言い辛づらそうにお姉さんが口に出した名前。

　それは彼女にとっては元同級生であり、ゼファーにとっては確かに思い出したくもない人物の名だった。なぜならば、先代乙女座さまヴアルゴこそが男装の麗れい人じんとして知られた昨年度の星徒会の実質的なリーダーであり、ゼファーの追放を決めた張本人なのだから。

「先代とは中等部からの付き合いだからなんとなく思うだけなんだけどな、ニアちゃまと昔のあいつ、どっか似てるんだ。もしかして親しん戚せきか、あるいは姉妹じゃないかってな」

「穏おだやかじゃないな」

　食事の手を止め、ゼファーが言う。

「先代の乙女座さまヴアルゴは、学園王国の十二人の理事長……初代星徒会Ｏ・Ｂオールド・ボーイズのひとり、初代乙女座さまヴアルゴ、ヴァーミリオン卿きようの孫まご娘むすめだぞ──」
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「シトゥラ。いつから知っていた」

　放課後、星徒会本部の執しつ務む室に怒ど鳴なり込んだゼファーは、ニアに関する戸こ籍せき謄とう本ほんを始めとした関係書類の全てを、シトゥラの前に叩たたきつけた。

「これは……大図書館の機密文書庫から持ち出して来たのかしら？」

　シトゥラは相変わらず涼すずしげに、渡わたされた書類を確認していく。

　ニアに関する資料だ。本名ヴァージニア・レーヴァテイン。両親なし。孤こ児じ院いんで育てられる。昨年学園王国に移住。現在十三歳。第四十八代星徒会生徒会長『乙女座さまヴアルゴ』。

　シトゥラもよく知る情報がそこには並んでいた。だが最後の一枚のところで、書類をめくる彼女の手が止まった。

　それは、学園王国への移住にあたり行われた、身体検査の結果表。血液検査により先代乙女座さまヴアルゴとは姉妹関係、初代乙女座さまヴアルゴヴァーミリオンとは血けつ縁えん関係が認められる可能性がある、といった備考が最近になって付け加えられていた。

「そうね。ニアが中学生なのに乙女座の星せい賜し剣けんに選ばれたのは理由があると思ったから、そのときに諜ちよう報ほう部の双子座さまジエミニに調べてもらったわ。ニア自身はまるで知らないようだけれど、先代──ニルヴァーナ先輩の妹で間ま違ちがいないでしょうね」

「やはり貴様は知っていたんじゃないか！」

「ええ。わたしと双子座さまジエミニは風の三星座だもの。向こうの正体は知らないけれど情報共有はしているわ。ゼファー君、もしもニアが憎にくい先代乙女座さまヴアルゴの妹だと知っていたら、あなた彼女の補ほ佐さになってくれたかしら？」

「おれを見くびるな！　そのような狭きよう量りような男ではない！」

「そうね。ごめんなさい。あなたはわたしの知る限り世界一の男性だわ」

　そのシトゥラの涼しげな物言いが本気か冗じよう談だんかは分からないが、ゼファーとしてもそう言われては悪い気はしないし、これ以上怒鳴りつける気も失せるというものだ。

「……この事実を知っているのは、貴様と双子座さまジエミニだけか？」

「そうなるわね。今は第八号エイスのことで手一いつ杯ぱいだから、余計な心配事を増やしたくないの」

「それについては当然の配はい慮りよだろうな」

　納得するゼファーへと、シトゥラは流し目のように涼しげな視線を向けた。

「去年あなたの追放にＯ・Ｂオールド・ボーイズ──ひいてはニアの祖父が関わっていた。それは事実よ。そのうえでゼファー君にひとつ訊たずねたいことがあるの」

　シトゥラは言う。

「追放されたこと、不思議に思わなかった？」

「……なに？」

「だってそうでしょう？　Ｏ・Ｂオールド・ボーイズのヴァーミリオン卿からすれば、あなたは孫娘の命の恩人。ニルヴァーナ先輩にとっては妹の命の恩人なのよ。確かに独断先行があったとはいえ、感謝こそすれ、星徒会からの除名処分はいくらなんでもやり過ぎよ」

　畳たたみかけるようにシトゥラは言葉を続ける。

「そもそも、どうして姉はヴァーミリオン卿のもとで育てられたのに、同じ孫娘にもかかわらず、妹のニアは孤児院で育てられたの？」

「確かに……」

「それに昨年の事件でニアのことは当時の星徒会や理事会の耳にも入っていたはずなのに、なぜ先輩は妹の存在を無視し、初代は自分が祖父だと名乗り出なかったの？　これはわたしの単なる推測なのだけれど、あのふたりはニアが乙女座さまヴアルゴに選ばれるのを待っていた──とは考えられないかしら」

「待っていた、だと？」

「そう。一いつ般ぱん生徒なら、事情によっては短期間の里帰りも許される。感動の再会をするだけなら学外でも事足りるもの」

　シトゥラの言うとおり、一般生徒の一時的な帰国は理由があれば認められるし、前例もある。ただし、それが認められない立場の生徒もいる。つまり──

「でも、もしも生き別れの孫娘が生徒会長だったとしたら？　政治的立場としても一国の長だけど、それ以上に、最高戦力のひとりとして学園王国から離はなれるわけにはいかなくなるわ。もしも生徒会長が不在なら、その間、十二星座の星賜剣のひとつが機能しなくなるわけだもの」

「成程。おれにも貴様の言わんとしていることが──ヴァーミリオン卿の狙ねらいが読めたぞ。あの男は、学園王国に立ち入るための口実が欲しかったんだ」

　学園王国理事会、初代星徒会Ｏ・Ｂオールド・ボーイズ。

　その十二の玉座に座る初代生徒会長たちは、決して一枚岩ではない。地位、名声、富、全てを手に入れ今や老ろう醜しゆうと化した彼らは、学友同士で権力闘とう争そうに明け暮れている。

「実際に会ったことはないが、やつら老害どもの狙いは知っている。ある意味ではおれと同じだ。やつらは誰だれもが、この学園王国の唯ゆい一いつの王になるつもりだ」

　大人の立ち入りが禁じられている学園王国に、統とう括かつ責任者としての学園長という要職は存在しない。理事長たちも、理事会の合議によって星徒会に口出しすることはできるが、それはあくまで学外からの間接的支配。直接的支配を行うことはできない。

　が、しかし。

「学園長となって学園王国を手中に収めることができれば、そこに住む生徒たちごと星賜剣を実質的に独どく占せんすることができる。他の理事長たちでさえ手を出せない権力を手に入れることになり、もはやそれは、この地球の王となることを意味する」

「だけど、どうやって？　学園王国への立ち入り自体は、他の理事長の反対があったとしても最終的に認めさせることは可能でしょう。でも学園王国の乗っ取りは不可能よ？」

「──だからもし今後ヴァーミリオンが乗り込んでくるようなことがあれば、そのときは、やつには学園王国を乗っ取れる手段がある、と考えるべきだ」

　と、そのとき。ガタッという物音が執務室の扉とびらの陰かげから聞こえた。

　次いで、廊ろう下かを走って逃にげ去さる足音も。

「誰かに聞かれていたみたいね。ゼファー君とふたりきりでいたことに夢中で全然気づかなかったわ」

「貴様という女は……。足音で誰か分からなかったのか」

「冗談言わないで。わたしが聞き分けられる足音はあなたのものだけよ」

　憤ふん慨がいした様子でシトゥラが言う。だが確か、彼女は一昨日の晩に、ゼファーを副会長に選んだのは偶ぐう然ぜんだったと、そう言ったはずではなかっただろうか。

「今のも冗談よ？」

「本気じゃなかったか？」

「冗談よ」

「いや本気だった」

「あら。本気にさせたいの？　ならわたしも本気で迫せまるけれど、それでいいのね？」

「冗談ということにしておくか」

「本気よ」

　いつの間にか攻こう守しゆ逆転したので、ゼファーは逃げるように執務室を出る。物音のあった物もの陰かげを覗のぞき込んだだけで、密談を盗ぬすみ聞きした相手が誰か分かった。

　小包に包まれたチョコレートが廊下に落ちていたのだ。ゼファーたちの会話の内容に動どう揺ようして走り去った際、持ち主がつい落としてしまったのだろう。

「聞かせたくない話を聞かせてしまったようだ」

　自分の迂う闊かつさを悔くやみつつ、ゼファーは後こう輩はいのチョコの小包を懐ふところに仕し舞まった。

　逃げた相手を追いかけようにも、二十万の生徒が暮らす学都でたったひとりの少女を見つけ出すのは難しい。学園王国が誇ほこる探たん偵てい部であっても人捜さがしは数日仕事だ。

「それに、どの面下げて会いに行けばいいのか」

　申し訳なさそうにゼファーは言った。

　孤こ児じだと思って十三年生きてきた少女に、まさか自分が政治利用のためだけに親元から引き離されていたなど、仮説の上での話としては聞かせたくない類のものだ。

　だがその夜、ゼファーの不安は的中してしまう。

　Ｏ・Ｂオールド・ボーイズの一角、初代乙女座さまヴアルゴのヴァーミリオン卿が、早くも行動を起こしたのだ。

　昨夜の宇宙怪獣メガテリオンの報を聞き、その撃げき破はを成し遂とげた乙女座の生徒会長ヴァージニア・レーヴァテインの存在を知って、彼女が生き別れの孫娘だと確信した。ひいては面会のために学園王国の訪問を執とり行う──と。

　ゼファーの推測が正しければ、それは学園王国への宣戦布告も同義であった。
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　真夜中に行われた星徒会の緊きん急きゆう会議にも、ニアは姿を現さなかった。

　今は夜の十時。この時間は学都の施し設せつ管理を夜間部の生徒たちが行っており、会議室は使い辛づらい。そのため面々は臨時で双子座さまジエミニの屋や敷しきに集まっていた。諜報部統括だけあって彼女は正体を隠かくすため上層エリアに居を構えておらず、屋敷は無人だからだ。

　夜中の緊急会議ということで、副会長のゼファー以外に、この場に急きゆう遽きよ集まることのできた生徒会長は五人。

　水瓶座さまアクエリアスのシトゥラ。蠍座さまスコーピオのコルピー。蟹座さまキヤンサーのキャルル。魚座さまパイシーズのピスケット。そして獅子座さまリオのジュリエット。乙女座さまヴアルゴのニアと双子座さまジエミニを除いた残りは、臨時の手段としてＳＮＳを使っての会議参加となった。

「学外からの学園王国への政府要人の訪問、それも理事長のヴァーミリオン卿直々の公式訪問となると、ここ何十年も一度としてなかったことよ。さて、いったいなにを企たくらんでいるのかしらね。それでなくとも第八号エイスのことで多た忙ぼうなのに、止めて欲しいわ」

　ひと通り全員で学外からの通達を確認した後、水みず瓶がめ座ざのシトゥラはそう言った。

　彼女が進行役を務めるとなると、いつも反目している蠍さそり座ざのコルピーとまた揉もめそうな懸け念ねんがあったが、今夜は珍めずらしくコルピーは一切反論を口にしなかった。

　というのもコルピーの口からは毒舌の代わりに寝ね息いきがこぼれているのだ。会議に出席したにもかかわらず、今は両手で枕まくらを抱だき締めたまま、ぐっすり居い眠ねむりしてしまっている。

　隣となりの席に座る魚うお座ざのピスケットが、ふわふわとしたゆるい笑顔でフォローに入った。

「コルピーちゃんはねぇ、夜の九時を過ぎると眠ねむくなっちゃうんだぁ」

「よい子か！」

　思わず漏もれたゼファーの大声にコルピーは一時的に目を覚ましたものの、すぐにうつらうつらして居眠りを再開してしまう。その寝ね顔がおは風紀部の女王様に似合わず愛らしい。

「おーい、会議ごくろーさん、出前持って来てやったぞー」

　そんな中、エプロン姿の食堂のお姉さんがわざわざ夜食を持って来てくれた。

　温かい手料理が会議出席者に行き渡わたる。

　ゼファーが、コルピーに香こう辛しん料りようたっぷりの激げき辛からブリトーをなんとか頰ほお張ばらせたところ、夢うつつのままあむあむと咀そ嚼しやくした彼女はようやくその目を覚ました。

「ゼファーさん!?　あなたわたくしのお口になにを突つっ込こんでいますの!?」

「顔が真っ赤だぞ」

「赤面症しようですわ！　あとこのブリトーが辛からいからですわ！」

「なんだ、ちゃんとなにを食わされたか分かっているじゃないか」

　コルピーは頰ほおを赤く染めたまま、ゼファーが手に持したブリトーを器用に口だけを使い食べ続ける。その姿はまるで餌え付づけされているようだった。

「は？　あんたらなにいちゃついてんの？」

「いちゃついておりませんわ！　いちゃついておりませんもの！」

　蟹かに座ざのキャルルに冷たい目で突っ込まれ、コルピーは頰張っていたブリトーをガジガジと嚙かみ切って反論した。

「あ～、理事長が私兵連れて来るって書いてある。受け入れ準備しとけだってさ」

　一方、ソファーにだらしなく寝ねそべって通達を読み直していた獅し子し座ざのジュリエットは、燻くん製せいの厚切りベーコンを寝ながら齧かじりつつ、文句を口にする。

「武力制圧されちゃうとどうしようもないかな。だってぼく、軍事部に人間相手の戦い方は教えてないんだよね。学外からクーデターの疑いかけられたくないしさ～」

　その内容は極めて物ぶつ騒そうだったが、軍事部統括の彼女は武力制圧の可能性も考こう慮りよすべきだと言っているのだろう。通達に不満そうなジュリエットは、自じ慢まんの爆ばく乳にゆうが左右に沈しずむのもお構いなしで、ごろんと仰あお向むけになって不ふ貞て寝ねしてしまった。

「そうだジュリエット、今から軍事部の連中に連れん絡らくして、やつらを夜間訓練という建前で動かせるか？　なんなら鉄道部に連絡して臨時便を出そう」

　ゼファーがそう声をかけたところ、ジュリエットは仰向けのまま体を仰け反らせて顔だけを向けてくる。会議に参加しているとも思えないぐうたらの極みだった。

「それ、うちの子たちを見くびってるのかい？　もちろんできるよ。だってぼくが鍛きたえてるんだからさ。他の部活とは群れの統率力が違ちがうんだよね～」

「なら話は早い。軍都アリオトの五千人全員を、徹てつ夜やさせてもいいから明け方までに別の都市に移動させておけ。おれが理事長なら適当な理由をでっち上げ、学都に到とう着ちやくする前に必ず軍都を包囲あるいは占せん拠きよしておく。人質を取られるのは厄やつ介かいだ」

「ゼファー君の言うとおりね。逆に、気の荒あらい軍事部が星徒会の命令を待たずに大人たちに反はん抗こうして、それをなにかの口実に利用されるというのも御ご免めん被こうむりたいもの」

「きみたち細かいところに気がつくよね。ぼくそういうとこ好きだよ～」

　早速ＳＮＳで軍事部と鉄道部に命令を伝えるジュリエット。姿勢は悪いが対応は早い彼女の姿を尻しり目めに、今度はキャルルが挙手。

「つか、そもそもの話だけど、理事長たちって全員が七十近いジジイっしょ？　ほんとにそんな、マジに野心でギラギラしてるもんなの？」

「キャルルちゃんは純真だねぇ。むしろ老い先短いお爺じいちゃんだからこそぉ、野望を手放せなくなっちゃうんだよぉ？」

「でもさ、理事長たちも昔は仲良かったわけじゃん？　初代星徒会として、大人の圧力はなかったにせよ、あーしらよりも厳しい環かん境きようで一から学園王国を建国したわけだし」

「確かに今は反目しあっているＯ・Ｂオールド・ボーイズも、若かりし現役時代は仲が良かったようだ。全員男だったこともあって、気も合っただろうからな」

「でしょ？　あーしらだって気が合うし、初代はなんで仲悪くなっちゃったワケ？」

「初代の時代には副会長がひとりいたそうだ。女性だったそうだが──」

　と、ゼファーがそう口にした瞬しゆん間かん。

「そうね。それは揉めるわね。所しよ詮せん、友情なんて脆もろいものなのよ」

「ええ。異性がひとり交じると瓦が解かいするのは当然ですわ」

「ぼくらも他人事じゃないんじゃないかな～」

「は？　その程度で友情が壊こわれるとかありえないし！」

「でもでもぉ、ＳＮＳで他の生徒会長たちも激辛コメント出してるよぉ？」

　突とつ如じよとして五人の生徒会長たちがやいやいと騒さわぎ始め、収拾がつかなくなる。

「……話を続けていいか？」

　咳せき払ばらいを交えてゼファーがジト目で念押しし、ようやく全員黙だまった。

「初代たちの仲が決定的に悪くなったのは──この副会長が死んだからだ」

　そして次の一言で本当に言葉を失った。

「まあ、十二人も生徒会長がいるのに副会長がひとりというのは、激務は目に見えている。おそらく過労死だろう。副会長という役職が星徒会から消しよう滅めつしたのもこのせいだ」

　そう告げた瞬間、ゼファーのもとに生徒会長たちがワッと押し寄せてきた。

「ゼファー君は死んではだめよ。絶対だめ。そんなの許さないわ」

「わたくし以外の生徒会長の命令は無視して良いですわ！」

「ぼくといっしょにごろごろだらだらしてようよ～」

「疲つかれたときは肩かたくらい揉んであげるし？」

「お金くれたらお仕事代わるよぉ？」

「ええい貴様ら群がって来るな！　纏まとわりつくな！　学園王たるこのおれがパシリ程度で死ぬはずがなかろう！　そんな不安そうな顔をするな！」

　またしても話の腰こしを折られ、憤慨するゼファー。

　その姿には食堂のお姉さんも苦笑いだ。

「んもー、モテる男はつらいなー」

「姐あねさんは黙ってろ！　このダブり大先せん輩ぱい！」

　言いながら、ゼファーは自分にしがみついている少女たちを振ふり払はらって一言。

「とりあえず理事長どもが不仲なのは分かっただろう！　会議の流れを元に戻もどせ！」

「そうね」

　真っ先に切り替かえたのはやはりシトゥラ。クールさは生徒会長随ずい一いちだ。

「これはあくまで推論だけど、他の理事長たちがヴァーミリオン卿きようを失しつ脚きやくさせる機会を窺うかがっているのは間ま違ちがいないと思うわ。ヴァーミリオン卿に学園王国を乗っ取れる手段があるとしても、他の理事長たちがわたしたちに最終的に期待しているのは『今の星徒会では彼の野望を止められません。助けてください』と泣きつくことなのよ」

「それはまた、独立など夢のまた夢のような結論だな」

「本気で独立を考えるのでしたら、足りないものが多すぎますわ」

　経済力。軍事力。純じゆん粋すいな国力。数え始めるとキリがない。

　と、不意にそのとき。

「一番足りないのはぁ、やっぱりお金かなぁ？」

　ピスケットが言った。

　途と端たん、周囲の冷たい視線が彼女に突き刺ささる。が、ピスケットはめげない。

「いやいや、お金は大切だよぉ？　もちろんそれはわっちが推し進めていた税制導入なんかじゃ賄まかなえるものじゃなくてぇ──あ、これは額じゃなくて質の問題。学内紙し幣へいなんて、いつ紙かみ屑くずになってもおかしくない、子どものオモチャのお金でしかないんだよぉ？」

　学園王国で使われている通貨は学内紙幣だ。

　もちろん学内紙幣で物を購こう入にゆうできるのは、学園王国の中でだけ。星徒会が学外政府相手に貿易や融ゆう資しで獲かく得とくしている物資などは、学内紙幣で購入しているわけではない。

「学外政府と渡り合うには、大人たちの世界で通用する本物のお金が必要だよぉ。そう、万国共通の『外貨』がねぇ。本物のお金がないうちはぁ、わっちらのやってる学園王国の国家運営なんて結局はごっこ遊び」

　次第にピスケットの声は熱を帯びていく。

　自身の言うところのごっこ遊びのお金稼かせぎに夢中の少女の発言とは思えないが、しかし、ピスケットの口にする金の話は凄味があった。

「だけど本物のお金さえあればぁ、国庫を外貨で満たして、学外相手でもお金を武器に対等に渡り合えるようになるよぉ。そうして外貨はさらなる外貨を獲得し続けるためにぃ、外交、貿易、投資、そして戦争に使い続ける。炎ほのおに薪まきをくべるように、止まったら破は滅めつする道を進む、それが独立」

　ピスケットは、外貨が学園王国独立のための燃料となることを分かっているのだ。

　単に金に対する嗅きゆう覚かくがそうさせるのか、もしくは真に若者たちの自立と学園王国の自治独立を願っているのか、それはおそらく彼女自身よく分かっていないだろう。

　──関係ねぇ。金稼ぎてぇ。

　少なくとも彼女の笑顔にはそう書いてあった。

「金なら、外貨ならある」

　そんな中、ゼファーが口を開いた。

「おれはなにも、星徒会を追放された嫌いやがらせで闇本ブラツクコミツク市場マーケツトを始めとした校則違い反はんを続けていたわけではない。たとえば、学園王国で採れる葡ぶ萄どうは上質で、ワインを密造すれば学外の大人たちに高値で売れる。そうすれば大量の外貨が獲得できる」

　彼の言葉に、居合わせた面々の顔にも驚おどろきが浮うかぶ。

「もちろんブローカー稼か業ぎようで荒あら稼かせぎするだけでは学外の信用を失い、いつか危険視される。ピスケなら分かるだろうが、商売の基本は両者の充じゆう足そくだ。だからおれは学園王国の特産物を学外に横流しする代わりに、学外の漫まん画が本ぼんや化け粧しよう品といった禁制品を密輸し、向こうの顔も立てた。そして禁制品は学園王国で売りさばき、学内紙幣を稼いで、それを密造酒の製造を始めとした数々の裏事業の運転資金に充あてた。そうすれば──」

「外貨は雪だるま式に増えていく。商売の基本だよねぇ」

　ピスケット以外の生徒会長たちは、ものの見事に言葉を失っていた。

　特に風紀部として校則違反の取り締しまりを行ってきたコルピーは、今までの違反の全てが独立を見み据すえたゼファーの資金調達だったことを知り、絶句してしまっている。

「だから、外貨はある」

「だよねだよねぇ！　あはっ、やっぱりゼファーちゃんなら持ってるって思ってたよぉ！　元手金さえあればぁ、わっちがいくらでもいっぱいにしてあげる！」

　水を得た魚のように瞳ひとみを輝かがやかせ、天使の笑顔でピスケットは言った。

「まったく。おれの金を使わせろと顔に書いてあるぞ、ピスケ」

　ゼファーも不敵に笑い、彼女へと外貨の隠かくし倉庫の鍵かぎを放り投げる。

「外貨があれば、本当に理事会に泣きつくことなく彼らを動かせるの？」

　シトゥラは、息の合ったふたりの様子を少なからず羨うらやましげに見つつ、問いかけた。

「もっちろんだよぉ。だってそれは外交でもなければ従属でもない、そう、商談だもん。商談なら、どんな大人が相手でもわっちは絶対に損を出さない。人の道は踏ふみ外しても、お金の使い道は外さない自信があるよぉ！」

「いや人の道は踏み外すなよ」

　ゼファーに突つっ込こまれてもどこ吹ふく風で聞き流すピスケット。

「しかし、理事会を動かすとなると、それでも金が足りるかどうか」

「だいじょうぶだいじょうぶぅ。わっちのポケットマネーもあるから。今年の生徒会長はみんな評判高くて写真集は学外でも飛ぶように売れたよぉ。やっぱり美少女はお金になるよねぇ。あーあ、水着写真集が出せてたらもっとお金貯まってたんだけどなぁ」

「つか、ピスケあんた、そのためにあーしらの水着写真集出そうとしてたの？」

「はいな。お金のためなら人の道を踏み外すくらい、やって当然やらせて当然だよぉ？」

「いやだから人の道は踏み外すなと言っとろうが」

　ゼファーの言葉に、その場の生徒会長たちもうんうんと力強く頷うなずいた。
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　ヴァーミリオンの到着は明日の昼過ぎの予定だ。

　結局のところ、彼がいかにして学園王国を乗っ取るつもりなのか判明していない現状、断片的な情報と推測で本番に臨むしかない。それでなくとも第八号エイスの件が未解決だ。そのため会議は、基本的には決定打となる打開策のないまま終わらざるを得なかった。

「ゼファー君は下層まで降りる必要があるのだから、気をつけて頂ちよう戴だいね」

　夜の十二時を過ぎた別れ際、シトゥラはゼファーに言った。

「あと、他の生徒会長たちにもくれぐれも気をつけて。ちゃんと無事に帰るのよ。途と中ちゆうで部屋に誘さそわれても絶対について行ってはだめよ？」

　生徒会長たちの屋や敷しきは黄道十二星座順に環かん状じように並んでいる。そのため水みず瓶がめ座ざや魚うお座ざは他と別方向なのだ。シトゥラはゼファーの身を案じ延々と念押しを続けていたのだが、ピスケットと食堂のお姉さんに連れられ、ずるずると引きずられて帰って行った。

　対して、シトゥラたちの帰路と逆方向に、双ふた子ご座ざの次に蟹かに座ざ、獅し子し座ざ、乙女おとめ座ざと続く。キャルル、ジュリエット、そして、またもや寝ね落ちしてしまったコルピーを負ぶったゼファーは、シトゥラたちとは反対方向の帰り道へと向かった。

「む、胸が当たる……」

　背中に密着するコルピーの巨きよ乳にゆうの感かん触しよくに、赤面症しようのように顔が真っ赤になってしまっているゼファーだったが、幸いにも夜の暗がりのおかげで周囲にはバレていなかった。

「ゼファー、あんたどうするの？」

「ここからだと遠いが、コルピーを蠍さそり座ざの屋敷まで運ばなければなるまい。心配するな、おれひとりで負ぶって行くさ」

「は？　心配するし。つか、寝てる女の子預けてふたりきりにさせられるワケないし」

「あ～、だったら蠍座さまスコーピオは蟹座さまキヤンサーの部屋に泊とめてあげたらどうかな～？」

「それマジ名案だし。獅子座さまリオもたまにはいいこと言うじゃん」

「ぼく、いつもいいこと言うよ～？」

　素直なことにキャルルはジュリエットに言われたとおり、寝ね入いったコルピーを自分の部屋で預かることに決めたようだ。

　蟹座の屋敷に到とう着ちやくし、コルピーがゼファーの背にギュッとしがみ付いて離はなれないというハプニングがあったものの、どうにか彼女をキャルルに任せて別れることができた。

　そして夜の帰り道、ゼファーとジュリエットのふたりが残される。

「ゼファーもさ、ここから下層まで降りるのめんどくさいよね、良かったらぼくのおうちに泊まっていきなよ。ね、どうだい？」

　途端、瞳をまるで夜行性の獣けもののように輝かせ、今度はジュリエットが背後からゼファーに抱だきついてきた。

「朝帰りなどしたらセフィーの機き嫌げんを損ねるだろう。だから遠えん慮りよする」

「ええ～、ぼくゼファーといっしょにごろごろして遊びたいのに……」

　だが、ジュリエットの爆ばく乳にゆうを押し当てられても、ゼファーはビクともしなかった。

　なにせ今朝──

『なあセフィー。きのうジュリエットがおれの膝ひざの上に座って、胸の谷間を見せ付けるように迫せまって来たんだが、これはもしかしておれに惚ほれているのでは？』

『それは違ちがいます。また思い上がりです。兄くんは女の子をまだまだ甘く見すぎですね。だって彼女、大型の猫ねこみたいなものですよね。猫って気まぐれな生き物じゃないですか。男心を弄もてあそんで楽しんでいるだけです。はい兄くんそこに正座してください』

『おいセフィー。膝の上に座られると正座できないんだが』

　──という会話が繰くり広げられ、猛もう省せいを促うながされたばかりだ。

「ジュリエット、貴様も早く家に帰って寝ろ」

「きみってやつはちっとも女心が分かってない。ぼくちょっと不ふ機き嫌げん」

「セフィーにもよくそう言われている。なにが女心だ。男心を弄ぶやつの言うことか」

「え～。ゼファーのことは弄んでないよ～。むしろぞっこんだよ～？」

「フン、そもそもの惚れられる心当たりがないというのだ」

　その手には乗らないとばかりにジュリエットの誘ゆう惑わくを突っぱね、断固言い切るゼファー。

「ひどいな～。ぼく、あの日ゼファーに助けられてから、ずっときみにベタ惚れで、ラブラブになる機会を狙ねらってるんだぞ～？」

　ジュリエットの瞳が微かすかに細められる。口調とは裏腹に、その面持ちは真しん剣けんだ。

「……おれが貴様を助けたことなどあったか？　心当たりすらない冗じよう談だんに付き合っている場合でもあるまい。ともかく今は明日に備えてさっさと寝ろ」

　だがゼファーは問答無用とばかりに彼女を屋敷に放り込んだ。最後までジュリエットは、不本意に檻おりに入れられた肉食の猛もう獣じゆうのように、不ふ貞て腐くされたままだった。

　そうしてようやくひとりになると、セフィーの待つ下層エリアに戻もどろうとし──

　ふと、ポケットに手を突っ込んだところで気づいた。そこには、放課後にニアが落としたチョコレートの小包が入ったままだったのだ。ちょうど獅子座の隣となりが乙女座の屋敷だ。この時間なら彼女も帰宅しているだろうし、昼間はチョコを食べたがっていたはず。

　そう思うと、自然とゼファーの足はニアのもとへと向けられた。

「まあ、玄げん関かんに置いておけばいいだろう」

　女子の部屋を訪ねに行ける時間帯ではなかったが、声をかけさえしなければいいだろうとゼファーは軽く考え、ついでの寄り道程度の感覚で乙女座の屋敷に辿たどり着く。

　そして玄関にチョコの小包を置こうとした、そのとき。

「──せんぱい！」

　不意に頭上から声がかけられた。

　見上げれば、月の浮かんだ夜空とともに、二階の天窓から大きく身を乗り出したニアの姿があった。星明かりに真しん珠じゆ色の髪かみが輝いて、どこか幻げん想そう的だ。

「お、おう。別に怪あやしい者ではない。お前が忘れていったチョコを届けに来ただけだ」

　なんと声をかけるべきか、咄とつ嗟さにはゼファーも分からなかった。

　それはそうだ。孤こ児じ院いんで育てられたニアからすれば、十三年間、会うどころか存在を知らされもしなかった家族が、明日学園王国まで会いに来るのだから。

　そして、決して感動の再会のために会いに来るわけではないのだから。

　嬉うれしさもあるだろう。怒いかりもあるだろう。血の繫つながった自分の家族を最後まで信じたいと思う気持ちもあるだろう──と、ゼファーが逡しゆん巡じゆんしていた、その矢先。

「これ見てください、せんぱい！　あたしのおじじ、昔はめちゃくちゃイケメンじゃないですか！　そういうの早く教えてくださいよね！」

　どこから見つけてきたのか、少年時代の初代星徒会の集合写真を手に、ニアは真夜中だというのに声を張り上げてそう叫さけんだのだ。

「……まったく。あいつめ、空元気を見せびらかしおって」

　これにはゼファーも一いつ瞬しゆん呆あきれたものの、頭上のニアの瞳が赤く充じゆう血けつしたままであることにすぐに気づいた。

「せんぱーい、聞いてますかー、見えてますかー？　ほらほらー、やっぱりあたし将来はすっごい美人になりますよこれー！　どうだ、ざまーみやがりー！」

　先ほどまで部屋に閉じこもって泣き腫はらしていたはずの少女は、憧あこがれの先せん輩ぱいに恰かつ好こう悪いところを見せたくなかったのだろう。だからこうして健気な強がりを見せている。

　泣き顔から、お得意の百面相で、笑顔に一転させて──

「寝る前に食うなら、歯は磨みがきを忘れるなよ！」

　ニアの目の腫れを見なかったことにし、ゼファーはチョコの小包を放り投げた。

「なっ！　こんなに可愛い十三歳の乙女おとめに対していくらなんでも子ども扱あつかいが過ぎます！　言っときますけど、あたし、シトゥラ先輩以上の超ちよう美人になっちゃいますから！　そのときになって今夜の子ども扱いを悔くいたって、もう遅おそいんですからねー！」

「このたわけ！　明日も早いんだ、さっさと寝ろ！」

　そして、天窓から身を乗り出していたニアが華か麗れいに小包をキャッチする瞬しゆん間かんを見届けると、ゼファーはそれだけ伝えて背中を向けた。

「よい子だから寝ますよーだ！　せんぱいもおやすみなさーい！」

　将来美人になってもこれだけうるさければ嫁よめの貰もらい手には困るだろうな、と、まだ聞こえてくる背後の声に対して、ゼファーは軽く手だけを振ふってやった。








第六章　これからの若者たちの大舞台Glory Days









　初代乙女座さまヴアルゴにして十二人の理事長のひとり、ヴァーミリオン卿きよう。

　彼は通達どおり、翌日の昼過ぎに数百人もの私兵を引き連れ、学都ポラリスに到着した。学都の入り口で一行を出で迎むかえたゼファーと生徒会長たちはもちろん、学都に住まう全ての生徒たちが、初めて目にする理事長の姿を見、そして困こん惑わくしていた。

　──その、あまりに異様な姿に。

『初めまして生徒諸君。僕が十二人の理事長のひとり、ヴァーミリオンだ』

　髑どく髏ろを模した仮面兜かぶとの奥から、メタルヴォイスめいた声がくぐもって聞こえてくる。

　ヴァーミリオンは齢よわい七十の老人のものとは思えないほどの壮そう健けんな体たい軀くを、学星服と同じ魔ま術じゆつ宝玉をあしらった全身鎧よろいで武装し、頭部を奇き怪かいな髑髏の兜で完全に覆おおっていたのだ。

『そしてこちらは知った顔だろうと思う。卒業してまだ一カ月しか経っていないからね。先代乙女座さまヴアルゴにして我が孫まご娘むすめ、ニルヴァーナだ』

　理事長は、背後の私兵たちの中から、ひとりの男装の麗れい人じんを紹しよう介かいした。

　銀ぎん髪ぱつのショートヘアが良く似合う、鋭えい利りな美び貌ぼうを持つ美女だ。卒業生であるにもかかわらず、ニルヴァーナは去年まで自身が着用していた詰つめ襟えりの三ツ星学星服に袖そでを通していた。つまり、祖父ともども破格の魔術附ふ与よが為なされた戦せん闘とう服を着用しているわけだ。

「久しぶりだな。後こう輩はいたち」

　先代乙女座さまヴアルゴのニルヴァーナにとって、今の生徒会長たちは大半が見知った顔だろう。彼女は、生徒会長たちに交じって出迎えの場に出席しているゼファーへと視線を巡めぐらせた。

　同時に、ゼファーも強い眼差しを返し、受けて立つ。

　最早それは睨にらみ合いに近かったが、ゼファーからすれば目の前の麗人は自分が星徒会を不ふ遇ぐうに追い出された元げん凶きようとも言うべき相手だ。隣にいるシトゥラから肘ひじで突つつかれて無言の注意を受けたところで、睨みつけるなというほうが無理だろう。

「ゼファー・アゾット。副会長という役職を無断で復活させ、星徒会に復帰したという情報は理事会でも摑つかんでいる。隠かくれず堂々と出てきたことは称しよう賛さんしておこう」

『そうか。君が副会長のゼファー・アゾット君だね』

　孫娘の言葉を遮さえぎって、ヴァーミリオンが一歩前に進んでゼファーの前に近寄った。

『帯たい剣けんしているその柄つかは、蛇へび遣つかい座ざの星せい賜し剣けんか。蛇遣座で、そのうえ副会長。懐なつかしい……実に懐かしい。彼女もその剣けんを持っていたんだ』

「……彼女というのは、初代星徒会の副会長のことか？」

　ヴァーミリオンの呟つぶやきに対し、ゼファーは言った。

「ゼファー・アゾット。理事長相手だぞ、口のきき方を弁わきまえろ」

『構わないよ、ニルヴァーナ。大人に反はん抗こう心を抱かない若者などむしろクズだ。僕や他の理事長たちも若い頃ころはいつも、地球を去った大人たちを殺したいほど憎にくんでいたよ』

「……申し訳ありません、おじい様」

『嗚あ呼あ、それにしても懐かしい。実に数十年ぶりに目にする、我が学都ポラリスの光景だ。本当に懐かしい。こうして目にしているだけで、他の生徒会長たちや彼女とともに育んだ青春の日々の記き憶おくが甦よみがえるかのようだ』

　学都に今も残る星船のオブジェへと兜の奥の眼差しを向けながら、ヴァーミリオンは感極まった様子で打ち震ふるえている。

『孫娘が気を悪くさせてしまったのならすまない。後でいかようにも詫わびさせよう』

　そして、ヴァーミリオンはゼファーに対し握あく手しゆを求めてきた。

『僕は他の理事長どもと違って、いつまでも若者の心を忘れていないつもりだよ。男同士、君にも分かるだろう。男は何歳になっても心は少年のままなんだ』

「──確かにそれはそうだろう」

　その鋼鉄に覆われた手を握にぎり返しながら、ゼファーは言う。

「だが貴様ら老人が少年だった頃の『若者』と、今を生きる『若者』は、似て非なる者だ。時代も、価値観も、主義主張も、夢中になった流行さえ違ちがう。心は同じ若者のつもりでも、そこには絶望的なまでの隔へだたりがある」

　いっしょにするな──暗にそう宣告して、ヴァーミリオンを睨みつけた。

　なぜゼファーは敵意を剝むき出しにしているのか。その理由は明白だ。

「おれに挨あい拶さつするより先に、そして学都の景色を懐かしむより先に、貴様はやらなければならないことがあるはずだ」

　ゼファーはそう言ってヴァーミリオンの手を振りほどき、先ほどからずっと自分の背後に隠れていたニアへと目を向けた。

『嗚あ呼あ、そうだったね──。初めまして、ヴァージニア』

　まるで孫娘のことを純じゆん粋すいに忘れていたような、完全に失念していた様子の物言いとともに、ヴァーミリオンはようやくニアと向き直る。

　対してニアは生まれて初めて目にする祖父の姿に委縮してしまっていた。もしかしたら、学園王国の乗っ取りなどという企たくらみはゼファーの妄もう想そうで、純粋に生き別れの家族に会いに来てくれたのかもと、心のどこかでは最後まで期待していたのかもしれない。

　だが、祖父であるヴァーミリオンの異様な髑髏の顔と鎧姿を見て。彼が引き連れてきた、三ツ星姿のニルヴァーナや、二ツ星級の着衣を身に纏まとった数百人の私兵たちの姿を見て。

　そして──今朝方に無人の軍都アリオトが占せん拠きよされたという報を聞かされて。

　そこまでされて、まだ目の前の男のことを素直に信じられるほど、ニアは愚おろかではなかった。

『ヴァージニア。感動の再会なのだから、抱だき締しめてあげようか？』

「あー、ちょっと結構です。若い頃のイケおじじならアリでしたけど、そんな悪者の親玉みたいな鎧姿で抱き締められても、たぶん痛いだけなので！」

　だから彼女は、内心ざまーみやがりと思いつつ、祖父の好意を足あし蹴げにした。
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　ヴァーミリオンはふたりの孫娘とゼファーを連れ、星徒会本部の執しつ務む室へと向かった。

　対してシトゥラを始めとした他の生徒会長たちは、卒業生であるヴァーミリオン配下の私兵たちを案内するという名目のもと、学都の各所に分断されてしまっていた。

「おかしいわね」

　三人組のグループに振り分けられたシトゥラは、訝いぶかしげにそう言った。

「確かに、彼らの狙ねらいが分かりませんわ」

「ええ～？　どういうこと？」

　その言葉に反応したのは、彼女と組まされたコルピーとジュリエットだ。

「わたしたちを警けい戒かいして分断するのは理解できるわ。でもそれなら、星賜剣を取り上げて三ツ星学星服も脱ぬがせてしまったほうがさらに確実よ。もちろん何かしらの理由があっても従ういわれはないけれど、かといってなにも言ってこないのは解げせないわ」

「ですわね。いくら派は閥ばつの違う者同士とはいえ、理事長からしてみれば、いつ反抗するかも分からない危険分子を武装させたまま手元に置いているわけですもの」

「なるほど～。それなら確かに脱がせちゃったほうが面めん倒どうもないよね」

「もしかして、学内機密扱いの第八号エイスの件をすでに知っているのかしら」

　三人は背後の大人たちに聞かれないよう、声を潜ひそめて小声で会話する。

「それはそうと、蠍座さまスコーピオ。あなた、昨晩はゼファー君に負ぶわれて帰ったでしょう？　屋や敷しきに着いた後になにか変なことはなかったでしょうね？」

「わたくしがゼファーさんに……？　なんのことですの？　まるで記憶にありませんわ。そもそもわたくし、昨夜はキャルルさんのお部屋に泊とまりましたのよ」

「……ということはつまり、そこから先の帰り道は、ゼファー君と獅子座さまリオがふたりきりだったということ？」

　シトゥラとコルピーは同時にジュリエットへと疑いの眼差しを向けた。

「やだな～、そんな目で見ないでよ～。なにもなかったよ？　ぼくも誘さそったけどゼファーはお泊まりしてくれなかったからさ～」

「あら。誘ったというだけで万死に値するのよ？」

　三人は卒業生の案内をさせられていることも忘れた様子で、普ふ段だんのようにいがみ合う。

「お前たち、自分たちの置かれている状じよう況きようが分かっていないのか」

　そのとき、シトゥラたちと同行している私兵たちの部隊長と思おぼしき年配の男が、苛いら立だちとともに背後から声をかけてきた。

「私が役員を務めていた頃の星徒会は、もっと質しつ実じつ剛ごう健けんだったぞ」

　偉えらぶった口調で男が言う。しかし──

「役員？　そんな遠回しな言い方じゃなく、歴代生徒会長ならそう言えばいいのに」

「口に出して威い張ばれる役職ではありませんのよ。きっとヒラですわ」

「ヒラか～、まあヒラじゃなかったとしても興味ないかな～」

　たった一言の失言から男の虚きよ勢せいを見破った三人は、存分にその顔に泥どろを塗ぬりたくった。

　恥はじをかかされた年配の男は現役の生徒会長たちを睨みつけたが、美貌もスタイルもいうことなしの彼女らの容姿を見、すぐに口元に嫌いやらしい笑みを浮うかべる。

「学生時代にどれだけ偉かろうと、その肩かた書がきを大人の社会でも通用させたければ、今のうちから我々に媚こびを売っておいて損はないぞ」

　彼はシトゥラ、コルピー、ジュリエットを順々に値ね踏ぶみしていく。

「聞けば、水みず瓶がめ座ざのお前と蠍さそり座ざのお前は、星徒会の会議でも頻ひん繁ぱんに衝しよう突とつしているそうだな。仲が悪く、いつも意見が割れているそうじゃないか。子どもの喧けん嘩かにしても幼よう稚ちが過ぎる。そんな小こ娘むすめどもが学園の代表とは、この国の将来が心配だな」

　そして嘲あざけるように言った。

「ヴァーミリオン卿の側近である私のコネがあれば、どちらか片方の意見だけを必ず通るようにすることもできるのだぞ？　卒業後も私の専属秘書として順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな社会的地位を保証してやろうじゃないか。どうだ？　立候補するなら早い者勝ちだが」

「質実剛健が聞いて呆あきれますわね」

　下げ卑びた提案を口にする男の言葉を、コルピーは鼻で笑って遮った。

　もし彼女の高飛車な嘲ちよう笑しようがあと少しでも遅おそければ、隣となりで冷気のような怒ど気きを放っていたシトゥラがなにをするか分からなかったことだろう。

　しかし男は、そんなシトゥラの凍こごえるほどの怒いかりにも気づかず、自分に挑いどみかかってきたコルピーの突き出された胸元に視線を落とし、陰いん湿しつに笑う。

「私は生意気な女を躾しつけるのが得意でな」

「まあ。それは楽しみですわ」

　男の挑ちよう発はつをコルピーは余よ裕ゆうを持って受け流し、一いつ触しよく即そく発はつの事態は一いつ旦たんそこで終わった。

　というのも部下たちの見世物になっていたことに今さら気づいた男が、苛立ちの矛ほこ先さきを部下へと変えたのだ。その光景を見、コルピーもシトゥラの隣に戻もどる。

「シトゥラさん。蜂ほう起きはゼファーさんの合図を待ってからと言ったのはあなたですわよね。そのあなたがあの程度の男の挑発で逆上してどうするつもりですの？　向こうはこちらが暴発して恰かつ好こうの口実ができるのを待っているんですのよ？」

　コルピーは犬けん猿えんの仲であるはずのシトゥラを名前で呼び、冷静に自制を促うながした。

「というかあいつ途と中ちゆうからぼくのこと無視してない？　あの程度のオスじゃ手に負えないって本能的に気づいたのは評価してあげるけど、ぼくに失礼じゃない？」

「わたしだって手に余る女よ。それにゼファー君以外の男のモノになるつもりはないわ」

「それはそうなんだけどさ～」

「獅子座さまリオ……同意したということは、もしかしてあなたもそのつもりなの？」

「え～？　あ、今の失言だったかな～？」

　そうしてシトゥラの矛先もジュリエットへと向いてしまった。

「……本当に、楽しみが増えましたわね」

　最後にコルピーは、今も威張り散らしている年配の男の姿をチラリと盗ぬすみ見し、先ほど口にした通り、密ひそやかな愉ゆ悦えつを見つけたように艶えん然ぜんとほほえんだ。
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　星徒会本部に足を踏ふみ入れたヴァーミリオンは、室内を寂さみしげに見回した。

『執務室の内装は、これまた随ずい分ぶんと変わってしまったのだね。半世紀近くも経つのだからそれも仕方ないか。僕が愛用していたソファーも新品になってしまったのか……』

　部屋の中央へと兜かぶとの奥の眼差しを向け、かつての生徒会長はため息をこぼす。

『そこで僕と彼女が隣となり合って座っていると、よく初代射手座さまサジタリアスが割り込んできてね。僕と彼は相性が最悪だった。いや、過去形はおかしいな。今も最悪だ。今回の訪問許可も彼が最後まで出し渋しぶっていた。本当に、さっさと死ぬといいよあのクソジジイは』

　兜の上から頭をガリガリと搔かき毟むしり、ヴァーミリオンは腹立たしげに呟いた。

「……五十年前のソファーが今も使われているわけがないだろう。おれたちは老人の思い出話を聞かされるために呼ばれたのか？」

『それはすまない。歳を取ると感傷に浸ひたることが多くなってしまってね。用件はもちろん別にあるとも。君たちが賢けん明めいな判断を下してくれるなら、むしろ僕は最大の協力者になれるだろう。ともに手を取り合い、肩かたを並べて戦うつもりだってあるのだからね』

「ともに戦うだと？」

「それって、学外の他の理事長たちとってことですか？」

『その必要もあるだろう。かつては良き理解者だったが、彼らは老いて変わってしまった。若々しい頃ころの綺き羅ら星ぼしの如ごとき輝かがやきは彼らにはもうない。燃もえ尽つきた星ほし屑くずのようだ』

　ゼファーとニアの問いかけに、ヴァーミリオンは重々しく頷うなずき、言葉を続ける。

『しかしそれだけではない。我々人類の最大の敵は、やはり宇宙怪獣メガテリオンなのだから』

「貴様が、おれたちとともに宇宙怪獣メガテリオンと──？」

　思わぬ言葉に、まさか第八号エイスの存在を示し唆さしているのかと、ゼファーの胸の内に疑問が生じる。

『戸と惑まどうのも無理はない。詳くわしく説明してあげよう。その前にニルヴァーナ、君はお茶を淹いれてきなさい。僕だけでなく三人分だ』

　執務室のソファーに大きく腰こしを下ろし、ヴァーミリオンは対面にゼファーとニアを座らせた。小間使いにされたニルヴァーナはティーカップを用意し、不慣れな様子で人数分のお茶を用意しに部屋の外へと向かう。

　その背中を黙だまって見送りながら、ゼファーは忌いま々いましげにため息をこぼした。

「あれがおれを追放した女か？　去年に比べて随分と背中が小さく見える気がするな」

「せんぱいが尊大すぎるだけでは？」

「当然だ。おれより尊大な男がこの地球にいてたまるか。つまりそう考えれば、おれがさらに偉い大だいになったことで相対的にあの女が小さく見えたわけだ」

『ははは。大怪獣クラスを単身撃げき破はした男が言うとあながち妄ぼう言げんとも思えないな。だからこそ僕は君を買っているんだ』

　ヴァーミリオンを威い嚇かくするように威張ってみせたゼファーだったが、大人たちの政治の世界を生き抜ぬく百ひやく戦せん錬れん磨まの老人には容た易やすく見破られ、その虚勢を看破されてしまう。

　まるで得体の知れない怪かい物ぶつを相手取っている気分だ。

　しばらくし、ニルヴァーナが人数分の飲み物を持って帰ってきた。

　彼女のせいで追放処分になったことを根に持っているゼファーは、ひと口飲んで少しでも不味まずかったら必ず文句を言ってやろうと、その中身を豪ごう快かいに飲み干す。

「不味い！」

「不味いです！」

『本当に不味いじゃないか。もう一度淹れ直してきなさい』

　想像以上に不味かったので、三人同時に文句が出た。

「……も、申し訳ありません、おじい様。なにせ去年まで生徒会長で、自分でお茶を淹れることなどありませんでしたので」

「そういうとこだぞ」

　うげーと舌を出していたニアにそう言われ、ニルヴァーナは羞しゆう恥ちに顔を歪ゆがめる。

「その点あたしはですね、他の生徒会長さんたちにお茶淹れたことあるんで！　シトゥラ先せん輩ぱいに美味おいしい淹れ方を教えてもらったんで！」

『そうか。ヴァージニアは出来が良い娘むすめだ。僕も鼻が高いよ』

「あ、おじじが鼻を高くする必要はありませんから。あたしを育ててくれたのは孤こ児じ院いんのばっちゃと学園王国なので」

『これは手厳しいな。孫に言われると息子や娘に𠮟しかられるより堪こたえる』

「だって、孫まご娘むすめとの感動の再会で、兜を外して素顔を見せられないようなおじじ、別に仲良くしたいとか思わないんで！」

　見ているゼファーが気持ち良くなるくらい、ずけずけとものを言うニア。

『すまないが、この兜はもう外せないんだよ。永遠にね』

　だが、孫娘の言葉に対し、ヴァーミリオンは哀かなしげに首を横に振ふった。

『この兜はただの兜ではない。僕の顔に張りつき、すでに同化してしまっているんだ』

　言われ、ようやくゼファーもニアも気づいた。

　先ほどヴァーミリオンが、兜を外さないままティーカップを傾けていたことに。

『ほらね』

　手にしたカップをソーサーに置き、ヴァーミリオンは歯は茎ぐきを見せて笑う。髑どく髏ろを象かたどった仮面ごと、その口元が笑みを浮かべていた。

『僕の顔を完全に覆おおっているこの兜は、ハデスの兜と名づけられた不死幇助神具エリユシオンのひとつなんだよ。装着者を不死の存在へと近づける、魔ま術じゆつの秘奥が施ほどこされた逸いつ品ぴんだ』

「不死幇助神具エリユシオンだと……？」

『そうとも。大怪獣クラスの宇宙怪獣メガテリオンの核かくを材料にして造られた、人を宇宙怪獣メガテリオンと同等の生物へと進化させる、星賜剣を超こえる魔術兵装だよ。僕の知る限りでは、初代獅子座さまリオがネメアの獅し子し衣ごろもを、初代水瓶座さまアクエリアスがネクタルの水みず瓶がめを所持しているのは間ま違ちがいない。もしかすれば他の連中も隠かくし持っているかもしれないね』

　絶句するゼファーとニアの間近に、兜と同化した髑髏面を近づけ、すでに人とは呼べなくなってしまった老人は言葉を続けた。

『そこでだ、ゼファー・アゾット。今後襲しゆう来らいする全ての宇宙怪獣メガテリオンと、腐ふ敗はいした他の理事長たちを倒たおすため、第七号セブンスを屠ほふった君の力が僕は欲しい。だから僕の血族に加わってくれ。孫娘のニルヴァーナをくれてやろう。君にとっては憎にくい女だろうが、犯してやりたいのなら好きに組み敷しけばいい。それとも、幼いほうが好みならヴァージニアでも構わないよ。どちらと契ちぎろうと、君が僕の身内になることが大切なのだから』

　ヴァーミリオンは強くゼファーの手を取り、熱に浮うかされた様子でなおも喋しやべり続ける。

　泣き出しそうな顔をしたニア、そして屈くつ辱じよくに耐たえて唇くちびるを嚙かみ締しめるニルヴァーナ、そんな孫娘たちの気持ちを意に介かいした様子などまるでなかった。

「貴様という男は──」

『そして僕は学園王国の学園長となり、全身全ぜん霊れいをかけて君たちを守り、ともに大怪獣の核を集めてさらに多くの不死幇助神具エリユシオンを造りだそう。それで我が不死は完かん璧ぺきなものとなり、僕は地球を統すべ、五十年前に旅立てなかった大宇宙へといつの日にかきっと飛ひ翔しようし、あの星の海を越こえて、僕たちを置き去りにして旅立って行った百億の大人たちをひとり残らず皆みな殺ごろしにしてやるのだッッッ!!』

　──狂くるっている。

　老害、老ろう醜しゆうという言葉すら生ぬるい。眼前の老人は狂きよう気きに取り憑つかれた怪物だ。

　半世紀前の若者たちを地球に置き去りにした当時の大人たちなど、とうに寿じゆ命みようを迎むかえた者が大半で、そう多くは生き残っているはずがないだろうに。

「……貴様、そんな妄言を吐はくためにわざわざ学園王国までやって来たのか。貴様に手を貸すくらいなら、他の理事長の誰だれかと組んだほうがまだマシだ。そもそもやつらが貴様の愚ぐ行こうを黙って見過ごすはずがない」

『そのためにきょうのこの日を待っていたのだ！　ヴァージニアが生徒会長として選ばれ、宇宙怪獣メガテリオンを倒しその実力が本物であると証明され、僕が大手を振って学園王国に帰るためのお膳ぜん立だてが整う日を！　僕が再び、星賜剣を手にするその日を！』

「きゃ、やめっ──」

　ヴァーミリオンの鋼に覆われた腕うでが伸のび、ニアの華きや奢しやな体を摑つかみ上げ、彼女の持っていた乙女おとめ座ざの星賜剣を奪うばった。

「やめろ！　なにを考えている！　とうに十代ではなくなった今の貴様が星賜剣を使おうとすることこそ、貴様が老いて鈍にぶった証だ！　そもそもその決まりを作った張本人こそが貴様らＯ・Ｂオールド・ボーイズだろう！」

『成人を迎えた大人は星賜剣を使ってはならない、か。そういえばそんな決まりを作っていたっけ。成熟した精神が生み出す光の刃やいばは、十代の若者の未熟な精神の光の刃より強い魔ま力りよくを放ってしまうからね。そして──大怪獣クラスの宇宙怪獣メガテリオンが墜おちてくる』

「……は？」

　衝しよう撃げきの告白に、ゼファーとニアの呆あつ気けに取られた声が重なった。

『この半世紀で確認された四体の大怪獣は全て、二十歳を過ぎた者が星賜剣を起動させたせいで墜ちてきたんだ。第四号フオースも、第五号フイフスも、そして第六号シツクスもね。だから僕らは確証こそなかったものの、成人が星賜剣を使用することを禁じたんだ』

　奪った星賜剣の柄つかを愛おしげに握にぎりながら、ヴァーミリオンは言う。

『だけどその決定は間違いだった。僕の不死を完成させるには、さらなる不死幇助神具エリユシオンが必要だ。そのためにはどうしても新たな材料、つまり大怪獣が必要だったんだ。だから僕はニルヴァーナに年齢を偽らせて学園王国に入学させた』

　祖父の言葉に、ニルヴァーナが再び唇を嚙む。

『去年この子が二十歳の誕生日を密ひそかに迎えたとき、僕は乙女座の星賜剣の起動を命じた。そうして襲来したのが第七号セブンス──君が倒した第七セブンス宇宙怪獣・メガテリオン『百頭龍ラードーン』だ!!』

　多くの生徒が命を落としかけた、第七号セブンス襲来による去年の未み曾ぞ有うの大惨さん事じ──

　たった独りで死し闘とうを繰くり広げたゼファーも、偶ぐう然ぜんその場に居合わせたニアも、死んでもおかしくなかったほどの被ひ害がいだった。

　それを人じん為い的に引き起こさせた元げん凶きようが、目の前で愉ゆ快かいそうに語り続けている。

　──怒いかりで腸はらわたが煮にえくり返らないはずがない。

『他の理事長たちはなにも知らず、大怪獣の襲来には別の要因が関係しているのではと考え始めた。老人は騙だまされやすいからね。そして君を危険視し星徒会からの除名を決定した。表向きは僕も賛同し、ニルヴァーナに命じて追放処分を下させた』

「…………言いたいことはそれだけか」

『今年になって乙女座の星賜剣一式がヴァージニアを選んだ理由も、見当がついている。僕の血筋を引いていることもあるけれど、知性あるインテリジエンス魔剣・ソードたる彼らはニルヴァーナのときと同じ轍てつを踏ふまないよう、さらに年若い所有者を選ぶことにしたのだろう』

「言いたいことはそれだけかと聞いているッ！」

　ゼファーの叫さけびが、ヴァーミリオンの言葉を搔かき消した。

『言いたいこと？　あとひとつあるとも。──もう遅おそい』

　だが、ヴァーミリオンは構わず、手にした星賜剣のひとつに光の刃を煌こう々こうと灯ともらせる。

　その瞬しゆん間かん、学園王国崩ほう壊かいのタイムリミットが刻まれ始めた。

　新たな大怪獣──第八エイス宇宙怪獣・メガテリオンが降って来るのだ。

　ゼファーたちを散々悩なやませていた第八号エイス襲来の未来予知が、今まさにヴァーミリオンの手によって確定した瞬間であった。

『交こう渉しようは決けつ裂れつのようだ。困ったね……これから地球に墜ちてくる新たな大怪獣を倒すため、君や生徒会長たちの力を借りたかったのに。やはり、最後に頼たよれるのは自分だけか』

「たわけか老害！　最初から交渉にさえなっていなかったぞ！」

　そのとき、今まで沈ちん黙もくを保っていたニルヴァーナが三ツ星学星服の驚きよう異い的な身体能力をフルに発揮し、同時に音速でゼファーへと肉にく薄はく。そのまま自分の体ごとゼファーともども執しつ務む室の窓をぶち破って、一いつ瞬しゆんのうちに空中へと身を躍おどらせた。

「甘いぞゼファー。私は迂う闊かつに星賜剣を使えなかった生徒会長だったからこそ、体術だけは死にもの狂ぐるいで鍛きたえ上げてきた」

　重なり合って空に身を投げ出したまま、ゼファーの耳元で銀ぎん髪ぱつの麗れい人じんはそう言った。

　さらに彼女の手には、ヴァーミリオンがニアから奪った乙女座の星賜剣のひとつである、γ星ガンマ・賜剣ヴイルジニスポリマの柄が握られている。彼女もまた乙女座の星賜剣に選ばれた適格者だ。年齢が二十歳を越えていようとも、先ほどのヴァーミリオンと同じく、光の刃を生み出すことは可能だろう。

　ゼファーとニルヴァーナは互たがいにもつれ合って、学舎の屋上近くの星徒会本部から遥はるか真下の地上へ向かって真っ逆さまに落下していく。

　執務室に残されたニアは、ひとりでヴァーミリオンと対たい峙じせざるを得ない。

「貴様はそうやって、またおれの邪じや魔まをする気か！」

　ニルヴァーナの体術によって地上に叩たたきつけられる寸前、ゼファーは手にした星賜剣の出力を振り絞しぼり、空に星の輝かがやきを解き放って──仲間たちに合図を出した。
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　ゼファーの合図を見て真っ先に行動を起こした生徒会長は、蠍座さまスコーピオ。

　薔ば薇ら色いろの長ちよう髪はつをなびかせ、薔薇輝き石せきの如ごとき瞳ひとみを輝かせて、彼女はハイヒールの踵かかとを高く鳴らしながら、颯さつ爽そうとヴァーミリオン配下の私設軍隊へと歩み寄る。

「──全ぜん剣けん抜ばつ刀とう、百ひやつ花か繚りよう乱らんの構え」

　艶あでやかな声とともに、周囲に蠍さそり座ざの星賜剣が構えられた。

　剣けんは全て見み目め麗うるわしい細剣レイピア型。鋭するどく流りゆう麗れいな光の刃を湛たたえた剣の大半が青ブルーや青白ブルーホワイトの輝きを放っているが、一点、赤い星賜剣があった。

　まるでクローゼットからお気に入りの洋服を選ぶように、一列に整然と並んだ剣の中から蠍座さまスコーピオが選んだのがその、燦さん然ぜんと煌きらめく真紅の星の輝きを秘めた剣だった。

「参りますわよ、α星アルフア・賜剣スコルピイアンタレス！」

　蠍座の心臓部に位置する星の名を告げ、彼女は愛剣を抜ぬき放つ。

　次いで、その刀身に浮かぶ搭とう載さい魔術の呪じゆ文もんを詠えい唱しよう。

「ひらけオープン魔術の世界・ザ・ワールド、『封縛刃・ボンデージ・拘束遵守レギユレーシヨン』！」

　瞬間、アンタレスから放たれた無数の魔力の投とう刃じんが、臨戦態勢を整えようとした私兵たちを襲おそい、彼らの全身に麻ま痺ひ毒術式を蔓まん延えんさせる。

　四し肢しを封じる麻痺毒のせいで立つことも武器を構えることもできなくなった私兵たちは、次々と地に倒れ伏ふしていく。

「お待たせしましたわ。さあ、ご希望のお楽しみの時間ですわよ」

　そんな中、蠍座さまスコーピオは艶然と唇の端はしを吊つり上げ、無様に転がっている私兵たちの中からひとりの男を見つけ出した。先ほど彼女や彼女の仲間たちに下げ卑びた視線を向けた、年配の部隊長だ。

　彼もまた完全に腕も足も魔術で封じられ、すでに無抵てい抗こう状態。なんとか這はいずって逃にげようとする男の体をハイヒールの踵で踏みつけ、蠍座さまスコーピオは言う。

「ぶっ壊こわして、さしあげますわ」

　蠍さそりが尾おの毒針を掲かかげるように中指をおっ立てて、彼女はお世辞にも上品とは言えない仕草とともに、仰あお向むけに引っくり返した男の体を嗜し虐ぎやく性に溢あふれた眼差しで見下ろした。

「シャウラ、『視覚封殺ビジユアルシヤツト』。グラフィアス、『嗅覚封殺スメルシヤツト』」

　次の瞬間、蠍の針と名づけられた剣、次いで蠍の鋏はさみと名づけられた剣を自在に持ち替かえ、彼女は青白く輝く光の刀身で男の体を真上から次々串くし刺ざしにしていく。

　容易には気絶しないよう出力を絞られた刃の魔ま術じゆつ効果により、男は最初の一いち撃げきで視覚を、次の一撃で嗅きゆう覚かくを完全にシャットアウトされてしまう。

「な、なにも見えないっ！　鼻もイカれた！　くそ、待て、待ってくれっ！」

「ダメですわ。待ってあげませんわ」

　四肢の自由に加えて五感のふたつを封じられ、完全な暗くら闇やみの世界に囚とらわれた男はもがきながら悲鳴を上げるが、抵抗も空しく、蠍座さまスコーピオのサディスティックな悦よろこびが満たされるばかり。その様は最早、戦いというより私刑リンチと呼ぶのが相応ふさわしい。

「私が悪かった！　ゆ、許してくれ！」

「だからダメですわ。許してあげませんわ」

　言って、彼女は次の剣を手に取る。

「アルニャート、『痛覚封殺ペインシヤツト』」

　真っ青に輝く星賜剣の刀身が男の体に突つき立てられ、刃の魔力が男の体内で脈動したその瞬間、あらゆる激痛が術式効果により噓うそのように消え失せる。

　それは同時に、剣で傷つけられた部位だけでなく、地面に転がされた背中やヒールで踏まれた胸を始め、一切の痛みと刺し激げきを感じない完全な無痛になったことを意味する。

「これでなにをされても、もう痛くありませんわね」

　身を屈かがめて男の耳元に唇くちびるを寄せ、そっと囁ささやく蠍座さまスコーピオ。

「な、な、なにをするつもりだ！　頼たのむ、助けてくれ！　助けてください！」

「助けてあげませんわ。だって、わたくしも生意気な輩やからを躾しつけるのが得意ですもの」

　心臓を踏みつけられても、もう男はなんの痛みも感じない。なんの抵抗もできない。

　恐きよう怖ふに怯おびえる早はや鐘がねのような男の心臓の鼓こ動どうだけが、ヒール越ごしに蠍座さまスコーピオに伝わる。

「無様ですわね。わたくしは、自分を踏みつけていい男は自分で選びますの。それ以外の男は全て、わたくしの足元で惨みじめを晒さらすのがお似合いですわ」

「命だけはっ！　命だけは勘かん弁べんしてください！　お願いです！　お願いします！」

「なにも命までは奪いませんわ。ただ、命以外の全てを諦あきらめてもらうだけですわ」

「やめ──」

「やめませんわ。『発声封殺ヴオイスシヤツト』」

　蠍座さまスコーピオは次に、悲鳴を上げようとした男の咽喉のどを封じる。

「残る聴ちよう覚かくを奪うばう前に、ひとつ教えておいて差し上げますわね」

　無論、声を封じられた男には返事はおろか泣き喚わめくことすら許されていなかった。彼はもう、自由の利きかないい体で地虫のようにのた打ち回ることしかできない。

「わたくしと水瓶座さまアクエリアスのシトゥラさんの仲が悪いのは、実は演技ですわ。これまで会議で対立してきたのも、お互い賛成側と反対側に入れ替わり立ち替わり立ち回って、会議の主導権を握れるようふたりで共きよう謀ぼうしてきましたの。──本当に通さなければいけない議案が持ち上がった際に、いつもは犬けん猿えんの仲のふたりがともに賛成に回れば、他の生徒会長さんたちは反対しにくいですわよね？」

　それゆえ彼女は、水瓶座さまアクエリアスが副会長をゼファーに決めたとき、そして独立の話が持ち上がったとき、なにも反対しなかった。彼をこの学園王国の王にする──その同じ想いを胸に秘めた、同志なのだから。

「だから別に、あなたごときのコネなんていりませんの。あなたの言うところの小こ娘むすめたちの浅あさ知ぢ恵えに踊おどらされて粋いきがっていたと知らされた今の気分、少し聞いてみたかったですわ。でも残念、もう喋しやべれませんわよね。お可哀かわい想そうですこと、ふふふふ」

　蠍座さまスコーピオは次なる剣の切っ先を、気が触ふれたようにもがく男の耳元に当てる。

「それではさようなら。今夜また、あなたの悪い夢の中でお会いしたく思いますわ」

　用いた魔術術式は『聴覚封殺ヒアリングシヤツト』。

　これで彼女の足元に這いつくばる男は、なにも聞こえない。なにも喋れない。なにも見えない。なにも嗅かげない。あとはただ意識だけを残して全ての自由が封じられたサナギのようになるだけ。その恐怖と混乱と無力感は、人間の心を容た易やすく破は壊かいしてしまう。いつしか男はもがくことさえ止めてしまった。

　悪びれることなく蠍座さまスコーピオは妖よう艶えんにほほえみ、動けないままの私兵たちを一いち瞥べつする。

「他に、この中でまだわたくしと遊びたい殿との方がたはいらして？」

　悪逆非道の限りを尽つくしてひとりを惨むごたらしい見せしめに処し、残る全てを服従させる。セオリー通りの降こう伏ふく勧かん告こくだったが、逆らえる者はもういない。

　そしてこの場の誰だれもが、彼女の──世界中でたったひとりの男にだけドＭでそれ以外の全てにドＳな少女の名前を、青ざめた顔で恐怖とともに記き憶おくに刻んだ。




　学園王国星徒会生徒会長『蠍座さまスコーピオ』。

　毒婦の女王様、コルピー・コールブランド。
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　学都の別の場所でも戦いが始まっていた。

　ヴァーミリオンの蜂ほう起きを合図に、彼の私兵たちも学都の占せん拠きよを開始していたのだ。

　ここ学がく寮りよう地区では、住居ブロックに戦い慣れしていない中等部の生徒を避ひ難なんさせ、その入り口をひとりの少女が鉄てつ壁ぺきの守りで死守している。

　その風体は一言で言えば、サングラスを頭に乗せた小こ悪あく魔ま系褐かつ色しよくギャル。露ろ出しゆつ度ども生徒会長たちの中では最も高く、戦せん闘とうなどとてもできそうには見えない。

　だが、人質の確保を目もく論ろんでいた十数人の私兵たちは、完全に攻せめあぐねていた。

　一定の距きよ離りを保ち、決して少女──蟹座さまキヤンサーに近づこうともしない。

　その理由は、彼女の足元に累るい々るいと転がる、仲間たちの昏こん倒とうした姿にあった。最初に威い勢せいよく彼女に襲い掛かかった者たちの末路だ。その数はざっと見ても二十をくだらない。

　当然、星賜剣の光の刃やいばによる一撃を喰くらったゆえの結果だ。

　しかし蟹座さまキヤンサーはその手に星賜剣を構えていない。そして彼女を取り巻く衛星のように空中に浮うかんだ蟹かに座ざの星賜剣も、いずれも抜ばつ刀とうしていない。

　蟹座の星賜剣は全て大太刀サムライソード型。

　基本的には柄つかのみの星賜剣にしては珍めずらしく、全ての剣が長い鞘さやに納刀された状態で宙に浮いていた。それだけでも異様な光景なのに、どの鞘もクリスタルビーズでギャルギャルしくデコられているではないか。

「貴重な星賜剣にそんな無意味な装そう飾しよくを施ほどこすとは、最近の小娘はなにを考えている！」

「そうだ！　星賜剣が自分だけのものと思ったのか、学外政府管理下の公共物だぞ！」

　未だ一ひと振ふりたりとも光刃を抜刀していないにもかかわらず、私兵たちは明らかに怯えた様子で、遠巻きから罵ば声せいを飛ばすばかり。

「は？　ゼンゼン無意味じゃないし。ダンゼン可愛かわいくなってるし。マジで美的感覚疑う。特にこのα星賜剣アルフア・カンクリアクベンスのデコとかサイコーじゃん？」

　それを受け、蟹座さまキヤンサーは手ずからひとつひとつ丁てい寧ねいにデコった星賜剣を見回し、不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませる。

「なんか腹立ったし、そっちが攻めて来ないなら次こっちから往くけど？」

　そして、宙に浮かぶ星賜剣を引き連れたまま躊躇ためらいなく一歩を踏ふみ出した。

「来るぞ、こちらも武器を構えろ！」

　すぐに顔色を変える私兵たち。だが──

「遅っ。もう斬ったし」

　次の瞬しゆん間かんには全員が斬り倒たおされ、一呼吸遅おくれて響ひびく鯉こい口ぐちの鳴る音を聞くこともできず、断だん末まつ魔まの悲鳴を残すことすらできないまま気絶し倒れ伏した。

　おそらく誰ひとりとして蟹座さまキヤンサーの太刀筋はおろか、彼女が抜ぬいた刃の輝かがやきの色すら把は握あくできなかったことだろう。彼女はもののひと息で、自らの前後左右に浮いている全ての星賜剣の柄に手を伸のばし、両手で交こう互ごに超ちよう速そくの居合を連続で放ったのだ。

「これが音速超えの居合術、悪あつ鬼き羅ら刹せつの構え。言っとくけどあーし、純じゆん粋すいな剣けん技ぎの腕うでじゃ、マジで鬼おにだから」

　学園王国の生徒は、文系理系ではなく戦闘系と政治系に分かれる。

　星徒会役員は星賜剣と学星服の性能で身体能力を底上げできるため、大半は基本的には頭の切れる政治系で構成されている。その中にあって彼女はバリバリの戦闘系の生はえ抜き、それも随ずい一いちの近接特化であった。

　──ネイルを見せびらかすように逆ピースしている姿からは想像も付かないが。




　学園王国星徒会生徒会長『蟹座さまキヤンサー』。

　太刀鋏の剣けん鬼き、キャルル・キャリバーン。
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　水の三星座のうち、残る最後の称しよう号ごうを持つ少女は、ひとり倉庫にいた。

　目の前には、これまでゼファーが裏稼か業ぎようで儲もうけてきた外貨の蓄たくわえが燦さん然ぜんと山のように積み上がっている。彼女はそれをうっとりと見つめながら、携けい帯たい端たん末まつで通話中だ。

　通話の相手は、学外政府を束ねる理事会。

　つまりは、ヴァーミリオンと同格の理事長たち、Ｏ・Ｂオールド・ボーイズの面々だ。

「だからねぇ、軍都アリオトを占拠しているヴァーミリオン卿きようの私兵を排はい除じよするためにぃ、他の理事長たちの兵隊を傭兵として貸し出して欲しいんだよぉ」

　魚座さまパイシーズは、まるで物もの怖おじした様子もなく堂々とそう言った。

　携帯端末の向こうから息を吞のむ声、次いでざわめきが聞こえてくるも、彼女の天使のような営業スマイルはピクリとも揺ゆらがない。

「傭よう兵へい契けい約やくならぁ、学園王国は学外政府に泣きつくことなく、名目上は自分たちの兵力でヴァーミリオン卿の暴挙を止めることができるよねぇ？　でもって同じ人間相手に軍事部の戦力を投入して、子どもと大人の間に火種を作っちゃう心配もないよねぇー？」

　老ろう獪かいに政治の世界を生き抜いてきた百ひやく戦せん錬れん磨まの老人たち相手に、ゼファーの集めたありったけの外貨と、持ち前の肝きもの太さ、金に対する圧あつ倒とう的な情熱だけを武器に、魚座さまパイシーズは一歩も退かない。

「お金？　お金ならいっぱいあるよぉ？　もちろん学内紙し幣へいみたいなニセモノのお金じゃない、ホンモノのお金だよぉー。ちなみにぃ、理事長たちがこの商談をお受けしてくれない場合、星徒会はヴァーミリオン卿に自ら全面降こう伏ふくした後、星賜剣ともども潔く彼の旗下に加わるつもりなのでそのあたりよろしくぅー」

　もちろんブラフ。だが口舌の巧たくみさこそが商いの基本だ。

「仕方ないから受けてやるぅ？　えっ、しかもそんな法外な価格で？　おぅおぅおじたんなに言ってるのかなぁ？　どうして十一人の理事長さんたち全員に声をかけてると思ってるのぉ？　別に全員の顔を立ててるつもりなんかさらさらないよぉ？　当たり前だけどぉ、一番安く傭兵を提供してくれる理事長と商売させてもらうからねぇ」

　彼女は理事長たちに安さを競わせるべく強気に畳たたみ掛ける。

「談合する気？　いいよぉ、じゃあヴァーミリオン卿につくもんねぇ。そしたら困るのはおじたんたちだよねぇ。……まだ高いかなぁ。もう一声、もう一声いこ！　わぉ太っ腹ぁ、今ならもう一個師団つけちゃお？」

　たとえ他人のお金であろうと、残額は多ければ多いほど良い。また使わせてもらえる機会だってあるかもしれないのだ。だから魚座さまパイシーズはマシンガントークを繰くり広げつつ満面の営業スマイルで値切りに値切った。足元を見せず元手金の額を悟さとらせず、自分たちの価値を吊つり上げ、相手の言い分を論破していく。

　万国共通の外貨があれば対等な関係で交こう渉しようできる。だが、そこはスタート地点だ。

　交渉テーブルに着いてから、どれだけ自分たちに有利な条件をもぎ取れるか。

　それこそが商いだ。

「金の亡もう者じや？　それは違ちがうよぉ。この世の全てがお金で手に入るわけじゃないからねぇ。だからこそ、お金で解決できる程度のことはお金でカタつけよってだけだよぉ？」

　どの口が言うのか尋たずねたくなる台詞せりふだが、魚座さまパイシーズは本心からそう言った。

　そして彼女はこの日一番のとびっきりの笑顔とともに商談を成立させ、格安価格で初代射手座さまサジタリアスの私兵を買い叩たたき、傭兵契約を結ばせた。

「見つけたぞ、生徒会長のひとりだ！　拘こう束そくしろ！」

　そんな中、天てん井じよう知しらずにヒートアップしていた値切り交渉が倉庫の外に漏もれていたのか、とうとうヴァーミリオンの私兵にこの場所を嗅ぎつけられてしまう。

　だが、魚座さまパイシーズは動じない。

「見せ場だねぇ、α星アルフア・賜剣ピスキウムアルレシャ」

　彼女はすぐさま自らの星賜剣を構え、その銃口を敵に向けた。

　魚うお座ざの星賜剣は全て銃剣バヨネツト型。

　剣けんの柄は、猟りよう銃じゆうを思わせる長大な銃じゆう身しんやトリガーと繫つながっており、煌きらめく光の刃はその銃身の先に灯ともる。そして銃口からは魔ま力りよく弾だんを放つことのできる、十二星座の中でも特とく殊しゆな形状を持つ星賜剣一式のひとつだ。

「お金を無む駄だ遣づかいするやつは三流だ。弾たまを無駄遣いするやつは三下だ」

　驚きよう異いの早はや撃うちと抜ばつ群ぐんの命中精度で魚座さまパイシーズはヘッドショットを決め、次々に敵を気絶させていく。当然、無む駄だ弾だまは一発たりとも撃うっていない。

「でもって命を無駄遣いするやつはぁ、みんな揃そろって三さん途ずの川だぁ！」

　──全ぜん剣けん抜ばつ刀とう、剣けん電でん弾だん雨うの構え。

　魚座さまパイシーズの周囲に展開した全ての星賜剣の銃口が、大挙して押し寄せてきた敵兵全員に狙ねらいを定め、怒ど濤とうの発はつ砲ぽう音とともに瞬またたく間に標的を沈ちん黙もくさせた。




　学園王国星徒会生徒会長『魚座さまパイシーズ』。

　神速の鉄てつ砲ぽう魚うお、ピスケット・エスカリボル。
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　ゼファーは今、互たがいに星賜剣を構えてニルヴァーナと地上で対たい峙じしていた。

　光の刃を生み出す魔力駆く動どう音だけが低く響く中、ひどく張り詰つめた空気が両者の周囲に満ちていく。

「刃を交える前に、ひとつだけ言わせてくれ」

　そんな中、ニルヴァーナの口が微かすかに開いた。

「去年の私には、祖父からの密命を受けていた立場上、どうしても言えないことがあった。お前が受けた不ふ遇ぐうで不条理な処しよ罰ばつは全て私のせいだが、それを謝罪するつもりはない」

　言って、彼女は哀かなしげに目を伏ふせた。

「ただ──妹を助けてくれてありがとう。それだけは言っておきたかった」

「別に貴様のために助けたわけではない。学園王たるおれにとって学園王国に住まう全ての愚ぐ民みんはかけがえのない守るべきもの。ただそれだけのことだ。敵が宇宙怪獣メガテリオンだろうが、老害極まる大人どもだろうが、誰だれにも手出しはさせない」

「……腹が立つよ。どうしてお前は、そこまで威い風ふう堂どう々どうとしていられるのかと思うとな」

　自じ嘲ちようめいた微び笑しようとともにニルヴァーナの瞳ひとみに敵意が宿る。

　それに呼応するかのように、彼女が手にしたγ星ガンマ・賜剣ヴイルジニスポリマの刀身の輝きが激しさを増していく。

「かかってこい先代。現役との格の違いを見せてやる」

　そうして両者が激げき突とつしようとした、その瞬間。

　星賜剣を振ふりかざしたふたりの間に、不意にひとりの少女が割って入って来た。

「んもーゼファー、ニアちゃまを放り出してちゃダメだろ？」

　少女はいつもの素そ朴ぼくな口調でそう言った。

　料理の邪じや魔まにならないようショートボブにした琥こ珀はく色いろのヘアスタイルは、学園王国の台所事情を取り仕切る学星食堂『めしや』の姉あね御ご肌はだの大先せん輩ぱい、食堂のお姉さんのものだ。

　愛用している可愛らしいエプロンはそのままだが、その下は作業着代わりのジャージ姿ではなく、トリコロールカラーを基調とした三ツ星学星服を着用していた。

　腕わん章しようの縁取りの色はニアと同じく土のエレメントに属する金色。そしてアストロロジカルシンボルは、牡お牛うし座ざ。

「姐あねさん!?」

「まさか牡牛座さまトーラスか!?」

　彼女の登場に、ゼファーとニルヴァーナが同時に驚おどろきの声を上げた。

「牡牛座さまトーラス──貴様、本当に留年してまで生徒会長を続けていたのか！」

「もー！　あんまり留年留年って言うなよな！」

　食堂のお姉さんは心無い旧友の言葉に目くじらを立てる。

　だが留年含ふくめ、彼女が二年連続で高等部三年として学園王国に在ざい籍せきし牡牛座さまトーラスに任じられているのは本当のことだ。

　昨年、彼女やニルヴァーナが生徒会長を務めていた当時の星徒会が、待機命令無視を理由にゼファーを追放しようとしたとき、反対した生徒会長たちもいた。

　中でも同どう輩はいたちや大人たちの横暴に最も逆上し、荒あれに荒れたのが牡牛座さまトーラスだった。あろうことか彼女は学外政府に殴なぐり込みをかけようとし、それを止めようとしたゼファー追放賛成派の生徒会長たちの半数を全治三カ月の保健室送りにした。

　政府への物理攻こう撃げき的直じき訴そは阻そ止しされたものの、そのときの暴走を理由に、牡牛座さまトーラスは停学処分となった。そして留年したのだ。

「おい姐さん！　食堂のほうはいいのか！」

「バッカ言え、いいわけないだろ！　二十万人分の夕食だぞ、一分一秒も無む駄だにできるか、だからさっさと揉もめ事を片づけて仕込みに戻もどる！」

　ゼファーが彼女を姐さんと呼び慕したうのは、そんな牡牛座さまトーラスの人ひと柄がらに惚ほれたから。

「だけどその前に、去年保健室送りにし損ねたこの女だけは潰つぶしとくかんな！」

　そう言って牡牛座さまトーラスは、手にした長大な柄つかを両手で構えた。

　剣の柄と呼ぶより、槍やりの柄えと呼ぶべきだろう。牡牛座さまトーラスは小こ柄がらなほうで生徒会長たちの中でも背は高くないが、それでも柄の長さは彼女の身長を上回る。

「よっしゃ往くぞ、α星賜剣アルフア・タウリアルデバラン！」

　牡牛座さまトーラスが威い勢せいよく叫さけんだ。

　瞬しゆん間かん、両手持ちの長い柄の先せん端たんにさらに巨きよ大だいな光の刃やいばが現れる。星の色を宿した刀身の輝かがやきは目も眩くらむような橙オレンジ。

　牡牛座の星賜剣は全て偃月刀シミター型、それも、古代で青せい竜りゆう偃えん月げつ刀とうと呼ばれていた古い刀とう剣けんだ。牡牛座さまトーラスはぶんぶんと豪ごう快かいにアルデバランを振り回し、切っ先をニルヴァーナへと突つきつけた。

「ゼファー、ここはじぶんに任せてとっとと行ってこい！　ニアちゃまが怪け我がでもしたら、今度こそ学外政府にお前も連れて殴り込みに行くかんな！」

　彼女の物言いに苦笑いを浮うかべると、ゼファーは三ツ星学星服の力ですぐにその場から跳ちよう躍やく、姿を消した。

　残されたのは、かつて同級生であった牡牛座さまトーラスと先代乙女座さまヴアルゴのふたりのみ。

　そんな中、ニルヴァーナは自嘲気味に笑う。

「皮肉なものだな。卒業した私はただの一兵卒、留年したお前は未だ一国の主か」

「だから留年言うなって！　もー！　やめろよもー！」

「所しよ詮せん、私はただの操り人形だった。青春を楽しむこともできないまま、卒業したら大人の社会の一員として一から出直し。人生の時間を戻せないことが、こんなに悔くやしいなんて。私だって、大人たちの言いなりで終わりたかったわけではなかったのに……」

「知らーん！　そのチャンスを捨てたのもお前自身だかんな！」

　絞しぼり出すような旧友の悔かい恨こんを、牡牛座さまトーラスは怒ど鳴なり飛ばして一いつ蹴しゆうした。

「お前に分かるか！　ふたつも歳を偽いつわって学園生活を送っていた私の気持ちが！」

「んもー！　そんなの初耳だけど、でもバレなかっただけいいだろ！　じぶんは今も後こう輩はい連中から毎日毎日ダブりだ大先輩だっていじられてるからな!?」

　涙なみだ目めで訴うつたえる牡牛座さまトーラス、だがそれも束の間。

「だけど感謝しとくぞ。学園王国は独立を目指して進み始める。これから始まる大おお舞ぶ台たいに現役として立っていられるのは、ある意味お前のおかげだかんな。だからせめて花道を退場させてやる。あとは舞台裏に引っ込んで、若い連中の活かつ躍やくを見物してろ！」

　彼女はニルヴァーナに対して挑ちよう発はつ的に言い放つと、アルデバランの光の刀身に浮かぶ呪じゆ文もんを唱える。

「ひらけオープン魔術の世界・ザ・ワールド、『肉体フイジカル限界リミツト突破バースト』!!」

　魔ま術じゆつ詠えい唱しようとともに大きく開かい脚きやくし、両手で握にぎったアルデバランを振りかぶった。

「構えなし!!　からの力任せ!!」

　そして魔術附ふ与よで強化させた全力で、旧友めがけて光の刃を叩きつける。構えもへったくれもない、一切の躊ちゆう躇ちよも手加減もない、ありったけの力を込めたフルスイングだ。

　眩まばゆい軌き跡せきを描いて迫せまる光の一いつ閃せんがニルヴァーナへと襲おそい掛かかる。

「んんんんんもおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッ!!」

　咆ほう哮こうめいた雄お叫たけびとともに振り抜ぬかれた、空から振ぶりを恐おそれぬあまりに単純明快な一いち撃げきは、ニルヴァーナの得意とする体術でも避さける隙すきがなかった。

　未だ現役、圧あつ倒とう的な暴力の化身たる千両役者。それこそが──




　学園王国星徒会生徒会長『牡牛座さまトーラス』。

　エプロン姿の猛もう牛ぎゆう、ダイアナ・ダインスレイフ。








第七章　蛇へび遣つかい座ざアストラマギアス









　無数の本ほん棚だなに囲まれた一室で、ひとりの少女が卓たく上じようの黒電話へと手を伸のばした。

　前時代の遺物にも匹ひつ敵てきするクラシックなデザインの黒電話だが、中身は高性能な携けい帯たい端たん末まつと同性能だ。見た目が古めかしいのは、単に部屋の主あるじの趣しゆ味みであった。

「もしもし。お取り込み中のところすみません。今お手て隙すきですか、水瓶座さまアクエリアス？」

　少女は、学都の各所で生徒会長たちとヴァーミリオン卿きよう陣じん営えいとの戦せん闘とうが繰くり広げられているこの非常時にあって、上品な口調を崩くずさなかった。

『その声は双子座さまジエミニね』

「はい。ご無ぶ沙さ汰たしています。お元気そうでなによりです」

　受話器の向こうから聞こえてきた涼すずしげな返事に、双子座さまジエミニと呼ばれた少女はほんの少し苦笑いを浮かべた。

　この黒電話にはボイスチェンジャー機能が術式として搭とう載さいされており、水瓶座さまアクエリアスに聞こえている声は双子座さまジエミニ本来の声ではないのだ。

『今は緊きん急きゆう事態なの。あまり悠ゆう長ちように話し込んでいる時間はないわ』

「それはこちらも同じです。先ほど占せん星せい部の牡羊座さまエアリーズが宇宙怪獣メガテリオンの姿を天体観測したそうです。サイズは超ちよう大型、とうとう来てしまいました、第八号エイスです」

『よりにもよってこの状じよう況きようで？　不幸は重なるものね。いつ墜おちて来るの』

「もう間もなくです」

『……冗じよう談だんでしょう？』

　いつもはクールな水瓶座さまアクエリアスの声もさすがに凍こおりついている。

「冗談なら良かったのですが、極めて残念なことに事実です。星徒会本部に仕込んでいる盗とう聴ちよう器きから、成人した大人が星せい賜し剣けんを使うと大怪獣を引き寄せるとのヴァーミリオン卿きようの証言もありましたので、希望的観測はしないほうがいいですよ」

　双子座さまジエミニが統とう括かつしているのは諜ちよう報ほう部。盗聴くらいの違い法ほう行こう為いは日常的にやっているが、理事長の言げん質ちを録音できたのは大きい。今後の政府との交こう渉しよう材料として活用できるだろう。

　──今後があればの話だが。

「軽く壮そう絶ぜつですね。学園王国最期の日になるかもしれません」

『めまいがしてきたわ。こんなときでもあなたは優ゆう雅がなのね』

「まさか。内心では、今すぐにでも大切な人のもとに駆かけ寄よりたいくらいです」

『それいいわね。わたしもゼファー君のところへ行ってしまおうかしら』

「いいわけありませんけど？　あなたはいつものように十二人分働いてください」

　現実逃とう避ひしようとした水瓶座さまアクエリアスを強引に引き戻す双子座さまジエミニ。

「ともかくそういうわけで、雑ぞう兵ひようの掃そう討とうはそこそこに、大怪かい獣じゆうと戦う準備と覚かく悟ごを決めておいてください。勇ゆう敢かんで有能で勤勉で誠実で理想の男性で実は寝ね顔がおが可愛らしい副会長に頼たよりっぱなしというのも良くありませんし、もしかしたら彼の助けが間に合わない場合も考えられますから」

『……まさかあなたもゼファー君を狙ねらっているの？』

「事実を述べただけです。受話器越ごしに冷気を飛ばさないでもらえます？」

　相手の反応がおっかなくなったので、双子座さまジエミニは失言を悔くやんだ。つい本音を語ってしまったが、寝顔云うん々ぬんは完全に余計だった。

「ではお話はこの辺で。これから他の生徒会長たちにも同様の連れん絡らくを入れておきます」

『ところで双子座さまジエミニ、あなたは今どこにいるの』

「……まさかこの非常時に乗り込んでくるつもりですか？　いつもの諜報部本部ですよ。それがどこかはあなたであっても教えられません」

『別に乗り込みはしないわ。先ほどの発言について追つい及きゆうの機会が欲しいだけよ』

「その敵意は第八号エイスにぶつけてください。存分に」

　そう言って双子座さまジエミニは電話を切った。単に会話していただけなのに、いつの間にか部屋の温度が下がっている気さえする。

「あの女は昔から厄やつ介かいですね。恋れん愛あい脳でさえなければ完全無欠なクールビューティなのに、地味だった頃ころからずっと弟くんにぞっこんですし」

　双子座さまジエミニの部屋は確かに諜報部の本部にある。

　その場所は学都の大図書館の地下だ。図書館で働く図書委員のうちの約半数が、自らの正体をクラスメイトにさえ明かしていない諜報部の工作員なのだ。

「しかし……ヴァーミリオン卿に礼を言うのは癪しやくですが、彼が行動を起こしてくれたのがきょうで助かりました。別の日では困ったことになっていたかもしれません。なにしろ、妹のほうのセフィーは自分が双子座さまジエミニだと知らないのですから」

　そして双子座さまジエミニもまた、半分だけ諜報部に所属している身であった。姉のほうの彼女はゼファーの加勢に行きたいところを立場上我が慢まんし、その無事を祈いのった。




　学園王国星徒会生徒会長『双子座さまジエミニ』。

　姉妹一役ダブルキヤスト、セフィー・アゾット。




　　　　[image: くぎり]




　星徒会の執しつ務む室では、ニアがヴァーミリオンと対たい峙じしていた。

　ニアの手にはα星アルフア・賜剣ヴイルジニススピカの柄つかが握られ、その周囲には別の三本の星賜剣が展開されている。

　ゼファーがニルヴァーナとともに部屋から空中へと投げ出された際、一いつ瞬しゆんの隙をついて祖父から奪うばい返していたのだ。

『まだ幼いとはいえ、僕の手から星賜剣を奪ったのは見事だ。特に、一等星の輝きを放つスピカを奪われたのは痛手だね』

　対してヴァーミリオンの手には、すでに光の刃を起動させたβ星ベータ・賜剣ヴイルジニスザヴィヤヴァが。そして彼の周囲にも別の三本の星賜剣が衛星となって構えられている。

　片手半剣バスタードソード型の乙女座の星賜剣は全部で九本。

　ニルヴァーナが所持するγ星ガンマ・賜剣ヴイルジニスを除いた八本を、ニアとヴァーミリオンで四本ずつ分け合った形となっていた。

『だけど生徒会長になってまだ日の浅い君に、僕が倒たおせるかな？』

「あたし、やればできる子なんで！」

　口ではそう言ったものの、ニアは内心怯おびえていた。

　目の前の相手は、齢よわい七十近い祖父などではない。大怪獣クラスの宇宙怪獣メガテリオンの核かくから造られた髑どく髏ろの兜かぶとと同化し、人間を辞やめてしまった、得体の知れない怪かい物ぶつだ。

　祖父の狂きよう気きにあてられ、ニアの手にしたスピカの光の刀身が震ふるえる。祖父の言う未熟な精神から生み出された魔ま力りよくの刃やいばが、持ち主の不安を感じ取ってしまっているのだろう。

　ニアは奥歯を嚙かみ締しめ、光の刃の揺ゆらぎを気取られないよう、気合を込める。

　と、次の瞬しゆん間かん。

「──一番偉えらいやつ、みーつけた」

　執務室の扉とびらを蹴けり破って、凶きよう暴ぼうな肉にく食しよく獣じゆうのような少女が乱入した。

　彼女は跳とび蹴げりの体勢のまま瞬しゆん時じに大剣グレートソード型の星賜剣を振ふり上げて、背後からヴァーミリオンへと襲い掛かる。

「獅子座さまリオ!?」

　黄金色のポニーテールを振り乱したその姿に、ニアの驚おどろきの声が響ひびいた。

　スピカと同じ一等星にして青白ブルーホワイトの輝かがやきを放つ獅し子し座ざのα星賜剣アルフア・レオニスレグルス。その巨きよ大だいな光こう刃じんが、容よう赦しやなくヴァーミリオンへと迫る。

『──一いつ騎き当とう千せんの構え』

　しかしヴァーミリオンは、背後からの強きよう襲しゆうを予想していたわけでもあるまいに、手にしたサヴィヤヴァの刀身を使い、獅子座さまリオの攻こう撃げきを防ぐ。

　獅子座さまリオはすかさずレグルス以外の星賜剣も全ぜん剣けん抜ばつ刀とうし、乱れ打ちの連撃を放ったが、ヴァーミリオンは一本の剣を片手に両手に器用に持ち替かえ、その攻撃をさばき切っていく。

　片手でも両手でも握れる片手半剣バスタードソードの利点を生かした構えだった。

『学園王国の生徒会長ともあろう者が、二対一とは卑ひ怯きようじゃないかな？』

　一いち撃げき一撃が必殺の連撃の全てを防ぎ終え、ヴァーミリオンはこともなげにそう言った。

　しかし。

「卑怯じゃないよ。一対一の決けつ闘とうはオスの領分、対して徒党を組んで群れで獲え物ものを狩かるのがメスじゃないか。オスの理り屈くつをメスの前で語って聞かせて卑怯だなんて、器の小ささが知れるね。そんなやつは、狩られて喰くわれて終わるだけさ！」

　獅子座さまリオは怯ひるんだ様子もなく、獰どう猛もうな戦意を漲みなぎらせ、ヴァーミリオンを睨にらみつけた。

　なにもニアの援えん護ごに来たわけではないだろう。有事に際し、学都の各所に配置されている私兵たちを律りち儀ぎに潰つぶしていくより、親玉を真っ先に潰したほうが手っ取り早いという、猛もう獣じゆう娘むすめらしい野性的かつ合理的な判断だ。

『なるほど一理ある。だが、年とし頃ごろの少女がオスだのメスだの、品に欠ける！』

「そうだぞ！　そういうとこだぞ！」

　すかさず獅子座さまリオへと反はん撃げきを仕し掛かけるヴァーミリオン。そして、その反撃を予測していたように獅子座さまリオを庇かばって盾たてになるニア。ついつい先せん輩ぱいに対して文句を口にしてしまったが、援護に移った行動は迅じん速そくで的確だった。

　両者の星賜剣が光の刃の鍔つば迫ぜり合いを起こし、輝きの奔ほん流りゆうが部屋全体を照らし出す。

『僕の剣を受けた!?』

　驚きよう愕がくしながらも、ヴァーミリオンは再び片手と両手で見事に星賜剣を操り、ニアの持つスピカの防ぼう御ぎよを突つき崩そうとする。

　が、次の瞬間。

　ニアもまた、剣を片手持ちから両手持ちへと器用にスイッチさせ、先ほどヴァーミリオンが獅子座さまリオ相手にそうしていたように、敵の攻撃を受け流していく。

　孫まご娘むすめと祖父とで命の削けずり合いのような攻こう防ぼうを演じる皮肉に、ニアは苦笑する。

　──血の繫つながった家族でも、心の繫がった家族ではなかった。親から子へ、子から孫へ、教えてもらえるようなものなどなにも無いと、そう彼女は思っていた。

　だけど──

「これがあたしの、一騎当千の構え！」

　ニアはヴァーミリオンの──初代乙女座さまヴアルゴの構えをひと目見ただけで盗ぬすみ取り、スイッチのコツが柄の握にぎりに拳こぶしひとつ分の隙すき間まを作ることにあると見み抜ぬき、自らのものとしてぶっつけ本番で披ひ露ろうしてみせたのだ。

　その才能に、そして彼女の胸に宿る勇気に、この場の誰だれもが一いつ瞬しゆん見み惚とれた。

「だから言ったじゃないですか、あたし天才なんで！　やればできる子なんで！　褒ほめられて伸のびるタイプで、史上最年少で生徒会長になった、スーパー美少女なんで！」

「あはははっ！　ぼく、きみのそういうとこ気に入った！」

　ニアが敵を引きつけた隙すきに、すかさず獅子座さまリオが獅し子し奮ふん迅じんの構えで猛もう攻こうを仕掛ける。

『くっ……』

　ヴァーミリオンは構えを崩くずし右手でサヴィヤヴァを、新たに左手で別の星賜剣を持ち、二刀流で獅子座さまリオとニアの両方を相手にする。

　しかしただでさえ両側からの挟きよう撃げきの上、展開した星賜剣の数に圧あつ倒とう的な差があった。

　それに、構えを習得したとはいえ未熟なニアとは違ちがい、獅子座さまリオは野性の闘とう争そう本能のまま、宙を舞まう全ての星賜剣の光刃を乱らん舞ぶさせ執しつ拗ようにヴァーミリオンを狙っている。

『認めよう。この場は僕が不利だ──』

　ハデスの兜の力で超ちよう人じん的な身体能力こそ有しているが、星賜剣を用いた戦い方は、彼がもう数十年も昔に捨て去ったもの。数の差を覆くつがえすほどの剣けん技ぎはすでにない。

　故にヴァーミリオンは、不利な斬きり合いを避さけ、今はこの場を退こうとする。

　──だが、甘い。

「雌め獅じ子しはね、逃にげる獲物を狩るのが、なにより得意なのさ」

　ヴァーミリオンが一瞬見せた、退たい却きやくのための息いき遣づかい。

　それを獅子座さまリオは見み逃のがさなかった。

　彼女が薙ないだレグルスの一いち撃げきが、半歩下がったヴァーミリオンを捉とらえる。

『バカな!?　バカなバカなバカなッッ!?』

　宇宙怪獣メガテリオンの力を封ふう殺さつする星賜剣の刃が、ハデスの兜と同化したヴァーミリオンの顔に深い傷を穿うがつ。わずかとはいえ、毒々しい鮮せん血けつが散った。

『血が……どうして血が!?　星賜剣は、人間の肉体を傷つけないはずなのに!?』

　狼ろう狽ばいするヴァーミリオンの心中では今、煮にえたぎったような怒いかりが渦うず巻まいていた。だが、自らの体が傷つけられたことに対しては、驚きこそあれ怒りはない。

　不死幇助神具エリユシオンを手に入れ、人間の限界を遥はるかに凌りよう駕がした己よりも、目の前の少女のほうが戦士としての格が高いのではと、一瞬でもそう思ってしまった自分に対する怒りだ。

　そんな中、ニアはたまらず獅子座さまリオへと驚きの目を向けた。

「獅子座さまリオ、今のタイミングどうして分かったんですか!?」

「雌オンナの勘かんだよ」

　生意気な後こう輩はいに対して彼女はドヤ顔で言い放った。

　そして付け加える。ぼくを誰だと思っているんだい、と。




　学園王国星徒会生徒会長『獅子座さまリオ』。

　百ひやく獣じゆうの暴君、ジュリエット・ジュワユーズ。
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　水瓶座さまアクエリアスは、第八号エイス襲しゆう来らいの報を知らされた後、天を睨みつけていた。

　去年ゼファーの命を奪いかけた第七号セブンスは、今でも彼女にとって決して許されざる存在だ。それと同規模の新たな大怪かい獣じゆうも、その大怪獣を呼び寄せたヴァーミリオンも、等しく彼女の中では万死に値する。

「ゼファー君と、ゼファー君が守ろうとしているものに、手出しはさせないわ」

　瑠る璃り色いろの髪かみを搔かき上げ、水瓶座さまアクエリアスは呟つぶやく。

　人類の天敵の襲来を今か今かと待ち構え、彼女は頭上を仰あおぎ続けていた。

　──その周囲を、五十人以上の敵兵たちが取り囲んでいることさえ無視して。

「投降しろ！　しない場合は生徒会長であっても容赦はしない！」

　二ツ星級が五十人もいれば、いかな三ツ星といえども戦力差は歴然。

　それでもヴァーミリオン直属の私兵たちは、相手が星賜剣を持っていることを失念せず、警けい戒かいを怠おこたることなく降こう伏ふくを勧かん告こくした。

「あら。いつからいたの、あなたたち」

　その声でようやく敵兵の存在に気づいたかのように、水瓶座さまアクエリアスは冷ややかに言った。

「全剣抜刀、鏡花水月の構え」

　そして、ためらうことなく星賜剣を構える。

「来なさい、α星アルフア・賜剣アクアリイサダルメリク、β星賜剣ベータ・アクアリイサダルスウド」

　水みず瓶がめ座ざの星賜剣は全て、シンプルかつ流りゆう麗れいな長剣ロングソード型。

　うち二刀の黄金色の星賜剣が、水瓶座さまアクエリアスの両手に携たずさえられた。

　そして残りの剣は彼女の背に回り、眩まばゆい後光を放ちながら、色とりどりの天使の翼つばさのように展開していく。

「──ひらけオープン魔術の世界・ザ・ワールド、『万物凍結フリーズワールドの氷壁棺・アイスコフイン』」

　そして、天使は無慈じ悲ひに呪じゆ文もんを唱えた。

　瞬間、星賜剣から放たれた絶対零れい度どの冷気が嵐あらしとなって吹ふき荒れ、彼女を包囲していた私兵たちの全てを氷河のように押し流し、分厚い氷の棺ひつぎの中に封ふうじ込こめる。

「あなたたちにも帰りを待つ家族がいるのでしょうけれど──ごめんなさい。まるで興味がないの。わたしが大切に思えるのはゼファー君と、彼が大切にしているものだけ。ここであなたたちを粉々に砕くだかないのも、彼に嫌きらわれたくないからよ」

　物言わぬ氷像となった敵兵たちを冷れい徹てつに一いち瞥べつした水瓶座さまアクエリアスの涼すずしげな表情は、一向に微び動どうだにしなかった。

「わたしは、身内には蕩とろけるように甘いけれど、それ以外には冷たい、アイスクリームのような女なの」

　彼女は、最近お気に入りのフレーズとともに剣けんを収めた。

　周囲の雑音を排はい除じよし終え、切れ長の瞳ひとみを再び空へと向ける。

　ついに天から彗すい星せいが迫せまっていた。

　無論それは彗星などではない。宇宙怪獣メガテリオンと名づけられた、地球に住まう人類にとっての最悪の侵しん略りやく者だ。

「せめて軍都アリオトに墜おちてくれれば、今あそこは生徒がいないし、死んでもいい大人たちが占せん拠きよしているから、時間稼かせぎの恰かつ好こうの捨て駒ごまになってくれるのに」

　冷れい淡たん極まる淡あわい期待を口にしたものの、彗星の軌き道どうを見るに宇宙の彼方かなたからやって来る大怪獣は、間ま違ちがいなく学都ポラリスへと接近している。

　それを見た水瓶座さまアクエリアスは、携けい帯たい端たん末まつを取り出して再び双子座さまジエミニに連れん絡らくを取った。

「第八号エイスを視認したわ。あなたは他の生徒会長たちに連絡。半数を学都の生徒たちの避ひ難なんにあてて残る半数を戦せん闘とう要員に回して頂ちよう戴だい。ええ、そう、蟹座さまキヤンサーがもう避ひ難なん誘ゆう導どうを始めてくれているのね？　助かるわ。魚座さまパイシーズは……、そう、ゼファー君のお金の避難を始めているのね。それは分かっていたわ」

　ひとしきり通話を終えた後、背後を振ふり返る。

「だそうよコルピー。あなたのお友達は素敵だわ」

　そこにはいつの間にか、同志である蠍座さまスコーピオが駆かけつけていた。

　彼女は周囲の氷像を気の毒そうに見やりながら、薔ば薇ら色いろの髪を搔き上げて水瓶座さまアクエリアスの傍かたわらに並び立つ。

「ええ。キャルルさんはああ見えて、生徒会長たちの中でも一番お優しい方ですもの」

「そうね。こんな非常時でも生徒第一で動いてくれるから、とても助かるわ」

　ふたりとも魚座さまパイシーズについては言げん及きゆうしなかった。

「もちろんあなたも素敵ですわよ。人間的にはどうかと思っていますけど、同じ王を戴いただく友としては申し分ありませんわ」

「あら。きょうは珍めずらしく褒めてくれるのね。でも、わたしも同感よ。去年、わたしたちはゼファー君をひとりで行かせてしまった。あの日の過ちを繰くり返さないために、わたしたちは強くあろうとしてきた」

「ヘアバンドをつけるようになったのもそれが理由でしたの？　去年あなたが急にお綺き麗れいになったとき、当時は何事かと思いましたわ」

「そういうコルピーこそ、もちろんそれまでも美人だったけれど、あの日以降は五割増しで美人になったわよ。恋こいでもしたのかと驚おどろいたほどだもの」

「恋なんてした覚えはありませんわよ？」

「そう？　なら勘かん違ちがいかしら。ヘアバンドをつけるようになった一番の理由は、ゼファー君に買ってもらったものだからだけど──」

「まあ。わたくしのこの蒼薔薇の髪かみ飾かざりも、実は彼から貰もらったものですわ。あなたも知らない、ふたりだけの秘密の校則違い反はんを見逃してあげたときのお礼らしいですわ」

　一いつ瞬しゆん、両者を取り巻く空気が冷えたのは、周囲の氷像のせいだろうか。

　だが、たわいなくも緊きん張ちよう感かんはある思い出話に興じている暇ひまは、もうない。

　上空では、第八号エイスの全ぜん貌ぼうが肉眼で視認できるほどに近づいている。

　覆おおい被かぶさるだけで街を壊かい滅めつさせられるほどの巨きよ体たいから、大きいもので全長数十メートルに及およぶ黒ずんだ巨きよ大だいな剛ごう腕わんが無数に伸びている。一瞥しただけでも腕うでの数は大小合わせて百をくだらないだろう。

　星から星へ飛ぶ渡わたり鳥と呼ぶには、あまりに醜しゆう悪あくで奇き怪かいなその姿。もちろん異形なのは腕の数だけではない。巨体の全身には、まるで人面疽そのように顔面と思おぼしき部位が腕の数の半分ほど生え揃そろっており、各々が黄色く濁にごった眼球で地球の大地を睥へい睨げいしている。

　──その威い容よう。

　あの無数の腕を、無数の顔を、そして無数の瞳を、彼女は憶えている。

　時間の凍こおった悪夢の中で、十数年にもわたって見続けてきたのだから。

　墜ちてきた黒い大怪獣は、天文学的確率の不運か、はたまた僥ぎよう倖こうか──彼女の生まれた船団を滅ほろぼした憎にくき仇きゆう敵てきたる宇宙怪獣メガテリオンであった。

「あら」

　しかし水瓶座さまアクエリアスは顔色ひとつ変えない。昔のように取り乱すこともない。

　たとえ相手が親の仇かたきでも──

　どんなときでも常にクールに振る舞まうのが、今の彼女のポリシー。

「あれが第八号エイスね。名前はどうしようかしら」

「校則上は、最初に視認した生徒会長がつけていいことになっていましたわね。あなたにお任せしますわ」

「そうね。ニアに任せてもしもイカクラゲコブヒラヒラにされてしまうと、それが後世にまで残ってしまうし」

　その呟きがツボにハマったのか、蠍座さまスコーピオはプッと噴ふき出す。

「ひとまず、第八エイス宇宙怪獣・メガテリオン『百腕巨兵ヘカトンケイル』と名づけましょう。生徒たちの避難が終わって、他の生徒会長たちの臨戦態勢が整うまで、なんとか時間を稼ぎたいわね」

　言って、水瓶座さまアクエリアスは再び星賜剣に光の刃やいばを灯ともした。

「わたくしたちだけで？」

「そうね。簡単よ。わたしたちが十二人分戦えばいいだけの話だもの」

　彼女はいつものようにクールにそう言って、涼しげな微び笑しようを浮うかべた。




　学園王国星徒会生徒会長『水瓶座さまアクエリアス』。

　氷の女じよ帝てい、シトゥラ・クラウソラス。
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　ゼファーが星徒会の執しつ務む室に到とう着ちやくしたとき、室内の戦いは終わっていた。

　ニアとジュリエット、その両者が床ゆかに倒たおれた状態で。

　対してヴァーミリオンは、部屋の中央に勝者として立っている。しかし、その様子が明らかにおかしい。

　もとから狂きよう人じんめいていた男だったが、今は獣けもののように低い唸うなり声を上げ、常じよう軌きを逸いつして荒あらぶっている。

「ニア、ジュリエット、なにがあった！」

「不意を突つかれたよ、まさか星賜剣を手放したほうが強いなんてさ……」

　四よつん這ばいで身を起こし、野性剝むき出しで敵を睨にらみつける獅子座さまリオのジュリエット。

　彼女の言うとおり、ヴァーミリオンが使っていた乙女おとめ座ざの星賜剣は四本ともニアが取り戻もどし、今は、気絶している彼女の周囲に滞たい空くうしている。

　対してヴァーミリオンはあろうことか徒と手しゆ空くう拳けん。にもかかわらず、戦闘において抜ばつ群ぐんのセンスを誇ほこるジュリエットが、素手のほうが強いとまで言い切った。

『いい加減にしろよ、ガキども──』

　怒いかりが限界を振り切っている様子のヴァーミリオンが、今までの取り繕つくろった口調と態度をかなぐり捨て、荒あら々あらしく呟いた。

　彼と視線を合わせ、そこでゼファーは気づく。

「あの顔の傷……まさか星賜剣で付いたのか!?」

　ヴァーミリオンの顔と頭部を完全に覆っているハデスの兜かぶとには、その髑どく髏ろの仮面部分に、先ほどジュリエットが負わせた刀傷が深く刻まれている。

　そしてその傷口からは、驚くべきことに鮮せん血けつが溢あふれ出していたのだ。

　すでに顔と兜が同化しているというヴァーミリオンの告白は本当だったのだろう。だが、真に驚くべきはそこではない。

　──星賜剣の対人戦闘形態である『魔術戦闘マギアスマキア』は、その光の刃で相手を斬きりつけたとしても、決して肉体的な傷を与あたえない。星の輝かがやきを宿した刀身は、魔ま力りよくや精神力にしかダメージを与えないのだから。

　だが、対宇宙怪獣メガテリオン形態である『巨獣戦闘ギガントマキア』は違ちがう。

　人類の不ふ俱ぐ戴たい天てんの脅きよう威いとなる宇宙怪獣メガテリオンを相手にしたときのみ、星賜剣の形態は剣自身の意思で切り替かわり、黙もく示し録ろくの獣の名を冠かんした巨獣の肉体を傷つける刃を生む。

　ヴァーミリオンが星賜剣の一いち撃げきで手傷を負ったということはつまり、星賜剣は彼を人間ではなく人型の宇宙怪獣メガテリオンだと認識していることに他ならない。

　不死幇助神具エリユシオンという大怪獣の核かくを自ら望んで取り込んだ、禍まが々まがしき怪かい物ぶつなのだと。

「光よ！」

　その事実を悟さとった瞬しゆん間かん、ゼファーは蛇へび遣つかい座ざＺゼータ星の星賜剣を構えた。

　紅レツドの輝きを放つ光の刀身の切っ先が、ヴァーミリオンへと向けられる。

『その星賜剣……そう、そうだ……彼女もいつもそのＺ星の剣けんを使っていた……』

　ヴァーミリオンはうわ言のように呟つぶやく。

『蛇遣座の中にはもっと強い輝きを放つ星もあるのに、彼女はそんな、大昔の人間たちが名前すら付けなかった、取るに足らないちっぽけな星の剣を愛した。そして綺き羅ら星ぼしのごとく輝いていた僕ら十二人の生徒会長の誰だれでもなく、半世紀が過ぎた後世に名前さえ残っていない、星ほし屑くずのようにつまらない、どこにでもいる男を選んだ……』

　初代星徒会の副会長を務めていた少女のことを思い出しているのだろうか。

　その眼光に、古傷から腐くさった膿うみが溢れ出すように、悔かい恨こんと怨おん念ねんが宿っていく。

『その剣が憎い……あの男が憎い……宇宙怪獣メガテリオンが憎い……彼女を救えなかった自分自身と仲間たちが憎い…………僕から彼女を奪うばった、全てが憎いッ!!』

　ヴァーミリオンの頭部を覆うハデスの兜の髑髏の仮面に亀き裂れつが走り、剝き出しになった口元から空気を引き裂さくような金切り声が発せられる。

　そして次の瞬間、ヴァーミリオンは老人とは思えぬ速度でゼファーへと肉にく薄はくした。

　ゼファーは自らの剣が『巨獣戦闘ギガントマキア』に切り替わっていることを承知で──つまり相手を殺すつもりで、真っ向から突っ込こんできた敵を迎げい撃げきする。

「ダメだ、ゼファー！」

　いつになく切せつ羽ぱ詰つまった声でジュリエットが叫さけぶ。

　だが遅おそい。

『魔力発はつ勁けいッッ!!』

　髑髏が嗤わらうと同時に、ヴァーミリオンの放った拳こぶしが星賜剣の刀身に触ふれ、あろうことか光の刃が搔かき消された。

「なに!?」

　宇宙怪獣メガテリオンの分厚い皮ひ膚ふ装そう甲こうや頑がん強きような外骨格さえ易々と切り裂く星賜剣の刃が、あろうことか魔力を散らされて無効化されたのだ。

　全身の伸しん筋きんと重心移動を駆く使しし、気を練るように自らの内燃魔力を高め、相手が発動させた魔ま術じゆつの魔力と相そう殺さいし術式を雲うん散さん霧む消しようさせる、魔術殺しの一撃。

　その発勁は魔力で生み出された星賜剣の刃すら搔き消す。

　ニアもジュリエットもこの技で倒されたのだ。

『僕は君が生まれる前からとっくに、地球に残された人類を救うべく数多あまたの宇宙怪獣メガテリオンを倒してきたＯ・Ｂオールド・ボーイズの、世界最強の一角なんだよッ!!』

　続けざまに放たれた正せい拳けん突づきが、ゼファーの腹部に叩たたき込まれる。

　一撃で意識が根こそぎ持って行かれるほどに重い拳だ。

　薄うすれゆく意識の中でゼファーは悟った。

　体術を得意とした先代乙女座さまヴアルゴのニルヴァーナ。彼女に体術を叩き込んだ武術家が誰であるかを。

『星賜剣で戦っていた年数より、手放してからのほうが長いに決まっているだろうが！』

　なんとか堪こらえて片かた膝ひざをつくゼファーを見下ろし、ヴァーミリオンはジュリエットとの戦いで呼び起こされた怒りの炎ほのおに憎しみという燃料をくべ、激しく荒あらぶる。

『見ろ、あれを！　あれこそ僕らの本当の敵、宇宙怪獣メガテリオンだ！』

　執務室の砕くだかれた窓から見える空を指差し、ヴァーミリオンは言った。

　シトゥラに百腕巨兵ヘカトンケイルと名づけられた第八号エイスは、今まさに大気圏けんを突き破やぶり、地球の大地に激げき突とつしたところだった。

　砂すな嵐あらしの如ごとき土つち埃ぼこりが巻き上がり、同時に地じ震しんを連想させるほどの地じ響ひびきが起きる。

　学都にほど近い場所に降り立ち、無数の腕を振ふり上げて不気味な脈動を始めた大怪獣を指差し、ヴァーミリオンはなおも狂きよう騒そうじみた大声で叫び続ける。

『僕たちが人間同士で争っている場合じゃない！　僕たちが力を合わせて戦わなければならない敵はあいつだ！　あいつ、あい、あれ……、ならなぜ僕はこんなところに……』

「少し黙だまれ、ヴァーミリオン」

『え？』

「今はおれと貴様の、男同士の戦いの最中だ。それ以外のことはどうでもいい」

『分からないやつだなあ！　僕と君とでは生きてきた年月が違う！　潜くぐり抜ぬけてきた修しゆ羅ら場ばが違う！　討うち取って来た敵の数が違う！　積んできた経験が違い過ぎるんだ！』

「しかし、子どもが大人に勝つことだってある。貴様の掲かかげた大人の理り屈くつとやらは、なにも全てに当てはまるわけではないぞ」

　言って、ゼファーは再び星賜剣を構える。

　刀身の輝きは紅レツド。生徒会長たちのように出力の高いα星の剣を使うのでなく、彼はあくまでＺ星の剣にこだわっていた。

『そんな名無しの剣が、この期ごに及およんで僕に通用すると思うのか！』

「するさ。自分の無知を棚たな上あげして子どもをバカにするのは、駄だ目めな大人の悪い癖くせだ。貴様らＯ・Ｂオールド・ボーイズが惚ほれていた彼女とやらに教えてもらわなかったのか？　おそらく彼女は、本当に大切なのは名前などではないと──人も、星も、真の輝きはもっと違うところに宿るのだと、ちゃんと知っていたはずだ」

　だからこそ、ゼファーと同じく彼女もこの剣を愛剣として用いていたのだろう。

「初代の副会長に代わって教えてやろう。この名も無き星の、真の光を!!」

　ゼファーが叫ぶ。

《蛇だ夫ふ宮星賜剣：全剣委任者：ゼファー・アゾット：認証済》

《所有者承認完かん了りよう：Ζ星賜剣ゼータ・オフイウキ『名無しのノーメン・最輝星ネスキオー』：出力最大顕けん現げん》

　そして光の文字が刀身に躍おどった瞬間──

　彼の持つ『赤い星賜剣』が、『青い星賜剣』へと変わった。

　紅レツドの光の刀身が粉々に砕け散り、そして新たに、全天でも最も珍めずらしいとされる青ブルーの星の輝きを宿す刀身が現れたのだ。

　──蛇へび遣つかい座ざΖ星。

　その星は地球上からでは、いくら目を凝こらしても肉眼では容易に見つけられないほどの、小さく頼たよりない赤い星にしか映らない。

　夜空に散らばる無数の星の中でも、乙女座のスピカのような一等星の輝きには遠く及ばない、取るに足らない星だ。だからこそ古代より誰も名前を与えようとしなかった。

　しかし、不ふ遇ぐうと没ぼつ落らくの星座たる蛇遣座のひとつに数えられるこの星が赤く小さく見えるのは、実はその真の輝きを遮さえぎる宇宙塵コズミツクダストが運悪く存在していたからだ。

　Ｚ星の本来の色は、全ての恒こう星せいの中でも最も熱く激しく輝く青ブルー。

　太陽の二十倍の質量と八万倍の明るさを誇り、宇宙塵コズミツクダストが存在していなければ、地球上からでも太陽の次に眩まばゆく輝いて見える恒星、全天最輝星のひとつとなっていた星なのだ。

　故にその星の力を宿す星賜剣こそ──

　極大の出力を誇る蛇腹剣ガリアンソードの青き刃やいばと、宇宙塵コズミツクダストの如き無数の赤き刃片とを、同時に操ることのできる、最強の『全天最輝星賜剣アストラマギアス』。それこそがゼファーの剣の真の姿であり、ニアがかつて目にした青い星賜剣の正体だった。

「これで分かっただろう。人も、星も、名が価値を決めるのではない。魂たましいの輝きこそが、生命いのちの価値を決めるのだ」

　剣が彼を主に選び、彼が剣を友に選んだ。

　もしもゼファーが手にした星賜剣が別物であったなら、第七セブンス宇宙怪獣・メガテリオン『百頭龍ラードーン』の単身撃げき破はを成功することは叶かなわず、彼は命を落としていたことだろう。

「敵が害がい獣じゆうだろうが、老害だろうが、誰だろうとおれたちの国に手出しはさせない」

　剣を掲げ、ゼファーが告げる。

　少年の手の内にある全天最輝星賜剣アストラマギアスの輝きに見み惚とれながら、ヴァーミリオンは悟った。取るに足らないはずの未熟な少年が、どうして学園王国の守護者足り得たのか。そして、どうして生徒会長に選ばれた少女たちが、彼に絶大な信しん頼らいを寄せているのかを。

「……せんぱい、きれい」

　見惚れていたのはヴァーミリオンだけではない。今まで気を失っていたニアも意識を取り戻もどし、ジュリエットともども全天最輝星賜剣アストラマギアスの刀身の輝きに目を奪われていた。

「ジュリエット。貴様はニアを連れてシトゥラたちのところへ急げ。おそらく、大怪獣との戦いはもう始まっている」

「うん。オス同士の決けつ闘とうの邪じや魔まはしない。ぼくにもメスのプライドがある」

「おれ抜きで倒たおしてしまっても構わんが、無理に倒そうと頑がん張ばる必要はないぞ。命を懸かける必要もない。適度に手を抜き、なんならサボってもいい。十二人もいる生徒会長どもの可愛かわいい尻しりを拭ぬぐってやるのが、唯ゆい一いつの副会長であるおれの仕事だからな」

「いいよ、分かった。ぼくのお尻は可愛いからね、任せたよ」

「ちょっとー！　せんぱい、お尻が可愛いはセクハラじゃないですかー！」

　ジュリエットは騒さわぐニアを抱かかえ、学星服の力で窓から地上へ飛び降りた。

　その姿を見届けた後、ゼファーは剣の切っ先を敵へと向ける。

「さあ往くぞ、覚かく悟ごを決めろ、老害！」

『その……その輝かがやきを僕に見せるなァァァァァァァァァァァァッッ!!』

　全天最輝星賜剣アストラマギアスの青き刃がヴァーミリオンへと迫せまる。

　すでに星賜剣の形態は『巨獣戦闘ギガントマキア』に切り替わっている。もしもその刃に斬きられれば、不死幇助神具エリユシオンと同化したヴァーミリオンの命は間ま違ちがいなく絶たれるだろう。

　だが、魔ま力りよく発勁で散らすには、迫る光こう刃じんの魔力はあまりに強すぎた。ヴァーミリオンは三ツ星級の全身鎧よろいの性能を駆使し、人間離ばなれした動きでその場を離り脱だつ。そのままニアたちが飛び出した窓から身を躍らせ、学舎の壁かべを駆かけ上がりながら屋上へと逃にげ出す。

　当然、ゼファーも三ツ星学星服をフルに稼か働どうさせ、同じように壁を走ってこれを追う。

『舐なめるなぁァァァァァァッ！』

　途と端たん、ヴァーミリオンは踵きびすを返し、背後から迫るゼファーを拳で迎撃すべく迫る。空中戦ならば分があると踏ふんだのだろうか。

　だが、ゼファーが全天最輝星賜剣アストラマギアスを手に念じた瞬しゆん間かん、先ほど砕け散って無数の刃片となっていた紅レツドの刀身の残ざん骸がいが、その意思に応じて敵を狙ねらう。

　四方から流星雨のように降り注ぐ真紅の光の刃片を、次々と魔力発勁で撃うち落として防ぼう御ぎよに徹てつするヴァーミリオン。しかしいくら重力軽減術式が施ほどこされた三ツ星級とはいえ、学舎の壁を足場にして踏ん張ったままでは、攻こう撃げきにも移動にも転じられない。

「これで終わりだ！」

『終わりじゃない！　終わらない！　終わりたくない！　なんのために不死を完成させようとしていると思う！　死にたくないからだ！　永遠に生き続けていたいからだ！』

「ならば永遠に、幸せだった頃ころの甘い夢を見続けろ！」

　ゼファーは壁を蹴けり上げて空中に身を躍らせながら、剣の刀身の呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。

「ひらけオープン魔術の世界・ザ・ワールド、『万物石化のストーンワールド封神柱・オベリスク』!!」

　解き放たれた魔力の輝きを防ぐ手立ては、ヴァーミリオンにはすでにない。逃のがれようのないゼファーの魔術の直ちよく撃げきを喰くらい、ハデスの兜かぶとごとその全身を石化の呪のろいによって覆おおわれていく。

　そして、学舎の壁の一部を巻き込んで、かつて最初に乙女座さまヴアルゴと呼ばれた男は、彼が愛した学都を見み渡わたせる位置に固定されて石柱と化した。

「偉えらそうな貴様には高い場所がお似合いだ。せいぜい、自分が愛した学都を見守れ」

　宙に身を投げ出したゼファーは、妄もう執しゆうとともに石像と化した敵を見上げ、そう言った。
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　直後、不ぶ恰かつ好こうな体勢のまま地上に落下。

　きょうだけで二回目となる地面との激突は、いくら学星服を着ているとはいえ、痛いものは痛い。

「……ゼファー・アゾット、お前が勝ったか」

　随ずい分ぶんと恰かつ好こう悪い着地となったゼファーを出で迎むかえたのは、意識を朦もう朧ろうとさせたまま、その場に四し肢しを投げ出していた先代乙女座さまヴアルゴのニルヴァーナだった。

「先代乙女座さまヴアルゴか……姐あねさんはどうした？　どちらが勝ったかは貴様を見れば分かる。ただ、ニアとジュリエットもここに来ただろう」

「三人とも第八号エイスの撃げき退たいに向かった。私が持っていたγ星ガンマ・賜剣ヴイルジニスポリマもヴァージニアが取り返していったよ。お前も恨うらみを晴らすなら今のうちだぞ。たとえ犯されようが今の私にはなんの抵てい抗こうもできないからな」

「たわけか貴様。十八禁は十八歳になってからというのがおれのポリシーだ。貴様が何歳だろうと関係ない、なにせおれはまだ十七なのでな」

「牡牛座さまトーラスにやられて私はこのざまだ。身動きどころか指一本動かす力も残っていない。気絶しなかったのがせめてもの幸いだが、こうして放置されたまま第八号エイスに潰つぶされるかもと考えると、気分は最悪だな」

　その言葉の割にニルヴァーナは仰あお向むけに寝ねそべったまま、憑つき物が落ちたような面持ちで祖父の石像を見上げていた。

「その心配はない。おれが必ず倒す」

「相手は大怪かい獣じゆうだ。今度こそ命を落とすかも知れないぞ」

「その心配もない。誰だれにも、おれの命は奪えない」

　言ってゼファーは、全天最輝星賜剣アストラマギアスの刀身に浮うかび上がる新たな呪じゆ文もんを唱える。

「汝なんじ、不死を喰らう蛇、その果実を我に分け与あたえたまえ──」

　複雑な呪文詠えい唱しようとともに、剣けんから放たれた星の輝きがゼファーを包む。

「ひらけオープン魔術の世界・ザ・ワールド、『限定不死デミ・アンブロシア』」

　そして呪文の締しめくくりとともに魔力の輝きはゼファーと同化し、その髪かみと瞳ひとみを剣の刃と同じ群ぐん青じよう色に輝かせた。

「今の魔ま術じゆつはいったい……？」

「確か理事長は、大怪獣の核かくが不死幇助神具エリユシオンの材料になると言っていたな。なら、おれが倒した第七号セブンスの核がどうなったか聞いたことはあるか？」

「いや……去年は私が理事会に言われて第七号セブンスの遺い骸がいを調べさせられたが、核と思おぼしき部位は破損していて使いものにならなかったはずだ……」

「第七号セブンスの体内にも、黄金の林りん檎ごを思わせる核が存在していた。使いものにならなかったのは、戦せん闘とう中に全天最輝星賜剣アストラマギアスが核の全魔力を奪ったからだ。今の魔術はそのときに剣が習得した新たな術式。おれの肉体を数分の間だけ完全な不死状態へと変質させる。だから今のおれは、たとえ神様であっても殺せない」

　──蛇へび遣つかい座ざとして星の海に上げられたアスクレピオスは、自在にあらゆる患かん者じやに不死の治ち療りようを施したという。そして、そのアスクレピオスの名を自らの魔ま導どう書の題として後世に残した人類最古の魔術師ヘルメスもまた、不死の奇き跡せきを会得していたと、この星の伝承には記されている。

　全天最輝星賜剣アストラマギアスに宿った魔術は、まさにその力の片へん鱗りんの具現化と言えるだろう。

「そうか……。いわばその剣が、新たな不死幇助神具エリユシオンとなっていたのか……」

「いくら最強の星賜剣を持っていたとはいえ、二ツ星学星服で大怪獣を単身撃破できるわけがないだろう。あの戦いでおれが死ななかったのは、この魔術のおかげだ」

　ゼファーはそうして、学都に迫る第八エイス宇宙怪獣・メガテリオン『百腕巨兵ヘカトンケイル』へと視線を向けた。

「じゃあなセンパイ。今だから言うが、男装の麗れい人じんとして学園王国のエリート街道を華はな々ばなしく王道を往くように進んでいた頃の貴様は、おれの中等部時代からの憧あこがれだった。ただ、貴様の妹は貴様よりももっといい女になるかもしれんな」

　照てれ臭くさそうに言い残すと、ゼファーは相手の返事を待たずに全速力で駆け出す。

　三ツ星を着た状態での全力疾しつ走そうだ。

　その姿は突とつ風ぷうとなって一いつ瞬しゆんでニルヴァーナの視界から消え、超ちよう人じん的な脚きやく力りよくでもって、ものの十数秒で学都の端はしから端まで駆け抜ぬけ、都市外の荒こう野やへと飛び出す。

　加速した体が鋭するどく風を切る中、接敵。

　全身の腕を使って百足むかでのように地上を這はう百腕巨兵ヘカトンケイルは、ゼファーの持つ全天最輝星賜剣アストラマギアスの魔力に引き寄せられ、進行方向を学都から彼へと切り替かえる。

「シトゥラ、コルピー、おれの援えん護ごに回れ！」

　最前線で百腕巨兵ヘカトンケイルの足止めをしていた少女たちと合流し、青く染まった髪を風になびかせながらゼファーは叫さけんだ。

　二刀流で大怪獣の無数の腕の指を次々と落としていたシトゥラが、すぐさまゼファーの横に並び立つ。そして口を開いた。

「ゼファー君。以前、身の上を話したことがあったでしょう？　わたしの生まれた星船は宇宙怪獣メガテリオンに襲おそわれたと。少し不謹きん慎しんなことを言って許されるのなら、そのおかげであなたと出で逢あえたわけだけど、あれがその元げん凶きようよ」

　言って、ゼファーへと涼すずやかに、可か憐れんにほほえみかける。

「やっつけて。わたしのために」

「任せろ」

　雄お々おしく頷うなずき、ゼファーは吠ほえる。

「無限輝き道どうの構え！」

　その瞬間、『巨獣戦闘ギガントマキア』発動とともに、数珠じゆず状に連なっていた全天最輝星賜剣アストラマギアスの光の刃やいばの連結が解ける。無限に伸のびた刀身は鞭むちのようにしなりながら、一本一本が大木の幹ほどもある百腕巨兵ヘカトンケイルの野太い指を、次々とハイスピードに一刀両断していく。

　大怪獣に接近戦を挑いどむのは捨て身の特とつ攻こうじみていたが、『限定不死デミ・アンブロシア』の加護が桁けた違ちがいの巨きよ体たいを誇ほこる敵との超ちよう接近戦を可能としていた。

　切り離はなされた指は大だい蛇じやのように独自に活動を開始しようとするが、シトゥラとコルピーの星賜剣によって即そく座ざに屠ほふられていく。

「ふたりとも一いつ旦たん離はなれろ！　来るぞ！」

　落とした百腕巨兵ヘカトンケイルの指のひとつを足場に、ゼファーが再び叫んだ。

　一定数の指を失った百腕巨兵ヘカトンケイルが、痛みに耐たえられない駄だ々だっ子が癇かん癪しやくを起こすように腕を振ふり上げたのだ。無論、一本二本の話ではない。百の腕、その全てだ。

　次の瞬間、百腕巨兵ヘカトンケイルの巨きよ大だいすぎる剛ごう腕わんが、一いつ斉せいに大地へと叩たたきつけられた。

　ゼファーたちはその攻撃こそ回かい避ひしたが、余波が大おお地じ震しんとなり衝しよう撃げきが地割れと地じ盤ばん沈ちん下かを起こす。腕が大地を叩く轟ごう音おんは鼓こ膜まくを、激げき震しんの衝撃は全身を麻ま痺ひさせるほどだった。

　これでは、不死身の加護を得たゼファーでなければ戦場に留まることすら不可能だろう。三ツ星の全速力で一時離脱したシトゥラとコルピーのふたりは、先ほど到とう着ちやくしたばかりのニア、ジュリエット、そしてダイアナ大先せん輩ぱいがいる地点まで高速で避ひ難なんする。

「……ゼファー君はだいじょうぶなの？　『限定不死デミ・アンブロシア』の加護のことはわたしも教えてもらっているけれど、このままだと先に時間制限が来てしまうわ」

　遠巻きに見えるゼファーの孤こ軍ぐん奮ふん闘とうぶりに、シトゥラは不安そうに訴うつたえた。

「ですわ。ここはなんとしても短期決戦でぶっ潰してやりますわよ！」

「ゼファーが戦いやすいようにしてあげないとね」

　コルピーとジュリエットもシトゥラに応じ、地震が収まるのを待って、三人揃そろって駆け出した。その場にニアとダイアナを残し、彼女らの姿はあっという間に戦線へと復帰する。

　戦い慣れした三人は、遠えん距きよ離りからの全ぜん剣けん抜ばつ刀とうを駆く使しして大怪獣の指や比ひ較かく的てき小さい腕を次々に落とし、激戦を繰くり広げているゼファーの援護に徹する。

「あたしはどうしたら……」

　対して、助太刀に入れるだけの実力を持たないニアは、悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。

　百腕巨兵ヘカトンケイルを前に、大怪獣に殺されかけた去年の記き憶おくが甦よみがえり、脚あしが震ふるえているのもある。

　しかしそれ以上に、自分が立ち向かっても足手まといにしかならないのでは──そんな不安が、彼女の勇気を曇くもらせていた。

「んもー、なんかあいつ食べられそうな部位がないなー。やっぱり人型っぽいからか？　あんま美味おいしそうでもないし、油で揚あげればなんとかならないかなー？」

　その隣となりでは、エプロン姿のダイアナが余よ裕ゆうさえ感じられる面持ちで、四方から攻せめられている百腕巨兵ヘカトンケイルを観察している。

「ん？　ニアちゃま元気ないぞー、どしたー？　まさか、じぶんが実は牡牛座さまトーラスだって隠かくしてたことを怒おこってるのか？　うわーん、ごめんよー！」

「全然違ちがいます。全然違いますけど、なんで隠してたんですか？」

「おう！　言ったら二年連続で牡牛座さまトーラスやってるってバレるよな？　中等部の後こう輩はいにまでダブりダブり言われるの嫌いやだったから……って今のナシ！　それもあるけどニアちゃまは甘あまえん坊ぼうさんだかんな、同じ派は閥ばつの牡牛座さまトーラスが誰か分かったらすぐ頼たよっちゃうだろ？　それじゃダメなんだなー」

「それって、甘えたり頼ったりするなってことですか……？」

「違う違う。甘えたり頼ったりする相手が違うってこと」

「？？？　せんぱいならいい？」

「んもー！　だから違うって！」

　そう言ってダイアナは、ニアの手の中の星賜剣を指差した。

「星賜剣には意思が宿っているかんな。ニアちゃまを主あるじとして認めたのもそいつらだし、ニアちゃまが頼るべきもそいつらってことだな」

「スピカやみんなに頼る……？」

　言われ、ニアもまた自分の手の中を見下ろした。

「そういえば、くそおじじが言ってた。スピカたちは年増に騙だまされたから、反動であたしを選んだって。つまり……ロリコン？」

　何気ないニアの言葉に抗こう議ぎするかのように、乙女おとめ座ざの星賜剣は刃を激しく明めい滅めつさせた。あまりと言えばあまりの扱あつかいに、自我を持つ魔ま剣けんなりに反論したのだろう。

「ごめんごめん。怒んないで。でも、意思があるって本当なんだね、みんな」

　いくら意思があるとはいえ、星賜剣と会話ができるわけではない。急に剣と心が通じ合って以心伝心できるわけでもない。ただ、なんとなく気持ちは分かる気がした。

　乙女座の星賜剣はヴァーミリオンに利用され、大怪かい獣じゆう召しよう喚かんの呼よび水にされてしまった。そしてニアも祖父の野望成就のための道具として扱われ、孤こ児じ院いんに捨てられた身だ。

　彼女たちが利用されなければ、今こうして百腕巨兵ヘカトンケイルと戦う必要もなかったはず。

「……そうだよね。そりゃもちろんめちゃくちゃ悔しいもん！　腹立つ！　めっちゃむかつく！　ぷんすか！　うわ、なんか口に出したら余計に怒りたくなってきた！　だいたいなんで第八号エイスってあんなキモいの！　きらい！　もっと可愛くてもいいよね！」

　戦いに参加できていない不満も込みで怒いかりを炸さく裂れつさせるニア。

「気に入らないものはぶっ倒たおす。それがあたしの乙女おとめ道!!　文句あっか!!」

　荒あらぶる彼女の手の中で、スピカを始めとした乙女座の星賜剣の全てが、主の想いに共鳴するかのように同時に輝かがやき始めた。初めて目にする現象にニアが驚おどろく中、星賜剣は刀身に次々と呪じゆ文もんを浮かび上がらせていく。

「──分かった。この呪文を唱えればいいってことだよね！　よしきたやったるぜ！」

　星賜剣を全剣抜刀し、ニアはその場で仁王立ちして百腕巨兵ヘカトンケイルを睨にらみつけた。

　そして呪じゆ文もん詠唱を開始する。

「我振り下ろすは、紅ぐ蓮れんに輝く星の涙なみだ！」

　呪文を唱え終えた星賜剣は、光の刃を維い持じし続けたまま主の手元を離れて次の剣けんに場所を譲ゆずり、九つの光の剣は踊おどるようにニアの周囲を巡めぐりながら魔ま力りよくを乱らん舞ぶさせていく。

「落らく涙るいせし汝なんじ、数あま多たの光射す永えい劫ごうの闇やみ！」

　順々に眼前に現れる新たな呪文をニアは次から次へと繫つなぎ合わせていく。熱に浮うかされた様子で呪文詠えい唱しようを続けるその姿に、後輩を見守っていたダイアナが首を傾かしげた。

「……なー、ニアちゃま、なんかちょっと呪文長くないか？」

　彼女が不安げにそう言うのも無理はない。

　本来、星賜剣ひとつひとつに搭とう載さいされた魔ま術じゆつは、一文詠唱で唱えられるものばかり。

　複数の呪文をひとりの術者が連文詠唱によって組み合わせるなど、半世紀近い学園王国の歴史で一度も確認されたことはない。

「無限の無、天の天てん蓋がい、凍こおれる宇そ宙ら！」

　が、ニアの詠唱は止まらない。

　そのとき不意に、ダイアナは気づいた。気づいてしまった。

　どうしてひとつの星座につき、その星の数だけ複数の星賜剣が存在しているのか。

　星賜剣を造った伝説の大魔術師たちが、なぜそんなことをしたのか。

　人類に文明を授けた魔術師ヘルメス・トリスメギストスが存在した紀元前の超古代から、西せい暦れき、魔ま法ほう暦れきを経ても、この地球に存在する魔術の在り様は今も変わらない。

　ひとりの魔術師が一文詠唱で単身制せい御ぎよできるものが、魔術。

　複数の魔術師たちによる連文詠唱で制御する大規模術式が、大魔術。

　そして大魔術を他の魔術師たちに頼らず自力で単身制御できる者が、大魔術師。

「墜つい天てんの一ひと滴しずく、我が世界を砕くだき、万象を討うち滅ほろぼせ！」

　所有者を擬ぎ似じ的な魔術師とするのが星賜剣だとされてきた。

　しかし魔術を行使するための呪文詠唱に必要な剣は一ひと振ふりでいい。

　もしも星賜剣ひとつひとつが魔術師ひとりひとりの役目を果たすなら──

　つまりそれは星賜剣の所有者が擬似的な『大魔術師』となることに他ならない。

《処女宮星賜剣：全剣委任者：ヴァージニア・レーヴァテイン：認証済》

《位階封ふう印いん解除：全星賜剣『全ては我らの乙女のためにオムネス・プロ・ヴイルジニス』：大魔術駆く動どう開始》

《ようこそ次なる魔術の世界へ　Please call -Open the World-》

　メッセージとともに、封ふうじられていた星賜剣の真なる力のひとつが今、解放された。

　瞬しゆん間かん、ついにニアが唱え続けた呪文が完成する。

「ひらけオープン魔術の世界・ザ・ワールド、『星座崩しセレステイアル・の天鉄鎚メテオフオール』!!」

　それは遥はるか昔に失われたはずの、星を動かす大魔術。

　おとぎ話の大魔術師が旧ふるき時代に用いたとされる、秘中の秘とも言うべき奥義。

　大きく天へと掲かかげられた乙女座の星賜剣一式が、ニアの持つα星アルフア・賜剣ヴイルジニススピカを始めとして、流星が大地から空へと昇のぼるように光の刃を宇宙へと解き放つ。

　地球から星の海へと撃うち出された魔力光は宇宙空間を漂ただよう隕いん石せきに宿り、星の欠片かけらは天へと伸びた星賜剣の太刀筋を頼りに、地球へと降下を始める。

　それこそが禁きん忌きとされた隕石落としメテオフオールの大魔術。この星に存在する全ての魔術術式のうち、七つの例外を除けば、土のエレメントに属する最上位術式のひとつだ。

「うわー！　なんか分からんが絶対やばいぞ！　超ちよう絶ぜつやばいぞこれ！　お前ら逃にげろー！　全速力でそこから離れろー！　死んでも知らないかんなー！」

　ダイアナは天上で起きている魔力異変を感じ取るや否いなや、今も百腕巨兵ヘカトンケイルと戦うゼファーたちに向け、切せつ羽ぱ詰つまった大声を張り上げた。

　一方、その声を聞いた一同。大先輩の言葉だけあって、事情は吞のみ込めなくても誰だれもがすぐにその場を飛び退のいた。

　もちろんゼファーたちも、先ほど宇宙空間に向けて撃ち上げられた巨大な光の柱は目にしている。なにか想像も付かない事態が起こったことだけは予測できた。

　次の瞬間まるで新たな宇宙怪獣メガテリオンが現れたかのように空の彼方かなたに影かげが生じる。その正体は、星賜剣の大魔術術式によって地球へと牽けん引いんされてきた、大質量を誇ほこる隕石だ。

　隕石は今まさに輪りん郭かくを広げながら、地上目掛がけて落下を開始しようとしていた。

「よーしこれでも喰くらっちゃえええええええーッ!!」

　天の流れ星に向けて大きく腕を振り上げ、ニアが叫さけんだ。

　隕石は大気圏けんに突とつ入にゆうし、赤熱しながら地球の重力で加速し、一直線に百腕巨兵ヘカトンケイルへと迫せまる。全速力で逃げ出したゼファーたちの退たい避ひはすでに終わっている。大気を熱く震わせながら墜おちてくる隕石の落下地点には、もう大怪獣の姿しか残っていない。

　百腕巨兵ヘカトンケイルは無数の剛腕を空へと向けて高く伸のばし、迫る隕石を受け止めようとする。

　もしも受け止められたなら、百腕巨兵ヘカトンケイルは自身よりも巨大な岩石を投げ返して攻こう撃げきしてくるだろう。そうなってはゼファーたちに勝ち目はない。

　だが、どれだけ強きよう靭じんな肉体を誇る宇宙怪獣メガテリオンと言えど、遥か上空から超ちよう高こう速そくで飛来する大質量の巨きよ岩がんを受け止めることなど不可能だ。鉄鎚の一いち撃げきで大怪獣の百の腕は全て圧へし折れ、隕石は壊かい滅めつ的な轟ごう音おんとともに百腕巨兵ヘカトンケイルに直ちよく撃げきした。

「ざまーみやがりー！　せんぱい今です！」

　大地が爆ばく発はつしたかのような土つち埃ぼこりが舞まう中、ニアが叫ぶ。

「──おい怪物メガテリオン。貴様が来るというだけでおれの可愛い臣下たちは随ずい分ぶんと悩なやみ、ともすれば怯おびえてさえいた。その礼と、地球に土足で踏ふみ込んだ報いを受けてもらうぞ！」

　隕石の着ちやく弾だんで生じた隙すきを、当然ゼファーも見み逃のがさなかった。

「全天最輝星賜剣アストラマギアス、一撃必殺の構え!!」

　剣を両手で握にぎり大上段に構えるゼファー。あまりに隙が多く、たとえ不死状態でもおいそれとは使えない、全身全ぜん霊れい全力による最後の一撃を放つための構えだ。

　群ぐん青じよう色に眩まばゆく輝く巨きよ大だいな光の刃やいばは、まるで空を一刀のもとに両断するかのように天から地へと振ふり下ろされ、潰つぶれて身動きできない百腕巨兵ヘカトンケイルを隕石ごと真っ二つに斬きり裂さいた。

　必殺の名に恥はじぬその一撃で大怪獣は完全に沈ちん黙もくし、切り離はなしても動いていた指や腕を含ふくめた全ての部位も生命活動を停止する。

　ちょうどそこでゼファーの『限定不死デミ・アンブロシア』がタイムリミットを迎むかえた。もとの黒くろ髪かみ黒目に戻もどり、全天最輝星賜剣アストラマギアスを維持する力も尽つきたのか、その場にへなへなと倒れ込む。

　勝利の歓かん声せいとともにシトゥラが、コルピーが、そしてジュリエットが、それぞれ左右と後ろから抱だきついてきた。が、それに抵てい抗こうする気力もすでにない。

　もみくちゃにされながら地面に押おし倒されるゼファーの目に、他の三人に先を越こされて焦あせったのか、決着の余よ韻いんに浸ひたる暇ひまもないまま慌あわてて駆かけ寄よって来る少女の姿が映る。

　ゼファーは誇らしげに、その少女の名を口にした。




　学園王国星徒会生徒会長『乙女座さまヴアルゴ』。

　いずれ花開く君主ヴアージンロード、ヴァージニア・レーヴァテイン。








終章　この星の物語の続き









　第八エイス宇宙怪獣・メガテリオン『百腕巨兵ヘカトンケイル』を撃げき破はし、数日が過ぎた。

　理事長ヴァーミリオンの野望を挫くじき、占せん拠きよされていた軍都アリオトも無事解放し、未だ慌ただしくはあるものの、ようやく学園王国は平へい穏おんな日常を取り戻していた。

　長く頭を悩ませていた第八号エイス襲しゆう来らいの悪夢から解放された生徒会長たちは、午後の会議の前に昼食を取るべく、学都ポラリスの学舎の廊ろう下かを進んでいる最中だ。

　向かう場所は魚座さまパイシーズが元もと締じめを務める商業地区の高級レストラン。学星食堂に行かないのは、ここ数日の大怪獣食材祭に彼女たちが飽あきてきたからだった。

「ここ来るの初めてなんですよー。だってほら高くないですかー？」

　高級そうな店構えにはしゃいでいるのは、乙女座さまヴアルゴのニア。『大魔術』を復活させた功績で、魔術部統とう括かつの生徒会長としてようやく直ちよつ轄かつの部活を任されたばかりだ。

　彼女の同行者はシトゥラ、コルピー、ジュリエット、そしてキャルルの四名。

「ゼファー君も誘さそったのだけれど、先約があるからと断られてしまったわ」

　シトゥラは明らかに落らく胆たんした様子で、最さい後こう尾びをとぼとぼと歩いている。

　対してニアは意い気き揚よう々ようと真っ先に店内へ足を踏み入れた。

　価格設定は高いが、そこはやり手のピスケットだけあって繁はん盛じようさせているようだ。店内はニアたちと同じく怪獣料理に飽きた生徒たちでごった返している。

「あ。せんぱいがいる」

　テーブルの一角へと目を向けたニアがそう言った瞬間、後ろにいたはずの四人がワッと加速し、ニアを押し退のける勢いで店内になだれ込んだ。

　三ツ星学星服のトリコロールカラーはよく目立つ。ゼファーの姿はすぐに見つかった。

　──そして、彼の対面で食事している相手の姿も。

「先日は悪かったなピスケ。貴様には学外政府との商談を全て任せてしまった」

「いいよいいよぉ。わっちもゼファーちゃんのお金を好きに使えて楽しかったしぃ」

「ところでここの飯の代金はいくらだ？」

「それもいいよぉ。きょうはねぇ、この前のお礼でわっちのオゴリってことで──」

　奥の席のゼファーとピスケットの姿を見つけた途と端たん、面々は大挙して押し寄せる。

「ゼファー君。わたしの誘いを断ったあなたがどうしてここにいるのかしら？」

　シトゥラはそう言ってゼファーに詰つめ寄った。

　一方コルピーとキャルルはピスケットに詰め寄る。

「あれあれぇ？　みんなきょうは珍めずらしくわっちのお店を利用してくれるなんて、どういう風の吹ふき回しかなぁ？　これからもご贔ひい屓きにして欲しいなぁー、なんて……」

「ピスケさん。わたくしの耳がおかしくなったのかもしれませんが、あなた今、オゴリとおっしゃいましたわよね？　お金にがめついあなたが？　冗じよう談だんですわよね？」

「は？　あーしらと食べに行くときピスケ今まで一度もそんなこと言ったことなかったし。つかあーしらが奢おごらされたし。なのにゼファーにだけは奢っちゃうワケ？　それって抜ぬけ駆がけだし。あざといのはそっちだっつーの！」

「やだなぁコルピーちゃんもキャルルちゃんもお顔が怖こわいよぉ……？」

　ピスケットは両りよう脇わきを固められ、その場から連れ出される。

　代わりに、空いた席にはちゃっかりとジュリエットが座った。

「ぼくここに座る～。ゼファーもいっしょに食べようよ～。魚座さまパイシーズのオゴリみたいだし、店員さん、とりあえずお肉料理を全部持って来てくれる～？」

　各々が好き勝手にあれやこれやと言いたい放題であっという間にテーブルはしっちゃかめっちゃかだ。

　その光景を呆あきれた様子で眺ながめるニア。

「なんだろなー、付き合ってられませんなー」

　彼女は我関せずといった面持ちで隣となりのテーブルに座り、メニューを手に取る。

「せんぱーい、実際食べてみてオススメとかないですかー？　他の先せん輩ぱいたちも、早くお昼ごはん食べないと昼休み終わっちゃいますよー？」

　と思いきや、隣のテーブルにいるゼファーに向けてメニューを広げ、他の生徒会長たちに控ひかえめながらに対たい抗こうした。

　会議開始の時間が迫っていることもあって、シトゥラたちもしぶしぶ矛ほこ先さきを収め、ふたつのテーブルをくっ付けて昼食を済ませることに。

「おい、おれはもう充じゆう分ぶん食べたぞ。別に追加はいらんのだが……」

「いっぱい食べておかないと、ここぞというとき全天最輝星賜剣アストラマギアスを使えませんよー。でも、あんな凄すごい剣けんがあるから、あたしたちみたいにα星の剣は使わなかったんですね」

「それもあるが蛇へび遣つかい座ざのα星はその、名前がな……」

「名前がどうかしたんですか？」

「α星アルフア・賜剣オフイウキラスアルハゲ。ハゲだぞハゲ。あまり使いたくない」

「ハゲは確かにイヤですけど、でも昔の言葉なんですよね？　なら別に禿はげてるわけではないのでは？」

「ところがどっこい『蛇を採る者の頭ラスアルハゲ』だ。頭だぞ頭。頭でハゲだぞ」

「うわー。じゃあやめときましょっか。せんぱいにはハゲないで欲しいですもん」

「そうね。ゼファー君は髪かみを大切にして頂ちよう戴だい」

「ですわ。千年の恋こいも冷めますわ」

「貴様らハゲに厳しいな！　言っておくが、おれも今は若いが歳を食って大人になったらどうなるか分からんのだぞ！」

　思わぬ集中砲ほう火かにゼファーは叫んだ。

　そんな先輩の顔を上うわ目め遣づかいで見上げ、ニアは意地悪くほほえむ。

「たとえ歳をとって大人になっても、あたしたちのために、いつまでもカッコいいままでいてくださいね！　ね、せーんぱい！」
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　その日の星徒会会議は、珍しく双子座さまジエミニを除く全員が出席していた。

　乙女座さまヴアルゴのニアにとっては未だよく知らない生徒会長の姿もあり、彼女は興きよう味み津しん々しんといった面持ちで会議室の円えん卓たくをぐるりと見回す。

　総勢十一名。副会長のゼファーは会議室の外で待機中だ。

「ほぼ全員が揃そろうなんて珍しいですよね。最近、ＳＮＳの星ほし占うらないで恋れん愛あい運が悪かった日は星徒会に顔出さない生徒会長さんが増えましたもんね」

　ニアの指し摘てきに誰だれもが押し黙だまる。全員に何らかの自覚があって、図星を突つかれたらしい。

　気を取り直すように水瓶座さまアクエリアスのシトゥラが咳せき払ばらいを交えつつ会議を始める。

「ともかく、きょうの会議を進めていきましょう。本題に入る前に、Ｏ・Ｂオールド・ボーイズから再三にわたって引き渡わたし要求を受けている百腕巨兵ヘカトンケイルの核かくのことだけれど……」

「不死幇助神具エリユシオンの材料でしたわよね。そんな危ない代物は渡せませんわ」

「そうね。星せい賜し剣けんが不死幇助神具エリユシオンと同化した人間を宇宙怪獣メガテリオンと認識した以上、どうあっても理事会に引き渡す道理はないもの」

　蠍座さまスコーピオのコルピーとシトゥラの意見が合がつ致ちした。

　本当にうやむやにはできない案件は、こうしてふたりの意見を合わせて反対意見を封ふう殺さつする。水瓶座さまアクエリアスと蠍座さまスコーピオのふたりを敵に回して会議の主導権を取ろうとする怖いもの知らずはいないはず──

「いっそ売っちゃおうよぉ！　絶対すっごい高値がついちゃうよぉ？」

「黙れし。ピスケあんたいい加減にしないとマジで怒おこるし」

　──若干一名いたようだが、魚座さまパイシーズのピスケットは蟹座さまキヤンサーのキャルルに釘くぎを刺さされ、しょぼくれた顔で黙り込んだ。

「理事会の連中、大怪獣の核の秘密や大人が星賜剣を使っちゃダメな理由をこっちが把は握あくしてるって知らないみたいだなー。ってことは、先代乙女座さまヴアルゴが黙ってるんだな」

　牡牛座さまトーラスのダイアナが旧友に想いを馳はせながらそう言った。

　その言葉を聞き、思わぬ姉の置き土産みやげにニアの顔もほころぶ。

　彼女の左ひだり隣どなりでは、昼食に山ほど肉を食べたばかりの獅子座さまリオのジュリエットが、早速会議中だというのに居い眠ねむりを始めている。

　そんな中、シトゥラが厳おごそかに口を開く。

「では本題に移るわ。わたしたち十二星座の生徒会長は、ヴァーミリオン卿きようの暴挙を通じて理事会の秘密を知り、大人たちが子どもたちを利用して宇宙怪獣メガテリオンを倒たおさせ、あまつさえ大怪獣の核を集めさせて不死幇助神具エリユシオンを作っていたことを知った。第四号フオースから第八号エイスまでの五体の大怪獣を襲来させたという言げん質ちも双子座さまジエミニが取ってくれたわ。これを公開すれば、風は必ずわたしたちに吹く」

　彼女は瑠る璃り色いろの髪をクールに搔かき上げ、宣戦布告するように堂々と言い放つ。

「さあ、学園王国を独立させましょう」

　その言葉に反対する者はいない。

　大人たちからの支配を脱だつし、本当の意味での若者の若者による若者のための国を作る。

　真に、少年少女による自治独立を始めるのだ。

　シトゥラの言葉をこの場の誰もが誇ほこらしげに受け止めた。

「もちろんこれからは校則の内容も自分たちで決めていくわ。大人たちの指図は受けない。星徒会会議に通りさえすれば、理事会の了りよう解かいを得ずとも実じつ施ししていくつもりよ」

「自分を縛しばるルールは自分で決める。わたくしにとっても望むところですわ」

　こちらも薔ば薇ら色いろの髪を優ゆう雅がに搔き上げ、コルピーはうっとりと目を細めた。

　そんな中、ニアが大きな挙手とともに発言する。

「校則を自分たちで決めるってことは、たとえばですね、少し前の会議で議題に挙がっていた恋愛の解禁なんかも、自分たちで決めちゃうんですよね？」

「そうよ。もちろん恋愛も解禁するつもりよ」

「それは解禁しませんわ。ダメに決まっていますわ」

　ニアの発言を肯こう定ていしたシトゥラと否定したコルピーが、驚おどろきの表情とともにお互たがい顔を見合わせる。

「コルピー。どういうことなの？」

「シトゥラさんこそどういうおつもりですの？」

「若い少年少女がともに青春を過ごすのだから、恋愛の自由はとても大切なことよ」

「ご冗談を。数十万人の情じよう欲よくを許して、健全な学園生活が保てるわけがありませんわ」

　シトゥラとコルピーは席から立ち上がり、火花を散らして睨にらみ合う。

「本当に通すべき案件は、互いの意見を同じくするという決まりだったでしょう。なんのために今まで共きよう謀ぼうしてきたのかしら？」

「もちろん学園王国独立のためですわよ！　恋愛解禁のためではありませんわ！」

「わたし、以前から言っていたわよね。自分が生徒会長に就任したら、真っ先に恋愛禁止の校則を潰つぶしてやろうと思っていたの、って」

　双そう方ほうテーブルを激しく叩たたきながら、賛成と反対に分かれて互いに一歩も退かない。

「うわ。もしかしてあたし、なんか触ふれちゃいけない話題に触れちゃった的な？　どうしましょ、年の功でなんとか場を纏まとめ直してください牡牛座さまトーラス！」

　思わぬ事態にニアはダイアナに泣きついた。

「んもー、じぶんを差し置いて年下の後こう輩はいたちが続々カップル成立とか死にたくなるからやめろよなー！　恋愛解禁は絶対反対だぞー！」

　が、普ふ段だんは頼たよりになるお姉さんも、今回ばかりは私情を優先して反対派についた。

「あーしも反対。だって、その、恋愛とかまだ早いじゃん？　ちゃんと将来の結けつ婚こんのことまで考えなきゃいけないとだし……」

　キャルルもなにやらあざといことを言いながら反対派に回る。

「わっちは賛成でよろしくぅ」

　そう言った瞬しゆん間かん、ピスケットはコルピーとキャルルに睨まれた。

「ち、違ちがうよぉ！　カップル料金導入で商業地区が繁はん盛じようするからだよぉ！　べ、別に個人的なやましい感情はないよぉー！」

　あたふたと否定するピスケットだったが、普段の口舌のキレがない。

「ぼくも賛成派につこうかな～」

　さらには居眠りしていたはずのジュリエットも身を起こし、肉にく食しよく獣じゆうめいた眼差しを爛らん々らんと輝かがやかせてそう言った。

「前からどうしても欲しかったオスがいるんだよね～。つれなくされてばかりで本気で火が点ついちゃってさ～。だから、恋愛解禁してくれたら絶対落としてみせるよ。狙ねらった獲え物ものは早い者勝ちがメスの世界のルールだよね？」

　舌なめずりとともにジュリエットは好戦的にライバルたちを見回していく。

「ついに尻尾しつぽを見せたわね。わたしを差し置いてあなたが勝てるとでも？」

「落とす落とすと破は廉れん恥ちですわ。恋は落とすものではなく落ちるものですわ！」

　その挑ちよう発はつを受けてシトゥラとコルピーの苛いら立だちがさらに募つのる。

「あ、これまずい展開なのでは？」

　ニアの懸け念ねん通り、すでに賛成三票、反対三票。他の生徒会長が中立に回ったとしても、十二名の生徒会長たちの半数もの意見が割れてしまっていることになる。

　これから学園王国を独立させようというのに、この足並みの揃わなさは致ち命めい的てきだ。

「ニアはどう思う？　もちろん賛成してくれるでしょう？」

「当然反対ですわよね？　中学生では恋愛は分からないと言っていましたものね？」

　さらには賛成派と反対派の矛先がニアにまで向けられる始末。

　迂う闊かつに賛成とも反対とも言えない状じよう況きようだ。

　だがニアが口ごもっていると、見かねたシトゥラとコルピーが席を立ち、あろうことかニアの席までつかつかと歩み寄ってきた。

「口に出さなくてもその百面相を見れば分かるわ。ニア、あなた賛成派ね」

「い、いえ、そういうわけではー……」

　なぜだか無性に怖こわくなって、自らも席を立って逃にげ出そうとするニア。

「ならどういうわけですの？　はっきりしてくださいまし！」

「そうね。はっきりして頂戴」

　しかし回り込まれてしまった。妙みように息の合ったシトゥラとコルピーの挟はさみ撃うちに、ニアは逃げ場を失ったまま会議室の壁かべ際ぎわまで追いつめられてしまう。

「え、えーとですね……あのですね……」

「賛成か反対か、答えるだけなら一言で済むでしょう？」

　そしてシトゥラはニアに対してクールに壁かべドン。

「ですわ！」

　コルピーも負けじと逆側から壁ドン。

「ひいいいいい!?　あたし人生初の壁ドンが女性からしかもダブルでなんて聞いてないですよー!?」

　左からシトゥラ、右からコルピーのダブル壁ドンを喰らい、ニアは思わず悲鳴を上げる。

　が、にもかかわらず両者はお構いなしに、ニアを間に挟んだまま再び睨み合う。

「コルピー、ニアが怯おびえているわ。後輩を威い圧あつするなんて上級生としてどうかしら」

「どの口が言うんですの！　そうまでして恋愛を解禁したいのでしたら、シトゥラさん、副会長のゼファーさんにも話を聞いてみたらどうですの？」

「……なぜ急にせんぱいの話題が？」

「ゼファー君は関係ないでしょう。それともコルピー、彼が賛成に回ればあなたも意見を変えるのかしら？」

「せんぱいが関係することなんですか？」

　ふたりの壁ドンに挟まれたままのニアは、そのとき、唐とう突とつに悟さとってしまった。

　どうしてシトゥラやコルピーを含ふくめた生徒会長たちの意見が真っ二つに割れてしまったのか。普段は才さい色しよく兼けん備びの彼女らが、なぜ恋愛事ひとつでこんなにも普ふ通つうの少女になってしまうのか。実はニアは、今の今までまったく思いもしなかったのだが──

「……え!?　もしかして、せんぱいって競争率高かったんですか!?」

　ニアの言葉に、シトゥラたちだけでなく生徒会長全員の顔が真っ赤に染まった。

「なんですかその反応!?　なんだってみんなして顔を赤くしてるんですか!?　だってあの言動であの性格ですよ!?　うっそだー!?　なんてこったー!?」

　会議室の外にいるゼファーにまで聞こえかねない大声に、他の生徒会長たちは完全に錯さく乱らんしてしまい、ニアはすぐさま口を塞ふさがれ黙らされた。

「……おい貴様ら、さっきからなにを騒さわいでいるんだ」

「ゼファー君には関係ないことなの！　ゼファー君は会議が終わるまで待っていて！」

「そうですわそうですわ！　回れ右して会議室から出て行きなさいですわ！」

「……真面目にやれよ、貴様ら」

　様子を見に来たゼファーは、生徒会長たちの会議とは思えない乱れぶりに呆あきれ顔で踵きびすを返し、星徒会本部の執しつ務む室へと戻もどる。

「あいつら、本当にあれで学園王国を独立させられるのか？」

　適当な場所に腰こしを下ろし、重いため息を吐はき出すゼファー。

　そんな中、軽いノックとともに新調されたばかりの執務室の扉とびらが開いて、双ふた子ごの片割れであるセフィーが姿を見せた。

「セフィーではないか。珍めずらしいな、お前が星徒会に顔を出すなんて」

「ゼファー。きょうはとても真面目な話をしに来ました」

　兄とも弟とも呼ばず、セフィーはゼファーの前に立つ。

「まさか、またいつものように、おれの思い上がりを圧へし折りに来たのか？　心配するな。そう毎度毎度、あいつおれに気があるのでは？　などと勘かん違ちがいしたりはしない。ただ少し、ニアのやつに大人になってもいつまでもカッコいいままでいろと言われて──」

「ロリコンですか？」

「それは違う！」

「……ちょっとフラグを折り過ぎましたか……まさか中学生に走るなんて……」

「だからロリコンではないと言っておろうが！　それより肝かん心じんの本題はなんなのだ！」

「そうでした。生徒会長たちは今、学園王国が独立すべきかどうかという会議をしているそうですね」

　未だに騒がしい声が聞こえてくる会議室の扉を一いち瞥べつするセフィー。

「いいですか。馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思うかもしれませんがこれは学園王国の未来に関わる大切なことなので、正座して聞いてくださいね」

　いつになく深刻なセフィーの言葉に、ゼファーは律りち儀ぎに正座する。

　次いで彼女の口から飛び出してきたのは、ゼファーにとっても想像外の一言だった。

「もしもゼファーが今後、生徒会長たちの中から誰だれかひとりを恋こい人びととして選ぶようなことがあれば──星徒会は崩ほう壊かいし学園王国の独立は必ず失敗します。心してください」




「…………えっ、なんで？」











了










あとがき









　ごきげんよう。岬みさきかつみです。

　乙女おとめ座ざといえば私わたくしめにも処女の時代がありました。

　額面どおりに受け取られると恥はずかしいので、初めて書いた応おう募ぼ用の長編小説いわゆる処女作の話と、一応断っておきます。

　高校卒業してすぐ、当時四〇〇字じ詰づめ原げん稿こう用紙換かん算さんで募ぼ集しゆうしていたファンタジア大賞に応募し、結果は落選でしたが、ひとつの作品を最後まで書き上げた経験は今の作家生活の礎いしずえとなりました。ほんとだよ？　だってブラインドタッチが上達したもの。

　逆に言うと、キーボードを打つ速度が向上したことを除くとあまり触ふれられたくない、黒歴史となっている処女作なのですが──

　今回の新作では、ずっと封ふう印いんしてきたそのときのアイデアがひとつ含ふくまれています。

「このアイデア入れたら新作の企き画かくが難しくなるかもなぁ……」と思っていた要素なのですが、逆にそのアイデアのおかげで通ったと言っても過言ではありませんでした。

　昔の自分、報われたな！




　そんなこんなで『学園王国の没ぼつ落らく王と12人の生徒会長』いかがだったでしょうか。

「前作が７人の主人公だったから今作は12人のヒロインだ！」と安直に決めたと思われかねない新作コンセプトですね。当然そんなわけないかんね！

　俺おれはただ、色んな生徒会長ヒロインをいっぱい出したかっただけなんだ！

　欲よく望ぼうに素直に行動した結果、新作の一巻とは思えない数のヒロインたちのキャラデザを要求することになりました。誰だれのせいだ。俺だ。イラストレーターの甘あま味みみきひろ様には頭が上がりません。たいへんありがとうございます。

　いい本を作るべく熱意をぶつけてくださった担当編集のＯ様、企画立ち上げに尽じん力りよくしてくださった前担当のＡ様、ファンタジア編集部の皆みな様さま。そして最後に読者の皆みな々みな様さま、新作遅おそくなってごめんね。どちら様も本当にありがとうございます！

　それでは今回はこのへんで。次回の学園王国でお会いしましょう。次もまたゼファーとニアたちにお付き合い頂ければ幸いです。





二〇一九年四月　岬かつみ






























学がく園えん王おう国こくの没ぼつ落らく王おうと12じゆうに人にんの生せい徒と会かい長ちよう




乙女おとめ座ざヴァージンロード
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